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このドキュメン トについて

このドキュ メン トでは、 Zen のサーバー、 ワークグループ製品用のユーティ リ ティをご

紹介し、 アプ リ ケーシ ョ ンでの基本的なタスクの実行方法を説明します。データベース  

エンジンの起動と停止、 データベースへのアクセスの設定、 ほかのアプリ ケーシ ョ ンの

データへのアクセスに関する ト ピッ クがあ り ます。 また、 このガイ ドには Zen Control 

Center （ZenCC） の説明も含まれています。 ZenCC では、 単一のメ イン画面から  Zen 
ユーティ リ ティを管理するこ とができます。

このドキュ メン トの読者

このドキュ メン トは、 Zen ク ライアン ト / サーバーおよび ワークグループ製品のインス

トールおよび実行を行うユーザーを対象と しています。 



このドキュメン トの読者

xiv このドキュメントについて
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Zen について

以下のト ピッ クでは、 Zen データの管理およびその機能を説明します。

• Zen データベース管理システムについて

• 主要なコンセプ ト

• DBMS 製品について

• Zen マニュアルの使い方

• ファイル システムのセキュリテ ィ
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Zen データベース管理システムについて

Zen は、 MicroKernel エンジンを中心に構成された総合的なデータベース管理システム

です。 

このセクシ ョ ンでは製品とそのコンポーネン ト を説明します。

データベースとは

簡単に言えば、 「データベース」 はデータの集合体です。 一般的に、 データは同じ特徴

を共有する情報をサブセッ トに分割したものによって構成されます。 以下にデータベー

スの例をいくつか示します。 

• 電話帳

電話帳の各エン ト リは、 苗字、 名前、 住所および電話番号という  4 つの特性で構成

されます。

• デジタル写真のコレクシ ョ ン

物理ス ト レージ上の各写真は、 ファイル名とそのイ メージを表すデータ という  2 つ

の特性で構成されます。

• 果樹園リ ス トおよび各果樹園で栽培されているフルーツのリ ス ト

果樹園リ ス トの各エン ト リは、 果樹園名、 住所および創設日という  3 つの特性で構

成されます。 関連するフルーツのリ ス トには、 果樹園名、 フルーツ名、 品種 （マッ

キン ト ッシュ、 富士など）、 価格、 味の評価という  5 つの特性があ り ます。

本製品に関しては、 データベースは意味を持ち明確に定義された関連情報の集合体を指

します。 おそら く、 お使いのコンピューターまたはネッ ト ワーク上に使用可能な 1 つ以

上のデータベースがあ り ます。 たとえば、 備品または材料を購入するベンダーに関する

情報のデータベースがあ り、 また、 顧客あるいはメンバー情報を含むデータベースなど

があ り ます。 これらはそれぞれ別個で、 明確に定義された関連情報の集合体です。

データベース管理システムとは

コンピューター時代のさなか、 私たちはあ り とあらゆる場所でデータベースという情報

の集合体に取り囲まれています。 残念なこ とに、 これらのデータは、 整理、 検索、 分

析、 最新状態を保つ手段を持たなければ何の役にも立ちません。 

「データベース管理システム」 （以下 DBMS） は大量データを管理し、 そのデータをそ

の他のコンピューター プログラムや人々が相互に利用できるよ うデザインされたコン
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ピューター プログラムです。 また、 DBMS は略式にデータベース エンジン と呼んだ

り、 単にエンジン と呼ぶこ と もあ り ます。 DBMS は以下のタスクを実行します。

• データへのアクセスを制御します。 DBMS はデータの悪用を防ぐ監視役と して動作

させるこ とができます。

• データを構造化して、 他のアプリケーシ ョ ンで解釈できるようにします。 DBMS 

は、 すべてのデータがデータベース構造に従っているこ とを保証するので、 他のコ

ンピューター プログラムは共通する方法を使用してデータを操作するこ とができま

す。

• データの安全性を保守し、 データの文字化けや損失を防ぎます。 DBMS は、 データ

の致命的な損失に備えてデータのバッ クアップを容易にし、 また、 一貫した方法で

データにアクセスするこ とによ り、 データが不注意によるダメージを受けないよ う

にします。

• 新しい情報の追加、 検索、 更新、 削除が簡単に行えます。 DBMS では新しいデータ

を直ちに受け付け、 目的に応じて情報の検索、 更新および削除に使用できるツール

を提供します。 挿入するデータ とデータベース  フ ィールドで定義された属性との適

合性をチェッ ク します。

• 異なるデータ  セッ ト間の関係を分析することができます。 DBMS は、 データの一部

がほかのデータの一部とどのよ うに関連しているかを調べるこ とができる方法で

データを格納します。

要するに、 DBMS ではデータを組織化し、 その安全性を保守するので、 簡単にデータ

を使用および理解するこ とができます。

Zen のコンポーネント

Zen の DBMS は、 データの管理を支援するためのさまざまなコンポーネン トで構成さ

れています。

• MicroKernel エンジン

• リレーシ ョナル エンジン

• クライアン ト （別称 ： リクエスター）

• Zen Control Center

• 各種ユーティ リテ ィ

• ドキュ メン ト
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MicroKernel エンジン

高いパフォーマンスを実現している  Zen の中核的要素は、 MicroKernel エンジンです。

このエンジンはコンピューターのハード  ディ スク上のデータ  ファイルを直接処理しま

す。 リ クエス ト される と、 ユーザーやアプリ ケーシ ョ ンがデータを処理している と きで

あっても、 新規データの挿入、 不要なデータの削除を直ちに行い、 また、 データ  ファ

イルの安全性と整合性を常に保守します。

リレーシ ョナル エンジン

Zen リ レーシ ョナル エンジンは MicroKernel エンジンおよび Zen ク ライアン ト と通信し

ます。 このエンジンは、 Microsoft ODBC のサポート、 複雑な検索、 分析機能およびセ

キュ リ ティを含む多くの重要な機能を提供します。

クライアン ト （別称 ： リクエスター）

ク ライアン ト / サーバー システムでは、 Zen ク ライアン トは Enterprise Server に対して

リ クエス ト を行う コンピューター上に存在します。 ク ライアン トは、 ク ライアン ト  ア
プリ ケーシ ョ ンと、 ネッ ト ワークを通してサーバー上の MicroKernel エンジンおよびリ

レーシ ョナル エンジンの両方と相互に作用します。

Zen Control Center

Zen Control Center （ZenCC） は、 データベースの作成と操作および DBMS の管理に役立

つグラフ ィカル ツールです。 こ こから本製品のほとんどすべての製品機能にアクセス

するこ とができます。 ZenCC 全般の説明については、 Zen Control Center の使用を参照

してください。

各種ユーティ リテ ィ

次の表では、 Zen データベース  エンジンが提供する機能やオプシ ョ ンのテス ト、 設定、

操作をサポートするグラフ ィカル ツールおよびコマンド  ライン ツールが提供されま
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す。 すべてのユーティ リ ティは Windows 上で実行でき、 ほとんどのユーティ リ ティが 
Linux データベース  サーバー エンジンにリモートからアクセスできます。  

ユーティ リテ ィ
名

サポート され
るプラッ ト
フォーム

説明

Capacity Usage 
ビューアー

Windows、
Linux

すべてのデータベース  エンジンの同時セッシ ョ ン数

とデータ使用量を監視します。 『Advanced Operations 
Guide』 の Capacity Usage ビューアーを参照してく

ださい。

ZenCC 内の設定

プロパティ  ダイ

アログ ボッ クス

Windows、
Linux

Zen ク ラ イアン トおよびサーバー コンポーネン トの

設定を操作します。 『Advanced Operations Guide』 の

設定リファレンスを参照してください。

DDF Builder Windows、
Linux

基となるデータ  ファ イルに変更を加えるこ とな く、

Zen データ辞書ファイル （DDF） の表示、 作成、 変

更を行う こ とができます。 『DDF Builder User's 
Guide』 の DDF Builder についてを参照してくださ

い。

Defragmenter Windows、
Linux

データ  ファ イルの断片化の統計情報を監視します。

『Advanced Operations Guide』 のデータ  ファイルの断

片化の監視を参照してください。

スキーマのエク
スポートおよび
インポート

Windows、
Linux

1 つまたは複数のテーブルのスキーマをエクスポー

トするか、 データベース  レベル、 つま りデータベー

ス全体のスキーマをエクスポートするこ とができま
す。 データベース  スキーマを新しいデータベースに

インポートできます。 スキーマの管理を参照してく
ださい。 

Function Executor Windows Btrieve オペレーシ ョ ンを実行します。 MicroKernel 
エンジンの操作方法を学習した り、 アプ リ ケーシ ョ
ンのテス トおよびデバッグを行う こ とができます。
『Advanced Operations Guide』 の Btrieve オペレーシ ョ

ンのテストを参照してください。

Gateway Locator Windows Workgroup エンジン用のゲート ウェイ  ロケーター 
ファ イルの設定および管理に使用されます。
『Getting Started with Zen』 のゲートウェイ構成のセッ

トアップを参照してください。
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データのイン
ポート とエクス
ポート

Windows、
Linux

テーブルへのデータのインポートや、 テーブルの
データのエクスポート を行います。 データ  インポー

ト  ウィザードを使ったデータのインポートおよび

データ  エクスポート  ウィザードを使ったデータの

エクスポート  を参照してください。

License 
Administrator

Windows、
Linux

Zen 製品キーを管理します。 ライセンス管理を参照

してください。

Maintenance Windows、
Linux

データのインポートやエクスポート などの、 Zen の
一般的なファイルおよびデータの操作を実行しま
す。 コマンド  ラ イン バージ ョ ンは butil です。

『Advanced Operations Guide』 の Maintenance ツール

を使用した Btrieve データ  ファイルの操作を参照し

てください。

Monitor Windows、
Linux

サーバー エンジンの動作を監視します。 データベー

ス管理およびプログラ ミ ング診断に役立ちます。
『Advanced Operations Guide』 の監視を参照してくだ

さい。

Notification Viewer Windows、
Linux

ラ イセンス  コンポーネン トによって記録される メ ッ

セージを表示します。 Notification Viewer では、 シス

テム ト レイ  アイコンとグラフ ィカル ユーザー イン

ターフェイス （GUI） の 2 つのインターフェイスを

提供します。 『Advanced Operations Guide』 の 
Notification Viewer を参照してください。

ODBC アド ミ ニ

ス ト レーター

Windows データベースへのアクセスに使用するデータ  ソース

名 （DSN） を設定します。 『ODBC Guide』 の DSN 
のセッ トアップおよび接続文字列を参照してくださ
い。

Zen Control Center Windows、
Linux

Zen の主要なユーティ リ ティ。 利用可能なエンジン

およびデータベースを一覧表示し、 プロパティ （設
定） オブジェク ト を設定するこ とができます。 Zen 
Control Center の使用を参照してください。

Zen System 
Analyzer

Windows システム コンポーネン トの分析および通信テス トの

実行を行います。 Zen System Analyzer （ZenSA）
を参照してください。

ユーティ リテ ィ
名

サポート され
るプラッ ト
フォーム

説明
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ドキュ メン ト

Zen には完全なドキュ メン ト一式が含まれています。 ドキュ メン トの詳細については、

Zen マニュアルの使い方を参照してください。

主要なコンセプ ト

このセクシ ョ ンでは、 データベースの基本的な概念と、 Zen を他のデータベース製品と

差別化する機能について説明します。

データベース構造と用語

今日使用されているデータベース管理システムの多くは、 共通する基本構造のセッ ト を

共有しています。 このドキュ メン トでは、 これらの構造を次の表の例に基づいて説明し

ます。 

Query Plan Viewer Windows データベースによって選択されたクエ リ案を表示し
て、 SQL クエ リの最適化方法をよ り適切に決定でき

るよ うにします。 『SQL Engine Reference』 の Query 
Plan Viewer を参照してください。

Rebuild Windows、
Linux

あるバージ ョ ンの MicroKernel ファ イルを別のバー

ジ ョ ンに変換します。 『Advanced Operations Guide』
のデータ  ファイルの変換を参照してください。

データベース名
の修復

Windows、
Linux

テーブルが元のデータベース名にバインド されてい
る場合、 そのテーブルを新しいデータベース と関連
付けます。 データベース名を修復するにはを参照し
てください。

SQL Edito、
ZenCC 内から起

動

Windows、
Linux

SQL ステート メン ト を対話型で実行し、 テーブルで

データを追加または編集するこ とができます。 SQL 
Editor を参照してください。

Table Editor、
ZenCC 内から起

動

Windows、
Linux

テーブルの列の追加、 削除または特性の変更を行っ
たり、 テーブルの作成を行う こ とができます。 Table 
Editor を参照してください。

「電話帳」 テーブル

ユーティ リテ ィ
名

サポート され
るプラッ ト
フォーム

説明
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値

データベースの最も基本的な要素は、 「値」 です。 値はデータの 1 つの要素であ り、 1 
つの特性であ り、 特定のエンティティに使用します。 上の表の例で氏名の "John Doe" 

や電話番号の "555-1212" は値です。 

列またはフ ィールド

も う  1 つの要素は、 「列」 です。 または、 「フ ィールド」 と も言います。 列は特性を表

し、 特定の値を持ちません。 通常、 列はその特性を説明する名前を持ちます。 たとえ

ば、 電話帳では 「氏名」 および 「電話番号」 が列です。 これらは特定の人物を検索しな

い限り、 特定の値を持ちません。 フ ィールドは、 特定の行の一般的な特性を参照するの

に使う こ とがあ り ます。 前に示した表内で特定のボッ クスを指し、 「このフ ィールドの

値は何ですか？」 と尋ねるこ とができます。

行またはレコード

も う  1 つの要素は、 「行」 です。 または、 「レコード」 と も言います。 行は、 ある特定の

インスタンスに対するすべての値の集合体です。 たとえば、 電話帳で、 氏名、 住所、 電

話番号がすべて揃った 1 つのエン ト リが 1 つのレコードまたは行です。

セル

「セル」 は、 特定のレコード内の 1 つの列です。 行と列が交差している部分がセルです。

各セルには固有の値があ り ます。 たとえば、 2 行目の第 3 列にあるセルの値は 12345 で

す。

テーブル

行と列の集合体は 「テーブル」 を構成します。 テーブルは、 まったく同じ構造を共有す

るデータのセッ トです。 通常、 テーブルはその内容を説明する名前を持ちます。 たとえ

列 1 列 2 列 3 列 4

列名 氏名 住所 郵便番号 電話番号

行 1 Fred Black 643 Oak 12346 555-2345

行 2 Jane Doe 112 Elm 12345 555-1212

行 3 John Doe 112 Elm 12345 555-1212
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ば、 上図のテーブルは " 電話帳 " という名前が付けられています。 Zen では、 各テーブ

ルはハード  ディ スク上で別々のデータ  ファイルと して保存されます。

インデックス

「インデックス」 は、 特定の列に含まれるすべての値を順序付けした リ ス トです。 テー

ブルには、 インデッ クスを付けないよ うにするこ と もできますし、 1 つ以上のインデッ

クスを付けるこ と もできます。 データベース  エンジンでは、 インデッ クスを使って

データベース内で特定のレコードを検索します。 すべてのレコードを 1 つずつ順に検索

していく必要はあ り ません。 データベース検索で頻繁に使用する列にインデッ クスを作

成する と、 高い確率でデータベースのパフォーマンスが向上します。

データベース

「データベース」 は 1 つ以上のテーブルの集合体です。 テーブル内のデータは、 さまざ

まなテーブル間で必ずしも関連付ける必要はあ り ませんが、 通常は多くの関連付けが行

われます。 たとえば、 後で述べる 「食べ物の好み」 テーブルと前に示した 「電話帳」

テーブルで 1 つのデータベースを構成するこ とができます。 Zen では、 物理ス ト レージ

内の 1 つ以上のデータ  ファイルとデータ辞書ファイル （DDF） で 1 つのデータベース

が構成されます。 DDF は、 データベースの構造を定義するテーブル、 列、 その他の属

性のすべての定義が含まれる特別なデータ  ファイルです。

スキーマ

「スキーマ」 は、 データベースの全体の構造を説明する定義の完全なセッ ト を指します。

標準のスキーマでは、 テーブル、 列、 インデッ クスおよびその他多くの属性が定義され

ています。 次の例で示すよ うに、 データベースの DDF にはそのデータベースのスキー

マが含まれます。 

「食べ物の好み」 テーブル

列 1 列 2 列 3 列 4

列名 氏名 魚肉類 穀物類 飲料類

行 1 Fred Black すし 小麦パン 日本酒

行 2 Jane Doe ステーキ シ リ アル ビール

行 3 Ann Dean タラ 米 ミネラル 
ウォーター
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リモート

「リモート 」 は、 使用しているコンピューターにはないが、 アクセスしたいファイル 
サーバーまたはデータベースなどのオブジェク ト を指します。 ネッ ト ワーク上のデータ

ベースに接続した場合は、 リモート  データベースに接続しています。 リモートは、

「ローカル」 の反意語です。 リモートは、 サーバー コンピューターまたはそのク ライア

ン トの 1 つのどちらで現在作業しているかによって、 ク ライアン ト またはサーバーのい

ずれかを指します。 リモートは常に、 使用しているシステム上にないオブジェク ト を指

します。

ローカル

「ローカル」 は、 現在使用しているコンピューター、 またはこのコンピューターに保存

されているものを指します。 ローカル データベースとは、 そのデータ  ファイルが現在

使用しているコンピューターのハード  ディ スク上に保存されているデータベースです。

ローカルは 「リモート 」 の反意語です。 ローカルは、 サーバー コンピューターまたは

ク ライアン ト  コンピューターのどちらで現在作業しているかによって、 ク ライアン ト

またはサーバーのいずれかを指します。

リレーシ ョナル

「リレーシ ョナル」 とい う語は、 関連付けられたテーブルの形式で格納されているデー

タを指します。 関連付けられたテーブルによ り、 データのサブセッ ト間で関係を設定す

るこ とができます。 

たとえば、 前に示した 2 つのテーブルには 「氏名」 という列があ り、 それぞれの値には

同じ名前がいくつかあ り ます。 電話帳テーブルの氏名と食べ物の好みテーブルの氏名は

相互に参照するこ とができるので、 「ステーキを好む人物の電話番号は？」 などの質問

に対して答える機能を持つこ とができます。 また、 「製品 A を購入した後で製品 B を最

も多く購入する消費者の特徴は？」 という質問にも答えるこ とができます。 

リ レーシ ョナル データベースがどれほど強力かがわかり ます。 Zen のリ レーシ ョナル 
エンジンを使用すれば、 データへの完全な リ レーシ ョナル アクセスが可能です。

結合

「結合」 は、 関連付けられたテーブルの列間の関係を指します。 通常、 結合操作は 
SELECT クエ リの一部で、 関連付けられたテーブルから情報を取得するのに使用しま

す。 
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Zen 独自の利点

Zen の重要な機能の 1 つは、 アプリ ケーシ ョ ンがデータにアクセスする際に、 業界基準

のリ レーシ ョナル エンジン、 あるいは高速アクセスの MicroKernel エンジンのどちらの

方法でも使用できるこ とです。 実際、 Zen を使用すれば、 アプリ ケーシ ョ ンは両方のエ

ンジンを同時に使用して同じデータにアクセスするこ とができます。

エンジンのアクセス方法

Zen は Btrieve API、 ADO.NET、 または ODBC など、 エンジンを用いてデータにアクセ

スする方法を多数提供します。 アクセス方法の詳細については、 SDK ドキュ メン ト を

参照してください。

用語に関する備考

製品やドキュ メン ト内で MicroKernel エンジンについて言及する場合、 「テーブル」 お

よび 「データベース」 とい う用語は一般的に使用せず、 データ  ファイルがこれらの用

語に相当します。 さ らに、 MicroKernel エンジンユーザーは通常、 「行」 および 「列」 よ

り も 「レコード」 および 「フ ィールド」 とい う用語を使用します。

DBMS 製品について

Zen には異なるエディシ ョ ンがあ り ます。 これらのエディシ ョ ンの大きな違いは、 価

格、 マルチ ユーザー機能および使用されるライセンス  モデルです。 

• Zen Workgroup は低価格ですが、 小さなワークグループ環境しかサポート しません。 

• Zen Enterprise Server は、 大容量ボリ ュームにおける最高のスケーラビ リ ティ、 重要

なデータベース  アプリ ケーシ ョ ン向けに設計されており、 専用のデータベース  サー

バーを使用します。 Enterprise Server エンジンは、 ユーザー数が増えれば増えるほど

経済的になり ます。

• Zen Cloud Server エンジンは Enterprise Server と同等の機能があ り ますが、 このライ

センス  モデルはサービス管理、 SaaS （サービス と してのソフ ト ウェア）、 またはそ

の他の多重環境をサポートできるよ う設計されています。

これらの全エディシ ョ ンのデータベース  エンジンは Zen データベースと完全な互換性

があ り、 共通するアーキテクチャで設計されています。 通常、 Workgroup から  
Enterprise Server へアップグレードする場合はアプリ ケーシ ョ ンやデータベースを変更
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する必要はあ り ません。 新しいエディシ ョ ンをインス トールするだけで、 動作する準備

が整います。 Cloud Server は異なるライセンス  モデルを使用するため、 完全インス トー

ルが必要です。 Zen Enterprise Server または Workgroup を Cloud Server へ直接アップグ

レードするこ とはできません。

Zen Workgroup

Zen Workgroup は、 スタンドアロンのシングル ユーザー インス ト レーシ ョ ンや小規模な

ワークグループ向けに設計された、 ピアツーピア ネッ ト ワーク  セッ ト アップを提供し

ます。 Workgroup エンジンは、 データベース  エンジンがインス トールされていないコン

ピューター上に置かれている  Zen データに複数のユーザーがアクセスできるよ うにす

るエンジンです。

Workgroup と  Enterprise Server との主な違いは、 Workgroup のゲート ウェイ機能です。

データが置かれているコンピューター上で起動しているデータベース  エンジンがない

場合、 通常はそのデータに接続する最初のデータベース  エンジンがほかのエンジンか

らのすべてのリ クエス ト を処理してデータにアクセスします。 この機能は、 同じ  

Workgroup エンジンが常にそのデータを提供する設定、 あるいは任意の稼働日中、 その

データに最初に接続する  Workgroup エンジンがゲート ウェイを請け負う という  " 動的 " 
な設定の両方が可能です。

Workgroup 製品は同時ユーザー ライセンス  モデルを使用します。 ライセンス モデルを

参照してください。

Zen Enterprise Server

Zen Enterprise Server は、 何千にも及ぶ同時ユーザーにパフォーマンス とスケーラビ リ

ティを提供するク ライアン ト / サーバーの完全なアーキテクチャを備えています。

Enterprise Server エンジンでは監視および設定がリモートで行えます。 Enterprise Server 

エンジンは、 アクセスされるデータ  ファイルと同じコンピューター上に存在しなけれ

ばなり ません。 

Enterprise Server の設定は、 ドキュ メン トで特に注記がない限り、 Windows、 Linux、

Windows Nano Server、 および IoT Core システムでインス トールされるエンジンすべて

で同じです。

Enterprise Server は同時ユーザー ライセンス  モデルを使用します。 詳細については、 ラ

イセンス モデルを参照してください。 ライブ マイグレーシ ョ ン、 フェールオーバー、
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フォールト  ト レランス （FT）、 高可用性 （HA） および障害回復などのハイパーバイ

ザー機能と一緒に使用するためにライセンスを追加する必要もあ り ません。

Zen Cloud Server

Zen Cloud Server は Enterprise Server と同等の機能があ り ますが、 このライセンス  モデル

の場合はサービス管理、 SaaS （サービス と してのソフ ト ウェア）、 またはその他の多重

クライアン トの環境をサポートできるよ う設計されています。 Cloud Server にはホス

ティング、 接続プール、 またはインターネッ トやイン ト ラネッ トの使用に制限はあ り ま

せん。

Cloud Server では容量ベース  ライセンス  モデルを使用します。 ライセンス モデルを参

照してください。

Cloud Server は Enterprise Server で用いられる技術を基に構築されているため、

Enterprise Server のデータベース機能やドキュ メン トの多くが共通しています。 マニュ

アル全体を通して、 特に異なる点を明記していない限り、 Enterprise Server に関する記

述はすべて Cloud Server にも該当します。 

Zen マニュアルの使い方

Zen のすべてのマニュアルはいずれも、 ク リ ッ クやド ラ ッグ、 ファ イルのオープンや保

存などコンピューターの基本的な使用に慣れているこ とを前提と しています。 これらの

基本的な使用に関する情報が必要な場合は、 お使いのコンピューターやオペレーティン

グ システムに付属する ドキュ メン ト を参照してください。

ユーザー向けドキュ メン トのビューアーは Zen Control Center （ZenCC） に組み込まれて

います。 ドキュ メン トは、 ZenCC インターフェイスの ［よ う こそ］ ビュー、 ［ヘルプ］

メニュー、 F1 （Windows） または Shift + F1 （Linux） キーを押すこ とによって開く こ と

ができます。

以下は、 ドキュ メン ト  ライブラ リで最もよ く使用されるマニュアルの要約です。 この

ライブラ リにはほかのマニュアルも含まれていて、 それらはすべて上で説明した 

ZenCC インターフェイスから使用するこ とができます。
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Getting Started

『Getting Started with Zen』 を読めば、 Zen 設定をインス トール、 セッ ト アップ、 および

ト ラブルシューティングするこ とができるよ うにな り ます。 以下の ト ピッ クについて説

明しています。

• インス トールするための準備

• Zen のインス トール

• Zen または Btrieve の以前のバージ ョ ンからのアップグレード

• Zen の設定

• Zen のインス トールでの ト ラブルシューティング

What's New

『What’s New in Zen』 は、 Zen の本リ リースの新機能と、 前リ リースからの動作変更をま

とめたものです。 また、 新機能の詳細が記載されたドキュ メン トの参照先も示します。

User's Guide

本ガイ ドでは、 Zen の概要を示し、 一般的なユーザー タスクについて説明します。 ま

た、 データベース  エンジン、 Zen のユーティ リ ティ とその他の主要なコンポーネン ト

について説明する と と もに、 サーバー エンジンと ワークグループ エンジンとの違い、

および ODBC と  Btrieve アクセスの違いについても説明します。 さ らに、 Zen の基本事

項を記載します。

Advanced Operations Guide

『Advanced Operations Guide』 では、 一般的な操作やいくつかの新しい操作を実行する手

順を含め、 管理者レベルでの詳細情報を提供します。 以下のト ピッ クが含まれます。

• データベースの一貫性のチェッ ク

• 定期的なバッ クアップの実行

• ネッ ト ワーク  プロ ト コルの設定およびネッ ト ワーク  ト ポロジの理解

• データベース  セキュ リ ティの操作

• 基本設定のガイ ド ライン

• 設定オプシ ョ ンのリ ファレンス
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• ファイルの移動、 名前変更、 コンパク ト化およびリ ビルド

SQL Engine Reference

『SQL Engine Reference』 は、 データベース  プログラマ向けの SQL リ レーシ ョナル デー

タベース言語の完全な リ ファレンスです。 SQL エンジンのパラ メーターおよび制限に

ついても説明しています。

Status Codes and Messages

『Status Codes and Messages』 には、 Zen 使用時に受け取る可能性があるステータス  コー

ド と番号付き メ ッセージがすべて記載されています。

追加情報

弊社 Web サイ トでは、 Actian Zen の製品ドキュ メン ト 、 ホワイ ト  ペーパー、 技術白書

をダウンロード した り、 オンライン ドキュ メン ト を使用した りするこ とができます。

ファイル システムのセキュリテ ィ

Zen データベース  エンジンは、 Windows ファイル共有などの、 ローカルのオペレー

ティング システムによって定義されたファイル システムのセキュ リ ティに従います。

Enterprise Server および Cloud Server エンジンはいずれも、 ログイン ユーザー名に割り

当てられた権限によって OS レベルのファイル セキュ リティを設定するこ とができま

す。 Workgroup 製品ではこれを行いません。 Workgroup が最もよ く使用される小規模オ

フ ィ スでは、 ネッ ト ワークの専門家がいない可能性があ り、 データ  アクセスの障害が

高くなるこ と と、 よ り複雑なセキュ リ ティによってもたら される利点との ト レードオフ

はあま りにも大きいため、 これが好ましいと考えられます。
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Zen の使用

以下のセクシ ョ ンでは、 Zen データベースの基本的な操作方法について説明します。

• データベース エンジンの起動と停止

• データベース エンジンの管理者権限の許可

• ODBC データベース アクセスの設定

• ZenCC を使用したデータベース アクセスの設定

• ZenCC を使ってリモート  エンジンのデータにアクセスする

• その他のアプリケーシ ョ ンから  ODBC を介してデータにアクセスする

• DSN の削除
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データベース エンジンの起動と停止

以下のト ピッ クでは、 Zen エンジンの停止と起動について説明します。 エンジンの特定

の設定を変更した場合には、 変更を有効にするためにエンジンを停止して再起動する必

要があ り ます。 お使いのエンジンおよびプラ ッ ト フォームの手順を選んでください。

• Windows サーバー上での Enterprise Server エンジンの起動と停止

• Windows 上での Workgroup エンジンの起動と停止

• Linux および Raspbian 上でのデータベース エンジンの起動と停止

• データベース エンジンが実行しているかどうかをリモートの PowerShell セッシ ョ

ンから確認する

• Windows IoT Core または Nano Server 上のデータベース エンジンを起動 / 停止す

る

Windows サーバー上での Enterprise Server エンジンの起動と停

止

Windows サーバー環境では、 Zen Enterprise Server はサービス と して起動します。 サービ

スはインス トール処理の一部と して読み込まれ、 デフォルトのインス トールであれば常

に使用可能な状態に設定されます。

サービスの依存関係

その他の Zen 製品である  DataExchange もサービスをインス トールします。

DataExchange は、 サービス と して実行する  Actian Zen Enterprise Server に依存します。 

データベース  エンジン サービスの開始、 停止、 再開によって、 DataExchange のよ うな

依存サービスがどのよ うに動作するかを次の表にまとめます。 

データベース エンジン サービス 開始 停止 再開 DataExchange 
サービスの動作

Actian Zen Enterprise Server X なし

X 停止

X 再開
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DataExchange のサービスを開始した場合、 必須のサービスと して Actian Zen Enterprise 
Server が開始します。

依存サービスは、 停止するこ とを知らせる メ ッセージを表示するこ とな く停止します。

Windows サーバーで ZenCC を使用してデータベース サービスを開始するには

サービスを開始または停止するにはを参照してください。

Windows サーバーで ZenCC を使用してデータベース サービスを停止するには

サービスを開始または停止するにはを参照してください。

Windows サーバーでコン ト ロール パネルを使用してデータベース サービスを開始

するには

1. Windows のコン ト ロール パネルで ［管理ツール］ をク リ ッ ク し、 ［サービス］ をダ

ブルク リ ッ ク します。

2. "Actian Zen Enterprise Server" エン ト リ を右ク リ ッ ク して ［開始］ を選択するか、

または、 そのエン ト リ をク リ ッ ク して左側の ［サービスの開始］ リ ンクを選択しま

す。 

Windows サーバーでコン ト ロール パネルを使用してデータベース サービスを停止

するには

1. Windows のコン ト ロール パネルで ［管理ツール］ をク リ ッ ク し、 ［サービス］ をダ

ブルク リ ッ ク します。

2. "Actian Zen Enterprise Server " エン ト リ を右ク リ ッ ク して ［停止］ を選択するか、

または、 そのエン ト リ をク リ ッ ク して左側の ［サービスの停止］ リ ンクを選択しま

す。 

Windows サーバーでコマンド  ラインからデータベース サービスを開始するには

1. コマンド  プロンプ トで、 Windows サービス  コマンドの net または Zen が提供する  

psc ユーティ リ ティを使用して、 以下のコマンドのいずれかを実行します。 

• net start "<service name>" 

• psc start "<service name>" 

<service name> 部分は以下のサービス名のいずれかが入り ます。
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• Actian Zen Enterprise Server

• Actian Zen Cloud Server

• Actian Zen Workgroup Engine

• Actian Zen Reporting Engine

• Actian Zen Client Cache Engine

Zen の全エディシ ョ ン用のサービス名と して zenengine を使用するこ と もできます。 

Windows サーバーでコマンド  ラインからデータベース サービスを停止するには

1. コマンド  プロンプ トで、 Windows サービス  コマンドの net または Zen が提供する  

psc ユーティ リ ティを使用して、 以下のコマンドのいずれかを実行します。 

• net stop "<service name>" 

• psc stop "<service name>" 

<service name> 部分は以下のサービス名のいずれかが入り ます。

• Actian Zen Enterprise Server

• Actian Zen Cloud Server

• Actian Zen Workgroup Engine

• Actian Zen Reporting Engine

• Actian Zen Client Cache Engine

Zen の全エディシ ョ ン用のサービス名と して zenengine を使用するこ と もできます。 

Windows 上での Workgroup エンジンの起動と停止

Windows で Workgroup エンジンをアプリケーシ ョ ンと して起動するには

この手順は、 Workgroup エンジンがアプリ ケーシ ョ ンと してインス トールされているこ

とを前提と しています。 詳細については、 『Getting Started with Zen』 の Zen Workgroup
（Windows 版） のインストールを参照してください。

1. オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から

［Workgroup エンジンの開始］ をク リ ッ ク します。
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Workgroup エンジンを Windows アプリケーシ ョ ンと して停止するには

この手順は、 Workgroup エンジンがアプリ ケーシ ョ ンと してインス トールされているこ

とを前提と しています。 詳細については、 『Getting Started with Zen』 の Zen Workgroup
（Windows 版） のインストールを参照してください。

1. オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から

［Workgroup エンジンの停止］ をク リ ッ ク します。

以下の条件下でエンジンを停止しよ う とする と、 警告メ ッセージが表示されます。

• エンジンに 1 つ以上のアクティブなク ライアン トがある

• エンジンのロード後、 何の操作も行われていない。

• 操作が最後に実行されてから  10 秒経過していない。

Workgroup エンジンを Windows サービスとして起動するには

この手順は、 Workgroup エンジンがサービス （インス トール時のデフォルト ） と してイ

ンス トールされているこ とを前提と しています。 詳細については、 『Getting Started with 

Zen』 の Zen Workgroup （Windows 版） のインストールを参照してください。

1. Windows サーバー上での Enterprise Server エンジンの起動と停止に説明されてい

るさまざまな方法を参照してください。 

2. Windows コン ト ロール パネルの ［サービス］ アプリ ケーシ ョ ンを使用する場合は、

サービス名と して "Actian Zen Workgroup Engine" を使用します。 net start または psc 

を使用する場合は、 サービス名と して "zenengine" を使用します。

Workgroup エンジンを Windows サービスとして停止するには

この手順は、 Workgroup エンジンがサービス （インス トール時のデフォルト ） と してイ

ンス トールされているこ とを前提と しています。 詳細については、 『Getting Started with 

Zen』 の Zen Workgroup （Windows 版） のインストールを参照してください。

1. Windows サーバー上での Enterprise Server エンジンの起動と停止に説明されてい

るさまざまな方法を参照してください。 

2. Windows コン ト ロール パネルの ［サービス］ アプリ ケーシ ョ ンを使用する場合は、

サービス名と して "Actian Zen Workgroup Engine" を使用します。 net stop または psc 

を使用する場合は、 サービス名と して "zenengine" を使用します。
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Linux および Raspbian 上でのデータベース エンジンの起動と停

止

Linux および Raspbian 上では、 データベース  エンジンはデーモンと して起動します。

デーモンはインス トール処理の一部と して読み込まれ、 完全インス トールであれば常に

使用可能な状態に設定されます。

Zen デーモン プロセスを起動および停止するには、 root ユーザーと してログインする必

要があ り ます。 次に、 シェル スク リプ ト  actianzen を使用した例を示します。 

データベース エンジンを起動するには

コマンド  プロンプ トで次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/actianzen start 

データベース エンジンを停止するには

コマンド  プロンプ トで次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/actianzen stop 

データベース サーバー エンジンを強制停止するには

データベース  サーバー エンジンが start および stop コマンドを使用して正し く起動また

は停止されなかった場合は、 強制停止する必要があ り ます。 強制停止は共有メモリ と  

Zen が作成したセマフォを削除し、 リ レーシ ョナルおよびト ランザクシ ョナル プロセ

スの両方を停止します。 

コマンド  プロンプ トで次のコマンドを入力します。

/etc/init.d/actianzen force 

データベース エンジンが実行しているかどうかをリモートの 
PowerShell セッションから確認する

Windows サーバー環境の場合、 Zen Enterprise Server はサービス と して実行します。 この

サービスはデフォルト設定を使用するインス トールの処理中に読み込まれ、 常に使用可

能な状態に設定されます。 インス トール後、 PowerShell の Get-Service コマンドを別の

コンピューターから リモートで使用して、 データベース  エンジンが実行されているこ
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とを確認できます。 信頼関係接続を確立したら、 リモート  セッシ ョ ンを開き、

PowerShell プロンプ トで次のよ うなコマンドを入力します。

Get‐Service ‐DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

エンジンが実行中の場合、 このコマンドによって次の情報が返されます。

Status Name DisplayName
‐‐‐‐‐‐ ‐‐‐‐ ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
Running zenengine Actian Zen Enterprise Server

Windows IoT Core または Nano Server 上のデータベース エンジ

ンを起動 / 停止する

データベース  サーバー エンジンが停止している場合、 次のコマンドを使用してエンジ

ンを手動で起動するこ とができます。 

Start‐Service ‐DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

サーバー エンジンは、 オペレーティング システムの起動と共に自動的に開始します。

停止する必要がある場合は、 次のコマンドを使用します。

Stop‐Service ‐DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

このコマンドの実行後、 Get-Service コマンドを実行する と、 次のよ うな情報が返されま

す。

Status Name DisplayName
‐‐‐‐‐‐ ‐‐‐‐ ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
Stopped zenengine Actian Zen Enterprise Server
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データベース エンジンの管理者権限の許可

このセクシ ョ ンでは、 まず、 オペレーティング システム上での管理者レベルのアクセ

ス権を必要とする  Zen のタスク と、 それを必要と しないタスクについての概要を説明

します。 次に、 サポート される各オペレーティング システムでユーザー管理者レベル

のアクセス権を許可する手順を説明します。

メモ ： これ以降の情報は、 特記しない限り、 Server Reporting Engine と  Client Reporting 

Engine のみを対象と しています。

管理者権限を必要とするタスク

以下のタスクを行うには、 管理者レベルの権限が必要です。

• 名前付きデータベース とテーブルの作成と設定

• Table Editor を使用したテーブル設計の表示または変更

• エンジンの設定オプシ ョ ンの設定

• エンジンのモニター値の表示と設定 

• 特定のエンジン設定の表示

• サービス と して実行している場合のエンジンの再起動

管理者権限の許可方法

管理者レベルのアクセスを行うには、 次の条件を満たす必要があ り ます。 

• データベース  エンジンを実行する個別のマシン上での完全な管理者権限を持つ （た

とえば、 ド メ イン管理者には特定のローカル マシンの完全な権限が足り ません）。

または

• オペレーティング システムの Zen_Admin グループのメンバーである。

Table Editor を使用してテーブル設計を変更するには、 Zen_Admin グループのメンバー

であっても、 データベース  エンジンが実行中のマシンでの完全な管理者権限を持って

いる必要があ り ます。

メモ ： Linux サーバーの場合、 管理者レベルの権限は btadmin ユーティ リ ティ を使って

ユーザーとパスワードを  btpasswd ファイルに追加した場合にのみ許可されます。
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Zen_Admin オプシ ョ ンを使用すれば、 ユーザーにデータベース  エンジンが存在するオ

ペレーティング システムの管理者権限を与えるこ とな く、 そのデータベース  エンジン

の管理者権限を許可するこ とができます。

Active Directory 環境内での権限

Active Directory 環境内では、 1 つまたは複数の Zen_Admin グループを使用するこ とがで

きます。 『Getting Started with Zen』 の Active Directory サービスを参照してください。

管理者以外のユーザーへ提供される権利

管理者レベル権限を持たないユーザーは、 実行時のみのアクセス権によ り以下のよ うな

操作を行う こ とができます。

• DSN のリ ス トの抽出

• DSN のカウン トの抽出

• DSN の情報の抽出

• データベース名の設定ファイル （dbnames.cfg） のロケーシ ョ ンに関する情報の抽出

• データベースへの接続

• データの取得、 更新、 挿入、 削除 （データベース  セキュ リ ティによる許可に従う）

管理者権限を許可するタスク

ユーザーに管理者権限を許可するには、 お使いのプラ ッ ト フォームの手順に従ってくだ

さい。

• Windows サーバーでの管理者権限の許可

• Linux システムでの管理者権限の許可

Windows サーバーでの管理者権限の許可

Zen_Admin のメンバーまたは Administrators のメンバーであるユーザーは、 データベー

ス  エンジン上で管理者用のタスクを実行するこ とができます。
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ユーザーに Windows 32 ビッ ト  サーバー プラッ ト フォームでの管理者権限を許可

するには

メモ ： そのサーバーに対する管理者レベルの権限を持つユーザーと して Windows サー

バーにログオンするか、 そのサーバーで定義された Zen_Admin グループのメンバーで

ある必要があ り ます。

1. Windows では、 コン ト ロール パネルで ［ユーザーとパスワード］ をダブルク リ ッ ク

します。

2. ［詳細設定］ タブをク リ ッ ク します。 ［高度なユーザー管理］ 領域で ［詳細］ をク

リ ッ ク します。

3. グループ フォルダーをク リ ッ ク します。 メニューから ［操作］ > ［新しいグループ］

を選択します。

4. グループ名と して 「Zen_Admin」 を入力します。

（このグループにユーザーを追加するには、 ［追加］ をク リ ッ ク、 ユーザー名を選択、

［追加］ をク リ ッ ク、 そして、 ［OK］ をク リ ッ ク します）。

5. グループを作成するには、 ［作成］ をク リ ッ ク します。

6. ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

メモ ： Zen サービスへのログオン設定が System Account でない場合は、 サービスの

設定とログイン権限を参照してください。

サービスの設定とログイン権限

Zen サービスのためのオペレーティング システムの設定には、 データベース  エンジン

を実行するマシンへのログインに影響するものがあ り ます。 これらの設定は、

Zen_Admin グループを使用してもしな くても適用されます。

設定は Zen Enterprise Server に適用されます。 Workgroup のエンジンをサービス と して実

行している場合には Workgroup のエンジンにも適用されます。 アプリ ケーシ ョ ンと し

て実行している Workgroup エンジンをサービスと して実行するよ うに切り替えたい場

合は、 『Getting Started with Zen』 のサービスとしての Workgroup エンジンの起動を参照

してください。
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デフォルトの設定

デフォルトのインス トールでは、 Actian Zen Enterprise Server サービスは ［ローカル シ
ステム アカウン ト ］ と してログオンするよ う設定されます。 

アカウン ト と してのログオン

［ログオン］ 設定を ［アカウン ト ］ へ変更した場合、 そのアカウン トのユーザー権利ポ

リシーを ［オペレーティング システムの一部として機能］ に変更する必要があ り ます。

そ う しないと、 リモート  ログインは失敗します。

たとえば、 Monitor ツールでは、 データベース  エンジンを実行中のオペレーティング シ

ステムにログインしている必要があ り ます。 ［アカウン ト ］ に指定したアカウン トがオ

ペレーティング システムの一部と して機能しない場合、 認証失敗のメ ッセージを受け

取り ます。

Administrator アカウン トであっても、 ユーザー権利ポ リシーを ［オペレーティング シ
ステムの一部として機能］ に設定する必要があるので注意してください。

サービス  プロパティで ［アカウン ト ］ を指定します。 

ユーザー権利ポリシーのタスク

次のタスクは、 ユーザー権利ポリシーの変更方法を説明します。

Windows プラッ ト フォームでユーザー権利ポリシーを設定するには

1. Windows のコン ト ロール パネルにアクセスします。

2. ［管理ツール］ をク リ ッ ク します。

3. ［ローカル セキュリテ ィ  ポリシー］ を右ク リ ッ ク し、 ［開く ］ を選択します。
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4. ローカル ポリシーのツ リーを展開し、 ユーザー権利の割り当てを選択します。

5. ポ リシー ペインで、 ［オペレーティング システムの一部として機能］ を右ク リ ッ ク

し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

6. ［ユーザーまたはグループの追加］ ボタンをク リ ッ ク します。

7. オブジェク ト名を入力するフ ィールドで、 ユーザー ポ リシーを与えるユーザーまた

はグループを入力します。

8. ［名前の確認］ ボタンをク リ ッ ク します。

9. 名前が見つかったら、 ［OK］ をク リ ッ ク して、 このポ リシーの設定に追加します。

10. ［OK］ を  2 回ク リ ッ ク して入力処理を終了します。

11. ［ローカル セキュリテ ィ  ポリシー］ を閉じて、 管理ツールを終了します。

 Linux システムでの管理者権限の許可

管理者権限を許可するには

管理者権限を持つデータベース  ユーザーと して設定されていないユーザーは、 サー

バー エンジンを リモートで管理するこ とはできません。 サーバーのコマンド  ラインで 
btadmin ユーティ リ ティ を使ってこのタスクを実行するこ とができます。

管理者権限の環境設定についての詳細は、 『Getting Started with Zen』 の Linux および 
Raspbian での Zen のアカウン ト管理を参照してください。

1. サーバーに zen-svc と してログインする、 あるいは、 PATH および 

LD_LIBRARY_PATH 変数が設定されエクスポート されていれば、 root と してログイ

ンします。 その他のユーザーは btadmin を実行するこ とができません。

2. btadmin を実行して管理者権限を持つ新しいユーザーを作成します。

btadmin -p passwd a+ user_name

たとえば、 ユーザー名 christine.garcia でパスワード付きの管理者ユーザーを作成す

る場合は、 次のよ うにコマンドを入力します。

btadmin -p Abt2_uz_Z3N! a+ christine.garcia

メモ ： btadmin で作成したユーザーは Linux システムのユーザーとは関連付けられませ

ん。 これらユーザーが認識されるのはデータベース  エンジンのみです。
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ODBC データベース アクセスの設定

この ト ピッ クでは、 データベースへの ODBC アクセスの設定に関する概念情報を提供

します。 

こ こで説明する ト ピッ クには、 以下の基本概念が含まれています。

• ODBC 標準

• サーバーとクライアン ト

• データ  ソース名

• 内部データベース名

• MicroKernel エンジンを使用するアプリケーシ ョ ン

メモ ： Zen Java ユーティ リ ティは DSN を必要と しません。 たとえば、 Zen Control 

Center は ODBC ではなく  JDBC を使用します。 DSN は、 アプリ ケーシ ョ ンがデータ

ベース  アクセスに ODBC を使用する場合に必要になり ます。

ODBC 標準

Zen は Microsoft 標準の ODBC データベース接続に対応しています。 この標準に従って、

ODBC を使用するアプリ ケーシ ョ ンはオペレーティング システムで定義されている

データ  ソース名 （DSN） を介してデータベースにアクセスする必要があ り ます。 

メモ ： Zen はファイル DSN をサポート しません。 ユーザー DSN またはシステム DSN 

を使用する必要があ り ます。 そのコンピューター上のすべてのユーザーが利用可能であ

るこ とから、 一般的にはシステム DSN が使用されます。

ODBC アプリ ケーシ ョ ンを使用してアクセスする  Zen データベースはどれも、 その

データベースを識別する  DSN を持っている必要があ り ます。 Zen データベース  エンジ

ンを指す DSN を、 エンジン DSN と言います。 エンジン DSN は 32 ビッ トのみなので、

その使用は現在推奨されていません。 エンジン DSN または名前付きデータベースを指

す 32 ビッ ト  DSN を、 クライアン ト  DSN と言います。 64 ビッ ト  オペレーティング シ
ステムの DSN は、 「エンジン」 や 「ク ラ イアン ト 」 の呼称を付けないで、 単に 64 ビッ

ト  DSN と呼ばれます。

新規または修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 エ

ンジン DSN を使用するのではなく名前付きデータベースに接続する必要があ り ます。

この代わりに、 Zen ODBC ド ラ イバー名を指定するこ とによって、 アプリ ケーシ ョ ンが 
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DSN レス接続を使用する という方法もあ り ます （『ODBC Guide』 の Zen ODBC ド ライ

バー名を参照してください）。 エンジン DSN の使用を避けるこ とで、 将来エンジン 

DSN が Zen でサポート されなくなってもアプリ ケーシ ョ ンを維持するこ とができます。

Windows 64 ビッ ト  オペレーティング システムには、 ODBC アド ミニス ト レーター用の

実行可能ファイルが 2 種類含まれています。 1 つは 32 ビッ ト  DSN 用で、 も う  1 つは 64 

ビッ ト  DSN 用です。 各 ODBC アド ミニス ト レーターは、 自身のビッ ト数に合致するシ

ステム DSN のみを列挙します。 64 ビッ ト  Zen Enterprise Server または Workgroup の場

合、 ZenCC の ［ツール］ メニューには、 32 ビッ ト または 64 ビッ トの ODBC アド ミニ

ス ト レーターを起動するためのオプシ ョ ンが個別にあ り ます。 ODBC アド ミニス ト

レーターが既に開かれている場合、 Windows ではそれをデフォルト と します。 つま り、

32 ビッ ト  ODBC アド ミニス ト レーターが開いている と きに 64 ビッ ト用を起動しよ う と

する と、 Windows は 32 ビッ ト  バージ ョ ンを表示します （逆も同様）。 これは Zen の制

限ではなく、 Windows オペレーティング システムの制限です。

次の図は、 考えられるいくつかの DSN 構成を示しています。 

サーバーとクライアン ト

Zen サーバーはクライアン トにもな り ます。 Zen ク ライアン ト  コンポーネン トは 

Enterprise Server、 Cloud Server、 または Workgroup エンジンでそれぞれインス トールさ

れます。 サーバー コンピューターからほかのサーバーにク ライアン ト と して接続する

クライアント/サーバー

データベースDSN

 ローカル データを使用するエンジン

エンジン

データ
ファイル

コンピューター

データベース クライアント 
クライアント

クライアント コンピューターまたは
サーバー コンピューター

DSN

（クライアント アプリケーション使用）

データベースデータベース 

リモート サーバー コンピューター

エンジン データ
ファイル

名 



Zen の使用 31

こ とができます。 Zen ク ライアン トは、 Zen サーバー エンジンがある リモート  コン

ピューターに接続するこ とができます。 

データ  ソース名

ODBC ク ライアン ト  サーバー アーキテクチャは特定のデータ  セッ ト をそれぞれの名前

で呼び出すので、 わかりやすい名前で参照するこ とができます。 DSN の作成には一般

的に 3 種類の方法があ り ます。

1. サーバー コンソールから  DSN を作成します。 

2. ク ライアン ト  コンピューターから リモートで DSN を作成します。

3. 各クライアン ト  コンピューター上にク ライアン ト  DSN を作成します。

Zen ツールでは、 ク ライアン ト  コンピューター上にク ライアン ト  DSN と して現れな

いリモート  データベースへのアクセスが可能ですが、 Microsoft Excel や Microsoft 

Access などの ODBC ベースのアプリ ケーシ ョ ンではこれができません。 ローカル 
ODBC アプリ ケーシ ョ ンからネッ ト ワーク  データベースにアクセスする必要のある

各ク ライアン ト  コンピューター上にク ライアン ト  DSN を作成しなければなり ませ

ん。 

内部データベース名

Zen が使用するデータベースが内部データベース名 （DBNAME） であるこ とを識別す

る方法です。 データベース  アクセスに ODBC を使用している場合、 1 つの DBNAME を

参照する  DSN （データ  ソース名） エン ト リ を作成する必要があ り ます。 同じ  
DBNAME を参照する複数の DSN を設定するこ と もできます。 サーバー上のデータ  

ファイルの物理的な場所が変更された場合、 DBNAME のみを更新する必要があ り ま

す。 すべての DSN は変更されません。

MicroKernel エンジンを使用するアプリケーション

MicroKernel エンジンのみからアクセスされる  Zen データベースでは DSN は必要あ り ま

せん。 しかし、 そのデータベース  テーブルは ZenCC で表示されず、 ZenCC を使用して

操作するこ と もできません。 ZenCC でテーブルのデータを可読形式で表示するには、

テーブルがデータ辞書ファイル （DDF） に定義されている必要があ り ます。 『DDF 

Builder User's Guide』 を参照してください。
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Zen Java ユーティ リ ティで作成したデータベースも  DSN を必要と しません。 たとえば、

Zen Control Center は ODBC ではなく  JDBC を使用します。
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ZenCC を使用したデータベース アクセスの設定

データベースが存在するサーバーの名前を知っておく必要があ り ます。 データベースが

既に DBNAME を持っている場合、 ZenCC はこれを使用します。 新しいデータベースを

作成するが既存のデータ  ファイルを使用したい場合は、 サーバー上のデータ  ファイル

の場所を知っておく必要があ り ます。 

リモート  マシン上に DSN を作成するには、 アクセスするデータベースのある リモート  
マシンで管理者権限を持っている必要があ り ます。 ローカル マシン上でシステム DSN 

を作成する、 OS のシステム権限を持っている必要があ り ます。 

Windows でのデータベース アクセスの設定

Windows でデータベース アクセスの設定を行うには

1. リモート  サーバー エンジンを登録するにはに記載されている手順に従います。

そ うする と、 登録サーバー上の DBNAME を持つ既存のデータベースに ZenCC から

アクセスできるよ うにな り ます。

2. 状況に応じて、 新規データベースを作成するにはの手順に従ってください。

新しいデータベースは ZenCC からアクセスできます。

Windows で ODBC データベース アクセスの設定を行うには

1. リモート  サーバー エンジンを登録するにはに記載されている手順に従います。

そ うする と、 登録サーバー上の DBNAME および DSN を持つ既存のデータベースに 

ZenCC からアクセスできるよ うにな り ます。

2. 状況に応じ、 新規データベースを作成するにはに記載されている手順に従い、 ［32 
ビッ ト  エンジン DSN の作成］ オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

デフォルトで、 ZenCC はデータベース名と同じ名前で 32 ビッ ト  システム DSN を作

成します。 新しいデータベースには関連付けられている  DSN があ り、 ODBC を介し

てアクセスするこ とができます。
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ODBC アド ミニス ト レーターを使用したエンジン DSN の設定

ZenCC で、 ODBC のセッ ト アップは、 Windows オペレーティング システムが 32 ビッ ト

か 64 ビッ トかによって異なるので注意してください。 32 ビッ ト  ク ライアン ト  DSN 用

の ODBC セッ ト アップでは、 エンジン DSN を指定するこ とができます。 64 ビッ ト  イ

ンターフェイス  ド ラ イバーは名前付きデータベースのみをサポート します。 64 ビッ ト  
ク ライアン ト  インターフェイスはローカルの名前付きデータベースに接続できる （エ

ンジン DSN の機能に置き換わる）、 あるいはリモートの名前付きデータベースに接続で

きます。 エンジン DSN への接続はサポート されていません。

メモ ： 32 ビッ ト  エンジン DSN の使用を推奨していません。 このため、 新規または修

正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 ク ライアン ト  DSN を介して、 あるいは 
"Pervasive ODBC Client Interface" の指定による  DSN レス （DSN を使用しない） 接続を

使用して名前付きデータベースに接続するこ とをお勧めします。 を参照してください。

ODBC アド ミニスト レーターを使用したクライアン ト  DSN の設定を参照してくださ

い。

1. ZenCC の ［ツール］ メニューから、 必要に応じて 32 ビッ ト または 64 ビッ トの

［ODBC Administrator］ を選択します。

2. ［システム DSN］ タブをク リ ッ ク し、 ［追加］ ボタンをク リ ッ ク して、 接続に用いる

ド ライバーを選択します。

3. リ ス トで Pervasive ODBC Interface をク リ ッ ク します。

4. ［完了］ をク リ ッ ク します。

5. ODBC DSN セッ ト アップ ダイアログの ［データ  ソース名］ フ ィールドにデータ  
ソース名を入力します。

6. ［データベース名］ リ ス ト  ボッ クスでは、 エンジン DSN を作成するデータベースを

一覧から選択します。

7. 詳細な接続属性を設定する場合は、 ［詳細］ をク リ ッ ク します。

『ODBC Guide』 の詳細な接続属性を参照してください。

8. ［OK］ をク リ ッ ク します。

9. ［OK］ をク リ ッ ク します。
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Linux サーバーでのデータベース アクセスの設定

名前付きデータベースを設定するには

Linux では、 サーバーで dbmaint ユーティ リ ティを使用してデータベース名を作成しま

す。 dbmaint の詳細については、 dbmaint または dbmaint man page を参照してください。

メモ ： このユーティ リ ティは、 zen-data グループに属するユーザー アカウン トのみが

実行できます。 『Getting Started with Zen』 の Linux および Raspbian での Zen のアカウ

ン ト管理を参照してください。

1. 空のデータベースを作成するには、 コマンド  プロンプ トで以下のよ うに入力しま

す。

dbmaint a | d | l [‐b] [‐i] [‐e] ‐nDbname [‐ldictpath] [‐ddatapath] 

dbmaint のコマンド一覧には次のよ うなものがあ り ます。

a - データベース名を追加します

d - データベース名を削除します

l - すべてのデータベース名を一覧表示します

次のオプシ ョ ンがあ り ます。

-b - バウンド  データベースを作成します

-i - 参照整合性を設定してデータベースを作成します

-e - データベースに辞書ファイルを作成しません

-nDbname - データベース名を設定します

-ldictpath - 辞書のパスを設定します

-ddatapath - データのパスを設定します

-a - データベース名リ ス ト内のすべてのデータを表示します

たとえば、 参照整合性を持つ TEST とい うデータベース名を作成するには次のよ う

に入力します。

dbmaint a ‐i ‐nTEST 

メモ ： datapath の指定がない場合は、 新しいデータベースはデフォルトのロケーシ ョ

ン $ACTIANZEN_ROOT/data に作成されます。 同様に、 dictpath を指定しない場合、 辞

書はデフォルトのロケーシ ョ ンに作成されます。 

• 既存のデータベースを削除するには、 コマンド  ラインで以下のよ うに入力しま

す。
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dbmaint d ‐nDbname 

たとえば、 新規に作成したデータベース  TEST を削除するには次のよ うに入力し

ます。

dbmaint d ‐nTEST 

• 既存のすべてのデータベースを一覧表示するには次のよ うに入力します。

dbmaint l [‐a] 

2. dsnadd ユーティ リ ティ を使用して DSN を設定します。 dsnadd を参照してくださ

い。

Windows クライアン トからのクライアン ト  アクセスの設定

クライアン トがリモート  Zen データベースにアクセスできるようにするには

1. オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control 
Center にアクセスします。

2. Zen エクスプローラー ペインでエンジンを右ク リ ッ ク し、 ［新規作成］ > ［サー

バー］ を選択します。

Zen エクスプローラー ペインとはウ ィンド ウの左の部分で、 接続されているコン

ピューターのリ ス トが表示されます。

メモ ： Zen エクスプローラーにリ ス ト されているコンピューターは、 セッシ ョ ンの間

そのまま残っています。 コンピューターを削除するには、 そのコンピューター名を右ク

リ ッ ク して ［削除］ を選択します。

3. Zen データベース  エンジンが存在するサーバー名を入力します。

リモート  エンジンで認証される必要があるので、 ユーザー名とパスワードの入力を

要求するダイアログが表示されます。

4. ユーザー名とパスワードを適切なフ ィールドに入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

これで、 リモート  Zen エンジンに接続されます。

ODBC アド ミニス ト レーターを使用したクライアン ト  DSN の設定

1. ZenCC で、 ［ツール］ > ［ODBC Administrator］ の順に選択します。
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メモ ： Windows 64 ビッ ト  オペレーティング システムには、 ODBC アド ミニス ト レー

ター用の実行可能ファイルが 2 種類含まれています。 1 つは 32 ビッ ト  DSN 用で、 も う  

1 つは 64 ビッ ト  DSN 用です。 各 ODBC アド ミニス ト レーターは、 自身のビッ ト数に合

致するシステム DSN のみを列挙します。 64 ビッ ト  Zen Enterprise Server または 

Workgroup の場合、 ZenCC の ［ツール］ メニューには、 32 ビッ ト または 64 ビッ トの 

ODBC アド ミニス ト レーターを起動するためのオプシ ョ ンが個別にあ り ます。 ODBC 
アド ミニス ト レーターが既に開かれている場合、 Windows ではそれをデフォルト と し

ます。 つま り、 32 ビッ ト  ODBC アド ミニス ト レーターが開いている と きに 64 ビッ ト用

を起動しよ う とする と、 Windows は 32 ビッ ト  バージ ョ ンを表示します （逆も同様）。

これは Zen の制限ではなく、 Windows オペレーティング システムの制限です。

2. ［システム DSN］ タブを選択し、 ［追加］ をク リ ッ ク します。

メモ ： Zen はファイル DSN をサポート しません。 ユーザー DSN またはシステム DSN 
を使用する必要があ り ます。 そのコンピューター上のすべてのユーザーが利用可能であ

るこ とから、 一般的にはシステム DSN が使用されます。

3. ド ラ イバーの一覧から、 32 ビッ ト  DSN 用の Pervasive ODBC Client Interface  ま
たは 64 ビッ ト  DSN 用の Pervasive ODBC Interface を選択します。

4. ［データソース名］ フ ィールドには、 接続をセッ ト アップするデータ  ソース名

（DSN） を入力します。 この DSN はデータ  ソースの識別に役立ちます。 

64 ビッ ト  セッ ト アップでは、 ［エンジン DSN］ オプシ ョ ンは使用できません。 この

オプシ ョ ン自体も表示されません。 また、 現在の説明はまだ Actian Zen 製品の古い

名前になっていますが、 機能には影響しません。

5. ［サーバー名 /IP］ フ ィールドには、 Zen データベース  エンジンを実行しているマシ

ンの名前または IP アドレスを入力します。
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6. 必要に応じて、 ［転送のヒン ト ］ ド ロ ップダウン リ ス トから転送のヒン ト を選択し

ます。

7. ［データベース名］ フ ィールドには、 接続するデータベース名を指定します。 ［リス

トの取得］ をク リ ッ ク して、 ［サーバー名 /IP］ で指定されたサーバーに存在する

データベースのリ ス ト を取得します。

32 ビッ ト  DSN の場合に限り、 データベース名ではなくエンジン DSN を指定するこ

とができます （エンジン DSN の使用は推奨されないので、 エンジン DSN ではなく

データベース名を指定するよ うにして ください）。 ［リス トの取得］ をク リ ッ ク して、

［サーバー名 /IP］ で指定されたサーバーに存在する  DSN のリ ス ト を取得します。 既

存の DSN を変更する場合は ［変更］ をク リ ッ ク し、 DSN を新規作成する場合は

［作成］ をク リ ッ ク します。 

8. 詳細な接続属性を指定する場合は、 ［詳細］ をク リ ッ ク して表示されるダイアログ 

ボッ クスで属性オプシ ョ ンの選択を行います。 

属性の詳細については、 『ODBC Guide』 の詳細な接続属性を参照してください。

［ネッ トワーク］ または ［TCP/IP ポート番号］ の変更は、 そのドキュ メン トの情報

を読んで検討した上で行ってください。 

9. ［OK］ をク リ ッ ク して属性の選択を確定し、 ODBC インターフェイス  ダイアログに

戻り ます。

10. ［OK］ をク リ ッ ク します。

11. 続けて別の DSN を設定するか、 あるいは ODBC アド ミニス ト レーターを終了しま

す。

Linux クライアン トでのクライアン ト  DSN の設定

dsnadd ユーティ リ ティ を使用します。 dsnadd を参照してください。
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ZenCC を使ってリモート  エンジンのデータにアクセ

スする

ZenCC を使用して Zen エンジンにアクセスし、 リモート  システムにあるデータにアク

セスするこ とができます。 この リモート  システムはネッ ト ワーク上でアクセス可能な

すべての Zen サーバーです。 この方法は、 特に Windows Nano Server や IoT Core 環境で

実行するエンジンにアクセスする際に役立ちます。

ヒン ト ： リモート  エンジンで機能を実行する場合、 管理者ユーザーと してログインす

る必要があ り ます。 つま り、 リモート  サーバーに対し管理者レベルの権限を持ってい

るか、 そのリモート  マシンで定義された Zen_Admin グループのメンバーでなければな

り ません。

リモート  Zen エンジン上のデータにアクセスするには

こ こでは、 ZenCC を使用して リモート  エンジン上のデータを表示したり操作した りす

る例を示します。

1. ZenCC で、 エンジン ノードを展開して リモート  エンジンを選択し、 ［データベー

ス］ をダブルク リ ッ ク して展開します。

2. データベースのリ ス トで DEMODATA をダブルク リ ッ ク し、 次にテーブルをダブル

ク リ ッ ク します。

3. テーブルのリ ス トで、 Dept テーブルをダブルク リ ッ ク します。

デフォルトで、 次のスク リーンシ ョ ッ トで示すよ うに、 SELECT * FROM クエ リの

結果がアクティブ グ リ ッ ドに表示されます。

グ リ ッ ドに表示されるデータは更新可能です。 グ リ ッ ド内で行った変更はデータ

ベースに保管されます。
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4. 画面上部のクエリ を以下のステート メン トに変更するこ とによ り、 クエ リ を絞り込

んで、 結果を文字 "M" で始まる学部のみに制限します。

SELECT * FROM Dept WHERE Name LIKE 'M%' 

5. ［グリ ッ ドに実行］ ツールバー ボタンをク リ ッ クするか、 F9 キーを押して、 次に示

す修正されたクエリの結果を表示します。

これで、 リモート  データベース  エンジンからデータを取得しました。 

データベース操作を含む高度な操作やメンテナンス方法については、 『Advanced 
Operations Guide』 を参照してください。
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その他のアプリケーシ ョ ンから  ODBC を介してデータ

にアクセスする

このセクシ ョ ンでは、 Microsoft Access および Microsoft Excel を使用してデータにアク

セスする方法を説明します。

このセクシ ョ ンでは、 以下の例について説明します。

• Microsoft Excel を使用したデータのアクセス

• Microsoft Access を使用したデータのアクセス

事前の確認

データベースには使用可能な DSN がありますか？

• ク ライアン ト  ワークステーシ ョ ンまたは Workgroup ワークステーシ ョ ンからサー

バーに接続する場合、 指定した リモート  データベースに対し、 ワークステーシ ョ ン

上で定義したク ライアン ト  DSN を持っている必要があ り ます。 ク ライアン ト  DSN 

の作成方法については、 Windows クライアン トからのクライアン ト  アクセスの設

定で説明されています。

• コンピューターに Workgroup エンジンをインス トールしている場合は、 ローカルま

たはリモート  データベースに対し、 そのコンピューター上で DSN を定義するこ と

ができます。 DSN の作成方法については、 Windows でのデータベース アクセスの

設定で説明しています。

メモ ： この手順は Zen v12 以降にのみ適用されます。

Microsoft Excel を使用したデータのアクセス

Excel を使用して Zen データにアクセスするには

ヒン ト ： Excel を使用するコンピューターに Zen がインス トールされている必要があ り

ます。

1. Excel を起動します。
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2. ［データ］ メニューから

［外部データの取り込み］ > ［新しいデータベース クエリ］ を選択します （下図参

照）。

3. ［データ  ソースの選択］ ボッ クスでは、 コンピューターにインス トールされている  
ODBC ド ラ イバー用に定義されたデータ  ソースを一覧表示します。 この リ ス トの中

から、 アクセスする  Zen データベースのク ライアン ト  DSN またはサーバー DSN を

ク リ ッ ク します。

ODBC ソース  リ ス トに目的のデータベースが表示されない場合は、 事前の確認を参

照してください。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。 Zen データベースへのログインが必要な場合があ り ます。

データベースがセキュ リ ティで保護されていない場合、 ［ユーザー］ および ［パス

ワード］ フ ィールドは空のままでかまいません。 セキュ リ ティで保護されている場

合は、 割り当てられたユーザー名とパスワードを入力します。

5. ［クエリ  ウィザード］ が開きます。 ウ ィザードに従って、 クエ リするテーブル、

データのフ ィルター方法と ソート方法、 および Zen データをどのよ うにして Excel 
に返すかなどのオプシ ョ ンを選択します。
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Microsoft Access を使用したデータのアクセス

Microsoft Access からデータにアクセスするには

1. Microsoft Access を起動します。

2. 下図のよ うな ［Microsoft Access］ ダイアログ ボッ クスから ［空のデータベース］ を

選択します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。 （既存の Access データベースに Zen テーブ

ルを追加するこ と もできます。）

3. 次に、 ［データベースの新規作成］ ダイアログ ボッ クスが開き、 新規データベース

の名前の入力が求められます。 データベースに名前を付けて ［作成］ をク リ ッ ク し

ます。

4. Access のメニューから

［ファイル］ > ［外部データの取り込み］ > ［テーブルのリンク］ を選択します。

メモ ： 新規データベースに対して、 ［インポート ］ または ［テーブルのリンク］ とい う  
2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。 ［インポート ］ を選択した場合、 インポート処理の直後

に ODBC データ  ソースへのリ ンクが解除されます。 基本的に、 ［インポート ］ はデータ

の静的なコピーを作成します。 ［テーブルのリンク］ を選択した場合、 Microsoft Access 

では接続を保持し、 データにアクセスするたびに ODBC データ  ソースへの従属関係を

維持します。 このよ うにして、 元のデータに加えられた変更をすべて反映したデータが

表示されます。

メモ ： ローカル エリ ア ネッ ト ワーク上のファ イルにリ ンクする場合は、 Windows エク

スプローラーでマップされたネッ ト ワーク  ド ラ イブのド ライブ名を使用するのではな

く、 UNC （Universal Naming Convention） パスを使用してください。 ド ライブ名はコン
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ピューターによって異なったり、 定義されていない場合があ り ます。 これに対し、

UNC パスでは Microsoft Access でリ ンク されたテーブルが含まれるデータ  ソースの場

所の指定が確実に矛盾なく行えます。 

5. ［リンク］ ダイアログ ボッ クスの ［ファイルの種類］ ボッ クスで ［ODBC 
Databases］ を選択します。

6. ［データ  ソースの選択］ ボッ クスでは、 コンピューターにインス トールされている  
ODBC ド ラ イバー用に定義されたデータ  ソースを一覧表示します。 次の図に示す

［コンピューター データ  ソース］ タブをク リ ッ ク します。

7. リ ンクする  ODBC データ  ソースを選択します。 選択した ODBC データ  ソースでロ

グインが必要な場合は、 ユーザー名とパスワード （追加情報が必要な場合もあ り ま

す） を入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。
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メモ ： インス トールされた ODBC ド ラ イバーに新しいデータ  ソースを定義する場合

は、 ［新規作成］ をク リ ッ ク して、 表示される ［データ  ソースの新規作成］ ダイアログ 

ボッ クスでの手順に従います。

ヒン ト ： テーブルにリ ンクする場合、 ［ログイン ID とパスワードの保存］ チェッ ク  

ボッ クスをオンにして現在のデータベースのテーブルに情報を保存します。 これによ

り、 ユーザーはその情報を毎回入力する必要がなくな り ます。 このチェッ ク  ボッ クス

をオフのままにする と、 すべてのユーザーが Microsoft Access の新しいセッシ ョ ンで

テーブルを開くたびにログイン ID とパスワードを入力する必要があ り ます。 ネッ ト

ワーク管理者も このチェッ ク  ボッ クスを無効にするこ とができ、 すべてのユーザーが

データベースに接続するたびにユーザー名とパスワードの入力が必要になり ます。

ODBC ソース  リ ス トに目的のデータベースが表示されない場合は、 事前の確認を参

照してください。

8. Access の ［テーブルのリンク］ ダイアログ ボッ クスが開きます。 インポート または

リ ンクする各テーブルをク リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ ： Microsoft Access では、 1 つのテーブル内では 256 列までしか表示できません。

256 列よ り多く を表示する必要がある場合は、 別のツールを使用してください。

Zen データへのリ ンクが完了しました。 下図のよ うに、 新規データベースのデザイ

ン用のオプシ ョ ンを表示します。 テーブル名をダブルク リ ッ クする と、 リ ンク され

たテーブルが表示されます。

メモ ： テーブルにリ ンク し、 各レコードをユニークに識別するインデッ クスがない場
合、 Microsoft Access ではリ ンク されたテーブル内のフ ィールドのリ ス ト を表示します。
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各レコードをユニークに識別する  1 つのフ ィールドまたはフ ィールドの組み合わせをク

リ ッ ク し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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DSN の削除

この ト ピッ クの手順では、 データ辞書ファイル （DDF） またはデータ  ファイルを削除

しません。

デフォルトでは、 Zen Control Center でデータベースを削除した場合、 関連する  DSN エ
ン ト リ も同時に削除されます。

ZenCC でのデータベース削除時の DSN エン ト リの自動削除のオンオフを切り替え

るには

1. ZenCC の ［ウィンドウ］ メニューで、 ［設定］ をク リ ッ ク します。 Zen ノードが展

開されていない場合は、 展開します。

2. ［全般の設定］ をク リ ッ ク します。

3. ［関連付けられている DSN エン ト リは常に削除されます。］ オプシ ョ ンのチェッ ク

を外して ［OK］ をク リ ッ ク します。

ZenCC でデータベースを削除する と、 ［DSN 削除の確認］ ダイアログが表示されま

す。  

削除したくない DSN のチェッ クをク リ アするこ とができます。

4. DSN エン ト リの自動削除は、 以下のダイアログで ［関連付けられている DSN エン

ト リは常に削除されます。］ を選択するこ とによっていつでも有効にするこ とができ

ます。

• ［DSN 削除の確認］ ダイアログ

• ［設定］ ダイアログの ［全般の設定］ 画面
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ODBC アド ミニス ト レーターを使用して DSN を削除するには （Windows プラッ ト

フォームのみ）

1. ZenCC で、 ［ツール］ > ［ODBC Administrator］ の順に選択します。

2. ［ODBC アド ミニスト レーター］ ウ ィ ンド ウで、 ［システム DSN］ タブをク リ ッ ク

します。

3. 削除する  DSN を選択して ［削除］ をク リ ッ ク します。

DSN の削除を確認する メ ッセージが表示されます。

4. ［はい］ をク リ ッ ク します。

5. DSN を削除したら ［OK］ をク リ ッ ク して ODBC アド ミニス ト レーターを終了しま

す。

不要な DSN を削除するだけなら、 これで完了です。 DSN を再作成する場合は、 目

的に応じて以下のセクシ ョ ンを参照する必要があ り ます。 

目的 参照するセクシ ョ ン

Enterprise Server、 Cloud Server または Workgroup エ
ンジン上にエンジン DSN を再作成する

次のいずれかを参照

• Windows でのデータベース アクセ

スの設定

• Linux サーバーでのデータベース ア
クセスの設定

ク ライアン ト  ワークステーシ ョ ン上にク ライアン

ト  DSN を再作成する

Windows クライアン トからのクライア

ン ト  アクセスの設定
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Zen Control Center の使用

Zen Control Center （ZenCC） はデータベースの作成および管理や、 データベース  エンジ

ンの制御を行うためのグラフ ィカル ツールです。 こ こから本製品のほとんどすべての

機能にアクセスするこ とができます。 この章では、 ZenCC のインターフェイスおよび

一般的な操作について説明します。

• Zen Control Center の概要

• Windows サーバー上のサービス

• データベース エンジン

• Capacity Usage ビューアー

• Monitor

• Defragmenter

• データベース

• ［データベースの新規作成］ GUI のリファレンス

• Zen データベースの作成、 編集、 削除、 および修復

• テーブル

• スキーマの管理

• データの作成、 インポート、 およびエクスポート

• ストアド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、 およびビュー

• グループ、 ユーザー、 およびセキュリテ ィ

• データベース エンジンとクライアン トの設定

• ［フ ァイルを開く ］ ダイアログと ［ファイルを保存］ ダイアログ

• データのインポート / エクスポート、 スキーマのエクスポートでサポート されるワ

イド文字データ
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Zen Control Center の概要

Zen Control Center は、 Zen エンジンへの接続、 データベース とテーブルの設定や変更、

データのクエリや更新、 エンジンのパフォーマンス調整、 および Zen ドキュ メン ト  ラ
イブラ リへのアクセスを行うための、 統合されたフレームワークです。

ZenCC では Zen エクスプローラーと呼ばれる、 オブジェク ト  ツ リー形式のファイル エ

クスプローラーを使用します。 このツ リーは、 展開する と詳細を表示します。 オブジェ

ク トには、 エンジン、 データベース、 テーブル、 ユーザー設定などがあ り ます。 次の図

は、 いくつかのタブ付き表示された ZenCC を示します。 Zen エクスプローラーは左側

に配置されています。

Windows 上の Zen Control Center 
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Linux 上の Zen Control Center 

Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに応じて、 あるいは Mac OS を使用している場合、

ZenCC （画面の） 表示が異なる場合があ り ますが、 機能は同一です。

ZenCC のインストール

Windows プラ ッ ト フォームでは、 ZenCC はデータベース  エンジンまたはク ライアン ト

のインス トール時にデフォルトでインス トールされます。 『Getting Started with Zen』 の 
Zen のオプシ ョ ン機能 を参照してください。

Linux では、 ZenCC は完全インス トールに含まれます。 『Getting Started with Zen』 の 

Linux ベース システムにおけるフル インストールとクライアン ト  インストールを参照

してください。

Windows での ZenCC の起動

オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control 
Center にアクセスします。 実行可能ファイル zencc.exe を実行するこ と もできます。
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Linux での ZenCC の起動

コマンド  プロンプ トから実行可能スク リプ ト  ファイル zencc を実行して ZenCC を起

動します。 このスク リプ ト  ファイルは、 デフォルトで usr/local/actianzen/bin にインス

トールされます。

ファ イル ブラウザーでスク リプ ト  ファイルをダブルク リ ッ クするのではなく、 コマン

ド  プロンプ トから  ZenCC を起動するこ とをお勧めします。 ZenCC の実行に関する ト ラ

ブルシューテ ィングを参照してください。

Linux で ZenCC を実行するための要件

Linux 上で ZenCC を実行するには、 以下の条件に合致する必要があ り ます。 

要件 説明

Zen Enterprise Server、 Cloud Server、
または Client 

同一マシンに互換性のある  Server または Client がイン

ス トールされている必要があ り ます。 

X Server へのアクセス xhost コマンドは、 X Windows System へのク ライアン

トのアクセスを制御します。 デフォルトで、 xhost はア

クセスをオンにします。 X Windows System を起動した

ユーザーのみが ZenCC を起動できます。 

X Windows System ク ラ イアン トの制限を解除するに

は、 ターミナル ウ ィンド ウで xhost + を入力します。

Java Runtime Environment （JRE） ZenCC を実行するために必要な JRE コンポーネン ト

は、 Zen の一部と してインス トールされます。 ZenCC 
は、 Zen の一部と してインス トールされる  JRE のロー

カル バージ ョ ンを使用します。
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ZenCC の実行に関する ト ラブルシューティング

ZenCC を実行する要件に合致しているのに、 実行に問題がある場合は、 以下のト ラブ

ルシューティング ガイ ドを参考にしてください。 

ト ラブルシューティングする状態 説明

"java.lang.UnsatisfiedLinkError" とい

うエラーを受け取った。

このエラーは、 ファ イル ブラウザー アプ リ ケーシ ョ

ンを使用してスク リプ ト  ファ イルをダブルク リ ッ ク し

て ZenCC を起動しよ う と したと きに、 よ く起こ り ま

す。 コマンド  プロンプ トから  ZenCC を起動してくだ

さい。

このエラーは、 LD_LIBRARY_PATH 変数が設定されて

いない場合に発生します。 ZenCC スク リプ トがこの変

数を設定します。 この変数は、 以下のコマンドを使用
して明示的に設定するこ と もできます。 

export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/

local/actianzen/lib64 

ZenCC を zen-svc または root ユー

ザーと して実行しよ う とする と、
"SWT no more handles" というエラー

が返される。 

ZenCC を実行するには、 zen-svc または root ユーザー

と してログインする必要はあ り ません。 ただし、 これ
らのユーザーのどちらでもない場合は、 zen-data グ
ループのメンバーである必要があ り ます。

"SWT no more handles" エラーは、 X Server がク ライア

ン トへの接続を拒否したために発生します。 zen-svc ま
たは root ユーザーに切り替える前に、 コンソール ウ ィ

ンド ウを開き、 xhost + と入力してほかのク ライアン ト

が X Server に接続できるよ うにします。

これで、 zen-svc または root ユーザーに切り替えるこ と

ができます。

また、 場合によっては DISPLAY 環境変数を設定する

必要があ り ます。 zen-svc または root ユーザーと して、

コンソール ウ ィンド ウで以下のコマンドを入力しま

す。

export DISPLAY=:0.0  

または

export DISPLAY=localhost:0.0
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ZenCC キャッシュをクリアする必要がある状況

効率のため、 ZenCC によ り特定の情報がキャッシュされます。 キャ ッシュは、 ZenCC 
と相互作用する製品をインス トールまたはアップグレード した後でク リ アする必要があ

り ます。 これは、 インス トールまたはアップグレードによる変更内容が Zen エクスプ

ローラーに反映されるよ うにするためです。 たとえば、 DataExchange をインス トール

またはアップグレードする場合、 ZenCC キャ ッシュをク リ アする必要があ り ます。 

キャ ッシュは、 ZenCC をパラ メーターを使ってコマンド  ラインから起動した場合にの

みク リ アできます。

ZenCC のキャッシュをクリアするには

1. ZenCC を実行中の場合は終了します （［ファイル］ > ［終了］ を選択します）。

2. コマンド  プロンプ トで、 Zen インス トール ディ レク ト リの Zen\bin\ フォルダーに

移動します。 

ZenCC のエラー ログ ファイルを表

示、 またはエラーをコンソール 
ウ ィンド ウに リダイレク ト したい。 

ZenCC エラーのログ ファ イルは、 zencc.ini に指定され

ているユーザーのホーム ディ レク ト リ下にあ り ます。

ト ラブルシューティングのためには、 エラーをコン
ソール ウ ィンド ウに リダイレク トする と よ り便利で

す。

エラーをコンソール ウ ィンド ウに リダイレク トするに

は、 ZenCC の起動時に -consoleLog オプシ ョ ンを使用

します。

zencc ‐consoleLog

以下のエラー メ ッセージが返され

た。 " データベース  エンジンに接続

できません。 ターゲッ ト  マシンが

アクセス可能で、 かつエンジンが
実行されているこ とを確認してく
ださい。 

このエラー状況は、 ローカル サーバーを管理しよ う と

した場合に発生します。 

ローカル サーバーを管理するには、 zen-data グループ

のメンバーであるか root ユーザーである必要があ り ま

す。

root 以外のユーザーと して ZenCC 
を起動しよ う とする と、 "GTK IM 
Module SCIM: Cannot connect to 
Panel!" というエラーが返される。

いくつかの Linux OS では、 環境変数 
GTK_IM_MODULE を指定する必要があ り ます。

この問題を解決するには、 ZenCC を起動する前にコン

ソール ウ ィンド ウで、 以下のコマンドを入力します。
export GTK_IM_MODULE=scim‐bridge 

ト ラブルシューティングする状態 説明
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Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファ

イルはどこにインストールされますか？を参照してください。

3. 次のコマンドを入力します。

zencc ‐clean 

これによ り、 ZenCC が起動してキャッシュがク リ アされます。 新し く インス トール

またはアップグレード された製品が Zen エクスプローラーに表示されます。

メモ ： ZenCC の通常の使用時に -clean パラ メーターを使用して起動しても、 何の利点

もあ り ません。 このパラ メーターは、 プラグイン製品をインス トールまたはアップグ

レード した場合にのみ必要になり ます。

ZenCC 内のエディ ターおよびビュー

ZenCC のメ イン ウ ィンド ウには、 以下のエディ ターとビューが含まれます。

• Zen エクスプローラー

• SQL Editor

• グリ ッ ド

• テキスト

• アウト ライン

• Table Editor

さまざまなエディ ターおよびビューを使用してオブジェク ト を表示および操作するこ と

ができます。 同じ種類の複数のエディ ター （たとえば、 SQL Editor） を同時に開く こ と

ができます。 編集中の各オブジェク トは、 エディ ター上部にタブによって示されます。

タブにはオブジェク トの名前が表示されます。 エディ ターで変更したデータは、 明示的

に保存する必要があ り ます （たとえば、 ［ファイル］ > ［上書き保存］ を使用）。

Zen エクスプローラーのよ うなビューは、 一度に 1 つしか開けません。 ビュー内で実行

された操作は、 保存していない場合でも、 直ちに適用されます。
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エディ ターおよびビューの特性

以下の表に ZenCC のエディ ターとビューの特性をまとめます。 

Zen エクスプローラー

このビューでは、 複数の種類のオブジェク ト をツ リー形式で表示し、 さまざまな作業が

行えます。

• オブジェク ト とそのプロパティ

• 右クリ ック  タスク

オブジェク ト とそのプロパティ

オブジェク トのツ リーには Zen とい う名前のルート  ノードがあ り ます。 ルート  ノード

にあるのは、 ク ライアン ト、 サービス、 データベース  エンジン、 データベース、 テー

ブル、 ビュー、 ス ト アド  プロシージャ、 ユーザー定義関数、 ト リガー、 グループ、

ユーザー、 およびシステム オブジェク ト （システム テーブルなど） です。

Zen エクスプローラー内のほとんどのオブジェク トは、 展開して詳細を表示するこ とが

できます。 下位のオブジェク ト を表示するには、 オブジェク トの左にある展開アイコン

をク リ ッ ク します。 この折りたたみアイコンは展開アイコンをク リ ッ クする と切り替

特性 エクス
プロー
ラー

SQL 
Editor

グ
リ ッ
ド

テキ
スト

アウト
ライン

Table 
Editor

そのビュー固有のアイコンを含
む

X X X

閉じるこ とができる X X X X X

最小化できる X X X

最大化できる X X X X X

以前のサイズに戻すこ とができ
る

X X

新規ウ ィンド ウで開く こ とがで
きる

X X X X X

ZenCC メ イン ウ ィンド ウ内で再

配置できる

X X X X X

デスク ト ップにド ラ ッグできる X X X
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わって表示されます。 下位オブジェク ト を非表示にするには、 折りたたみアイコン （"
－ " 記号など） をク リ ッ ク します。

オブジェク トに構成できる設定がある場合は、 そのオブジェク ト を右ク リ ッ ク して ［プ

ロパティ ］ を選択します。 また、 オブジェク ト をク リ ッ ク してから  Alt+Enter キーを押

してプロパティを表示するこ と もできます。 『Advanced Operations Guide』 の設定リファ

レンスも参照してください。

以下は、 Zen エクスプローラーにある各種オブジェク トの例です。 

右クリ ック  タスク

プロパティへのアクセス以外にも、 オブジェク トの右ク リ ッ クによって Zen エクスプ

ローラーから さまざまなタスクを実行するこ とができます。 次の表ではそれらのタスク

について簡単に説明します。 

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報

全オブジェク ト オブジェク トの設定
プロパティの表示ま
たは設定

どのオブジェク トで
も可能で、 ［プロパ
ティ ］ を選択します。
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システム リモート  データベー

ス  エンジンで使用す

るサーバーの登録
（Zen をインス トール

したと きに、 ローカ
ル エンジンは自動的

に ZenCC へ登録され

ます）

Zen ノード

Zen ルート  オブジェ

ク トの下位にあるど
のオブジェク ト を右
ク リ ッ ク しても、 リ
モート  エンジンを対

象とする作業が可能
です。

リモート  サーバー エ
ンジンを登録するに
は

Windows マシン上の 
Zen サービスを使用

した作業

サービス  ノード （イ

ンス トールのエディ
シ ョ ンで適用される
場合）

サービスを開始また
は停止するには

サービスの開始ポリ
シーを設定するには

データベース  エンジ

ンのログインおよび
ログアウ ト

エンジン ノードの下

位にあるデータベー
ス  エンジン

データベース エンジ

ンにログインするに
は

データベース エンジ

ンからログアウトす
るには

同時セッシ ョ ン数や
データ使用量の監視 

エンジン ノードの下

位にあるデータベー
ス  エンジン

『Advanced Operations 
Guide』 の Capacity 
Usage ビューアーに

アクセスするには

特定の動作と属性の
監視

エンジン ノードの下

位にあるデータベー
ス  エンジン

『Advanced Operations 
Guide』 の データ

ベース エンジン用の 
Monitor にアクセス

するには

リモート  データベー

ス  エンジンの削除

エンジン ノードの下

位にあるデータベー
ス  エンジン

リモート  データベー

ス エンジンを削除す

るには

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報
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データベース 作成 データベース  ノード

このタスクは、 エン
ジン ノードの下位に

あるオブジェク トか
ら も実行できます。

新規データベースを
作成するには

削除 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース

データベースを削除
するには

データベースのログ
インおよびログアウ
ト

データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース

データベースからロ
グアウトおよびデー
タベースへログイン
するには

グループ、 ユーザー、
およびセキュリテ ィ
も参照してください。

テーブルを新しい
データベースに関連
付ける （元のデータ
ベース名にバインド
されたテーブルの
データベース名を修
復する）

データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース

データベース名を修
復するにはを参照し、
コピーしたテーブル
と新しいデータベー
スを関連付けてくだ
さい。

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報
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スキーマ、
テーブル

データベース  スキー

マのエクスポート

データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース

データベース スキー

マをエクスポートす
るには

テーブル スキーマの

エクスポート

テーブル ノードの下

位にあるテーブル

テーブル スキーマを

エクスポートするに
は

テーブルの追加
（SELECT * from 
table_name クエ リ を

実行する）

データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベースまたは
テーブル ノードの下

位にあるテーブル

新規テーブルのため
に Table Editor を起

動するには

テーブルを開く テーブル ノードの下

位にあるテーブル

テーブルを開くには

テーブルの編集 テーブル ノードの下

位にあるテーブル

既存テーブルのため
に Table Editor を起

動するには

テーブルのインポー
ト

テーブル ノードの下

位にあるテーブル

データベース テーブ

ルにデータをイン
ポートするには

テーブルのエクス
ポート

テーブル ノードの下

位にあるテーブル

データベース テーブ

ルからデータをエク
スポートするには

テーブルの削除 テーブル ノードの下

位にあるテーブル

テーブルを削除する
には

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報
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ユーザー、
Groups

ユーザーの追加 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベースまたは
ユーザー

Zen エクスプロー

ラーを使用して新し
いユーザーを作成す
るには

Zen エクスプロー

ラーを使用してユー
ザーをグループに割
り当てるには

グループの追加 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベースまたは
グループ

Zen エクスプロー

ラーを使用して新し
いグループを作成す
るには

ユーザーまたはグ
ループの削除

ユーザーまたはグ
ループ

Zen エクスプロー

ラーを使用してユー
ザーまたはグループ
を削除するには

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報
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SQL Editor

SQL Editor を使用する と、 Zen データベースに対し、 SQL （構造化問い合わせ言語） ス

テート メン ト を実行するこ とができます。 詳しい説明については、 SQL Editor を参照

してください。

ト リガー、
ス ト アド  プロシー

ジャ、
ユーザー定義関数、
ビュー

作成 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース、 またはト リ
ガー、 ス ト アド  プロ

シージャ、 ユーザー
定義関数、 ビュー

このタスクは、 エン
ジン ノードの下位に

あるオブジェク トか
ら も実行できます。

共通 SQL オブジェク

ト を作成するには

ストアド  プロシー

ジャ、 ト リガー、
ユーザー定義関数、
およびビューも参照
してください。

編集 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース、 またはト リ
ガー、 ス ト アド  プロ

シージャ、 ユーザー
定義関数、 ビュー

このタスクは、 エン
ジン ノードの下位に

あるオブジェク トか
ら も実行できます。

共通 SQL オブジェク

ト を編集するには

ストアド  プロシー

ジャ、 ト リガー、
ユーザー定義関数、
およびビューも参照
してください。

削除 データベース  ノード

の下位にあるデータ
ベース、 またはト リ
ガー、 ス ト アド  プロ

シージャ、 ユーザー
定義関数、 ビュー

このタスクは、 エン
ジン ノードの下位に

あるオブジェク トか
ら も実行できます。

共通 SQL オブジェク

ト を削除するには

ストアド  プロシー

ジャ、 ト リガー、
ユーザー定義関数、
およびビューも参照
してください。

対象 タスク 右クリ ック場所 詳細情報
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グリ ッ ド

グ リ ッ ド  ウ ィンド ウは、 スプレッ ドシートのよ うな行列形式で SQL ステート メン トの

実行結果を表示します。 各フ ィールドは列と して示され、 データは列内のセルに表示さ

れます。 グ リ ッ ド  セル内でデータを直接変更するこ とができるだけでなく、 グ リ ッ ド

に行を追加するこ と もできます。

Table Editor と  SQL Editor は、 共にグ リ ッ ドを使用します。 詳細については、 Table 
Editor を使ってテーブル データを表示するにはおよびグリ ッ ド  ウィンドウ ビューを参

照してください。

テキスト

テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは、 テキス ト形式で SQL ステート メン トの実行結果を表示

します。 テキス トは表示のみです。 テキス ト を変更してデータ値を変更するこ とはでき

ませんが、 テキス ト をコピーするこ とはできます。 詳しい説明については、 テキスト  
ウィンドウ ビューを参照してください。

アウト ライン

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウを使用する と、 SQL ステート メン ト をツ リー構造で表示する

こ とができます。 ツ リーのルート  ノードは SQL Editor ウ ィンド ウ  ビューと同じ名前で

す。 詳しい説明については、 アウト ライン ウィンドウ ビューを参照してください。

エディ ターがアウ ト ラ インをサポート していない場合はアウ ト ライン ウ ィンド ウは利

用できないので注意してください。 現在、 SQL Editor のみがアウ ト ラ イン ビューをサ

ポート しています。

Table Editor

Table Editor を使用する と、 テーブルの列の追加、 削除または特性の変更を行う こ とが

できます。 このテーブルは、 新規作成したものか、 または編集したい既存のテーブルで

す。 詳しい説明については、 Table Editor を参照してください。

ユーザー設定

ZenCC で全般の初期設定を行う こ とができます。 ZenCC のウ ィンド ウ  ビューや外部

ツールの初期設定を行う こ と もできます。
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グリ ッ ドの初期設定を行うには

1. ZenCC の ［ウィンドウ］ メニューで、 ［設定］ をク リ ッ ク します。 Zen ノードが展開

されていない場合は、 展開します。

2. ［全般の設定］ をク リ ッ ク します。

全般の初期設定で指定できるオプシ ョ ンは、 以下のとおりです。

• 関連付けられている  DSN エン ト リは常に削除されます （DSN の削除を参照してく

ださい）。

• SQL ドキュ メン ト を開くたびに、 新しいデータベースの入力を求めるダイアログを

表示しない （SQL クエリのデータベース コンテキスト を設定するにはを参照して

ください）。

［関連付けられている DSN エン ト リは常に削除されます。］ を選択して、 データベース

のすべての DSN エン ト リがプロンプ ト なしでデータベース と一緒に削除されるよ うに

します。

［SQL ドキュ メン ト を開くたびに、 新しいデータベースの入力を求めるダイアログを表

示しない。］ の選択を解除する と、 SQL Editor で SQL ドキュ メン ト を開くたびにデータ

ベースの選択を求められます。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 これを選択

して、 SQL ドキュ メン ト を開いたと きに最近選択したデータベースを使用するよ うに

します。 選択されたデータベースは、 ZenCC のセッシ ョ ン間で保持されるこ とはあ り

ません。 ZenCC を閉じて再度開いた場合は、 新しいデフォルトのデータベース  コンテ

キス ト を選択する必要があ り ます。

ZenCC ウィンドウ ビューの初期設定

以下の ZenCC ウ ィンド ウ  ビューの初期設定を行う こ とができます。

• データ  グ リ ッ ド

• Defragmenter

• Monitor

• SQL Editor

• Table Editor

• テキス ト出力
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ZenCC ウィンドウ ビューの初期設定を行うには

1. ZenCC の ［ウィンドウ］ メニューで ［設定］ をク リ ッ ク し、 Zen ノードが展開され

ていない場合は展開します。

2. 以下の操作のいずれかを実行します。

• データ  グ リ ッ ドの初期設定を行うには、 ［データ  グリ ッ ド］ をク リ ッ ク します。

• Defragmenter の初期設定を行うには、 ［Defragmenter］ をク リ ッ ク します。

• Monitor の初期設定を行うには、 ［Server Monitor］ をク リ ッ ク します。

• SQL Editor の初期設定を行うには、 ［SQL Editor］ をク リ ッ ク します。

• Table Editor の初期設定を行うには、 ［Table Editor］ をク リ ッ ク します。

• テキス ト出力の初期設定を行うには、 ［テキスト出力］ をク リ ッ ク します。

ファイル エンコードの初期設定

ファイル エンコードの初期設定によって、 ワイ ド文字データを含むファイルの作業を

よ り簡単に行う こ とができるよ うにな り ました。 この初期設定には以下の機能があ り ま

す。

• ファイルを開く / 保存に ZenCC ダイアログを使用するためのオプシ ョ ン 

• ZenCC における以下の操作で使用するデフォルト  エンコードを選択できるエンコー

ド一覧

• ZenCC ファ イルを開く  

• ZenCC ファ イルを保存 

• データのインポート  

• データのエクスポート  

• テーブル スキーマのエクスポート  

ファイルを開く / 保存に、 ZenCC ダイアログを使用するように設定するには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ > ［Zen］ > ［ファイル エンコード］ を選択しま

す。 
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2. ［［フ ァイルを開く ］ および ［ファイルを保存］ 時にエンコードのプロンプ ト を表示

しない］ オプシ ョ ンが選択されていないこ とを確認してください。 デフォルトでは、

このオプシ ョ ンは選択されていません。

3. ［OK］ をク リ ッ ク します。

デフォルトのエンコードを設定するには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ > ［Zen］ > ［ファイル エンコード］ の順に選択

します。 

2. ［デフォルト  エンコード］ ド ロ ップダウン リ ス トからエンコードを選択し、 「OK」

をク リ ッ ク します。 

エンコード 説明

（システム コー

ド  ページ）

デフォルトは、 現在使用しているシステム コード  ページです。 たとえ

ば、 Windows の英語版プラ ッ ト フォームの場合は、 一般的に "Windows-
1252" が設定されています。

Big5 Big5 は繁体字中国語の文字エンコードで、 中国語の中でもっと も一般

的に使われています。

EUC_JP EUC （Extended Unix Code） _JP は可変幅の文字エンコードで、 日本語

文字の 3 つの標準セッ トである  IS X 0208 （基本漢字）、 JIS X 0212 （補

助漢字）、 そして JIS X 0201 （半角カナ） の要素を表すのに使用します。

Shift_JIS Shift_JIS （Japan Industrial Standards） は日本語の文字エンコードです。

UTF-8 UTF （Universal Character Set Transformation Format） -8 は 8 ビッ トの可変

幅の文字エンコードで、 Unicode 文字セッ トですべての文字を表すこ と

ができます。 このエンコードは ASCII との下位互換性があ り、 エン

ディアンや BOM （Byte Order Mark ： バイ ト  オーダー マーク） が回避で

きるよ う設計されています。

UTF-8 with 
BOM （BOM 
付き  UTF-8）

UTF-8 と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マーク） が付き

ます。 この BOM は、 エンディアン （バイ ト順） を示すのに使用する  
Unicode 制御文字で、 ファ イルを保存する と きに付けられます。

UTF-16BE 16 ビッ トの UTF エンコードで、 ビッグ エンディアン （BE） のバイ ト  
オーダーが使われます。



Zen Control Center の使用 67

メモ ： ファ イルのエンコードの初期設定は、 ファ イルを開く / 保存、 データのイン

ポート / エクスポート、 スキーマのエクスポートの各ダイアログから も行えます。 ダイ

アログ内の ［デフォルトのエンコードを変更する］ リ ンクをク リ ッ ク して ください。

その他のユーティ リティ

一部のユーティ リ ティは、 ZenCC インターフェイス と完全に統合されていません。 た

だし、 以下のユーティ リ ティは ［ツール］ メニューから選択するこ とによって ZenCC 
内から起動するこ とができます。

• ODBC アド ミニス ト レーター － 64 ビッ ト  オペレーティング システムの場合、 32 

ビッ ト または 64 ビッ ト用に別々の ODBC アド ミニス ト レーターを選択できます

（『ODBC Guide』 の DSN のセッ トアップおよび接続文字列を参照してください）。 対

象ではない方の ODBC アド ミニス ト レーターを起動しよ う と しても、 対象とする  

ODBC アド ミニス ト レーターを開きます。 つま り、 32 ビッ ト  ODBC アド ミニス ト

レーターが開いている と きに 64 ビッ ト用を起動しよ う とする と、 Windows は 32 

ビッ ト  バージ ョ ンを表示します （逆も同様）。 言い換える と、 ODBC アド ミニス ト

UTF-16BE with 
BOM （BOM 
付き  UTF-
16BE）

UTF-16BE と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マーク） が

付きます。 BOM はファイルを保存する と きに付けられます。

UTF-16LE 16 ビッ トの UTF エンコードで、 （LE） のバイ ト  オーダーが使われま

す。

UTF-16LE with 
BOM （BOM 
付き  UTF-
16LE）

UTF-16LE と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マーク） が

付きます。 BOM はファイルを保存する と きに付けられます。

メモ ： デフォルトで、 ZenCC は一度開かれたファイルのエンコード形式を記憶します。

ファ イルを編集し、 上書き保存する場合、 その編集内容は元の （記憶した） エンコード
で保存されます。 しかし、 ZenCC の ［別名保存］ ダイアログを使用すれば、 エンコード

を指定して編集内容を保存するこ とができます。

ファ イルが BOM 付きの場合は、 ZenCC が自動的にエンコード方法を検出し、 ZenCC で
ファイルを選択して開くダイアログ （［ファ イル］ メニューの ［開く］） にそのエンコー
ドを表示します。 BOM が付いてないファイルで、 バイ ト  オーダーが重要になる場合は、

ファ イルを保存する と きに適切なエンコードを選択する必要があ り ます。

エンコード 説明
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レーターは同時に 1 つのバージ ョ ンしか実行されないという こ とです。 これは、

Zen の制限ではなく、 Windows の制限です。

• DDF Builder （『DDF Builder User's Guide』 の DDF Builder についてを参照）

• Defragmenter （『Advanced Operations Guide』 のデータ  ファイルの断片化の監視を参

照） 

• Function Executor （『Advanced Operations Guide』 の Btrieve オペレーシ ョ ンのテスト

を参照） )

• License Administrator （ライセンス管理を参照してください）

• Maintenance （『Advanced Operations Guide』 の Maintenance ツールを使用した 
Btrieve データ  ファイルの操作を参照）

• Monitor （『Advanced Operations Guide』 の監視を参照）

• Zen System Analyzer （Zen System Analyzer （ZenSA） を参照）

• Query Plan Viewer （『SQL Engine Reference』 の Query Plan Viewer を参照）

• Rebuild （『Advanced Operations Guide』 のデータ  ファイルの変換を参照）

• Gateway Locator （Zen Workgroup で ZenCC をインス トールした場合） （『Getting 

Started with Zen』 のゲートウェイ構成を参照）

メモ ： これらのユーティ リ ティは、 Windows プラ ッ ト フォームではデフォルトで

［ツール］ メニューに表示されます。 すべてのプラ ッ ト フォームで、 ［ツール］ メニュー

をカスタマイズするこ とができます。 手順については、 次のセクシ ョ ンを参照してくだ

さい。

外部ツール

Windows 環境では、 ZenCC の ［ツール］ メニューを他のアプリ ケーシ ョ ンで拡張する

こ とができます。 追加した項目は、 ［ツール］ メニューのリ ス トの最後に表示されます。

外部ツールを追加するには 

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ の順に選択します。 必要に応じて、 Zen ノード

を展開します。

2. ［外部ツール］ をク リ ッ ク します。

3. ［新規］ をク リ ッ ク します。
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4. ［ツール］ メニューに表示させたい名前を ［ツールのラベル］ に入力します。

5. ［ツールの場所］ に、 プログラムのパス とファ イル名を入力します。 ファ イルの場所

を参照する場合は、 参照ボタンをク リ ッ ク します。

6. また、 プログラム起動時に渡すパラ メーターを ［ツールのパラメーター］ に入力す

るこ と もできます。

7. ［OK］ をク リ ッ ク します。

8. ［OK］ をク リ ッ クするか、 または ［適用］ をク リ ッ ク してから ［OK］ をク リ ッ ク し

ます。

外部ツールの初期設定を行うには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ の順に選択します。 必要に応じて、 Zen ノード

を展開します。

2. ［外部ツール］ をク リ ッ ク します。

3. 外部ツール リ ス ト内の目的のツールをク リ ッ ク します。

4. 以下の操作のいずれかを実行します。

• リ ス トからツールを削除するには ［削除］ をク リ ッ ク します。

• ツールを リ ス トの上方向に移動するには、 ［上へ］ をク リ ッ ク します。

• ツールを リ ス トの下方向に移動するには、 ［下へ］ をク リ ッ ク します。
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Windows サーバー上のサービス

ZenCC を使用する と、 Windows コン ト ロール パネルのサービス  アプリ ケーシ ョ ンを使

用するこ とな く、 Zen Server を Windows システムで操作できます。 ZenCC から開始、 停

止、 および開始時の設定を行う こ とができます。

データベース  エンジン以外の Zen 製品もサービス と して実行できます。 これらのサー

ビスは、 Actian Zen Enterprise Server のサービスから独立しています。 詳細については

サービスの依存関係を参照してください。

サービスを開始または停止するには

1. Zen エクスプローラーで、 サービス ノードを展開します。

2. 停止または開始するサービスを右ク リ ッ ク します。

3. 以下の操作のいずれかを実行します。

• ［サービスの開始］ をク リ ッ ク して、 サービスを開始します。

• ［サービスの停止］ をク リ ッ ク して、 サービスを停止しす。

• ［サービスの再開］ をク リ ッ ク して、 サービスを再開します。

ヒン ト ： また、 1 つのコマンドですべてのサービスを停止または再開するこ とができ

ます。 サービス ノードを右ク リ ッ ク し、 ［全サービスの停止］ または ［全サービスの再

起動］ をク リ ッ ク します。

サービスの開始ポリシーを設定するには

1. Zen エクスプローラーで、 サービス ノードを展開します。

2. 開始ポリシーを設定するサービスを右ク リ ッ ク します。

3. ［プロパティ ］ をク リ ッ ク し、 希望のポ リシーを選択します。 

開始ポリシー 説明

手動 オペレーティング システム起動後に、 サービスを手動で開始する必要があ

り ます。

自動 サービスは、 オペレーティング システムが起動したと きに自動的に開始し

ます。
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4. ［OK］ をク リ ッ クするか、 または ［適用］ をク リ ッ ク してから ［OK］ をク リ ッ ク し

ます。

サービスのプロパティ

『Advanced Operations Guide』 の ZenCC でサービスの起動ポリシーを設定するにはを参

照してください。

無効 サービスは操作から除外され、 オペレーティング システムの起動にも影響

を受けません。

開始ポリシー 説明
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データベース エンジン

ZenCC を使用して、 ローカル マシン上のデータベース  エンジンまたはリモート  サー

バー エンジンを操作するこ とができます。 リモート  サーバー エンジンで動作するに

は、 ZenCC に通知する必要があ り ます。 この手順を、 サーバーの 「登録」 と言います。

ローカル サーバーは、 Zen をインス トールしたと きに、 自動的に ZenCC へ登録されま

す。 ローカル サーバーは Zen エクスプローラーのエンジン ノードの下の最初のエン ト

リ と して表示されます。

リモート  サーバー エンジンを登録するには

1. Zen エクスプローラーで、 最上位ノード  Zen を右ク リ ッ ク します。

2. ［新規作成］ > ［サーバー］ をク リ ッ ク します。

3. 登録したいサーバーを識別します。

ネッ ト ワーク上でサーバーを識別する名前、 またはサーバーの IP アドレスを入力し

ます。

4. ［完了］ をク リ ッ ク します。

サーバーは、 ZenCC の Zen エクスプローラー ウ ィンド ウのエンジン ノードの下に

表示されます。

データベース エンジンからログアウトするには

この手順では、 サーバーからデータもデータベースも削除しません。 ログアウ トは、

データベース  エンジンとお使いのコンピューター上の ZenCC 間の通信を切断する

だけです。 

1. Zen エクスプローラーでエンジン ノードを展開します。

2. ログアウ トするサーバー エンジンを右ク リ ッ ク します。

3. ［ログアウト （名前）］ をク リ ッ ク します。

名前は、 ZenCC を介して現在サーバーにログインしているユーザーの名前を反映し

ます。 この名前は、 特定のユーザー名とパスワードが指定されなかった場合は匿名

です。

そのデータベース  エンジンで展開されていたノードは折りたたまれます。
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データベース エンジンに再接続するには

1. Zen エクスプローラーで、 サーバー エンジンのノードを展開します。

データベース エンジンにログインするには

1. Zen エクスプローラーでデータベース名を右ク リ ッ ク し、 次に、 ログアウト （名前）

をク リ ッ ク します。

名前は、 ZenCC を介して現在サーバーにログインしているユーザーの名前を反映し

ます。 デフォルトで、 名前は匿名です。 これは、 特定のユーザー名とパスワードが

指定されなかったこ とを意味します。

そのデータベース  エンジンで展開されていたノードは折りたたまれます。

2. データベース名を右ク リ ッ ク します。

3. ［ログイン］ をク リ ッ ク します。 

4. ユーザー名およびパスワードを入力します。

これらを空白のままにして匿名でのログインを行う こ とができます。

5. ［OK］ をク リ ッ ク します。

リモート  データベース エンジンを削除するには

マシンを使用しなくなったなどの状況によって、 リモート  データベース  エンジンの

削除が必要となるこ と もあ り ます。 

1. Zen エクスプローラーでエンジン ノードを展開します。

2. 削除対象のリモート  データベース  エンジンを右ク リ ッ ク します。

3. ［削除］ をク リ ッ ク します。

この削除操作は確認メ ッセージを表示するこ とな く直ちに実行されるので注意して

ください。

データベース エンジンのプロパティ

データベース エンジンとクライアン トの設定を参照してください。
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Capacity Usage ビューアー

ZenCC では、 すべてのデータベース  エンジンの同時セッシ ョ ン数とデータ使用量を監

視する  Capacity Usage ビューアーを提供します。 このビューアーは特に、 異なるライセ

ンス  モデルを使用する  Zen エンジンへの移行を検討する際に役立ちます。 

『Advanced Operations Guide』 の Capacity Usage ビューアーを参照してください。
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Monitor

ZenCC ではデータベース  エンジンの特定の動作と属性を監視するこ とができる  Monitor 

ユーティ リ ティを組み込んでいます。 このユーティ リ ティは MicroKernel エンジンおよ

びリ レーシ ョナル エンジンの状況も監視できます。 監視情報は一連のタブ構成で表さ

れます。 タブの配置は必要に応じて変えるこ とができます。 タブ内のデータ列も配置を

変えたり並べ替えたりするこ とができます。 ある特定の時点のスナップシ ョ ッ ト を表示

し、 その情報は手動または自動でリ フレッシュするこ とができます。

『Advanced Operations Guide』 のデータベースの状態の監視を参照してください。
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Defragmenter

ZenCC で提供される  Defragmenter ユーティ リティによって、 エンジンのパフォーマン

スを低下させる恐れのある、 データ  ファイルの断片化を検出するこ とができます。 ま

た、 Defragmenter では、 順序が正し くないレコードを再配置したり、 データの削除に

よって空いた領域を取り除く こ とで、 断片化を修正するこ と もできます。 ファ イルの最

適化によってそのファイルのデータが変更されるこ とはあ り ません。 また、 ファ イルの

最適化中でもレコードの作成、 読み取り、 更新または削除が可能です。 ほとんどの場

合、 Defragmenter の機能を使用するためにダウンタイムを設ける、 または業務を停止す

る必要はなく、 データベース  エンジンの実行中にも この機能を使用するこ とができま

す。

『Advanced Operations Guide』 のデータ  ファイルの断片化の監視を参照してください。
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データベース

データベースは、 ま とめて格納されているデータの集合です。 新し く作成されたデータ

ベースは空で、 テーブルを伴っています。 詳しい説明については、 『Advanced 
Operations Guide』 の Zen データベースを参照してください。 

データベースのプロパティには、 ファ イルの場所、 参照整合性、 セキュ リ ティおよび

データベースがバインド されているかど うかなどの項目が含まれます。

メモ ： サーバー エンジンにデータベースを追加する場合、 そのサーバー オペレーティ

グ システムでの管理者権限を持っている必要があ り ます。 管理者権限を持っていない

場合は、 データベースの追加が許可されません。

データベース エンジンからログアウトするには

1. Zen エクスプローラーでエンジン ノードを展開します。

2. 登録されているサーバーのノードを展開し、 そのサーバー上のデータベースを表示

します。

3. ログアウ トするデータベースを右ク リ ッ ク します。

4. ［ログアウト （名前）］ をク リ ッ ク します。

名前は、 現在データベースにログインしているユーザーの名前を反映します。 デー

タベースでセキュ リ ティが有効にされていない場合、 名前は Master です。 現在の

ユーザーが Master と してログインしている場合は、 名前も  Master です。

そのデータベースで展開されていたノードは折りたたまれます。

データベースのプロパティ

データベースのプロパティは、 ZenCC 内のプロパティ  ダイアログ ボッ クスから設定し

ます。 このウ ィンド ウでは次のプロパティ  ノードが表示されます。

• コード  ページ

• ディレク ト リ

• 全般

• リレーシ ョナル制約

• セキュリテ ィ
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コード  ページ

このセクシ ョ ンでは、 コード  ページのプロパティ設定について説明します。

• データベース コード  ページ

• ZenCC 接続エンコード

メモ ： データベース  エンジンは、 アプリ ケーシ ョ ンがデータベースに追加するデータ

およびメ タデータのエンコードを検証しません。 エンジンは、 『Advanced Operations 

Guide』 のデータベース コード  ページとクライアン ト  エンコードで説明されているよ

うに、 すべてのテキス ト  データが、 ク ライアン トによってサーバーまたはク ライアン

ト  データベースのコード  ページのエンコードに変換されているこ とを前提と していま

す。

データベース コード  ページ

このプロパティは、 メ タデータで使用するエンコードを指定し、 DBNAMES.cfg に格納

されます。 このプロパティはデータベースに適用されます。 つま り、 データベース と

データをやり取りするすべてのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに影響する可能性があ

り ます。 Zen データベース  エンジンと ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン間で互換性のあ

るエンコードを確立する必要があ り ます。 これを行う さまざまな方法については、

『Advanced Operations Guide』 のデータベース コード  ページとクライアン ト  エンコード

を参照してください。

メモ ： データベース  コード  ページの変更では、 データベースの既存のデータやメ タ

データは変換しません。 データの破損を防ぐために、 コード  ページ設定は、 データ

ベースの既存のデータやメ タデータの現在のエンコード と必ず一致するよ うにして くだ

さい。

データベース  コード  ページは、 特に、 異なる  OS エンコードを使用して Zen DDF を手

動で別のプラ ッ ト フォームへコピーしながら、 データベース  エンジンにメ タデータを

正し く変換させたい場合に役立ちます。 

デフォルトのコード  ページは " サーバーのデフォルト " で、 データベース  エンジン実

行中のサーバーのオペレーティング システム コード  ページを意味します。 " コード  

ページの変更 " では設定に関する追加情報を提供し、 特定のコード  ページを選択する

こ とができます。 ただし、 " コード  ページの変更 " が行えるのは Linux 版のみです。
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ZenCC 接続エンコード

ZenCC それ自体はデータベース  エンジンのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンです。 ク ラ

イアン ト と して、 各データベース  セッシ ョ ンでメ タデータおよびデータを読み取り ま

たは挿入する際に使用するコード  ページを指定するこ とができます。 既存データベー

スのデフォルトでは、 ZenCC が実行されているマシンのエンコードを使用します。 こ

れは旧来の動作です。 新しいデータベースのデフォルトでは、 自動変換を使用します。

次の表では、 ［ZenCC 接続エンコード］ と ［データベース  コード  ページ］ の設定の相

互の影響を説明します。 

メモ ： ［ZenCC 接続エンコード］ は ZenCC にのみ適用されます。 ほかのク ライアン ト  

アプリ ケーシ ョ ンには影響しません。

データベース内に OEM 文字データがある場合、 旧来の解決法は DSN を使用する  

ODBC のよ うなアクセス方法を使用して OEM/ANSI 変換を指定するこ とでした。 この

バージ ョ ンでは、 データベースに OEM コード  ページを設定し、 アクセス方法で自動変

換を使用するこ とが可能になり ました。 『ODBC Guide』 の 自動も参照してください。

ディレク ト リ

このディ レク ト リのプロパティ設定は、 一定のタイプのファイルが存在する物理ス ト

レージ上の場所を指定します。

• 辞書のロケーシ ョ ン

• データ  ディレク ト リ

ZenCC 接続エンコードが特

定のエンコードに設定されて
いる

ZenCC 接続エンコードが自動変換に設定されている

ZenCC はデータベース コード  
ページを無視し、 指定された
エンコードを使用してデータ
と メ タデータを読み書きしま
す。 これは、 ZenCC の旧来の

動作です。

ZenCC およびデータベースは自動的に適合するエンコード

を確立します。 

データベースのメ タデータ とデータは、 データベース コー

ド  ページに指定されたエンコードから  ZenCC が実行されて

いるシステムのエンコードに変換されます。
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辞書のロケーシ ョ ン

この場所は、 辞書ファイル （DDF） が存在する物理的な保管場所を指定します。 この場

所は、 接続しているサーバーと同じサーバーで、 データベース  エンジンが実行されて

いるサーバーにある必要があ り ます。 場所の形式は、 サーバー マシンで直接作業して

いるよ うな形式にする必要があ り ます。

• Windows オペレーティング システムの場合は、 drive:\path とい う形式でパスを入力

します。 drive はサーバーのド ライブ名です。

• Linux の場合、 ルート を基準とする標準の Linux パス形式を入力します。

たとえば、 データベース  エンジンを実行中の Windows サーバーに接続しているワーク

ステーシ ョ ンを使用していて、 サーバーの C:\ ド ラ イブの mydata フォルダーに新規

データベースを作成したいとする と、 ロケーシ ョ ンに 「c:\mydata」 と入力します。

サーバーの C:\ ド ラ イブをローカル ネッ ト ワーク  ド ラ イブ （たとえば、 F:\） にマップ

していたと しても、 このよ うに入力します。

データ  ディ レク ト リ

［データ  ディ レク ト リ ］ フ ィールドのリ ス トでは、 データ  ファイルが存在する物理ス ト

レージ上の場所を指定します。 ［新規作成］ をク リ ッ ク して新規リ ソースを追加します。

［除去］ をク リ ッ クする と、 データ  ファイルの場所を リ ス トから削除するこ とができま

す。 データ  ファイルの場所は、 データベース  エンジンが起動している同じサーバー上

でなければなり ません。

［辞書のロケーシ ョ ン］ についても同じ方法で場所を指定してください。

全般

［全般の設定］ には次のプロパティ設定が含まれています。

• バウンド  データベース

• 整合性の設定

• 長いメ タデータ （メ タデータ  バージ ョ ン 2）

• リレーシ ョナル制約
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バウンド  データベース

データベースが、 バインド されているかど うかを示します。 データベースをバインドす

る と、 DDF またはデータ  ファイルが別のデータベースによって使用されるこ とを防ぎ、

データ  ファイルが同一データベース内で複数のテーブル定義を持つこ とを防ぎます。

バウンド  データベースの詳細については、 バウンド  データベースと整合性の設定を参

照してください。

整合性の設定

データベースにセキュ リ ティ、 RI、 ト リガーなどの整合性制約を設定するかど うかを指

定します。 これらの制約は、 データ  ファイルへの ODBC/SQL アクセスだけでなく、

Btrieve アクセスにも適用されます。

参照整合性の設定および Btrieve およびリレーシ ョナル制約間の相互作用を参照してく

ださい。

長いメ タデータ （メ タデータ  バージ ョ ン 2）

このプロパティは読み取り専用で、 データベースが作成されたと きにメ タデータ  バー

ジ ョ ン 2 が設定されたかど うかを示します。 " 長いメ タデータ " はメ タデータ  バージ ョ

ン 2 の別称です。

リレーシ ョナル制約

［ リ レーシ ョナル制約］ には、 データベースに効力のある リ レーシ ョナル制約が行列形

式で一覧表示されます。 Btrieve およびリレーシ ョナル制約間の相互作用を参照してく

ださい。

セキュリテ ィ

［セキュ リ ティ］ には、 ［データベース  セキュ リ ティ］ タブおよび ［Btrieve セキュ リ

ティ］ タブにそれぞれのプロパティ設定が含まれています。 セキュ リ ティの完全な説明

については、 Zen セキュリテ ィを参照してください。 
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［データベースの新規作成］ GUI のリファレンス

データベースを新規作成するには、 次のよ うな ZenCC の ［データベースの新規作成］

ダイアログを使用します。 ダイアログの下にある表ではその GUI オブジェク トについ

て説明しています。 （新規データベースを作成するにはも参照してください。）

ダイアログ イ メージ内の項目をク リ ッ クする と、 その項目の使用に関する情報を確認

できます。

［データベースの新規作成］ GUI の要素 

要素 説明 関連情報

データベース
名

ZenCC 内のデータベース一覧に表示されるデータ

ベースの名前。

メモ ： このデータベース名を既存の DSN と同じにす

るこ とはできません。

識別子とオブジェク
ト名

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

場所 この場所は、 接続しているサーバーと同じサーバー
で、 データベース  エンジンが実行されているサー

バーにある必要があ り ます。 場所は、 サーバー マシ

ンで直接作業しているよ うな形式で指定する必要が
あ り ます。

辞書のロケーシ ョ ン
およびデータ  ディ レ

ク ト リ

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）
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バウンド データベースがバウンド されるかど うかを表しま
す。 データベースをバインドする と、 DDF または

データ  ファ イルが別のデータベースによって使用さ

れるこ とを防ぎ、 データ  ファ イルが同一データベー

ス内で複数のテーブル定義を持つこ とを防ぎます。

バウンド  データベースの詳細については、 バウンド  
データベースと整合性の設定を参照してください。

Btrieve およびリレー

シ ョナル制約間の相
互作用

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

辞書ファ イル
の作成 （存在
しない場合）

データベース と共にデータ辞書ファイル （DDF） を

作成するかど うかを指定します。 データにリ レー
シ ョナル （SQL） アクセスするには、 辞書ファイル

が必要です。 デフォルトでこの設定は選択されてい
ます。

デフォルトでは、 辞書ファイルとデータ  ファ イルは

同じ場所に作成されます。 データベースを作成後、
これらの種類のファイルには別の場所を指定するこ
とができます。

通常、 DDF ファ イルを作成しないこ とを選択する唯

一の状況は、 既に DDF が存在する名前付きデータ

ベースでないレガシー データベースがあって、 その

データベースにデータベース名を作成している場合
のみです。 このよ うな状況下では、 データベース  エ
ンジンは新しいデータベース名を既存の DDF と関連

付けます。

辞書のロケーシ ョ ン

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

関係整合性の
設定

データベースに整合性制約 （セキュ リ ティ、 RI、 ト

リ ガー） を設定するかど うかを指定します。 これら
の制約は、 データ  ファ イルへの ODBC および SQL 
アクセスだけでなく、 Btrieve アクセスにも適用され

ます。 デフォルトでこの設定は選択されています。

参照整合性の設定

Btrieve およびリレー

シ ョナル制約間の相
互作用

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

要素 説明 関連情報
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長いメ タデー
タ （メ タデー
タ  バージ ョ

ン 2）

データベース  エンジンでは、 メ タデータでバージ ョ

ン 1 （V1） とバージ ョ ン 2 （V2） とい う  2 つのバー

ジ ョ ンをサポート します。 V2 メ タデータの別称は

「長いメ タデータ」 です。 デフォルトで V2 メ タデー

タの使用が選択されています。

メ タデータのバージ ョ ンはデータベースのプロパ
ティで、 そのデータベース内のすべてのテーブルに
適用されます。 V1 メ タデータ と  V2 メ タデータでは 
DDF のバージ ョ ンが異なるため、 データベースで

は、 V1 メ タデータを使用するテーブルと  V2 メ タ

データを使用するテーブルを一緒に使用するこ とは
できません。

『ODBC Guide』 の 
SQL 文法のサポート

『SQL Engine 
Reference』 の システ

ム テーブル

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

データベース  
コード  ペー

ジ

データベースのコード  ページ プロパティを指定しま

す。 デフォルトは、 " サーバーのデフォルト " で、

サーバーのオペレーティング システムに用いられて

いる現在のコード  ページ設定を指します。

データベース コード  
ページ

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

32 ビッ ト  エ
ンジン DSN 
の作成

ODBC アクセスを行うには、 データベース名を指す

データ  ソース名 （DSN） を設定する必要があ り ま

す。 デフォルトで、 新しい DSN の名前はデータベー

ス名と同じになり ます。 複数の DSN が同じ名前付き

データベースを指すこ とができます。 

デフォルトでは、 エンコード変換オプシ ョ ン " なし

" で DSN を作成します。

メモ ： 作成する  DSN は 32 ビッ ト  エンジン DSN で
ある必要があ り ます。 ZenCC では 64 ビッ ト  DSN を
作成できません。

ODBC インターフェイス  ユーティ リ ティ を使用して 
64 ビッ ト  DSN を作成します （Windows の ODBC ア
ド ミ ニス ト レータなど）。 DSN 名は、 ビッ ト数が同

じであれば固有の名前でなければなり ません。 32 
ビッ ト  DSN と  64 ビッ ト  DSN は、 ビッ ト数が異なる

のでそれぞれ同じ名前を持つこ とができます。 

『ODBC Guide』 の 
DSN のセッ トアップ

および接続文字列

『ODBC Guide』 の自

動

その他のユーティ リ
テ ィ

（GUI ダイアログ イ
メージに戻る）

要素 説明 関連情報
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Zen データベースの作成、 編集、 削除、 および修復

データベースに関連する作業は次のとおりです。

• 新規データベースを作成するには

• データベースのプロパティ を変更するには

• データベースを削除するには

• データベース名を修復するには

名前付きデータベースの概念については、 『Advanced Operations Guide』 の Zen データ

ベースを参照してください。

新規データベースを作成するには

メモ ： Linux および Raspbian の場合、 データベースを作成するディ レク ト リのオー

ナーは zen-svc である必要があ り ます。 そ うでない場合は、 データベースを作成しよ

う と しても、 エラー メ ッセージ、 7039 ： 辞書パスが無効です。 が返されます。 chown 

コマンドを使用してディ レク ト リのオーナーを変更してください。具体的には、 「chown 

zen‐svc ディレク ト リ名」 と指定します。

1. Zen エクスプローラーで、 データベースを新規作成するデータベース  エンジンを右

ク リ ッ ク し、 ［新規作成］ > ［データベース］ の順に選択します。 

2. ［データベースの新規作成］ ダイアログ ボッ クスにデータベースの名前と場所を入

力します （識別子の制限を参照）。

既存の DSN と同じ名前にするこ とはできません。 また、 1 つのディ レク ト リに、

ファ イル名が同一で拡張子のみが異なるよ うなファ イルを置く こ とはできません。

たとえば、 invoice.btr と  invoice.mkd の場合、 データベース  エンジンは拡張子を無視

して、 これらを同じファイルと認識してしま うため、 同じディ レク ト リに置く こ と

はできません。 

3. データベース  オプシ ョ ンと  DSN オプシ ョ ンを設定します。 オプシ ョ ンに関する情

報については、 ［データベースの新規作成］ GUI のリファレンスを参照してくださ

い。
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データベースのプロパティ を変更するには

1. Zen エクスプローラーで、 変更するデータベース  エンジンを右ク リ ッ ク して ［プロ

パティ ］ を選択します。 

2. ［プロパティ ］ ダイアログの一覧から、 管理する設定をク リ ッ ク します。

• コード  ページ

• ディレク ト リ

• 全般

• リレーシ ョナル制約

• セキュリテ ィ

3. 必要に応じプロパティを設定します。

データベースを削除するには

現在ログインしているデータベースを削除するこ とはできません。 データベース エン

ジンからログアウトするにはを参照してください。

データベース  セキュ リ ティが " 混合 " または " データベース " に設定されている場合

は、 セキュ リ ティを解除した後にデータベースを削除できるよ うにな り ます。 Zen エク

スプローラーを使用してセキュリテ ィ を無効にするにはおよび SQL を使用してセキュ

リテ ィ を無効にするにはを参照してください。
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データベースを削除する際に、 関連付けられている  DSN を一緒に削除する場合は、

［ウ ィ ンド ウ］ > ［設定］ > ［Zen］ > ［全般の設定］ から、 ［関連付けられている DSN エ
ン ト リは常に削除されます。］ オプシ ョ ンを選択します。

1. Zen エクスプローラーで、 削除するデータベースを右ク リ ッ ク します。

2. ［削除］ をク リ ッ ク します。

3. ［項目の削除］ ダイアログで、 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

• はい、 ただし、 データベース名のみ - dbnames.cfg からデータベース名のみを削

除します。

• はい、 データベース名と  DDF – データベース名、 および関連付けられている  
DDF ファイルを削除します。

• いいえ - 削除しないでキャンセルします。

メモ ： データベースを削除しても、 ユーザー データ  ファ イルに影響はあ り ません。

データベース名を修復するには

あるデータベースのテーブル （データ  ファイル） を、 新規作成した別名のデータベー

スで使用しよ う とする と、 その新しいデータベース用と してテーブルを開く こ とができ

ないこ とがあ り ます。 場合によっては、 そのテーブルは元のバインド されているデータ

ベース名を持っている可能性があ り ます。 たとえば、 元のデータベースで、 バインドが

設定されている、 または参照整合性が設定されている と、 データ  ファイルはその元の

データベース名にバインド されます。 バウンド  データベースと整合性の設定も参照し

てください。

新しいデータベース用にそれらのテーブルを開く こ とができるよ うにするには、 その新

しいデータベースのデータベース名を修復する必要があ り ます。 修復を行う と、 テーブ

ルは新しいデータベースと関連付けられます。

1. Zen エクスプローラーで、 データベース ノードを展開し、 修復対象のデータベース

名を右ク リ ッ ク します。 
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2. ［データベース名の修復］ をク リ ッ ク します。

次の表では、 データベース、 テーブル、 あるいはその両方に対するセキュ リ ティ設

定に応じた必要な作業 （ある場合） について説明します。 セキュリテ ィの作業も参

照してください。

セキュリテ ィ設定 必要な作業

なし なし。 データベース名の修復を実行します。 それ以外の作業は必要
あ り ません。

データベース  セキュ

リティ

ユーザー名を Master と し、 パスワードを提供する必要があ り ます。 

『Advanced Operations Guide』 のデータベース セキュリテ ィ も参照し

て ください。

Btrieve セキュ リティ  
- ク ラシッ ク

データベース  エンジンがリモート  サーバー上で実行されており、 オ

ペレーティング システムのユーザー名とパスワードがローカル マシ

ンと リモート  サーバーとで異なっている場合は、 そのリモート  サー

バー用のユーザー名とパスワードを提供する必要があ り ます。 

『Advanced Operations Guide』 の Btrieve のクラシック  セキュリテ ィ も

参照して ください。

Btrieve セキュ リティ  
- 混合

テーブルのデータ  ディ レク ト リが DEFAULTDB データベースに追加

されている必要があ り ます。 『Advanced Operations Guide』 のデフォ

ルトのデータベースと現在のデータベースを参照してください。 

さ らに、 データベースに定義されているユーザー名が、 オペレー
ティング システムに定義されているユーザー名と完全に一致するな

ど、 混合セキュ リ ティのその他の面も適用されます。 『Advanced 
Operations Guide』 の Btrieve の混合セキュリテ ィを参照してくださ

い。

Btrieve セキュ リティ  
データベース

データベース  セキュ リティが有効になっている （Master パスワード

が指定されている） 場合は、 ほかにデータベースの Btrieve セキュ リ

ティに対して必要な要件はあ り ません。 Master 用の権限で十分です。

『Advanced Operations Guide』 の Btrieve ファイルのデータベース セ
キュリテ ィ も参照して ください。
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テーブルのオーナー 
ネーム

テーブルにオーナー ネームが設定されている場合、 データベース名

の修復の実行時にそのオーナー ネームの入力が要求されます （オー

ナー ネームに対して ［オーナー ネームなしの読み取り専用アクセス

を許可する］ オプシ ョ ンが指定されている場合を除く）。 『Advanced 
Operations Guide』 のオーナー ネームも参照して ください。

テーブルごとにオーナー ネームを提供するか、 あるいは一連のテー

ブルに関連付けられている全オーナー ネームのリ ス ト （オーナー 
ネーム間はカンマとスペースで区切る） を提供するこ とができます。
デフォルトで、 オーナー ネームはアスタ リ スクで表示されます。

オーナー ネームをプレーン テキス ト と して表示させたい場合は、

［オーナー ネームを表示する］ オプシ ョ ンを選択します。 

［スキップ］ ボタンを使用する と、 特定のテーブルについてオーナー 
ネームの提供を省略するこ とができます。 すべてのテーブルについ
て 1 つのオーナー ネームのみを使用する場合は、 ［オーナー ネーム

については今後このメ ッセージを表示しない。 必要とするオーナー 
ネームが不明なテーブルはスキップされる］ オプシ ョ ンを選択して
［スキップ］ をク リ ッ ク します。

スキップされたテーブル数は、 修復操作の最後にダイアログ ボッ ク

スで表示されます。 スキップされたテーブル名については、 zen.log 
ファ イルに書き込まれます。

セキュリテ ィ設定 必要な作業
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テーブル

テーブルは、 データベースがデータを保存するオブジェク トです。 Zen では、 データ  
テーブルとシステム テーブルの 2 種類のテーブルを扱います。 データ  テーブルはユー

ザーによって作成されます。 テーブルは作成後、 それにデータを入れるまでは空です。

システム テーブルは、 必要に応じて Zen データベースによって作成され、 データが入

れられます。

データベース テーブル

データ  テーブルの完全な説明については、 Table Editor を参照してください。 また、 そ

のセクシ ョ ンでは、 テーブルの作成と削除、 および列や外部キーなどの操作についても

説明されています。

システム テーブル

システム テーブルは Zen エクスプローラーのシステム オブジェク ト  ノードの下に表示

されます。 その内容は、 テーブルのプロパティ を表示するにはに説明されているので、

ご確認いただけます。

テーブルのプロパティ

テーブル プロパティは、 テーブルに関する情報を提供します。 別個のタブによ り、 全

般的なプロパティ、 列の情報、 およびインデッ クスの情報が表示できます。 ［全般］ タ

ブで一覧できるプロパティについて、 次の表で説明します。 

パラメーター 説明

テーブル名 データベース定義のとおりにテーブルの名前を表示します。

テーブルの場所 テーブルに関連するデータ  ファ イルの物理的な場所を表示しま

す。 

辞書パス データベースの DDF ファ イルのロケーシ ョ ンを表示します。

ファ イル バージ ョ ン データ  ファ イルのファ イル形式バージ ョ ンを表示します。

レコード長 データ  ファ イルのレコード長を表示します。
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ページ サイズ データ  ファ イルのページ サイズ （バイ ト単位） を表示します。

ページ サイズによ り、 テーブル内で定義可能なインデッ クス  セグ

メン トの最大数が決ま り ます。

レコード数 データ  ファ イルに現在あるレコード数を表示します。

インデッ クス数 テーブルに定義されたインデッ クス数を表示します。

予約重複ポインター数 追加できる リ ンク済み重複インデッ クス数を表示します。

未使用ページ数 プリ アロケート されたページ数を表示します。 プ リ アロケートが
有効な場合、 データ  ファ イル作成時に、 MicroKernel によ り特定

のページ数がプリ アロケート されます。 プ リ アロケートによ り、
MicroKernel で必要とするデータ  ファ イルのためのディ スク容量

が確保されます。

可変長レコード データ  ファ イルに可変長レコードがあるかど うかを表示します。

可変長レコードのブラ
ンク  ト ランケーシ ョ ン

ブランク  ト ランケーシ ョ ンが可能かど うかを表示します。 可能な

場合、 MicroKernel によ り可変長レコードの空白が切り捨てられま

す。 ブランク  ト ランケーシ ョ ンは、 可変長レコードを ［はい］、

データ圧縮を ［いいえ］ に設定してある場合にのみ有効です。

レコード圧縮 レコード圧縮が可能かど うかを表示します。 可能な場合、
MicroKernel によ り、 データ  ファ イルに挿入される各レコードが

圧縮されます。 『Advanced Operations Guide』 のレコードおよび

ページ圧縮を参照してください。

キー オン リー ファ イル 存在する場合には、 テーブルのキーオン リー ファ イルの名前を表

示します。 キーオン リー ファ イルにはデータ  レコードは含まれて

いませんが、 別の Btrieve ファ イルのインデッ クス と して役に立ち

ます。

インデッ クス  バランス

の実行

インデッ クス  バランスが有効かど うかを表示します。

パラメーター 説明
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テーブルのプロパティ を表示するには

1. Zen エクスプローラーで特定のデータベースのテーブル ノードを展開します。

システム テーブルに関心がある場合は、 システム オブジェク トの下位にあるテーブ

ルを展開します。

2. 目的のテーブルを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： テーブル プロパティを使用して、 テーブルのインデッ クス付けされた列の一

覧を表示するこ とができます。

テーブルを開くには

1. Zen エクスプローラーで特定のデータベースのテーブル ノードを展開します。

システム テーブルに関心がある場合は、 システム オブジェク トの下位にあるテーブ

ルを展開します。

2. 作業対象のテーブルを右ク リ ッ ク し、 ［開く ］ または ［新しいウィンドウで開く ］ を

ク リ ッ ク します。

この操作では、 SELECT * from table_name クエ リ を実行します。

空きスペース  スレッ

シ ョルド

データ  ファ イルに空きスペース  スレッシ ョルドがある場合、 その

パーセンテージ （5、 10、 20、 または 30） を表示します。 データ

ベース  エンジンでは、 レコードの可変長部分が、 固定長部分

（データ  ページ） とは別に、 専用のページ （可変ページ） に保存

されます。

データベース  エンジンでは、 スレッシ ョルドによ り既存の可変

ページにデータを追加するか、 ページを新規作成するかが決定さ
れます。 空きスペース  スレッシ ョルドを大き くする と、 可変長レ

コードが複数のページにわたって断片化するのを抑えるこ とがで
きますが、 よ り多くのディ スク容量が必要になり ます。

ACS を使用する テーブルでソート を行う場合に、 オルタネート  コレーティング 
シーケンスを使用するかど うかを表示。

システム データ  キー データ  ファ イルのシステム データ  キーが有効かど うかを表示。

ページ圧縮 ページ圧縮が可能かど うかを表示します。 『Advanced Operations 
Guide』 のレコードおよびページ圧縮を参照してください。

パラメーター 説明
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テーブルを削除するには

1. Zen エクスプローラーでデータベースのテーブル ノードを展開します。

2. 目的のテーブルを右ク リ ッ ク し、 ［削除］ をク リ ッ ク します。
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スキーマの管理

スキーマは、 メ タデータ、 つま りデータに関するデータです。 Zen を Btrieve ト ランザ

クシ ョナル データベースと して使用する場合、 明示的なスキーマは必要あ り ませんが、

少量のメ タデータが Btrieve ファ イル自体に格納されるほか、 MicroKernel エンジンの実

行時は MicroKernel エンジンの中に格納されます。 これに対し、 Zen リ レーシ ョナル 
データベースでは、 データを保管および管理するのに使用されるすべての情報はスキー

マに格納されます。 このリ レーシ ョナル情報はデータ辞書ファイル （DDF） に格納され

ます。 本 SQL エンジンが正し く動作し、 かつ高いパフォーマンスを発揮するかど うか

は、 DDF が有効かつ正確であるかど うかによって決ま り ます。 このセクシ ョ ンの情報

を使用するこ とで、 無効または不完全な DDF を検出し、 そのよ うな DDF を修正するた

めに実行できる処置を決定するこ とができます。

DDF では、 テーブルおよびフ ィールドの構造と以下の特性 / 機能を定義します。

• テーブル属性と列属性

• 列インデッ クス と インデッ クス属性

• 主キーや外部キーなどのテーブル制約

• ス ト アド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、 およびビュー

• データベース  セキュ リ ティ設定

スキーマは再利用や保管のためにファイルにエクスポートするこ とができます。 ZenCC 

で、 データベースを右ク リ ッ ク し、 ［スキーマのエクスポート ］ を選択する と、 データ

ベース  スキーマのエクスポート  ウ ィザードが表示されます。 テーブルを右ク リ ッ ク し

て ［テーブル スキーマのエクスポート ］ を選択する と、 ダイアログが表示されます。

どちらの場合も、 ファ イル拡張子 .sql とする、 スキーマがエクスポート されたファ イル

を作成します。 このファイルは SQL スク リプ ト と呼ばれます。 デフォルトのエクス

ポート場所は、 C:\Users\< ユーザー アカウン ト > です。 

エクスポートによって作成された SQL スク リプ トは、 次の方法で使用できます。

• ZenCC でデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［スキーマのインポート ］ を選択してスク

リプ ト を実行します。 

• ZenCC で ［ファイル］ > ［開く ］ を使用し、 スク リプ ト を SQL Editor で開いて実行

します。

• テキス ト  エディ ターを使ってスク リプ トの全部または一部をコピーし、SQL Editor 
に入力して実行します。



Zen Control Center の使用 95

• pvddl を使って、 コマンド  プロンプ トでこのスク リプ トの全部または一部を実行し

ます。

このセクシ ョ ンの残り部分では、 以下の項目について説明します。

• データベース スキーマのエクスポート  オプシ ョ ン

• テーブル スキーマのエクスポート  オプシ ョ ン

• スキーマのエクスポート作業とインポート作業

• エクスポート後のデータベース スキーマ ファイルの一般的な使用法

• 特殊なケース ： セキュリテ ィで保護されたデータベース スキーマの操作

データベース スキーマのエクスポート  オプション

データベース  スキーマのエクスポート  ウ ィザードには、 Zen のメ タデータをエクス

ポートするための以下のよ うな設定が用意されています。

• CREATE/ALTER ステート メン トに IN DICTIONARY を含める

データベース  スキーマをエクスポートする と きに、 CREATE および ALTER ステー

ト メン トに IN DICTIONARY キーワードを含めておく と、 エクスポート されたス

キーマを使って新しい DDF のセッ トにスキーマを再作成する際、 基となるデータ  
ファイルを作成しないよ うにするこ とができます。 このオプシ ョ ンを選択しない場

合は、 スキーマをインポートする と、 DDF のメ タデータ定義だけでなく各テーブル

の空のデータ  ファイルも作成されます。 

この設定を使用する場合は、 データ  ファイルを新しいデータベースの場所にコピー

してからスキーマをインポート します。 そ うする と、 SQL スク リプ トがそれらの

ファイルの DDF にメ タデータを再作成できます。

• セキュリテ ィ  スキーマ ( ユーザー / グループ / アクセス許可 ) を含める

スキーマによ り、 定義されているすべてのユーザー、 グループ、 および権限などの

セキュ リ ティ設定を取り込むこ とができます。 データベースが過去にセキュ リ ティ

を使用していたが、 現在それを有効にしていない場合でも、 このスキーマのメ タ

データは存在する可能性があ り ます。 インポート されるセキュ リ ティ設定を別の

データベースで使用できるよ うにするには、 スキーマをインポートする前に、 その

データベースでセキュ リ ティ を有効にしておく必要があ り ます。 有効にしておかな

いと、 インポートが完了した場合でもエラー メ ッセージが返されます。

• 完了時に内部エクスポート  テーブルを削除する ( 推奨 )
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内部エクスポート  テーブルの削除はデフォルトで選択されています。 このオプシ ョ

ンは、 スキーマのエクスポート時に生成されたファイルを削除します。 これらの

ファイルは、 残しておけばト ラブルシューティング時に役立ちますが、 通常の使用

状況下ではク リーンアップするこ とをお勧めします。 生成されるテーブルには、 文

字列 x$Dump で始まる名前が付けられます。

• スクリプ ト  ファイルのエンコード

エクスポート先のパス名を指定するフ ィールド （［エクスポート先］） の下で、 ファ

イル エンコードの初期設定に記載されたオプシ ョ ンのリ ス トから、 スク リプ ト  ファ

イルのエンコードを選択できます。 また、 デフォルト  エンコードを変更するこ と も

できます。

テーブル スキーマのエクスポート  オプション

［テーブル スキーマのエクスポート ］ ダイアログには、 テーブルのメ タデータをエクス

ポートするための以下のよ うなオプシ ョ ンが用意されています。

• IN DICTIONARY なしで CREATE TABLE ステート メン ト をエクスポートする。 これ

はデフォルトです。

• CREATE TABLE ステート メン トに IN DICTIONARY 句を追加する。

• ファイル エンコードの初期設定に記載されたオプシ ョ ンのリ ス トから、 スク リプ ト  
ファイルのエンコードを選択する。 このダイアログには、 デフォルトのエンコード

の初期設定を開いて変更するためのオプシ ョ ンがあ り ます。

以下は IN DICTIONARY 句の使用例を示しています。 

IN DICTIONARY

このオプシ ョ ンを選択する場合は、 必ずすべてのデータ  ファイルを新しいデータベー

スの場所にコピーした うえで、 その新しい場所でスク リプ ト を実行してください。 デー

タ  ファイルは、 テーブル作成の成功に必要不可欠です。 詳細については、 『SQL Engine 

Reference』 の IN DICTIONARY を参照してください。

CREATE TABLE "Course" IN DICTIONARY USING 'Course.mkd' (
"Name" CHAR(7) NOT NULL CASE ,
"Description" CHAR(50) CASE ,
"Credit_Hours" USMALLINT,
"Dept_Name" CHAR(20) NOT NULL CASE 

);
CREATE UNIQUE INDEX "Course_Name" IN DICTIONARY ON "Course"("Name");
CREATE INDEX "DeptName" IN DICTIONARY ON "Course"("Dept_Name");
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スキーマのエクスポート作業とインポート作業

以下の手順では、 ZenCC を使ってデータベース  スキーマをエクスポート した り イン

ポート した りする方法を示します。

• データベース スキーマをエクスポートするには

• データベース スキーマをインポートするには

• テーブル スキーマをエクスポートするには

• テーブル スキーマをインポートするには

データベース スキーマをエクスポートするには

1. ZenCC でデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［スキーマのエクスポート ］ を選択します。

2. エクスポート先のファイルの名前を入力します。 

3. エクスポート  オプシ ョ ンを選択します。

4. ［エクスポートの開始］ をク リ ッ ク します。

エクスポートが完了したら、 ［再エクスポート ］ ボタンを使用し、 ファ イル名を変更

するこ とで追加のコピーを作成できます。 

5. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6. ［エクスポートの詳細］ パネルにメ ッセージの一覧が表示されます。 自身に関係する

エン ト リが見つかった場合は、 スキーマのエクスポートおよびインポートの問題の

ト ラブルシューテ ィングを参照してください。

7. エクスポート したスク リプ トやエクスポート  ログを開くには、 対応する ［表示］ ボ

タンをク リ ッ ク します。

8. 作業が終わったら、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

データベース スキーマをインポートするには

スキーマで使用するデータ  ファイルをコピーしたら、 それらのファイルを必ず新しい

場所に置いてから、 スキーマをインポート して ください。 また、 スキーマをインポート

する際には、 必ず IN DICTIONARY オプシ ョ ンを指定してください。

1. ZenCC で、 データベースを右ク リ ッ ク し、 ［スキーマのインポート ］ を選択します。 
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2. データベース  スキーマのインポート  ウ ィザードで、 ［参照］ ボタンを使ってスクリ

プ ト  ファイルを選択するか、 ［インポート元］ フ ィールドにパス名を入力します。 

3. ［インポートの開始］ をク リ ッ ク します。

4. スキーマがインポート されたら、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. 検証手順では、 新しいデータベースをスキーマのエクスポート元のデータベースと

比較するこ とによって、 チェッ クを実行するオプシ ョ ンがあ り ます。 以下のいずれ

かを行う こ とができます。

• 検証をスキップするには、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

• こ こには、 エクスポート されたスキーマに含まれるデータベースの名前が自動的

に入力されます。 別のデータベースに照らして検証するには、 その別のデータ

ベース名を入力するか、 ［データベースの選択］ ボタンを使って、 サーバーが認

識するデータベースの一覧からその別のデータベースを選択します。 処理するに

は、 ［検証の開始］ をク リ ッ ク します。

6. 検証によ り、 メ ッセージの一覧が表示されます。 自身に関係するエン ト リが見つ

かった場合は、 スキーマのエクスポートおよびインポートの問題のト ラブルシュー

テ ィングを参照してください。

7. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

8. ［インポートの詳細］ に結果がまとめられます。 インポート  ログを開くには、 対応

する ［表示］ ボタンをク リ ッ ク します。

インポート  ログには、 インポート中に表示されたメ ッセージと、 メ ッセージを返し

た SQL ステート メン ト を含むその他の詳細も格納されます。 ログには検証結果も記

録されます。 

9. 作業が終わったら、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

メモ ： インポートするスキーマが既に存在するテーブルを作成しよ う と しても、 ス

キーマの CREATE ステート メン トは無視され、 既存のテーブルは影響を受けません。 

テーブル スキーマをエクスポートするには

1. ZenCC でテーブルを選択します。複数のテーブルを選択するには、Shift または Ctrl 
キーを押しながら ク リ ッ ク します。

2. 選択したテーブルを右ク リ ッ ク し、 ［テーブル スキーマのエクスポート ］ を選択し

ます。
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3. エクスポート先のスク リプ ト  ファイルの名前を入力します。 

4. IN DICTIONARY 句を使用するかど うかを選択し、 エンコードを確認します。

5. ［OK］ をク リ ッ ク します。

テーブル スキーマをインポートするには

テーブルのデータ  ファイルがコピーされている場合は、 そのファイルを必ず新しい場

所に置いてから、 スキーマをインポート して ください。 また、 スキーマをインポートす

る際には、 必ず IN DICTIONARY オプシ ョ ンを指定してください。

1. ZenCC で、 データベースを右ク リ ッ ク し、 ［スキーマのインポート ］ を選択します。 

2. データベース  スキーマのインポート  ウ ィザードで、 ［参照］ ボタンを使ってスクリ

プ ト  ファイルを選択するか、 ［インポート元］ フ ィールドにパス名を入力します。 

3. ［インポートの開始］ をク リ ッ ク します。

4. スキーマがインポート されたら、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. 検証手順では、 新しいデータベースをスキーマのエクスポート元のデータベースと

比較するこ とによって、 チェッ クを実行するオプシ ョ ンがあ り ます。 以下のいずれ

かを行う こ とができます。

• 検証をスキップするには、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

• こ こには、 エクスポート されたスキーマに含まれるデータベースの名前が自動的

に入力されます。 別のデータベースに照らして検証するには、 その別のデータ

ベース名を入力するか、 ［データベースの選択］ ボタンを使って、 サーバーが認

識するデータベースの一覧からその別のデータベースを選択します。 処理するに

は、 ［検証の開始］ をク リ ッ ク します。

6. 検証によ り、 メ ッセージの一覧が表示されます。 自身に関係するエン ト リが見つ

かった場合は、 スキーマのエクスポートおよびインポートの問題のト ラブルシュー

テ ィングを参照してください。

7. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

8. ［インポートの詳細］ に結果がまとめられます。 インポート  ログを開くには、 対応

する ［表示］ ボタンをク リ ッ ク します。

インポート  ログには、 インポート中に表示されたメ ッセージと、 メ ッセージを返し

た SQL ステート メン ト を含むその他の詳細も格納されます。 ログには検証結果も記

録されます。 
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9. 作業が終わったら、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

メモ ： インポートするスキーマが既に存在するテーブルを作成しよ う と しても、 ス

キーマの CREATE ステート メン トは無視され、 既存のテーブルは影響を受けません。 

エクスポート後のデータベース スキーマ ファイルの一般的な使用

法

このセクシ ョ ンでは、 データベース  スキーマの一般的な使用法について説明します。

• データベース全体をコピーするには

• DDF のみをコピーして空のデータ  ファイルを作成するには

• v1 形式から  v2 形式にデータベースを移行するには

• データベース スキーマの整合性を検証するには

データベース全体をコピーするには

データベース  スキーマをインポートするこ とで、 エクスポート元のデータベースの完

全コピーを作成できます。 このよ うなコピーは、 テス ト を行ったり、 アプリ ケーシ ョ ン

配布の一環と して実行時にメ タデータを生成したりするために使用できます。 

1. IN DICTIONARY オプシ ョ ンを指定して、 データベース  レベルのスキーマをエクス

ポート します。

2. 新しいデータベースを作成します。 新しいデータベースをエクスポート元と同じ

サーバーに作成する場合は、 異なる名前にする必要があ り ます。 新規データベース

を作成するにはを参照してください。

3. 元のデータベースの全データ  ファイルのコピーを作成します。

4. データ  ファイルのコピーを新しいデータベースの場所に置きます。 必ずこの手順を

行ってからインポート を行ってください。

5. 新しいデータベースにスキーマをインポート します。

6. 新旧のデータベースが同じサーバーにある場合は、 新データベースを旧データベー

スに照らして検証するこ とで、 無効なテーブル定義やスキーマの不一致の問題など、

不一致がないかど うかをチェッ クできます。
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DDF のみをコピーして空のデータ  ファイルを作成するには

機密性のため、 テクニカル サポートがデータ  ファイルを共有できないよ うになってい

るなどのシナリオでは、 スキーマのインポートによ り  DDF と空のファイルが作成され

るよ う、 データ  ファイルのコピーをスキップするこ とができます。

1. IN DICTIONARY オプシ ョ ンを指定せずに、 データベース  レベルのスキーマをエク

スポート します。

2. 新しいデータベースを作成します。 新しいデータベースをエクスポート元と同じ

サーバーに作成する場合は、 異なる名前にする必要があ り ます。 新規データベース

を作成するにはを参照してください。

3. 新しいデータベースにスキーマをインポート します。 空のデータ  ファイルが自動的

に作成されます。

4. 新旧のデータベースが同じサーバーにある場合は、 新データベースを旧データベー

スに照らして検証するこ とで、 無効なテーブル定義などの不一致がないかど うかを

チェッ クできます。

v1 形式から  v2 形式にデータベースを移行するには

v1 形式から  v2 形式にデータベースを移行する と、 長い識別子名、 ビューおよびス ト ア

ド  プロシージャの実行権限、 データベース  オブジェク トの最大数の拡張など  v2 メ タ

データの機能をお使いのアプリ ケーシ ョ ンと環境で利用できるよ うにな り ます。 

v1 形式から  v2 形式にデータベースを移行する手順は、 データベースをコピーする場合

と似ていますが、 相違点は、 新しいデータベースを作成する際に長いメ タデータ  オプ

シ ョ ンを選択する必要があるこ とです。 

v1 形式から  v2 形式への移行を行う際は、 v2 データベースをその基となった v1 と比較

する検証手順を実行する必要があ り ます。 検証に成功した場合は、 新データベースでも

旧データベースと同じ動作を期待できるこ とにな り ます。 

データベース スキーマの整合性を検証するには

多くのお客様は 20 ～ 30 年の長きにわたって Zen データベースをお使いです。 スキーマ

は、 レガシー ツールやサード  パーティ製のユーティ リ ティ を使用して、 あるいは手書

きによって作成されている可能性があ り ます。 このよ うなデータベースには、 無効な

テーブル定義があったり、 データ  ファイルに一致しない定義があったり します。 エク

スポートおよびインポート処理では、 このよ うな欠陥のある定義が検出されるので、 そ
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れらの定義を修正するこ とで、 Zen エンジンの機能およびパフォーマンスを最適化する

こ とができます。

1. IN DICTIONARY オプシ ョ ンを指定して、 データベース  レベルのスキーマをエクス

ポート します。 警告やエラーがないかど うかエクスポート  ログを確認します。 

2. 旧データベースと同じサーバーに、 旧データベースと異なる名前で新データベース

を作成します。 

3. 元のデータベースの全データ  ファイルのコピーを作成します。

4. データ  ファイルのコピーを新しいデータベースの場所に置きます。

5. 新しいデータベースにスキーマをインポート します。

6. 検証手順を実行します。

7. インポートや検証に関する警告やエラー メ ッセージがないかど うか、 インポート  ロ
グを確認します。 そのよ うなエン ト リが見つかった場合は、 その意味をスキーマの

エクスポートおよびインポートの問題のト ラブルシューテ ィングで確認してくださ

い。

特殊なケース ： セキュリティで保護されたデータベース スキーマ

の操作

エクスポート操作を行うには、 CREATE データベース権限が付与されたグループの

ユーザー アカウン トが必要です。 スキーマをエクスポートする前に、 そのよ うなアカ

ウン トでログインするか、 そのよ うなアカウン トのユーザー名とパスワードを入力する

よ う求められるこ とを考慮しておきます。

1. データベース  レベルのスキーマをエクスポート します。 セキュ リ ティで保護された

データベースからスキーマをエクスポートする場合は、 デフォルトで ［セキュリ

テ ィ  スキーマ ( ユーザー / グループ / アクセス許可 ) を含める］ オプシ ョ ンが選択さ

れます。

2. スキーマを新しいデータベースにインポート した場合の結果は、 その新しいデータ

ベースでセキュ リ ティが有効になっているかど うかによって異なり ます。

セキュリテ ィが有効になっている場合 

スキーマをインポート した後では、 データベースが使用可能になり ます。 ただし、

以下の点に注意してください。
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• インポート されるユーザーのパスワードが空になっています。 パスワードを設定

するには、 SQL Editor において、 SET PASSWORD FOR ' ユーザー ' = ' パスワード ' 
を使用します。

• ユーザー名とグループ名が既存のユーザー名とグループ名に一致する場合には、

インポートは失敗します。 既存のユーザーとグループは変更されません。 このエ

ラーはインポート  ログに出力されます。 

セキュリテ ィが無効になっている場合 

セキュ リ ティが無効になっている場合は、 以下の現象が発生します。

• インポート  ログにユーザー、 グループ、 ユーザー権利、 テーブル列の作成エ

ラーが出力されます。

• 検証手順は提供されません。

• スキーマ内の全項目がインポート され、 データベースが使用可能になり ますが、

セキュ リ ティは無効になっています。 

ターゲッ ト  データベースのセキュ リ ティ を有効にしてスキーマを再インポートする

と、 既にインポート済みの項目のインポート  エラーがログに出力されますが、 セ

キュ リ ティ無効時にインポートできなかったセキュ リ ティ項目はインポートできる

よ うにな り ます。 これで、 検証手順を使用できるよ うにな り ます。 ただし、 検証に

成功するのは、 元のデータベースにあるユーザー名とパスワードで新しいデータ

ベースにログインした場合に限り ます。 最初のインポート時であっても、 検証で問

題が示されなかった場合には、 セキュ リ ティが有効になっていたかのよ うにデータ

ベースが使用可能になり ます。

特殊なケース ：複数のレコード定義またはバリアントのレコード
定義の操作

Zen では 1 つのデータ  ファイルに対して複数のテーブル定義を作成できます。 たとえ

ば、 1 つ目の定義には、 データ  ファイルの最初のキーに対応する最初の列を ID 

CHAR(12) と して指定できる一方、 2 つ目のテーブル定義では、 12 文字の ID を小さな

列、 SequenceNum CHAR(8)、 Location CHAR(2)、 Zone CHAR(2) の集合と して管理でき

ます。 Zen では、 USING 句を使って同じデータ  ファ イルを参照するこ とで、 複数の

テーブル定義を作成できます。 ただし、 次の例に示すよ うに、 定義同士が両立可能であ
る必要があ り ます。

また、 Zen では、 各エン ト リにレコード型を示す列を追加するこ とで、 同じデータ  

ファイルにさまざまなレコード  レイアウ ト を格納できます。 このよ うなファ イルはバ

リ アン ト  レコードがある と呼ばれます。 次に例を示します。
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CREATE TABLE Vendor USING 'COMPANY.DAT'
(ID CHAR(12), RecType CHAR(1), V_Name VARCHAR(20), V_City VARCHAR(20), ...)

CREATE TABLE Customer USING 'COMPANY.DAT'
(ID CHAR(12), RecType CHAR(1), Cust_Type INTEGER, Cust_Contract Char(8), ...) 

Vendor テーブルと  Customer テーブルはと もに company.dat を参照し、両テーブルの定義

の最初の 2 つの列は一致していますが、 3 つ目以降の列定義は異なっています。 これら

のテーブルの 2 つのレコード  レイアウ トは、 全体の長さが同じで、 かつデータ  ファイ

ル内のレコード長も一致している必要があ り ます。 テーブル定義には、 全体の長さ とな

るよ うに埋め込むための余分なフ ィールド も必要なら追加できます。 さ らに、 すべての

バリ アン ト  レコードに共通するインデッ クス定義があるほか、 ただ 1 つのテーブル定

義で使用されるインデッ クスもあ り ます。 この例では、 company.dat にアクセスするア

プリ ケーシ ョ ンは、 各レコードのテーブル定義を指定するための正しい RecType 値を送

信する必要があ り ます。

データ  ファイル内のテーブル定義数が ［スキーマのエクスポート ］ 機能によ りチェッ

ク されます。 複数個見つかった場合は、 CREATE TABLE ステート メン ト と、 2 つのほ

とんど同じ  CREATE INDEX ステート メン ト （IN DICTIONARY を一方は含み、 他方は

含まない点のみが異なる） を使って、 スキーマがエクスポート されます。

これら追加の CREATE INDEX ステート メン ト を使ってスキーマをインポートする と、

各テーブルに対して、 共通のインデッ クス と一意のインデッ クスがと もに正常に作成さ

れます。 インポート を行う と きに、 いくつかのタイプのメ ッセージが記録されます。 こ

れらのメ ッセージはエラーまたは警告と してマーク されますが、 通常は無視できます。

この理由について、 Vendor および Customer テーブルで共有される  サンプル データ  
ファイル company.dat を引き続き使った次の例で説明します。 これらのテーブルのス

キーマを新しいデータベースにインポートする と、 以下の現象が発生します。

• Vendor テーブルは、 IN DICTIONARY を指定しない一連の CREATE INDEX ステート

メン トで作成されます。 

• CREIN DICTIONARY を指定した CREATE INDEX ステート メン トでは、 次のエラー 
メ ッセージが生成されます。

[ エラー ] [LNA][Zen][SQL Engine]重複インデッ クスが存在します。

2 番目の CREATE INDEX ステート メン トのセッ トは、 前のステート メン トが成功し

ているため、 失敗します。

• Customer テーブルが作成される際に、 次のよ うな警告が表示されます。

[警告 ] [LNA][Zen][SQL Engine]USING 句内のデータ ファ イル 'company.dat' は既に存在しており、 テーブ
ル 'Customer' と関連付けられています。
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このメ ッセージは、 予想されるよ うに、 2 つのテーブル定義が同じデータ  ファイル

を使用しているこ とを示しています。

• Vendor テーブルの作成によ り  company.dat のインデッ クスが既に作成されているた

め、 IN DICTIONARY を指定しなかった Customer テーブルの CREATE INDEX ス
テート メン トは失敗し、 次のエラーが表示されます。

[ エラー ] [LNA][Zen][SQL Engine][Data Record Manager] キー番号パラ メーターが無効です （Btrieve エ
ラー 6）

• これに対し、 IN DICTIONARY を指定した CREATE INDEX ステート メン トでは、 エ

ラーや警告なしで DDF にインデッ クスが正し く追加されます。

同じデータ  ファイルを使用するバリ アン ト  テーブルを操作しているこ とがわかってい

る場合は、 このよ うなインポート  ログ エン ト リは無視できます。 スキーマのインポー

ト  ログの検証セクシ ョ ンにこれら以外のエラーまたは警告が出力されていない場合は、

テーブルが正し く作成されたこ とが公式に確定します。

スキーマのエクスポートおよびインポートの問題のト ラブル
シューティング

データベース  スキーマのエクスポート と インポートは、 SQL アプリ ケーシ ョ ンでの予

期しない結果や不正確な結果を生じ得る メ タデータ定義の問題を検出するのに役立ちま

す。 このよ うな問題は通常、 標準的な SQL に準拠していない DDF によって発生しま

す。 スキーマをエクスポート、 インポート、 および検証したと きに記録された警告メ ッ

セージやエラー メ ッセージを使って、 スキーマ定義を評価、 修正するこ とができます。

ト ラブルシューティング処理では、 以下の一部または全部を確認、 分析するなど、 いく

つかのステップを実行する場合があ り ます。

• スキーマのエクスポートのログ エン ト リ

• スキーマのインポートのログ エン ト リ

• スキーマ検証のログ エン ト リ

• スキーマのエクスポートによって生成されたスク リプ ト

• ソース  データベースおよびターゲッ ト  データベースのメ タデータ定義

このセクシ ョ ンでは、 重要なログ エン ト リの詳細および例、 ならびに実行すべきアク

シ ョ ンを示します。

• スキーマのエクスポートのログ
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• スキーマのインポートのログ

• スキーマ検証のログ

スキーマのエクスポートのログ

スキーマをエクスポートする と、 Zen はデータベースに定義されているオブジェク ト ご

とに SQL ステート メン ト を生成しよ う と します。 問題のあるオブジェク トについては、

調査が必要な潜在的な問題に関する洞察に満ちたメ ッセージが生成される場合があ り ま

す。 エクスポート中に生成されたメ ッセージは、 データベース  スキーマのエクスポー

ト  ウ ィンド ウに表示されます。 エクスポート後、 これらのメ ッセージは、 警告に関連

する  SQL ステート メン ト を含むその他の詳細と と もに、 schema_export.log ファ イルに

も書き込まれます。特定のテーブルまたは列に関する警告メ ッセージも、 "/* <message> 

*/" という形式のコ メン ト  マークが付いて、 schema.sql スク リプ トに追加されます。 

オルタネート  コレーテ ィ ング シーケンス （ACS）

問題 ： COLLATE 属性のあるテーブル列がある場合は、 スキーマのエクスポート時に次

の警告が返されます。 

[警告 ] 1 つ以上のテーブルが照合順序 'UPPER.ALT' を使用しています。 インポートする前に、 この

ファ イルをインポート  データベースの場所にコピーする必要があ り ます。 

このよ うなメ ッセージの 1 つが、 データベース内の一意の照合順序ごとに入り ます。 

処置 ：すべての照合順序ファイルが新しいデータベースの場所にあるこ とを必ず確認し

た うえで、 スキーマをインポート します。

無効なエン ト リ

問題 ： スキーマのエクスポート中、 無効なサイズや小数位が検出される と、 次のよ うな

メ ッセージが返されます。

[WARN] Decimal value ignored for integer column <table>.<column>
（整数列 < テーブル >.<列 > では小数位は無視されます） 

[WARN] Column <table>.<column> has an incorrect size of 0
（列 < テーブル >.<列 > には不適切なサイズ、 0 が設定されています） 

最初のメ ッセージは単に情報を提供するだけであ り、 何もする必要はあ り ません。 2 番

目のメ ッセージは、 スキーマがインポート される と きに、 指定されたテーブルが作成で

きないこ とを示します。 

アクシ ョ ン ： 元のデータベースにある無効なサイズのテーブル定義を修正するには、

ALTER TABLE ステート メン ト を使って列のサイズを修正するか、 列を削除します。 次
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に、 スキーマを再度エクスポート して、 正しい CREATE TABLE ステート メン ト を生成

します。 また、 元の DDF を変更したくない場合は、 エクスポートで生成された 

schema.sql ファイルを編集して、 正しい列サイズを指定するこ と もできます。 後者を選

択した場合、 スキーマのインポートで作成される新しいテーブルは、 元のテーブルと一

致しないため、 検証エラーが生成されます。

重複している列

問題：テーブル定義に同じオフセッ トで列が複数あ り、 それらの列の少なく と も  1 つが 
BIT 型でない場合、 スキーマのエクスポートによ り次のよ うなメ ッセージが返されま

す。

[WARN] Column <table>.<column> has the same offset as another column that is not type BIT
（列 < テーブル >.< 列 > は、 BIT 型でない別の列と、 オフセッ トが同じです） 

1 つの SQL テーブルでは、 オフセッ トが同じ複数の列は、 すべて BIT 型でない限り、

持つこ とができません。 データの一部を、 複数のタイプのクエリで別々の方法で定義す

る必要がある場合は、 複数のテーブル定義を作成するか、 ビューを使用します。 

処置 ： このオフセッ トに対して正しい列を確認し、 その他の列を ALTER TABLE ステー

ト メン トで削除します。 また、 元の DDF を変更したくない場合は、 エクスポートで生

成された schema.sql ファイルを編集して、 その他の重複する列を削除するこ と もできま

す。 このよ うな修正を行わない場合、 スキーマのインポートで作成される新しいテーブ

ルは、 一意のオフセッ トに作成された列をすべて含むため、 検証エラーが生成されま

す。

Btrieve のヌル キー

問題 ：古い DDF のインデッ クスには、 データ  ファイルにある  Btrieve のヌル キーに対

応するこ とを示すフラグが設定されている場合があ り ます。 Zen エンジンは、 このフラ

グをレガシー ヌルと して扱うため、 使用した り保守した り しな くな り ました。 スキー

マのエクスポートでは、 次のよ うなメ ッセージが返されます。

[WARN] Btrieve NULL key flag not supported in SQL index <name> on table <name>
（Btrieve のヌル キー フラグはテーブル <名前 > の SQL インデッ クス <名前 > では使用できな くな り ました） 

処置 ： これは情報メ ッセージであ り、 何もする必要はあ り ません。 レガシー ヌルと新

しい真のヌルの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 のヌル値を参照してくだ

さい。
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スキーマのインポートのログ

インポート中に生成されたメ ッセージは、 データベース  スキーマのインポート  ウ ィン

ド ウに表示されます。 インポート後、 これらのメ ッセージは、 警告に関連する  SQL ス

テート メン ト を含むその他の詳細と と もに、 schema_import.log ファイルにも書き込まれ

ます。

このセクシ ョ ンでは、 重要なログ エン ト リの詳細および例、 ならびに実行すべきアク

シ ョ ンを示します。

• SQL エラー

• バリアン ト  レコードに関するメ ッセージ

• 参照整合性制約

• メ タデータのバージ ョ ン エラー

SQL エラー

問題 ： schema.sql スク リプ ト をインポートする と、 無効な SQL ステート メン トでエラー

が返される場合があ り ます。 これらのエラーによって、 元のデータベースの DDF に指

定されたデータベース  オブジェク トにある と示された問題には、 以下のものがあ り ま

す。

• 構文エラー

• レコードのキー フ ィールドに重複する値があ り ます （Btrieve エラー 5）

• テーブルまたはオブジェク トがあ り ません

• 無効な列型です

• 列またはパラ メータ  No. 1 ： 列幅にゼロは指定できません

• 列の長さの上限値を超えました

• Btrieve キー定義がインデッ クス定義と一致しません

これらのエラーが発生する原因の一部は、 無効なデータ型や列の長さ、 相対パスでない

データ  ファイルのパスなど、 ソース  データベース内の無効なエン ト リによるものです。

一方、 前のエラーが原因となって引き起こ されるエラーもあ り ます。 たとえば、

CREATE TABLE が失敗する と、 後続の CREATE INDEX ステート メン ト も失敗します。

処置 ： メ ッセージと インポート  ログ ファイル内の詳細を確認し、 エラーの原因を究明

します。 必要があれば、 エラーに関連するすべての SQL ステート メン ト を  schema.sql 

ファイルで確認してください。 たとえば、 CREATE PROCEDURE で生成されたエラー
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はその 1 行目しかログに記録されませんが、 schema.sql にはステート メン ト全体が格納

されています。

バリアン ト  レコードに関するメ ッセージ

問題 ：以下のメ ッセージは通常、 データベースにバリ アン ト  レコード定義があるこ と

を示します。

[警告 ] [LNA][Zen][SQL Engine] USING 句内のデータ ファイル '< ファ イル名 .拡張子 >' は既に存在しており、
テーブル '< テーブル >' と関連付けられています。 

[ エラー ] [LNA][Zen][SQL Engine]重複インデッ クスが存在します。 

[ エラー ] [LNA][Zen][SQL Engine][Data Record Manager] キー番号パラ メーターが無効です （Btrieve エラー 6） 

処置 ：特殊なケース ：複数のレコード定義またはバリアン トのレコード定義の操作でこ

れらのメ ッセージの詳細を確認してください。

参照整合性制約

問題 ：以下のメ ッセージは通常、 データベースに参照整合性制約があるこ とを示しま

す。

[ エラー ] [LNA][Zen][SQL Engine][Data Record Manager] MicroKernel は指定されたファ イルを見つけられません
（Btrieve エラー 12）。 

[LNA][Zen][SQL Engine][Data Record Manager]RI 定義は同期が取れていません （Btrieve エラー 73）。 

通常、 これらのエラーが発生するのは、 ［CREATE/ALTER ステート メン トに IN 

DICTIONARY を含める］ オプシ ョ ンを選択したために、 スキーマのエクスポートによ

り外部キーの制約が作成されている場合です。 ステータス  12 の場合は、 データ  ファイ

ルが存在していません。 ステータス  73 の場合は、 データ  ファイルが複数の名前を持つ

データベースからコピーされています。

処置 ：参照整合性が設定されたデータベースの場合は、 スキーマのエクスポート を

［IN DICTIONARY を含める］ オプシ ョ ンを選択せずにやり直して、 スキーマを再度イ

ンポートする必要があ り ます。 そ うするこ とによ り、 スキーマのインポートでデータ  

ファイルが作成され、 そのデータ  ファイル内に参照整合性制約の情報が格納されます。

メ タデータのバージ ョ ン エラー

問題 ：以下のメ ッセージは通常、 あなたが V2 メ タデータ  データベースからスキーマを

エクスポート し、 そのエクスポート したスキーマを v1 メ タデータ  データベースにイン

ポート しよ う と しているこ とを示します。

[LNA][Zen][SQL Engine] テーブル名 longtablenameinv2database が長すぎます。 
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[LNA][Zen][SQL Engine][Data Record Manager] この機能は、現メ タデータ バージ ョ ンではサポート されていません。 

これらのエラーが発生するのは、 ソース  データベースで長いメ タデータ  オブジェク ト

名、 ビューまたはス ト アド  プロシージャ内での EXECUTE AS、 ビューまたはス ト アド  

プロシージャ内での GRANT ステート メン ト など、 v2 メ タデータに固有の機能を使用

している場合のみです。 v2 メ タデータの機能を使用していない v2 メ タデータ  データ

ベースからスキーマをエクスポート し、 エクスポート したスキーマを v1 メ タデータ  

データベースにインポート した場合には、 エラーは返されません。 

処置 ：元のデータベースで v2 メ タデータを使用している場合は、 ターゲッ ト  データ

ベースを作成する際にも必ず v2 メ タデータを使用してしてください。 v2 メ タデータの

全機能が再作成されるよ うにするためです。

スキーマ検証のログ

検証中に生成されたメ ッセージは、 ［インポートの検証］ ウ ィンド ウに表示されます。

検証が完了する と、 schema_import.log ファイルにおいて、 インポート  メ ッセージの後

にこれらのメ ッセージが書き込まれます。

検証処理では、 新しいデータベース と元のデータベースを比較するための一連のクエリ

が実行されます。 以下のそれぞれに、 欠落しているエン ト リ、 余分なエン ト リ、 不一致

のエン ト リがないかど うかがチェッ ク されます。

• テーブル

• 列と列属性

• 主キーおよび外部キー

• インデッ クス

• ス ト アド  プロシージャ

• ビュー

• ト リ ガー

• ユーザーとグループ （セキュ リ ティが有効になっている場合）

オブジェク トが欠落している場合は、 ログの 「import」 セクシ ョ ンを参照し、 そのオブ

ジェク トの作成の失敗に関連したエン ト リ を特定します。 このエン ト リには、 SQL ス
テート メン ト と、 失敗の原因を究明するために生成されたエラーが記載されています。

このセクシ ョ ンでは、 重要なログ エン ト リの詳細および例、 ならびに実行すべきアク

シ ョ ンを示します。
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オフセッ トの不一致

問題 ：元のデータベースに、 重複する列が含まれるテーブル定義がある場合 （スキーマ

のエクスポートのログを参照） は、 新しいデータベース内の対応するテーブルで、 すべ

ての列が順次に作成されます。 この違いがそのテーブルについてのオフセッ ト不一致エ

ラーに記載されて返されます。

処置 ：元のデータベースのテーブル定義を修正するか、 エクスポートで生成された 

schema.sql ファイルを編集して、 テーブルから重複する列を削除します。

データ型の不一致

問題 ： レガシー データベースでは、 符号なしの INTEGER データ型はサポート されてい

ません。 符号なしの 1 バイ トの INTEGER と して定義されていた一部のテーブル列が、

データ型 1 を使い、 列フラグに 1 ビッ ト を設定して作成されています。 符号なしの 
INTEGER のサポートが追加されている場合、 このよ うな列を適切に定義するにはデー

タ型 14 を使用します。 このデータ型の違いは検証で検出される可能性があ り ます。

処置 ：特に何らかの対処を行う必要はあ り ません。 データ型 14 の新しい列定義は、 古

い定義とまったく同様に機能します。

属性の欠落

問題 ：元のデータベースに、 大文字と小文字を区別せず、 かつオルタネート  コレー

ティング シーケンスのある列を定義している場合、 そのよ うな列は新しいデータベー

スでは大文字と小文字の区別なしのフラグのみが設定されて再作成されます。 これら両

方の属性を  1 つの列に設定するこ とはできません。 このよ うな列に COLLATE 属性が欠

落しているこ とが、 検証によって検出されます。

処置 ：元のデータベースのテーブル プロパティをチェッ ク して、 列定義に CASE と  

COLLATE が両方と も設定されているこ とを確認します。 両方と も設定されていれば、

特に何らかの対処を行う必要はあ り ません。 大文字と小文字の区別がない新しい列定義

は、 元のデータベースの列定義とまった く同様に機能します。

インデックスの欠落

問題 ： インデッ クスの作成が失敗する原因は複数あ り ます。 データ  ファイルの場所に

相対パスでなく絶対パスが使用されていて、 ［CREATE/ALTER ステート メン トに IN 
DICTIONARY を含める］ オプシ ョ ンを選択した場合には、 スキーマをインポートする

と、 インデッ クスの作成に失敗する可能性があ り ます。 また、 バリ アン トのレコード定

義がある場合も、 同じデータ  ファイルの複数のテーブル定義に共通するインデッ クス

が一致しなくなる原因になる可能性があ り ます。
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処置 ： インポートのログを参照し、 CREATE INDEX ステート メン トに関連したエラー

を特定します。 ソース  データベースまたは schema.sql ファイルに必要な修正を行って、

データベースを再度インポート します。
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データの作成、 インポート、 およびエクスポート

ZenCC を使用して作成したテーブルは、 最初は空です。 ZenCC を介して、 またはイン

ポートするこ とによって、 これらにデータを追加するこ とができます。 ZenCC には

データをエクスポートおよびインポートするウ ィザードがあ り ます。

メモ ： SQL ステート メン トによって取得したデータをエクスポートする方法について

は、 deu を参照してください。

ZenCC を使用してデータを作成する

グリ ッ ドにデータ行を追加するにはを参照してください。

バルク データ  ユーティ リティを使用してデータをインポートする

bdu を参照してください。

データ  インポート  ウィザードを使ったデータのインポート

データのインポート  ウ ィザードでは、 テキス ト  ファイルの区切り文字付きデータを読

み取って、 そのデータをテーブルへ追加します。 このウ ィザードでは以下の項目につい

て選択を行う こ とができます。

• インポートするデータが含まれるテキス ト  ファイル

• フ ィールド区切り文字

• インポート されるデータのエンコード。 このエンコードは、 データ  エクスポート時

に使用したエンコード と一致している必要があ り ます。 データ  エクスポート  ウィ

ザードを使ったデータのエクスポート を参照してください。

• エクスポート されたデータの先頭行に列名が含まれているかど うか。 列名を先頭行

と してエクスポート されたデータの場合は、 同じ方法でインポートする必要があ り

ます。 

制限事項

フ ィールド区切り文字には、 カンマ、 コロンまたはタブのいずれかを使用する必要があ

り ます。 レコードを区切る場合は、 キャ リ ッジ リ ターンと ライン フ ィードを併用する

必要があ り ます。
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データベース テーブルにデータをインポートするには

1. 特定のデータベースの場合、 テーブル ノードの下位にあるテーブル名を右ク リ ッ ク

します。

これは、 これにデータをインポートするテーブルです。 システム テーブルに関心が

ある場合は、 システム オブジェク トの下位にあるテーブルを展開します。

2. ［データのインポート ］ を選択します。

3. 上で述べたインポート特性を指定し、 ［終了］ をク リ ッ ク します。

データ  エクスポート  ウィザードを使ったデータのエクスポート

データのエクスポート  ウ ィザードでは、 テーブルのデータをテキス ト  ファイルへエク

スポート します。 キャ リ ッジ リ ターンと ライン フ ィードを併用してレコードを区切り

ます。

このウ ィザードでは以下の項目を指定します。

• データのエクスポート先となるファイルの名前。 ディ レク ト リ  パスは既に存在して

いる必要があ り ます。 本リ リースでは、 デフォルトの場所は、 現在ログインしてい

るユーザーのホーム ディ レク ト リ と、 選択したファイル名および拡張子で構成され

る、 C:\Users\ ログイン \ ファイル名 . 拡張子です。

• エクスポートの基準となる  SQL ステート メン ト 。 たとえば、 SELECT * FROM t1 は

テーブル t1 の全レコードをエクスポート します。

• フ ィールド区切り文字 （各レコード内でデータ項目を区切るのに使用する文字）。

• エクスポート されるデータのエンコード。 たとえば、 ISO-8859-1 を選択する とデー

タはそのコード  ページを使用してエクスポート されます。 エンコードの選択は、 こ

のユーティ リ ティが実行されているマシンから取得されます。 

• 列名をエクスポート されるデータの先頭行と して出力するかど うか。 

データベース テーブルからデータをエクスポートするには

1. 特定のデータベースの場合、 テーブル ノードの下位にあるテーブル名を右ク リ ッ ク

します。

システム テーブルに関心がある場合は、 システム オブジェク トの下位にあるテーブ

ルを展開します。
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2. ［データのエクスポート ］ をク リ ッ ク します。

3. 上で述べたエクスポート特性を指定し、 ［終了］ をク リ ッ ク します。
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ス トアド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関

数、 およびビュー

ZenCC では、 ス ト アド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、 およびビューを

作成する  CREATE スク リプ ト を管理できます。 Zen エクスプローラーでは、 これらの

項目は各データベースのフォルダー内に表示されます。 

これらの機能を使用するかど うかは任意ですが、 上級のデータベース  ユーザーにとっ

ては興味深いかもしれません。

項目 オペレー
シ ョ ンのレ
ベル

説明 関連情報

ス ト アド  プ
ロシージャ

データベー
ス

1 つまたは複数の SQL ステー

ト メン トの集合で、 ユーザー
指定のパラ メーターを受け付
けて返します。 

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE PROCEDURE

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

ト リ ガー テーブル ス ト アド  プロシージャの一種

で、 INSERT、 UPDATE、 また

は DELETE によってテーブル

が変更されたと きに自動的に
実行されます。

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE TRIGGER

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

ユーザー定
義関数

データベー
ス

値を返すスカラー ルーチンで

す。

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE FUNCTION

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

ビュー データベー
ス

クエ リから作成され、 テーブ
ルのよ うに動作するデータ
ベース  オブジェク トです。

『SQL Engine Reference』 の 
ALTER GROUP

共通 SQL オブジェク トのタス

ク
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グループ、 ユーザー、 およびセキュリテ ィ

セキュ リ ティは、 ユーザーがデータベースにアクセスするためにユーザー名とパスワー

ドを指定するこ とを要求するデータベース  プロパティです。 デフォルトで、 データ

ベース  セキュ リ ティは無効になっています。 

データベース  セキュ リ ティは ZenCC を使用するか SQL ステート メン ト を実行して無効

にするこ とができます。 有効にしたら、 グループおよびユーザーを作成して権限を与え

るこ とができます。 権限は、 「データベース」、 「テーブル」、 「列」 の 3 つのレベルでア

クセス権を指定できます。

セキュ リ ティの設定を有効または無効にする と きは、 その時点で、 Master ユーザーが

接続を 1 つだけ開き、 かつ接続している唯一のユーザーでなければなり ません。 セキュ

リ ティを最初に有効に設定した直後には、 Master ユーザーのみがデータベースにアク

セスできます。 Master ユーザー パスワードでは、 Zen のすべてのパスワード と同様に

大文字と小文字が区別されます。

注意！ セキュ リ ティ を有効にしたら、 パスワードを有効な長さで指定してください。

パスワード  フ ィールドを空白のままにしないでください。 データベースが重大なセ

キュ リ ティの危険にさら されます。 

セキュ リ ティ  モードの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の Zen セキュリ

テ ィを参照してください。

セキュリティの作業

この ト ピッ クでは、 Zen セキュ リ ティのさまざまな管理作業の手順を説明します。 次の

表では、 管理作業をカテゴ リ別に示しています。 

カテゴリ 説明

一般的な作業 セキュ リティの使用法全般の説明

• データベースからログアウトおよびデータベースへログインする
には

• Zen エクスプローラーを使用してセキュリテ ィ を有効にするには

• SQL を使用してセキュリテ ィ を有効にするには

• Zen エクスプローラーを使用してセキュリテ ィ を無効にするには

• SQL を使用してセキュリテ ィ を無効にするには
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一般的な作業

データベースからログアウトおよびデータベースへログインするには

1. Zen エクスプローラーでデータベース名を右ク リ ッ ク し、 次に、 ログアウト （名前）

をク リ ッ ク します。

名前は、 現在データベースにログインしているユーザーの名前を反映します。 デー

タベースでセキュ リ ティが有効にされていない場合、 名前は Master です。 現在の

ユーザーが Master と してログインしている場合は、 名前も  Master です。

そのデータベースで展開されていたノードは折りたたまれます。

Btrieve セキュリ

テ ィ  ポリシーの作

業

MicroKernel エンジンへのセキュ リティ  ポ リシーの適用

• データベースのセキュリテ ィ  ポリシーを設定または変更するには

• 定義済みの DefaultDB も含め、 既存のデータベースを Zen ファイ

ルと使用するには

ユーザーとグループ
の作業

ユーザーおよびグループの作成

• Zen エクスプローラーを使用して新しいグループを作成するには

• Zen エクスプローラーを使用して新しいユーザーを作成するには

• Zen エクスプローラーを使用してユーザーをグループに割り当て

るには

• Zen エクスプローラーを使用してユーザーまたはグループを削除

するには

• SQL を使用してグループおよびユーザーの作業を行うには

権限の割り当て作業 ユーザーおよびグループへの権限の適用

• Zen エクスプローラーを使用してグループに権限を割り当てるに

は

• Zen エクスプローラーを使用してユーザーに権限を割り当てるに

は

• Zen エクスプローラーを使用してすべてのユーザーに権限を割り

当てるには

• SQL を使用してグループまたはユーザーに権限を割り当てるには

暗号化作業 データ暗号化の適用

『Advanced Operations Guide』 のネッ トワーク上のデータの暗号化を参

照してください。

カテゴリ 説明
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2. データベース名を右ク リ ッ ク して ［ログイン］ を選択します。

3. ユーザー名とパスワードを入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ ： Master ユーザーの場合、 別のユーザーと してログインする と、 当該ユーザーに

割り当てられている権限がもっと制限された状況をテス トするのに役立ちます。

Zen エクスプローラーを使用してセキュリテ ィ を有効にするには

データベースがリモート  マシンにある場合は、 管理者のユーザー名とパスワード、 ま

たはリモート  マシンの Zen_Admin グループのメンバーのユーザー名とパスワードを提

供する必要があ り ます。 ログインしているローカル マシンにデータベースがある場合

（かつ、 ローカル マシンでターミナル サービスが実行されていない場合） は、 ユーザー

名とパスワードは必要あ り ません。

セキュ リ ティを有効にする と、 すべてのユーザーは、 データベースの有効なユーザー名

とパスワードを使ってログインしない限り、 データベースにアクセスできないよ うにな

り ます。 セキュ リ ティを有効にするまでユーザー名とパスワードは設定できないため、

そのユーザーのユーザー アカウン トが設定されるまでの期間、 各ユーザーはデータ

ベースにアクセス不能とな り ます。

1. Zen エクスプローラーで、 まずエンジン ノードを、 次にデータベース ノードを展開

します。

2. 目的のデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

3. ［セキュリテ ィ ］ をク リ ッ ク します。

4. ［データベース セキュリテ ィ ］ タブで、 ［有効］ オプシ ョ ンを選択します。

5. ［Master パスワード］ にパスワードを入力し、 ［パスワードの確認］ にも う一度同じ

パスワードを入力します。

6. ［OK］ をク リ ッ ク します。

これで、 データベース  セキュ リ ティが有効になり、 Master ユーザーと してログイン

されます。 データベース  ユーザーのアカウン トの作成に関する説明については、

ユーザーとグループの作業を参照してください。

SQL を使用してセキュリテ ィ を有効にするには

管理者と して、 または Zen_Admin オペレーティング システム セキュ リ ティ  グループの

メンバーと してコンピューターにログインしている必要があ り ます。
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セキュ リ ティを有効にする と、 すべてのユーザーは、 データベースの有効なユーザー名

とパスワードを使ってログインしない限り、 データベースにアクセスできないよ うにな

り ます。 セキュ リ ティを有効にするまでユーザー名とパスワードは設定できないため、

そのユーザーのユーザー アカウン トが設定されるまでの期間、 各ユーザーはデータ

ベースにアクセス不能とな り ます。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. ZenCC の ［ファイル］ メニューで、 ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ をク リ ッ ク

します （または、 ツールバーの  をク リ ッ ク します）。

［データベースの選択］ ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. リ ス トで、 グループまたはユーザーを作成するデータベースをク リ ッ ク します。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。

5. SQL Editor で、 SQL ステート メン トの SET SECURITY = 'password' を発行します。 こ

こで password は Master ユーザーのパスワード と して使用するテキス ト文字列です。 

6. ［SQL］ > ［テキストに実行］ をク リ ッ ク します （または、 ツールバーの  をク

リ ッ ク します）。

『SQL Engine Reference』 の SET SECURITY も参照してください。

Zen エクスプローラーを使用してセキュリテ ィ を無効にするには

管理者と して、 または Zen_Admin オペレーティング システム セキュ リ ティ  グループの

メンバーと してコンピューターにログインしている必要があ り ます。

注意！ セキュ リ ティ を無効にする と、 データベース  セキュ リ ティが混合モードまたは

データベース  モードである場合は、 すべてのオペレーティング システム ユーザーが、

データベースにアクセスできるよ うにな り ます。 セキュ リ ティ を無効にしてもデータ

ベースのユーザー名、 パスワード、 および権限は保持されていますが、 使用されませ

ん。 セキュ リ ティを再度有効にする と、 以前のユーザー名、 パスワード、 および権限が

再び有効になり ます （Master ユーザーは例外です。 Master パスワードは保持されず、

再度適用も されません）。

1. Zen エクスプローラーで、 まずエンジン ノードを、 次にデータベース ノードを展開

します。

2. 目的のデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。
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3. ［セキュリテ ィ ］ をク リ ッ ク します。

4. ［データベース セキュリテ ィ ］ タブをク リ ッ ク します。 

5. ［無効］ をク リ ッ ク します。

6. ［適用］ をク リ ッ ク します。

7. ［OK］ をク リ ッ ク します。

これで、 データベース  セキュ リ ティは無効になり ました。

SQL を使用してセキュリテ ィ を無効にするには

注意！ セキュ リ ティ を無効にする と、 データベース  セキュ リティが混合モードまたは

データベース  モードである場合は、 すべてのオペレーティング システム ユーザーが、

データベースにアクセスできるよ うにな り ます。 セキュ リ ティ を無効にしてもデータ

ベースのユーザー名、 パスワード、 および権限は保持されていますが、 使用されませ

ん。 セキュ リ ティを再度有効にする と、 以前のユーザー名、 パスワード、 および権限が

再び有効になり ます （Master ユーザーは例外です。 Master パスワードは保持されず、

再度適用も されません）。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. ZenCC の ［ファイル］ メニューで、 ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ をク リ ッ ク

します （または、 ツールバーの  をク リ ッ ク します）。

［データベースの選択］ ダイアログが表示されます。

3. リ ス トで、 グループまたはユーザーを作成するデータベースをク リ ッ ク します。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。

5. SQL Editor で、 SQL ステート メン トの SET SECURITY = NULL を発行します。

6. ［SQL］ > ［テキストに実行］ をク リ ッ ク します （または、 ツールバーの  をク

リ ッ ク します）。

『SQL Engine Reference』 の SET SECURITY も参照してください。
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Btrieve セキュリテ ィ  ポリシーの作業

データベースのセキュリテ ィ  ポリシーを設定または変更するには

注意！ データベースのセキュ リ ティ  ポ リシーを変更するこ とによって、 現在のユー

ザーがデータベースにアクセスできなくなるこ とがあ り ます。 たとえば、 セキュ リ ティ

を有効にしたと き、 新しいセキュ リ ティ  ポ リシー下では、 当該ユーザーが同等のユー

ザー アカウン トおよび権限を持たないよ うな場合です。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. Zen エクスプローラーで、 まずエンジン ノードを、 次にデータベース ノードを展開

します。

3. 目的のデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

4. ［セキュリテ ィ ］ をク リ ッ ク します。

5. ［Btrieve セキュリテ ィ ］ タブをク リ ッ ク します。 

6. ［クラシック］、 ［混合］、 または ［データベース］ の中から希望のポ リシーをク リ ッ

ク します。

7. ［OK］ をク リ ッ ク します。

これらのセキュ リ ティ  ポ リシーの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 
Zen セキュリテ ィを参照してください。

注意！ データベースのセキュ リ ティを有効にしている場合、 セキュ リティ  ポ リシーを

「ク ラシッ ク」 から 「混合」 または 「データベース」 に変更する と、 すべてのユーザー

に対しデータベース  ユーザーのアカウン トの作成およびその権限を作成するまで、

ユーザーはデータベースにアクセスできなくな り ます。 

定義済みの DefaultDB も含め、 既存のデータベースを Zen ファイルと使用するに

は

1. Zen エクスプローラーで、 まずエンジン ノードを、 次にデータベース ノードを展開

します。

2. 目的のデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

3. ディレク ト リ  ノードを選択し、 ［新規］ ボタンをク リ ッ ク します。
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4. Zen ファイルのパスを入力したら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ファ イルが複数のディ レク ト リに散在している場合は、 ファイルすべてに共通の上

位ディ レク ト リ を指定します。 必要であればルート  レベルを指定するこ と もできま

すが、 そ うする と、 ルート  レベルとその下位ディ レク ト リにあるすべての Zen ファ

イルがデータベースに含まれてしまいます。 

すべてのディ レク ト リ を入力する必要はあ り ません。 データベースに含める  Btrieve 

ファイルすべてに共通する最下位のディ レク ト リのみ入力します。

5. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

6. ユーザーとグループの作業の説明に従って、 ユーザーおよびグループの権限を設定

します。 

ユーザーとグループの作業

Zen エクスプローラーを使用して新しいグループを作成するには

グループを別のグループに追加するこ とはできません。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. データベース  ノードを展開します。

3. ［グループ］ を右ク リ ッ ク して、 ［新規作成］ > ［グループ］ を選択します。

4. グループ名を入力します。

5. ［完了］ をク リ ッ ク します。

Zen エクスプローラーを使用して新しいユーザーを作成するには

以下の手順は、 ローカルのデータベース  セキュ リ ティ  モデルを使用する場合にのみ適

用されます。 Windows ド メ イン セキュ リ ティ  モデルでは、 ネッ ト ワーク  ド メ イン アカ

ウン トは Zen データベースへのログインに使用されます。 グループ メ ンバーシップは

ネッ ト ワーク管理者によって割り当てられます。 Zen は Windows ネッ ト ワーク認証

サーバーに照会してユーザーの資格情報を確認し、 権限が定義されている  Zen グルー

プのメンバーシップを検索して一致させます。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. データベース  ノードを展開します。
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3. ユーザー ノードを右ク リ ッ ク し、 ［新規作成］ > ［ユーザー］ をク リ ッ ク します。

4. ユーザー名を入力します。

5. パスワードを入力します。

パスワードでは大文字小文字が区別されます。 データベース  オブジェク トの長さ と

無効な文字の一覧については、 『Advanced Operations Guide』 の識別子の制限を参照

してください。

6. 任意で、 ユーザーをグループに割り当てます。

［グループ］ の  をク リ ッ ク し、 一覧の中から目的のグループをク リ ッ ク します。

7. ［完了］ をク リ ッ ク します。

Zen エクスプローラーを使用してユーザーをグループに割り当てるには

ユーザーは、 1 つのグループのみのメンバーになるこ とができます。 グループ内のすべ

てのユーザーは、 そのグループに定義された権限と同じ権限を持ちます。 ユーザーがグ

ループに参加する と、 そのユーザーの個人用のユーザー権限は無視され、 所属するグ

ループのアクセス権と  PUBLIC アクセス権を組み合わせた権限が適用されます。 グ

ループに存在するユーザーに個別に権限を許可したり取り消したりするこ とはできませ

ん。

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. 目的のグループが存在しない場合は、 Zen エクスプローラーを使用して新しいグ

ループを作成するにはの説明に従ってグループを作成します。

3. ユーザー ノードの下にあるユーザー名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク

します。

4. ［全般の設定］ をク リ ッ ク します。

5. ［グループ］ の  をク リ ッ ク し、 一覧の中から目的のグループをク リ ッ ク します。

6. ［OK］ をク リ ッ ク します。

Zen エクスプローラーを使用してユーザーまたはグループを削除するには

グループは、 ユーザーが割り当てられていない場合のみ削除するこ とができます。

1. データベース  ノードを展開します。
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2. グループ ノードまたはユーザー ノードを展開します。

3. 目的のグループまたはユーザー名を右ク リ ッ ク します。

4. ［削除］ をク リ ッ ク します。

5. ［はい］ をク リ ッ ク します。

SQL を使用してグループおよびユーザーの作業を行うには

1. 一般的な作業の説明に従って、 データベースのセキュ リ ティ を有効にします。

2. ZenCC の ［ファイル］ メニューで、 ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ をク リ ッ ク

します （または、 ツールバーの  をク リ ッ ク します）。

［データベースの選択］ ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. リ ス トで、 グループまたはユーザーを作成するデータベースをク リ ッ ク し、 ［OK］

をク リ ッ ク します。

4. SQL Editor で、 グループまたはユーザーのために必要なステート メン ト を作成しま

す。

SQL ステート メン トの詳細については、 『SQL Engine Reference』 で以下のステート

メン ト を参照してください。 

• CREATE GROUP

• ALTER GROUP

• DROP GROUP

• CREATE USER

• ALTER USER

• DROP USER

• GRANT

• REVOKE

• SET PASSWORD

5. ステート メン ト を実行するには ［SQL］ > ［テキストに実行］ をク リ ッ ク します

（または、 ツールバーの  をク リ ッ ク します）。
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メモ： Windows ド メ イン認証を使用して Zen データベースを保護している場合、Active 
Directory で、 データベース  ユーザーが含まれるグループを削除する と、 そのユーザー

はデータベースにログインできなくな り ます。 ユーザーのログイン資格を復元するに

は、 Active Directory で使用していた同じ名前で Zen グループを再作成してください。 

権限の割り当て作業

こ こで説明するすべての作業に関して、 オブジェク トに権限を割り当てる と きに、 使用

する  Btrieve ファ イルにオーナーネームがある場合は、 まず、 そのオーナー ネームを  

GRANT または SET OWNER ステート メン ト を使用して指定しなければなり ません。 詳

細については、 『SQL Engine Reference』 を参照してください。

Zen エクスプローラーを使用してグループに権限を割り当てるには

メモ ： ［データベース］ タブの権限は、 ［テーブル］ タブの権限を無効にします。

1. 目的のデータベース  ノードを展開します。

2. グループ ノードの下にあるグループ名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク

します。

3. ［権限］ をク リ ッ ク します。

4. データベースまたはテーブルの列用の権限、 また V2 メ タデータ、 ス ト アド  プロ

シージャ、 ビュー用の権限を設定できるタブをク リ ッ ク します。 『SQL Engine 
Reference』 のビューおよびストアド  プロシージャに対する権限 も参照してくださ

い。

5. このタブで、 必要な権限を設定します。

チェッ ク  マークは、 その権限が適用されるこ とを示します。

6. ［OK］ をク リ ッ ク します。

Zen エクスプローラーを使用してユーザーに権限を割り当てるには

メモ ： ユーザーがグループのメンバーである場合、 そのユーザーに特定の権限を割り

当てるこ とはできません。 そのユーザーには、 グループの権限と  PUBLIC グループの

権限を組み合わせたものが適用されます。 ［データベース］ タブの権限は、 ［テーブル］

タブの権限を無効にします。

1. 目的のデータベース  ノードを展開します。
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2. ユーザー ノードの下にあるユーザー名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク

します。

3. ［権限］ をク リ ッ ク します。

4. データベースまたはテーブルの列用の権限、 また V2 メ タデータ、 ス ト アド  プロ

シージャ、 ビュー用の権限を設定できるタブをク リ ッ ク します。 『SQL Engine 
Reference』 のビューおよびストアド  プロシージャに対する権限 も参照してくださ

い。

5. このタブで、 必要な権限を設定します。

チェッ ク  マークは、 その権限が適用されるこ とを示します。

6. ［OK］ をク リ ッ ク します。

Zen エクスプローラーを使用してすべてのユーザーに権限を割り当てるには

メモ ： ［データベース］ タブの権限は、 ［テーブル］ タブの権限を無効にします。

1. 目的のデータベース  ノードを展開します。

2. グループ ノードの下にある  PUBLIC を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ をク リ ッ ク し

ます。

3. ［権限］ をク リ ッ ク します。

4. データベース、 テーブル、 およびそのテーブルの列、 また V2 メ タデータ、 ス ト ア

ド  プロシージャやビュー用のさまざまな権限を設定できるタブをク リ ッ ク します。

『SQL Engine Reference』 のビューおよびストアド  プロシージャに対する権限 も参照

してください。

5. そのタブで、 目的の権限のオプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

チェッ ク  マークは、 その権限が適用されるこ とを示します。

6. ［OK］ をク リ ッ ク します。

SQL を使用してグループまたはユーザーに権限を割り当てるには

1. ZenCC の ［ファイル］ メニューで、 ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ をク リ ッ ク

します （または、 ツールバーの  をク リ ッ ク します）。

［データベースの選択］ ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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2. 目的のデータベース  ノードを展開し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

3. SQL Editor で、 グループまたはユーザーのために必要なステート メン ト を作成しま

す。

『SQL Engine Reference』 で、 以下のト ピッ クを参照してください。

• GRANT

• REVOKE

• SET PASSWORD

4. ［SQL］ > ［テキストに実行］ をク リ ッ ク します （または、 ツールバーの  をク

リ ッ ク します）。
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データベース エンジンとクライアン トの設定

ほとんどのユーザーの一般的なニーズは、 インス トール中にデフォルトで行われる  Zen 

Enterprise Server、 Cloud Server、 またはそのク ライアン トの設定で満たされます。 ただ

し、 デバッグ、 メモ リ使用量、 パフォーマンス  チューニングなど特定の目的のために、

設定を変更しなければならない場合もあ り ます。 このよ うな設定は、 Zen ではプロパ

ティ と呼ばれています。 プロパティを管理するには、 ZenCC やコマンド  ラインを使用

します。 

エンジンと ク ライアン トのプロパティの参照先については、 『Advanced Operations 
Guide』 に記載された以下のト ピッ クをご覧ください。

• ZenCC でエンジンのプロパティ を設定するには 

• ZenCC でローカル クライアン トのプロパティ を設定するには

サーバーと ク ライアン トの設定の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の以下

の ト ピッ クを参照してください。

• サービス設定プロパティ

• 全プラッ ト フォームにおけるサーバー設定プロパティ

• Windows クライアン ト設定プロパティ

• Linux および Raspbian クライアン ト設定プロパティ
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［フ ァイルを開く ］ ダイアログと ［ファイルを保存］ ダ
イアログ

ZenCC では、 ファ イルを開く場合やファイルを保存 （別名保存も含む） する場合に、

デフォルトで独自のダイアログを使用します。 ZenCC が扱う ファ イルは SQL ドキュ メ

ン ト  ファイルであるため、 2 つのダイアログにはそれぞれ ［SQL ドキュ メン ト を開く］

および ［SQL ドキュ メン トの保存］ という タイ トルが付けられています。 したがって、

［ファ イル］ > ［新規作成］ を選択する と、 SQL ドキュ メン トが作成されます。

このダイアログを使用する と、 システム エンコード とは異なる文字エンコードのファ

イルを使用する作業が、 ファ イルを開く / 保存用の標準ダイアログで行う よ り も簡単に

なり ます。 たとえば、 ワイ ド文字データを含む SQL スク リプ ト を作成し、 適切なエン

コードを指定しないで保存した場合は、 データが失われるこ と もあ り ます。 この例の場

合、 使用中のシステム コード  ページがワイ ド文字をサポート しないこ とが考えられま

す。 

こ こでは、 以下の項目について説明します。

• ファイルを開く / 保存用ダイアログで選択できるエンコード

• デフォルトのエンコード

• ファイル名で使用できない文字

• ファイルを開くダイアログ （［SQL ドキュ メン ト を開く ］）

• ファイルを保存するダイアログ （［SQL ドキュ メン トの保存］）

• オペレーティング システムの標準ダイアログを使用する

ファイルを開く / 保存用ダイアログで選択できるエンコード

このダイアログでは、 ファ イルを開く / 保存する と きのエンコードを変更するこ とがで

きます。 さ らに、 ファ イルを開く （［SQL ドキュ メン ト を開く］） ダイアログでは、 選

択したファイル エンコードに基づき、 データのプレビューを表示します。 次の表では、

ファ イルを開く / 保存用ダイアログで選択できるエンコードについて説明します。 

エンコード 説明

（システム コード  ペー

ジ）

デフォルトは、 現在使用しているシステム コード  ページです。 た

とえば、 Windows の英語版プラ ッ ト フォームの場合は、 一般的に 
"Windows-1252" が設定されています。
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Big5 Big5 は繁体字中国語の文字エンコードで、 中国語の中でもっと も

一般的に使われています。

EUC_JP EUC （Extended Unix Code） _JP は可変幅の文字エンコードで、 日本

語文字の 3 つの標準セッ トである  IS X 0208 （基本漢字）、 JIS X 
0212 （補助漢字）、 そして JIS X 0201 （半角カナ） の要素を表すの

に使用します。

Shift_JIS Shift_JIS （Japan Industrial Standards） は日本語の文字エンコードで

す。

UTF-8 UTF （Universal Character Set Transformation Format） -8 は 8 ビッ トの

可変幅の文字エンコードで、 Unicode 文字セッ トですべての文字を

表すこ とができます。 このエンコードは ASCII との下位互換性が

あ り、 エンディアンや BOM （Byte Order Mark ： バイ ト  オーダー 
マーク） が回避できるよ う設計されています。

UTF-8 with BOM （BOM 
付き  UTF-8）

UTF-8 と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マーク） が

付きます。 この BOM は、 エンディアン （バイ ト順） を示すのに使

用する  Unicode 制御文字で、 ファ イルを保存する と きに付けられま

す。

UTF-16BE （ビッグ エ
ンディアン）

16 ビッ トの UTF エンコードで、 ビッグ エンディアン （BE） のバ

イ ト  オーダーが使われます。

UTF-16BE with BOM
（BOM 付き  UTF-16BE）

UTF-16BE と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マー

ク） が付きます。 BOM はファイルを保存する と きに付けられます。

UTF-16LE （ リ トル エ
ンディアン）

16 ビッ トの UTF エンコードで、 リ トル エンディアン （LE） のバ

イ ト  オーダーが使われます。

UTF-16LE with BOM
（BOM 付き  UTF-16LE）

UTF-16LE と同様ですが、 こちらは BOM （バイ ト  オーダー マー

ク） が付きます。 BOM はファイルを保存する と きに付けられます。

注記

デフォルトで、 ZenCC は一度開かれたファイルのエンコード形式を記憶します。 ファ イルを

編集し、 上書き保存する場合、 その編集内容は元の （記憶した） エンコードで保存されます。
しかし、 PCC の ［別名保存］ ダイアログを使用すれば、 エンコードを指定して編集内容を保

存するこ とができます。

ファ イルが BOM 付きの場合は、 ZenCC が自動的にエンコード方法を検出し、 ファ イルを選

択して開くダイアログ （［ファ イル］ メニューの ［開く］） にそのエンコードを表示します。
BOM が付いてないファイルで、 バイ ト  オーダーが重要になる場合は、 ファ イルを保存する

と きに適切なエンコードを選択する必要があ り ます。

エンコード 説明
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デフォルトのエンコード

ファイルを開く / 保存する と きにファイルのエンコードを変更できるのに加え、 これら

の作業時にデフォルトで使用するエンコードを設定するこ と もできます。 データのイン

ポート / エクスポート、 およびスキーマのエクスポートに対し、 このデフォルトのエン

コードが共通に使用されます。 データ  インポート  ウィザードを使ったデータのイン

ポート、 データ  エクスポート  ウィザードを使ったデータのエクスポート、 およびス

キーマの管理を参照してください。 たとえば、 ファ イルを開く場合とファイルを保存す

る場合で、 異なるエンコードをデフォルト と して設定するこ とはできません。

ファイルを開く / 保存する場合のデフォルト  エンコードを設定するには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ > ［Zen］ > ［ファイル エンコード］ を選択しま

す。 

2. ［デフォルト  エンコード］ ド ロ ップダウン リ ス トから、 エンコードを選択します。

選択できるエンコードの詳細については、 ファイルを開く / 保存用ダイアログで選

択できるエンコードを参照してください。

3. ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ ： このファ イル エンコードの初期設定には、 ファ イルを開く / 保存、 データのイ

ンポート / エクスポート、 スキーマのエクスポート、 テーブル スキーマのエクスポー

トの各ダイアログからでもアクセスできます。 ダイアログ内の ［デフォルトのエンコー

ドを変更する］ リ ンクをク リ ッ ク して ください。

ファイル名で使用できない文字

ファイルを開く / 保存する前に、 それぞれのダイアログではファイル名で使用している

文字が有効かど うかを確認します。 ファ イル名に利用できない文字には、 / : * ? \ " < > | 

があ り ます。

ファ イルを  Windows と  Linux で使用する場合、 これらの文字は Zen でサポート されて

いるどのオペレーティング システムでも使用できません。
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ファイルを開くダイアログ （［SQL ドキュ メン ト を開く ］）

次の図は、 Zen で提供されるサンプル ファイル demodata.sql を選択しよ う と しているダ

イアログ ウ ィンド ウです。 プレビューには、 このファイルの冒頭の数行が表示されま

す。 

［ドキュ メン ト ］ フ ィールドには、 前回のファイルを開く / 保存操作で使用したディ レ

ク ト リがデフォルトで表示されます。

メモ ： Demodata サンプル データベースをデフォルトの状態に復元するために、

demodata.sql スク リプ トや付属のデータ  ファ イルを使用する方法については、

Demodata サンプル データベースを参照してください。

ファイルを保存するダイアログ （［SQL ドキュ メン トの保存］）

次の図はファイルの保存用ダイアログを表しています。 プレビューは適用されません。

［ドキュ メン ト ］ フ ィールドには、 前回のファイルを保存 / 開く操作で使用した場所が

デフォルトで表示されます。 
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SQL ドキュ メン ト を保存する場合は、 完全なパスとファ イル名が必要です。 ［参照］ ボ

タンをク リ ッ クする と、 オペレーティング システムの標準のファイル参照ダイアログ

が表示されます。

オペレーティング システムの標準ダイアログを使用する

ファイルを開く / 保存に、 オペレーティング システムの標準ダイアログを使用するこ

と もできます。 たとえば、 システム コード  ページ以外のエンコードを使って作業する

必要がない場合には、 標準のダイアログを利用するこ と もできます。

ファイルを開く / 保存する場合にオペレーティング システムの標準のダイアログを

利用するには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ > ［Zen］ > ［ファイル エンコード］ の順に選択

します。 

2. ［［フ ァイルを開く ］ および ［ファイルを保存］ 時にエンコードのプロンプ ト を表示

しない］ オプシ ョ ンを選択します。

3. ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ ： このファ イル エンコードの初期設定には、 ファ イルを開く / 保存、 データのイ

ンポート / エクスポート、 スキーマのエクスポートの各ダイアログからでもアクセスで

きます。 ダイアログ内の ［デフォルトのエンコードを変更する］ リ ンクをク リ ッ ク して

ください。
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データのインポート / エクスポート、 スキーマのエク

スポートでサポート されるワイ ド文字データ

データのインポート / エクスポート、 テーブル スキーマのエクスポートでは、 ワイ ド

文字データを含むファイルを扱えます。 ファ イルを開く / 保存する場合と同じ く、 ファ

イルのインポート / エクスポート時にエンコードを変更するこ とができます。 ファイル

を開く / 保存用ダイアログで選択できるエンコードを参照してください。 

このダイアログでファイルのパス と名前を入力するフ ィールドには、 前回データをイン

ポート / エクスポート またはスキーマをエクスポート したと きに使用した場所がデフォ

ルトで表示されます （データのインポート / エクスポート、 テーブル スキーマのエク

スポートは一貫した設定を利用します）。 ファ イルをインポート / エクスポートする場

合は、 絶対パス名が必要です。 

［フ ァイルを開く ］ ダイアログと ［ファイルを保存］ ダイアログも参照してください。

［データのインポート］ ダイアログ

［データのインポート ］ では、 ファ イルのエンコードの変更や、 デフォルトのエンコー

ド設定が可能になり ました。 さ らに、 ［プレビュー］ 領域では、 選択したファイル名、

ファ イル エンコード、 およびその他のオプシ ョ ンに基づくデータのプレビューを表示

します。 たとえば、 次の図は、 Zen で提供する  class.sdf テーブルをインポート しよ う と

している画面です。 ［エンコード］ フ ィールドには "windows-31j" が設定されています。

［プレビュー］ 領域には、 設定したエンコードで、 区切り文字が " カンマ "、 先頭行に

列名が含まれていない （［先頭行に列名が含まれている］ オプシ ョ ンがオフ） 場合に、

ファ イルのデータがどのよ うに見えるかを表示しています。
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BOM 付きのファ イルをインポートする場合、 BOM はインポート時に認識され、 取り

除かれます。 また、 このダイアログ内でどのエンコードを選んでも、 ファ イルは BOM 

で指定されているエンコードでインポート されます。 つま り、 BOM が ［エンコード］

（オプシ ョ ン） での選択を無効にする という こ とです。 

［参照］ ボタンをク リ ッ クすれば、 オペレーティング システムの標準ダイアログを利用

するこ とができます。

データ  インポート  ウィザードを使ったデータのインポート も参照してください。

［データのエクスポート］ ダイアログ

［データのエクスポート ］ では、 ファ イルのエンコードの変更や、 デフォルトのエン
コード設定が可能になり ました。 ［例 ： ］ フ ィールドには、 プレビューでなく、 選択し

たオプシ ョ ンによる例が表示されているこ とに注意してください。

次の図は、 Demodata サンプル データベースに含まれる  Course テーブルのデータをエク

スポートするための設定例です。 ［先頭行に列名を書き込む］ オプシ ョ ンが選択され、

［区切り文字］ は " コロン " が設定されています。
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エクスポート操作では、 CHAR データ型と  NCHAR データ型の値の末尾の空白が削除さ

れるこ とに注意してください。 ［参照］ ボタンをク リ ッ クするこ とで、 オペレーティン

グ システムの標準のファイル参照ダイアログが表示できます。

データ  エクスポート  ウィザードを使ったデータのエクスポート も参照してください。

［テーブル スキーマのエクスポート］ ダイアログ

テーブル スキーマのエクスポート機能によって、 ファ イルのエンコードやデフォルト

のエンコードを変更するこ とができます。

次の図は、 Demodata サンプル データベースに含まれる  Faculty テーブルのスキーマを

エクスポートするための設定例です。 ［"IN DICTIONARY" 句を CREATE ステート メン

トに追加する］ オプシ ョ ンを選択しているこ とに注目してください。
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データベース  スキーマのエクスポート  ウ ィザードには類似の設定があ り ますが、 すべ

てのテーブルがエクスポート されます。 詳細については、 スキーマの管理を参照してく

ださい。
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ライセンス管理

次のト ピッ クでは、 Zen のライセンス  モデルおよびライセンスの製品キーの操作につ

いて説明します。

• ライセンス管理の概念

• License Administrator のグラフ ィ カル ユーザー インターフェイス

• License Administrator のコマンド  ライン インターフェイス

• ライセンス管理の操作
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ライセンス管理の概念

こ こでは、 以下の項目について説明します。

• ライセンス モデル

• ライセンスの実施

• メ ッセージ ログ

ライセンス モデル

Zen 製品では、 ユーザー数をカウン トする同時ユーザー ライセンス  モデルが提供され

ます。 このモデルでは、 設定されたユーザー数の制限に達する と、 それ以上のデータ

ベース操作は許可されず、 新たなユーザーはデータにアクセスできな く ま り ます。

同時ユーザー ライセンス モデル

同時ユーザー ライセンス  モデルでは、 各製品キーにはそれぞれライセンスされたユー

ザー数が定められています。 ユーザー数によ り、 指定された接続数が、 Zen データベー

ス  エンジンへ同時接続できます。 ユーザー数は、 ネッ ト ワーク  アドレスでカウン ト さ

れます。 IP アドレスは TCP/IP で使用されます。

Zen にク ライアン ト  セッシ ョ ンと してアクセスするコンピューターごとに、 1 ユーザー

とカウン ト されます。 1 台のクライアン ト  コンピューター上にある複数のアプリ ケー

シ ョ ンは、 1 ユーザーと見なされ、 別個のユーザーと してカウン ト されません。 内部的

には、 Zen は各マシンにシ リ アル番号を割り当てるので、 同じシ リ アル番号による接続

はすべて 1 つのマシンからのものと してカウン ト されます。 たとえば、 複数の NIC を

持つマシンは 1 台のマシンと して認識されます。 それぞれのターミナル サーバー セッ

シ ョ ンも  1 ユーザーと してカウン ト されます。

同一のネッ ト ワーク  プロ ト コルとアドレスを使用してデータベース  エンジンにアクセ

スし、 そのデータベース  エンジンと同じコンピューター上で実行するすべてのアプリ

ケーシ ョ ンは集合的に 1 ユーザーと してカウン ト されます。

同じ ク ライアン ト  コンピューター セッシ ョ ンから受信する一意のプロ ト コルごとに 1 
ユーザーがカウン ト されます。 同じプロ ト コルで異なるアドレス形式を使用している場

合は、 1 ユーザーのみカウン ト されます。 たとえば、 あるアプリ ケーシ ョ ンが IPv4 を

使用し、 別のアプリ ケーシ ョ ンが IPv6 を使用する場合、 これらのアプリ ケーシ ョ ンが
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同一マシン上で実行される と、 1 ユーザーのみがカウン ト されます。 IPv4 および IPv6 
はアドレス形式は異なり ますがいずれも  TCP/IP です。

ユーザー数の取得

最初に入手するユーザー数は製品キーの一部と して提供されます。 この製品キーは 

Actian Corporation によって発行されます。 または、 Zen データベース  エンジンがアプリ

ケーシ ョ ンに組み込まれている場合は、 アプリ ケーシ ョ ン ベンダーが発行します。

製品キーによって提供されたユーザー数を増やすこ と もできます。 ユーザー数を増やす

を参照してください。

ライセンスの実施

Zen のライセンス供与は製品キーを使用するこ とで実施されます。 このキーは、 License 

Administrator で管理します。 このツールを使用すれば、 キーの認証と認証解除を行った

り、 およびライセンス情報を見たりするこ とができます。 これにはグラフ ィカル イン

ターフェイス と コマンド  ライン インターフェイスの両方があ り ます。 キーの認証の目

的は以下の 2 つです。

• 製品の認証

• ユーザー数または使用データの追加

製品の認証

製品の認証とは、 特定のマシン情報を製品のライセンスに関連付ける、 キーの検証処理

です （このキーは 「製品キー」 と呼びます）。 この関連付けの結果、 インス トール ID 
が固有なものとな り ます。 これによ り、 ソフ ト ウェアが正当なものであるこ と、 また適

切なマシンに存在するこ とが保証されます。

製品キーを認証する と、 その固有のインス トール ID が Actian Corporation へ送られま

す。 Actian ではキーの信頼性を検証し、 そのキーが複数のインス トールに使用されてい

ないこ とを確認します。 これによ り認証処理が行われ、 製品を使用できるよ うにな り ま

す。 製品キーが認証または認証解除される と、 認証残り回数が表示されます。

マシン上の製品キーを認証した後に、 そのマシンに特定の変更が加えられる と、 キーが

無効になってしま うので注意してくださいマシンに変更を加える必要がある場合は、 ま

ずキーを認証解除しておいてください。 キーの認証解除は、 製品キーとその固有のイン

ス トール ID との関連付けを切り離します。 ハード ウェア構成の変更が完了したら、 再

び製品キーを認証するこ とができます。



142 ライセンス管理

プロキシ サーバー経由の認証アクセス

プロキシ サーバーを使用して Zen ライセンス  サービスに到達している場合は、 製品認

証できるよ う設定する必要があ り ます。 Zen をインス トールする前にプロキシ サー

バーを設定するか、 またはインス トール時には製品認証を省略し、 プロキシ サーバー

の設定後に製品を認証するこ とができます。

この ト ピッ クでは、 以下の項目について説明します。

• Windows プロキシ サーバー

• Linux のプロキシ サーバー

• インターネッ ト接続がない場合のオフライン認証

• キーの状態

• 検証失敗および検証失敗期間

• 無効または検証失敗になったキーの修復

Windows プロキシ サーバー

ブラウザーを使用してプロキシ サーバーを設定するこ とを推奨しています。 ブラウ

ザーを使用するこ とができない場合は、 以下の手順を使用してください。 これらの手順

には Windows のレジス ト リ編集作業が含まれています。

64 ビッ ト  Windows オペレーティング システムの場合、 レジス ト リでプロキシ サーバー

の設定を保存できるキーは 2 つあり ます。

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Actian\Zen\ELS

• HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\Actian\Zen\ELS

Zen のエディシ ョ ン （Enterprise Server、 Cloud Server、 Client、 または Workgroup） に応

じて、 上記のどちらかの場所で ELS プロキシ サーバー設定が作成されます。 サーバー

はそのプロキシ設定を最初に HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\

Actian\Zen\ELS\ キーで探します。 その設定が見つからない場合は、

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Actian\Zen\ELS\ キーを調べます。 

プロキシ サーバー用のレジス ト リ設定を編集する場合は、 まず設定が存在する場所を

見つける必要があ り ます。 

1. 最初に Wow6432Node で探します。 設定が存在する場合は、 Actian\Zen\ELS\ キーで

プロキシ サーバー用のレジス ト リ設定を編集します。 
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2. Wow6432Node が存在しない場合は、 Software ディレク ト リに移動し、 Actian\Zen\
ELS\ キーでプロキシ サーバー用のレジス ト リ設定を編集します。

3. Windows レジス ト リ を編集して、 Actian\Zen\ELS\ キーに次の値を追加します。 

4. License Administrator を使用して Zen を認証します。 GUI の場合はキーを認証するに

は、 CLI の場合はキーを認証するにはを参照してください。

注意！ レジス ト リの編集は高度な操作です。 誤って編集する と、 オペレーティング シ

ステムが起動しなくなった り、 正し く動作しなくなった りする恐れがあ り ます。 必要で

あれば、 経験豊富な技術者に依頼して編集を行ってもらって ください。 Actian 
Corporation はレジス ト リの破損に対して責任を負いません。

Linux のプロキシ サーバー

Linux システムの場合、 ライセンス認証できるよ うにプロキシ サーバーを設定するに

は、 psregedit ユーティ リ ティを使用して Zen のレジス ト リ を編集する必要があ り ます。

Zen では、 Linux のプロキシ サーバー経由の認証に、 これ以外の方法はサポート してい

ません。 psregedit を使用して、 以下のキー名にレジス ト リ値を追加します。

• proxy_host

• proxy_port

• proxy_userid

• proxy_passwd

Zen によって要求されるのは proxy_host および proxy_port の値だけです。 お使いのプロ

キシ サーバーの設定によっては、 proxy_userid と  proxy_passwd も追加する必要があるか

もしれません。

キー 値

文字列値 proxy_host

DWORD 値 proxy_port

文字列値 proxy_userid

文字列値 proxy_passwd

メモ ： Zen によって要求されるのは proxy_host および proxy_port の値だけです。 お使いのプ

ロキシ サーバーの設定によっては、 proxy_userid と  proxy_passwd も追加する必要があるかも

しれません。
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次の例では、 レジス ト リ値 proxy_host を設定するコマンドを示します。

psregedit ‐set ‐key PS_HKEY_CONFIG\SOFTWARE\Actian\Zen\ELS ‐value proxy_host ‐type PS_REG_STR 
"192.168.220.128"

Zen のレジス ト リ を編集後、 License Administrator CLI ツールを使用して Zen サーバーを

認証できます。 キーを認証するにはを参照してください。 プロキシの使用を停止する場

合は、 psregedit ‐delete を使用して proxy_host および proxy_port の値を削除します。

メモ ： 以前も、 ユーザーが els.ini ファ イルにこれらの値を入力するこ とができました。

しかし、 Zen v15 SP1 以降、 このファイルは Linux で非推奨となっています。

インターネッ ト接続がない場合のオフライン認証

インターネッ トへアクセスできないシステムに Zen をインス トールする場合には、 オ

フライン認証を使用して製品キーを認証するこ とができます。 オフライン認証には以下

の 3 つのタスクがあ り ます。

1. インターネッ ト接続不可のマシンで、 認証要求データ  ファイルを生成します。 この

ファイルの拡張子は .ath です。

2. インターネッ ト接続可能なマシンから、 このファイルを認証サーバーへアップロー

ド します。 これを受けて、 認証キー データ  ファイルが製品キー ファイルの形式で

ダウンロード されます。 このファイルの拡張子は .pky です。

3. この .pky ファイルをインターネッ ト接続不可のマシンに置いて Zen を認証します。

Zen を認証するための最も速く簡単な方法は、 オンライン認証またはリモート認証を使

用するこ とです。 可能な限り、 これらの方法のどちらかを使用して Zen 製品を認証す

るよ うにしてください。 たとえば、 Zen のインス トールでは、 そのインス トール過程で

オンラインによる認証が行えます。

キーの状態

製品キーの状態は License Administrator ツールの ［状態］ フ ィールドに表示されます。

キーの状態には次のものが含まれます

• アクテ ィブ - キーは認証され、 使用可能な状態です。

• 非アクテ ィブ - キーは現在使用されていません。 この状態は、 キーが現在のエンジ

ンと互換性がない場合のために用意されています。 たとえば、 旧バージ ョ ンの Zen
（v10 や v11 よ り前のバージ ョ ンなど） を使用している、 サーバー エンジンに対して 
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Workgroup キーを使用している、 または 64 ビッ ト  エンジンに対して 32 ビッ ト  キー

を使用しているよ うな場合です。

• 期限切れ - キーは現在使用できません。 一時キーは評価期間が過ぎる と状態が " 期

限切れ " になり ます。

• 無効 - キーは現在使用できません。 キーの検証が失敗したこ とが原因で無効になっ

た場合は、 その問題を解決してキーの検証を実行するこ とでアクティブ状態に戻す

こ とができます。

• 検証失敗 - キーは、 設定された日数の間のみ使用可能です。 検証失敗および検証失

敗期間を参照してください。

検証失敗および検証失敗期間

キーの検証が失敗する と、 その失敗の原因となった状態を是正するための期間が設けら

れます。 この期間 （「検証失敗期間」 といいます） は、 License Administrator の ［失効

日］ 列で報告されます （GUI のビジュアル リファレンスを参照してください）。 その失

効日までに検証失敗の状態が是正されないと、 キーの状態は無効になり ます。

検証失敗を修正するための変更を行ったら、 改めて検証動作を実行します。 検証を実行

するにはを参照してください。 この検証動作では特に現在のマシン署名とキーの組み合

わせを検証します。 その状態が修正される と、 キーの状態はアクティブに変わり ます。 

複数の状況によ り検証失敗を引き起こしている可能性もあ り ます。 原因と思われる  1 つ

の状況を修正しても、 キーは依然と して検証失敗の状態のままかもしれません。 その場

合は、 zen.log ファイルで詳しい情報を参照してください。 このログ ファイルには検証

失敗を引き起こした状況がすべて記録されています。 『Advanced Operations Guide』 の 

Zen イベン ト  ログ （zen.log） を参照してください。

事前にキーを認証解除するこ とな くハード ウェア アップグレードを意図的に行い、

ハード ウェア構成を変更したこ とが原因で検証失敗を引き起こした場合、 取るべき適切

な行動はキーの修復です。

無効または検証失敗になったキーの修復

License Administrator では、 無効または検証失敗になったキーに対して修復を実行でき

る機能を提供します。 さ らに、 キーの修復だけでなく、 同じマシン上で自動的にキーを

認証解除し、 そのキーを再度認証します。 

修復は、 グラフ ィカル ユーザー インターフェイス （License Administrator のグラフ ィ

カル ユーザー インターフェイスを参照） やコマンド  ライン インターフェイス
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（License Administrator のコマンド  ライン インターフェイス） を使って行う こ とができ

ます。

ハード ウェアの変更よ り重大な問題 （キーがインス トールされているマシンが起動しな

くなった場合など） が発生している場合は、 キーを修復するこ とはできません。 そのよ

うな場合は、 弊社サポート部門までお問い合わせください。

ユーザー数または使用データの追加

期限なしの製品キーによって提供された、 ユーザー数または使用データ量の初期値を増

加させたい状況が発生する可能性もあ り ます。 その場合は追加キーを認証してその数値

を増やします。 複数の追加キーを製品キーに対して認証するこ とができます。 

追加キーを認証する と、 その追加分が直ちに利用できるよ うにな り ます。データベース  

エンジンを再起動する必要はあ り ません。

追加キーを認証するには、 システム上に期限なし製品キーが既に存在している必要があ

り ます。 追加キーのソフ ト ウェア ベンダー ID 番号が、 インス トール済みの期限なし

キーのベンダー ID 番号と一致している必要があ り ます。 弊社から入手する追加キーは

ユニバーサルです。 つま り、 それらのキーはベンダーから入手する期限なしキーと互換

性があ り ます。 

ユーザー数を増やす

ユーザー数追加キーを認証してユーザー数を増やします。 キーを認証するにはおよび合

計ユーザー数を調べるにはを参照してください。 ユーザー数追加キーは弊社またはアプ

リ ケーシ ョ ン ベンダーから提供されます。

期限なし製品キーを認証解除する場合、 その期限なしキーに関連付けられているすべて

のユーザー数追加キーも認証解除されます。 ユーザー数追加キーを認証解除する場合、

そのキーに関連付けられているユーザー数の追加のみが認証解除されます。

本ソフ ト ウェアの評価版には、 追加不可の規定ユーザー数を持つ試用ライセンスが含ま

れています。

使用データの制限を増やす

弊社またはアプリ ケーシ ョ ン ベンダーでは、 使用データの制限値を上げるキーを提供

します。 キーを認証する と直ちに、 使用データの制限値が引き上げられます。 データ

ベース  エンジンの再起動は必要あ り ません。 追加キーは、 期限なしキーがなければ認

証できません。 一時キーに対して追加キーを認証するこ とはできません。 キーを認証す

るにはおよび使用データの制限を調べるにはを参照してください。



ライセンス管理 147

期限なし製品キーを認証解除する場合、 そのキーに関連付けられている追加キーもすべ

て認証解除されます。 追加キーを認証解除する場合、 そのキーに関連付けられている使

用データ量の追加分のみが認証解除されます。

使用データに対する制限値が増える と、 データベース  エンジンは Zen ログ リ ポジ ト リ

にメ ッセージを記録するこ とに留意してください。 このメ ッセージには現在の制限値と

使用量が記録されています。 メ ッセージ ログも参照してください。 Monitor ツールで使

用データの現在値、 ピーク値および最大値を監視するこ とができます。 『Advanced 
Operations Guide』 の監視を参照してください。

本ソフ ト ウェアの評価版には、 使用データに対して追加不可の値を設定した試用ライセ

ンスが含まれています。

メ ッセージ ログ

ライセンスに関する メ ッセージは、 Notification Viewer など  Zen で使用されるさまざま

なログ リ ポジ ト リに記録されます。 『Advanced Operations Guide』 のメ ッセージ ログの

見直しを参照してください。
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License Administrator のグラフ ィ カル ユーザー イン

ターフェイス

グラフ ィカル ユーザー インターフェイス （GUI） を持つ License Administrator は、

Windows プラ ッ ト フォームのみで実行され、 キーの認証および認証解除、 ユーザー数

の追加、 使用データの制限の追加、 セッシ ョ ン数の監視、 およびライセンス情報の表示

を行う こ とができます。 この GUI はスタンドアロン アプリ ケーシ ョ ンと して、 また、

Zen Control Center （ZenCC） 内部からも起動するこ とができます。 この GUI を使って

ローカルまたはリモート  データベース  エンジンへのライセンスを管理するこ とができ

ます。

グラフ ィカル ユーザー インターフェイスでの具体的な操作については、 GUI 操作を参

照してください。 

GUI のビジュアル リファレンス

本 GUI のスク リーンシ ョ ッ ト を次に示します。 スク リーンシ ョ ッ トの下の表では、 各 

GUI オブジェク トについて説明します。 画像上のそれぞれの領域をク リ ッ クする とそ

の詳細が表示されます。



ライセンス管理 149

 

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報

サーバー名 デフォルトで、 License Administrator がアクセスして

いるサーバーの名前を表示します。

このオブジェク トは、 サーバー名を入力するこ とが
できる入力フ ィールドでもあ り ます。 サーバー名を
入力しても、 ［接続］ をク リ ッ ク しない （または 
Enter キーを押さない） 場合、 このフ ィールドはタ

イ トル バーとは異なるサーバー名を持ちます。 タイ

トル バーは、 常に License Administrator がアクセス

しているサーバーの名前を表示します。

［サーバー名］ フ ィールドは、 ［参照］ をク リ ッ ク し
サーバーを選択して設定するこ と もできます。

ライセンスを与える
サーバーを選択する
には

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

接続 License Administrator と ［サーバー名］ フ ィールドに

表示されたコンピューターとの間の通信を確立しま
す。

ライセンスを与える
サーバーを選択する
には

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

参照 ライセンスを与えるサーバーを選択するこ とができ
ます。

ライセンスを与える
サーバーを選択する
には

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

キー 入力されたか貼り付けられたキー （文字と数字の組
み合わせ） を受け付けます。 

ライセンス管理の概
念

キーを認証するには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）
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認証 ［キー］ フ ィールドに入力されたキーを、 指定され
たデータベース  エンジンに対して認証します。

［サーバー名］ フ ィールドはデータベース  エンジン

が実行されているサーバーを示します。

このボタンは、 ［キー］ フ ィールドのキーが有効で、
データベース  エンジンが指定したコンピューター上

で実行されている場合に有効になり ます。

製品の認証

ユーザー数または使
用データの追加

キーを認証するには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

ラ イセンス情
報

指定したコンピューターのライセンス情報を一覧表
示します。

• 製品－ Zen 製品の名前。 たとえば、 Enterprise 
Server、 Cloud Server、 または Workgroup など。

• 製品キー－対応する製品ラインセンスに関連付け
られた製品キー番号。

• 状態－製品キーの状態。 値は、 " アクティブ "、 "
非アクティブ "、 " 期限切れ "、 " 無効 " および "
検証失敗 " です （キーが認証された後に、 ある特

定のハード ウェア構成アイテムを変更した場合、
ライセンスは無効になり ます）。

• プラ ッ ト フォーム－ライセンスを適用する  Zen 製
品、 オペレーティング システムおよびビッ ト  
アーキテクチャの組み合わせ。

• ラ イセンス  タイプ－ライセンスの種類 （期限な

しライセンス、 一時ライセンス、 またはユーザー
数、 セッシ ョ ン数や使用データ用の追加ライセン
スなど）。

• ユーザー数－特定のライセンスに対するユーザー
数。

• セッシ ョ ン数－特定のライセンスに対するセッ
シ ョ ン数の制限。

• 使用データ  GB －特定のライセンスに対する使用

データの制限 （ギガバイ ト単位）

• 失効日－有効期限がある場合は失効する日付。 そ
れ以外は無期限。

• ベンダー－ライセンスをインス トールしたベン
ダー ソフ ト ウェアを識別する一意の番号。

• アプリ ケーシ ョ ン－ライセンスが適用されるアプ
リ ケーシ ョ ンを識別する一意の番号。

ライセンス モデル

ライセンス情報を表
示するには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報
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期限切れを非
表示

License Administrator の現在のセッシ ョ ンでライセン

ス一覧の有効期限切れのライセンスを非表示にしま
す。 このチェッ ク  ボッ クスはデフォルトで選択され

ています。

有効期限切れのライ
センスを非表示にす
るには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

認証解除 選択したキーを、 指定のサーバーから認証解除しま
す。 選択したキーが期限なしキーの場合は、 その
キーに関連付けられているすべての追加キー （ユー
ザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用） も認証
解除します。

このボタンは、 ［ライセンス情報］ の一覧で製品名
が選択された場合に有効になり ます。

キーを認証解除する
には

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

修復 選択したキーを、 指定のサーバーで修復、 認証解
除、 および認証します。 

このボタンは、 ［ライセンス情報］ の一覧で製品名
が選択された場合に有効になり ます。

無効または検証失敗
になったキーの修復

キーを修復するには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

認証残り回数 すべての製品のキーに対する認証残り回数、 および
「認証失敗」 や 「無効」 の状態のキーに対してユー
ザーが実行できる修復残り回数が表示されます。

この情報は、 認証時および認証解除時にも自動的に
表示される場合があ り ます。

認証残り回数を表示
するには

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

ヘルプ License Administrator のヘルプを表示します。 ヘルプを表示するに
は

（ダイアログ イ メー

ジに戻る）

閉じる License Administrator を終了します。 （ダイアログ イ メー

ジに戻る）

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報
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License Administrator のコマンド  ライン インター

フェイス

コマンド  ライン インターフェイス （CLI） は、 Zen がサポートするすべてのプラ ッ ト

フォームで実行できます。 CLI は GUI と機能的に同等です。 この CLI を使ってローカ

ルまたはリモート  データベース  エンジンへのライセンスを管理するこ とができます。

GUI および CLI では、 ライセンス  タイプ、 ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 使用データの

制限、 プラ ッ ト フォーム、 失効日など、 認証されているライセンスに関する情報を表示

します。 製品キー情報は、 製品同梱書類にも記載されています。

CLI 構文

CLI はすべてのプラ ッ ト フォームで同じ構文を使用します。 

ツール名 - オプシ ョ ン パラメーター 

ツール名は以下のいずれかです。

• clilcadm.exe （Windows 32 ビッ ト ）

• w64clilcadm.exe （Windows 64 ビッ ト ）

• clilcadm または clilcadm64 （Linux）
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次の表はコマンド  ラインのオプシ ョ ンとパラ メーターについて説明したものです。 

オプシ ョ ンとパラメー
ター

機能

-<interpret | i> キー すべてのキーまたは指定したキーのライセンス情報を一覧表示し
ます。

• 製品－ Zen 製品の名前。 たとえば、 Enterprise Server、 Cloud 
Server、 または Workgroup など。

• 製品キー－対応する製品ラインセンスに関連付けられた製品
キー。

• 状態－製品キーの状態。 値は、 " アクティブ "、 " 非アクティ

ブ "、 " 期限切れ "、 " 無効 " および " 検証失敗 " です。 キーが

適用された後に、 コンピューター名など、 ある特定のハード
ウェア構成アイテムを変更した場合、 ライセンスは無効にな
り ます。

• プラ ッ ト フォーム－ライセンスを適用する  Zen 製品、 オペ

レーティング システムおよびビッ ト  アーキテクチャの組み合

わせ。

• ラ イセンス  タイプ－ライセンスの種類 （期限なしライセン

ス、 一時ライセンス、 またはユーザー数、 セッシ ョ ン数や使
用データ用の追加ライセンスなど）。

• ユーザー数－特定のライセンスに対するユーザー数。 同時
ユーザー ライセンス モデルも参照して ください。

• セッシ ョ ン数－特定のライセンスに対するセッシ ョ ン数の制
限。

• 使用データ  GB －特定のライセンスに対する使用データの制

限 （ギガバイ ト単位）

• 失効日－有効期限がある場合は失効する日付。 それ以外は無
期限。

• ベンダー－ライセンスをインス トールしたベンダー ソフ ト

ウェアを識別する一意の番号。

• アプ リ ケーシ ョ ン－ライセンスが適用されるアプリ ケーシ ョ
ンを識別する一意の番号。

-<number | n> [ キー ] 指定したキーの認証残り回数を表示します。

メモ ： キーを指定しない場合は、 全製品キーの認証残り回数情報
が表示されます。

-<authorize | a> < キー | 認
証ファイル名 .pky>

指定したキーまたは認証キー データ  ファ イル （オフライン認証）

を認証します。
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-<deauthorize | d> キー ツールを実行しているコンピューターから、 指定したキーを認証
解除します。 キーが期限なしキーの場合は、 そのキーに関連付け
られているすべての追加キー （ユーザー数、 セッシ ョ ン数または
使用データ） も認証解除します。

-<clear | c> [ キー ] [force] すべての期限なしキーおよびそれに関連付けられた追加キー
（ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用） を、 マシンか
ら ク リ アします。 

キーを指定する と、 その指定されたキーおよびそれに関連付けら
れた追加キー （ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用）
のみがク リ アされます。 キーを指定しないと、 すべてのキーおよ
び関連付けられた追加キーがク リ アされます。

メモ ： このコマンドは、 ハード ウェア構成の変更を行ったために
キーを認証解除できなくな り、 別のキー セッ ト を認証する必要

がある場合に役立ちます。 キーをク リ アし、 別のキーを用いて製
品を認証できます。 ク リ アしたキーは使用しません。

force オプシ ョ ンを使用する と、 確認メ ッセージは表示されませ

ん。 

メモ ： このオプシ ョ ンはローカルの Zen サーバーからキーを削除

するだけです。 Actian Corporation によって保持される固有のマシ

ン署名からキーの認証解除は行いません。 つま り、 マシン署名と
キー間のリ ンクの記録は削除しません。

-<generate | g> キー 出力

ファイル名

オフライン認証用の認証要求データ  ファイル生成します。 製品

キーおよび出力ファイル名の両方が必要です。

-<repair | e> キー キーを （可能であれば） 修復し、 認証します。 以下の条件を満た
す必要があ り ます。

• 修復されるキーは、 現在インス トールされているデータベー
ス  エンジンのバージ ョ ンと互換性があるこ と。

• 修復されるキーの状態は、 「無効」 または 「検証失敗」 になっ
ているこ と。

• 期限なしキーの状態を 「アクティブ」 にできないこ と。

• Zen ライセンス  サービス との通信にインターネッ ト  アクセス

が必要なこ と。

• 修復する数が、 許容される数を超えていないこ と。

修復に成功した場合、 " キーが修復されました。 " という メ ッ

セージが返り ます。 

オプシ ョ ンとパラメー
ター

機能
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CLI に関連する操作については、 CLI 操作を参照してください。

-<ack_repair | k> キー リモートによる  PowerShell セッシ ョ ンなど、 stdin が利用できな

いと きに、 -repair オプシ ョ ンに加えて使用します。 これによ り、

対話型セッシ ョ ンがないこ とに関するエラーを表示させないよ う
にします。 インス ト レーシ ョ ンが当製品の正規品であるこ と、 そ
のライセンスが EULA （使用許諾契約書） に従って使用されてい

るこ と、 かつ、 そのライセンスが許可される最大数を超えるコン
ピューターにインス トールされていないこ とを承認します。

-<validate | t> 接続されたサーバー名と選択されたキーに対しライセンスの検証
を実行します。

-<servername | s> サーバー

名

指定した場合、 そのサーバーへ接続するこ とができます。 指定し
ない場合、 サーバー名は空白と見なされます。 このパラ メーター
は省略可能です。

-<username | u> 接続するサーバーのユーザー名。 指定しない場合、 ユーザー名は
空白と見なされます。 このパラ メーターは省略可能で、 サーバー
名を指定しない場合は不要です。

-<password | p> パスワー

ド

接続するサーバーのユーザー名に関連付けられているパスワー
ド。 指定しない場合、 パスワードは空白と見なされます。 このパ
ラ メーターは省略可能で、 サーバー名を指定しない場合は不要で
す。

-<help | h> オプシ ョ ンとパラ メーターに関する情報を表示します。

オプシ ョ ンなし、 または
間違ったオプシ ョ ン

オプシ ョ ンとパラ メーターに関する情報を表示します。

オプシ ョ ンとパラメー
ター

機能
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ライセンス管理の操作

このセクシ ョ ンでは、 ライセンス管理で実行できる操作について説明します。 操作の多

くは License Administrator で行います。

License Administrator

GUI 操作

• License Administrator を Zen Control Center から起動するには

• License Administrator をスタンドアロン アプリケーシ ョ ンと して起動するには

• ライセンスを与えるサーバーを選択するには

• キーを認証するには

• 認証残り回数を表示するには

• 有効期限切れのライセンスを非表示にするには

• キーを認証解除するには

• キーを修復するには

• ライセンス情報を表示するには

• 合計ユーザー数を調べるには

• ライセンス情報の一覧をリフレッシュするには

• ヘルプを表示するには

CLI 操作

• キーの情報を表示するには

• 検証を実行するには

• 認証残り回数を表示するには

• キーを認証するには

• キーを認証解除するには

• 認証解除することな くキーを削除するには

• キーを修復するには

• ヘルプを表示するには
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別の認証操作

• キーをリモートで認証するには

• キーをリモートで認証解除するには

• キーをオフラインで認証するには

• キーをオフラインで認証解除するには

• GUI 手動認証ウィザードでキーを認証するには

• コマンド  ライン手動認証ツールでキーを認証するには

Notification Viewer

• ログ リポジト リでライセンス メ ッセージを見るには

GUI 操作

License Administrator を Zen Control Center から起動するには

1. ZenCC で、 ［ツール］、 ［License Administrator］ の順に選択します。

License Administrator は選択したサーバーにアクセスして必要なライセンス  タイプを

調べます。

サーバーにログインしていない場合、 （データベース  エンジンではなく） オペレー

ティング システムにログインするためのダイアログが表示されます。

データベース  エンジンが実行されているオペレーティング システムに管理者権限を

持っているユーザー名でログインします。 一度ログインすれば、 サーバー名が 
License Administrator のタイ トル バーと ［サーバー名］ フ ィールドに表示されます。

メモ ： 旧バージ ョ ンの Zen を実行しているサーバーの場合は、 その製品バージ ョ ンで

提供されているライセンス  ツールを使用してください。

そのサーバーが目的のものでない場合は、 ライセンスを与えるサーバーを選択する

にはに説明されているよ うに、 別のサーバーを選択します。

License Administrator をスタンドアロン アプリケーシ ョ ンと して起動するには

1. オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  License 
Administrator にアクセスします。
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この手順では、 License Administrator が Zen のデフォルト  インス トールの一部と して

インス トールされている と仮定します。 埋め込みデータベース  エンジンを使用する

ベンダー アプリ ケーシ ョ ンでは、 別のメニュー コマンドから  License Administrator 
を起動する必要がある場合があ り ます。 GUI 実行モジュールの名前は guilcadm.exe 

です。

ツールは、 データベース  エンジンが実行されているローカル サーバーに接続しま

す。

そのサーバーが目的のものでない場合は、 ライセンスを与えるサーバーを選択する

にはに説明されているよ うに、 別のサーバーを選択します。

ライセンスを与えるサーバーを選択するには

License Administrator がエンジンへ接続できるよ うにするには、 指定したコンピュー

ター上でデータベース  エンジンが実行されている必要があ り ます。

1. データベース  ライセンスを与えるサーバー名を ［サーバー名］ フ ィールドに入力し

ます。

サーバー名を入力する代わりに、 ［参照］ をク リ ッ ク し、 ネッ ト ワーク  サーバーの

一覧を表示して選択するこ とができます。 データベース  ライセンスを与えるサー

バーをク リ ッ ク し、 次に ［OK］ をク リ ッ ク します。 

2. ［接続］ をク リ ッ クするか、 Enter キーを押します。

License Administrator は指定したサーバーにアクセスして必要なライセンス  タイプを

調べます。

• サーバーにログインしていない場合、 （データベース  エンジンではなく） オペ

レーティング システムにログインするためのダイアログが表示されます。

ログイン ダイアログで、 ユーザー名にオペレーティング システム ユーザーの名

前を入力します。 ユーザーは、 そのデータベース  エンジンに対し管理者権限を

持っている必要があ り ます。 パスワードには、 指定したユーザー名に適切なパス

ワードを入力します。 ［ログイン］ をク リ ッ ク します。 サーバー名が License 

Administrator のタイ トル バーと ［サーバー名］ フ ィールドに表示されます。

メモ ： 旧バージ ョ ンの Zen を実行しているサーバーの場合は、 その製品バージ ョ ンで

提供されているライセンス  ツールを使用してください。
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キーを認証するには

GUI License Administrator は、 インターネッ トに接続されたローカル マシンのオンライ

ン認証、 およびインターネッ トに接続されていないマシン上のデータベース  エンジン

のリモート認証に使用するこ とができます。

1. タイ トル バーのサーバー名が、 データベース  エンジン キーを認証しよ う と してい

るサーバーであるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与え

るサーバーを選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してくだ

さい。

2. ［キー］ フ ィールドにキーを入力します。

小文字は大文字に自動的に変換されます。

3. Enter キーを押すか ［認証］ ボタンをク リ ッ ク してキーを認証します。

キーの認証に成功する と、 ［キー］ フ ィールドはク リ アされます。

4. ［ライセンス情報］ の一覧に表示された新しいライセンス情報を確認します （必要に

応じ、 F5 キーを押して一覧を リ フレッシュします）。

これでライセンスは有効になり ました。 データベース  エンジンを再起動する必要は

あ り ません。

メモ ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用の追加キーを認証する場合は、

期限なしライセンスが既に存在している必要があ り ます。 追加キーのベンダー ID が、

期限なしキーのベンダー ID と一致している必要があ り ます。

ヒン ト ： 製品認証はお使いのマシンのハードウェア構成と関係しています。 マシン上

の製品キーを認証した後に、 そのマシンのある特定のハード ウェア構成アイテムが変更

される と、 キーは無効になり ます。 ハード ウェア構成の変更を行う必要がある場合は、

まずキーを認証解除しておいてください。 キーの認証解除は、 製品キーと固有のハード

ウェア構成との関連付けを切り離します。 ハード ウェア構成の変更が完了したら、 再び

製品キーを認証するこ とができます。

認証残り回数を表示するには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 この操作の対象サーバーであるこ とを確認してくだ

さい。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサーバーを選択するにはで説明され

ているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［認証残り回数］ をク リ ッ ク します。

すべての製品のキーについて認証残り回数が表示されます。



160 ライセンス管理

有効期限切れのライセンスを非表示にするには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 有効期限切れのライセンスを非表示にしよ う と して

いるサーバーであるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与

えるサーバーを選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してく

ださい。

2. ［期限切れを非表示］ が選択されていない場合はク リ ッ ク して選択します。

ライセンスの一覧が変更されて、 すべての有効期限切れのライセンスが除外されま

す。

メモ ： ［期限切れを非表示］ チェ ッ ク  ボッ クスはデフォルトで選択されています。 こ

れは必要に応じて、 選択または選択解除するこ とができます。

キーを認証解除するには

メモ ： 一時ライセンスを認証解除するこ とはできません。 これは、 評価の期限が過ぎ

る と無効になり ます。

1. タイ トル バーのサーバー名が、 データベース  ライセンスを認証解除しよ う と してい

るサーバーであるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与え

るサーバーを選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してくだ

さい。

2. ［ライセンス情報］ の一覧で製品名をク リ ッ ク します。

Shift キーまたは Ctrl キーを押したまま製品名をク リ ッ ク していく と、 複数のキー

を選択するこ とができます。

3. ［認証解除］ ボタンをク リ ッ クする と、 キーの認証が解除されます。

メモ ： 検証失敗状態のキーは認証解除できません。 認証解除する前に問題を修正する

か、 認証解除できない場合は弊社サポート部門までご連絡ください。

ヒン ト ： 製品キーを認証解除する場合、 その製品キーに関連付けられているユーザー

数、 セッシ ョ ン数または使用データの追加キーもすべて自動的に認証解除されます。

キーを修復するには

ヒン ト ： マシン上の製品キーを認証した後に、 そのマシンのハードウェア構成が変更

される と、 キーは検証に失敗するか無効になり、 修復が必要とな り ます。 修復する必要

がないよ うにするには、 ハード ウェア構成を変更する前にキーを認証解除し、 新しい

ハード ウェア構成が完了した後でそのキーを再度認証します。
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1. タイ トル バーのサーバー名が、 キーを修復しよ う とするサーバーであるこ とを確認

してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサーバーを選択するにはで

説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［ライセンス情報］ 一覧の ［製品］ フ ィールドで、 修復するキーの対象製品の名前を

ク リ ッ ク します。

3. ［修復］ をク リ ッ ク します。

4. 開かれたダイアログ ボッ クスで、 これがソフ ト ウェア製品の正規品であるこ とを確

認します。 キーの修復が完了する と、 作業完了メ ッセージが表示されます。

ライセンス情報を表示するには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 データベース  ライセンスを与えよ う と しているサー

バーであるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサー

バーを選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［ライセンス情報］ の一覧に、 認証されたライセンスの情報が表示されます。

メモ ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 使用データ、 ライセンス  タイプ、 失効日などのラ

イセンスに関する情報を表示するには、 まずキーを認証する必要があ り ます。 キーを認

証しても、 そのライセンスが希望のものでない場合には、 それが一時ライセンスでなけ

れば認証解除するこ とができます。 一時ライセンスは有効期限が切れる と自動的に無効

になり、 認証解除するこ とはできません。

キーを認証するにはおよびキーを認証解除するにはを参照してください。

合計ユーザー数を調べるには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 データベース  ユーザー数を調べよ う と しているサー

バーであるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサー

バーを選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［ライセンス情報］ の一覧で、 特定の製品の ［ユーザー数］ 列に表示されるユーザー

数の値を合計します。 ただし、 期限の切れた一時ライセンスは除きます。

たとえば、 Zen Enterprise Server 製品に適用される、 期限なしライセンス、 ユーザー

数の追加ライセンス、 および期限切れでない一時ライセンスのすべての値を合計し

ます。

その合計が、 そのサーバー上のデータベース  エンジンに同時接続できる総ユーザー

数です。
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メモ ： ユーザー数の合計は Monitor を使用する と よ り簡単に特定できます。 『Advanced 
Operations Guide』 のリソース使用状況の監視を参照してください。 ［ユーザー数］ の

［最大値］ に示される値は、 期限なしライセンス、 ユーザー数の追加ライセンス、 およ

び期限切れでない一時ライセンスに対するユーザー数の合計です。

セッシ ョ ン数の制限を調べるには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 セッシ ョ ン数の制限を調べよ う と しているサーバー

であるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサーバー

を選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［ライセンス情報］ の一覧で、 特定の製品の ［セッシ ョ ン数］ 列に表示されるセッ

シ ョ ン数の値を合計します。 ただし、 期限の切れた一時ライセンスは除きます。 

たとえば、 期限なしライセンス、 セッシ ョ ン数の追加ライセンス、 および期限切れ

でない一時ライセンスのすべての値を合計します。 この合計が、 その特定の製品で、

サーバー上のデータベース  エンジンに同時接続できるセッシ ョ ンの総数 （セッシ ョ

ン数の制限） です。

メモ ： Monitor を使用する と、 セッシ ョ ン数の制限をよ り簡単に調べるこ とができま

す。 『Advanced Operations Guide』 のリソース使用状況の監視を参照してください。

［セッシ ョ ン数］ の ［最大値］ に示される値は、 期限なしライセンス、 セッシ ョ ン数の

追加ライセンス、 および期限切れでない一時ライセンスに対するセッシ ョ ン数の制限で

す。

使用データの制限を調べるには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 使用データの制限値を調べよ う と しているサーバー

であるこ とを確認してください。 そ うでない場合は、 ライセンスを与えるサーバー

を選択するにはで説明されているよ うに、 別のサーバーを選択してください。

2. ［ライセンス情報］ の一覧で、 特定の製品の ［使用データ  GB］ 列に表示される使用

データの値を合計します。 ただし、 期限の切れた一時ライセンスは除きます。 

たとえば、 期限なしライセンス、 使用データの追加ライセンス、 および期限切れで

ない一時ライセンスのすべての値を合計します。 この合計値は、 その特定の製品を

使用する際、 同時に開く全データ  ファイルに対して許可される総量 （ギガバイ ト単

位） です。

メモ ： Monitor を使用する と、 使用データの制限をよ り簡単に調べるこ とができます。

『Advanced Operations Guide』 のリソース使用状況の監視を参照してください。 ［使用中

データ  MB］ の ［最大値］ に示される値は、 期限なしライセンス、 使用データの追加ラ
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イセンス、 および期限切れでない一時ライセンスに対する使用データの制限です。

License Administrator ではサイズの単位にギガバイ ト （GB） を使用しています。 これ

は、 使用データがその単位でキーに関連付けられているからです。 Monitor では、 リ

ソースの使用状況にはメガバイ ト （MB）、 またファ イル サイズにはキロバイ ト （KB）
の単位を使用します。 コンテキス ト ごとに適切な単位を必要と します。

ライセンス情報の一覧をリフレッシュするには

1. タイ トル バーのサーバー名が、 目的のサーバーであるこ とを確認してください。 そ

うでない場合は、 ライセンスを与えるサーバーを選択するにはで説明されているよ

うに、 別のサーバーを選択してください。

2. F5 キーを押します。

適用されたライセンスの情報が再表示され、 ［キー］ フ ィールドからキー情報がク リ

アされます。

［サーバー名］ フ ィールドはいったんク リ アされ、 現時点で License Administrator が

接続しているマシンの名前を表示します。 たとえば、 License Administrator が ZEN1 
に接続しており、 データベース  エンジンが実行されていない ZEN2 に接続を試みた

と します。 License Administrator は接続できなかったこ とを示すメ ッセージを表示

し、 ZEN2 が ［サーバー名］ フ ィールドに表示されます。 F5 キーを押すと、 Zen1 が
フ ィールドに表示されます。

ヘルプを表示するには

1. License Administrator のメニュー バーから ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。 License 
Administrator のグラフ ィ カル ユーザー インターフェイス セクシ ョ ンが開きます。

このセクシ ョ ンで、 GUI 上の各オブジェク トの目的を理解するこ とができます。

2. License Administrator に関するその他の説明を参照する場合は、 ドキュ メン トの目次

から以下のセクシ ョ ンをク リ ッ ク して ください。

• ライセンス管理の概念－ License Administrator の概念を理解する

• License Administrator のコマンド  ライン インターフェイス－ CLI のオプシ ョ ン

とパラ メ ターについて理解する

• ライセンス管理の操作－ License Administrator の機能を実行する



164 ライセンス管理

CLI 操作

メモ ： 以下の作業ではすべて 32 ビッ ト  clilcadm コマンドを使用します。 64 ビッ ト  

Windows システムの場合、 このコマンドの名前は w64clilcadm です。 64 ビッ ト  Linux シ
ステムの場合は clilcadm64 です。 しかし、 このコマンドは clilcadm によって呼び出され

るものなので、 clilcadm も動作します。 

キーの情報を表示するには

1. すべてのキーに関する情報を表示するには、 次のコマンドを使用します。

clilcadm ‐i 

2. 特定のキーに関する情報を表示するには、 次のコマンドを使用します。

clilcadm ‐i キー

-i オプシ ョ ンで返されるに列情報については、 CLI 構文を参照してください。 

検証を実行するには

1. 検証を実行するには、 次のコマンドを使用します。

clilcadm ‐t 

ヒン ト ： 製品キーの検証後の状態と日付 （失効日） を調べるには、 -i オプシ ョ ンを使

用して特定のキーに関する情報を表示します。

認証残り回数を表示するには 

1. 製品のすべてのキーに対する認証残り回数を表示するには、 次のコマンドを使用し

ます。

clilcadm ‐n 

2. 特定のキーに対する認証残り回数を表示するには、 次のコマンドを使用します。

clilcadm ‐n キー 

ヒン ト ： 製品キーを調べるには、 -i オプシ ョ ンを使用してすべてのキーに関する情報

を表示します。 キーの情報を表示するにはを参照してください。

キーを認証するには

1. 次のコマンドを入力します。
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clilcadm ‐a キー 

ヒン ト ： ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ用の追加キーを認証する場合は、

期限なし製品キーが既に存在している必要があ り ます。 追加キーのベンダー ID が、 期

限なしキーのベンダー ID と一致している必要があ り ます。

キーを認証解除するには

1. 次のコマンドを入力します。

clilcadm ‐d キー

ヒン ト ： 製品キーを認証解除する場合、 その製品キーに関連付けられているユーザー

数、 セッシ ョ ン数または使用データの追加キーもすべて自動的に認証解除されます。

認証解除することな くキーを削除するには

場合によっては、 製品を認証解除するこ とな く、 ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用

データのキーおよびそれに関連付けられている追加キーを削除する必要があるかもしれ

ません。 この操作はキーの " ク リ ア " と呼ばれます。

1. 特定のキーをク リ アするには、 次のコマンドを入力します。 キーにはク リ ア対象の

キーを個別に指定します。

clilcadm ‐c キー

2. すべてのキーをク リ アするには、 次のコマンドを使用します。

clilcadm ‐c 

どちらのコマンドでも、 ク リ アの確認メ ッセージを表示しないよ うにする場合は、

"force" パラ メーターを追加できます。

例 ： clilcadm -c force

キーを修復するには

1. 次のコマンドを入力します。

clilcadm ‐e キー

2. コマンド  ウ ィンド ウでは、 これがソフ ト ウェア製品の正規品であるこ とを確認する

メ ッセージが表示されます。 確認したこ とを示す "A" を入力します。 キーの修復が

完了する と、 コマンド  ウ ィンド ウには修復の確認メ ッセージが表示されます。
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メモ ： リモートによる  PowerShell セッシ ョ ンなど、 stdin をサポート しない環境では、 -
ack_repair または -k オプシ ョ ンを追加して、 対話型セッシ ョ ンがないこ とに関するエ

ラーを表示させないよ うにする必要があ り ます。 

ヘルプを表示するには

1. 次のコマンドのいずれかを入力します。

clilcadm ‐<help | h>

clilcadm ? 

別の認証操作

Zen では、 キーの認証および認証解除の代替方法をいくつか提供します。 ただし、 可能

であればオンライン認証を使用して、 Zen を認証してください。 Zen がインス トールさ

れているマシンがリモートによるインターネッ ト  アクセスのみが可能という場合は、

リモートで認証するこ とができます。

ヒン ト ： オンライン認証に関する情報については、 キーを認証するにはを参照してく

ださい。

キーをリモートで認証するには

リモート  データベース  エンジンに接続する場合は、 リモート認証に GUI License 

Administrator を使用するこ と もできます。

1. コマンド  プロンプ トで次のコマンドを入力します。

clilcadm ‐a キー -<server|s> サーバー名 -<username|u> ユーザー名 -<password|p> パス

ワード

Zen がインス トールされているマシンがインターネッ ト  アクセス不可の場合は、 オフ

ライン認証が利用できます。

キーをリモートで認証解除するには

1. コマンド  プロンプ トで次のコマンドを入力します。

clilcadm ‐d キー -<server|s> サーバー名 -<username|u> ユーザー名 -<password|p> パス

ワード

ヒン ト ： 製品キーを認証解除する場合、 その製品キーに関連付けられている追加キー

（ユーザー数、 セッシ ョ ン数または使用データ） もすべて自動的に認証解除されます。
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キーをオフラインで認証するには

Zen が実行しているマシンでインターネッ ト  アクセスできない場合、 オフライン認証

を検討してください。 オフライン認証には、 2 台のマシンを使用して実行する  3 つのタ

スクがあ り ます。 たとえば、 Zen 製品の認証を必要と しますが、 インターネッ トへは接

続できないマシン A があ り、 また、 Zen をインス トールする必要はないものの、 イン

ターネッ ト接続が可能な マシン B がある と します。

タスク  1 - 認証要求データの生成

1. マシン A で、 コマンド  プロンプ トに次のコマンドを入力します。

clilcadm ‐<generate|g> 製品キー 出力ファイル名 .ath 

2. ポータブル記憶装置、 あるいはインターネッ ト接続が可能なマシンによって簡単に

アクセスできる場所にファイルを保存する必要があ り ます。

ヒン ト ： インターネッ ト接続が可能なマシンに Zen がインス トールされていない場合

は、 Zen \bin フォルダーにある  licgetauth.exe ファイルを、 ポータブル記憶装置またはリ

モートの場所へコピーしておく必要もあ り ます。

タスク  2 - 認証要求データの転送、 および認証キー データの取得

1. マシン B で、 認証要求データ  ファ イルを保存したポータブル記憶装置に接続する

か、 あるいは認証要求データ  ファイルを保存した場所にアクセスします。

2. コマンド  プロンプ トで以下のコマンドを入力します。 出力ファイル名 .ath には、

「タスク  1」 の手順 1 で作成したファイルを指定します。

licgetauth.exe 出力ファイル名 .ath 

上記のコマンドは、 キーおよび製品を認証するために使用する認証キー データを取

得します。 認証キー データは、 認証要求ファイルを保存した同じ場所に .pky ファイ

ルと して保存されます。

ヒン ト ： この認証要求データおよび認証キー データ  ファイルをハード  ド ライブに保存

した場合、 これらのファイルはポータブル記憶装置またはリモートの場所にコピーする

必要があ り ます。

タスク  3 - 認証キー データのインス トール

1. マシン A に戻り、 認証キー データを保存したポータブル記憶装置に再度接続、 また

は認証キー データを保存した場所へアクセスします。
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2. コマンド  プロンプ トで以下のコマンドを入力します。 認証ファイル名 .pky には、

「タスク  2」 の手順 2 で作成したファイルを指定します。

clilcadm ‐a 認証ファイル名 .pky 

これで Zen は認証されます。

キーをオフラインで認証解除するには

オフラインによるキーの認証解除については、 弊社テクニカル サポート部門へのご連

絡が必要です。 

手動認証

オンライン、 リモート またはオフラインのいずれの方法でもキーの認証を行う こ とがで

きない場合は、 手動による認証を使用して Zen Enterprise Server、 Cloud Server または  

Workgroup を認証するこ とができます。

手動認証を行うには、 インス トールが正常終了しており、 かつ、 有効な製品キーがある

こ とが前提です。 製品キーがない場合は、 弊社またはソフ ト ウェア ベンダーから入手

するこ とができます。

手動認証でキーを認証する場合は、 手動認証ウ ィザードまたはコマンド  ライン ツール

使用するこ とができます。 手動認証ウ ィザードは Windows および Linux で使用可能な 

GUI アプリ ケーシ ョ ンです。 コマンド ライン ツールの clipaadm は、 サポート されるす

べてのプラ ッ ト フォームで動作します。 どちらの方法も同じ認証手順をガイ ド します。

GUI 手動認証ウィザードでキーを認証するには

1. Zen Enterprise Server、 Cloud Server、 または Workgroup が正常にインス トールされて

いるこ と、 また有効な製品キーがあるこ とを確認してください。

2. エンジンがインス トールされているシステムのコマンド  プロンプ トで、 guipaadm を

入力します。 

3. ウ ィザードが開いたら、 提供されている手順に従います。

コマンド  ライン手動認証ツールでキーを認証するには

コマンド  プロンプ トから手動認証ツールでキーを認証する手順は、 clipaadm で提供さ

れています。
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手動による認証解除

手動による認証解除はできません。 手動認証を利用して認証されたライセンスを認証解

除するには、 弊社までご連絡いただく必要があ り ます。

Notification Viewer

Notification Viewer は、 ライセンス  コンポーネン トによって記録される メ ッセージを表

示するツールです。 このツールは、 注目すべきライセンス  メ ッセージをわかりやすく

通知するこ とを目的と しています。 Notification Viewer は License Administrator の構成要

素ではあ り ませんが、 ライセンスを処理する際に役立つので、 こ こで少し触れておきま

す。

ログ リポジト リでライセンス メ ッセージを見るには

『Advanced Operations Guide』 で以下の ト ピッ クを参照してください。 

• Notification Viewer 

• オペレーティング システムのイベン ト  ログ

• Zen イベン ト  ログ （zen.log）
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Table Editor

以下のト ピッ クでは、 ZenCC Table Editor でテーブルを操作する方法について説明しま

す。

• Table Editor の概念

• Table Editor のグラフ ィ カル ユーザー インターフェイス

• Table Editor 各種作業
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Table Editor の概念

Table Editor の概念について、 以下の項目で説明します。

• 概要

• Table Editor の各ページ

• データ型

• ヌル値

概要

Table Editor は、 Zen Control Center （ZenCC） 内のエディ ター ウ ィンド ウの 1 つです。

Table Editor は、 複数のページを持つ特殊なエディ ターです。 ページは、 エディ ター下

部のタブに表示されます。 このエディ ターを使用すれば、 テーブルの列の追加、 削除ま

たは特性の変更を行う こ とができます。 このテーブルは、 新規作成したものか、 または

編集したい既存のテーブルです。 

Table Editor を使用してテーブルを変更するには、 Zen_Admin グループのメンバーで

あっても、 データベース  エンジンが実行中のマシンでの完全な管理者権限を持ってい

る必要があ り ます。 『Advanced Operations Guide』 のデータベース エンジンの管理者権

限の許可およびデータベース セキュリテ ィを参照してください。

注意！ Table Editor の機能を実行する前に、 DDF （データ定義ファイル） とデータ  ファ

イルをすべてバッ クアップしておいてください。 このツールによ り、 データベース  

テーブル定義およびデータを変更するこ とができます。 不注意に不適切なオプシ ョ ンを

設定したり、 間違ったデータを入力した場合、 ファイルに取り消すこ とのできない変更

を加えてしま う こ とがあ り ます。 バッ クアップを使用すれば、 完全な修復を行う こ とが

できます。 

Table Editor の各ページ

Table Editor には、 作業領域と して使用できる以下のページが表示されます。

• ［列］ ページ

• ［インデックス］ ページ

• ［外部キー］ ページ

• ［SQL ビュー］ ページ
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ページを切り替えるには、 ［Table Editor］ パネル下部の対応するタブをク リ ッ ク します。

メモ ： ページを切り替える前に変更を保存してください。

［列］ ページ

［列］ ページを使用する と、 列の追加、 削除、 変更および主キーの設定を行う こ とがで

きます。 ［列］ ページの領域の説明については、 ［列］ ページを参照してください。 ［列］

ページで実行できるタスクについては、 列のタスクを参照してください。 

［インデックス］ ページ

［インデッ クス］ ページでは、 インデッ クスおよびインデッ クス  セグメン トの追加と変

更ができます。 ［列］ ページで実行できるタスクについては、 インデックスのタスクを

参照してください。

［外部キー］ ページ

［外部キー］ ページでは、 外部キーの追加と変更ができます。 ［列］ ページで実行できる

タスクについては、 外部キーのタスクを参照してください。

［SQL ビュー］ ページ

［SQL ビュー］ ページを使用する と、 テーブルに適用される  CREATE TABLE および 
ALTER TABLE ステート メン ト を表示するこ とができます。 SQL ビューは表示のみであ

るこ とに注意してください。 SQL ステート メン ト を変更するこ とはできませんが、 コ

ピーするこ とはできます。 ［列］ ページで実行できるタスクについては、 SQL ビューの

タスクを参照してください。 

［SQL ビュー］ ページは下で説明するよ うにほかのページで行われた変更を反映しま

す。

CREATE ステート メン ト

CREATE TABLE ステート メン トは、 テーブル作成に使用された SQL を表示します。 ま

だ保存されていない新規テーブルでは、 CREATE TABLE ステート メン トは、 ほかの 3 
つのタブ付きダイアログから編集を実行するのに使用された SQL を反映します。 たと

えば、 MyNewTable という名前の新規テーブルを作成する場合、 SQL ビューにはまず、

以下の CREATE ステート メン トが表示されます。

CREATE TABLE MyNewTable(
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);

［列］ ページで新規テーブルに 2 つの CHAR 列を追加しよ う とする場合、 SQL ビューは

これを  CREATE ステート メン トに反映します。

CREATE TABLE MyNewTable(
"FirstName" CHAR(20),
"LastName" CHAR(30)

);

テーブルが保存されている （既に存在している） 場合には、 CREATE TABLE ステート

メン トは、 そのテーブルを作成した SQL を表示します。 たとえば、 サンプル データ

ベース  Demodata で提供される  Course テーブルを編集しよ う と した場合、 SQL ビューは

以下の CREATE ステート メン ト を表示します。

CREATE TABLE Course(
 "Name" CHAR(7) NOT NULL ,
 "Description" CHAR(50),
 "Credit_Hours" USMALLINT,
 "Dept_Name" CHAR(20) NOT NULL 
);
CREATE INDEX Course_Name ON Course("Name");
CREATE UNIQUE INDEX DeptName ON Course("Dept_Name");

メモ ： テーブルを作成するには、 データベース  セキュ リ ティ  を無効にするか、 データ

ベース  セキュ リ ティのプロパティ  ページで、 お使いのユーザー アカウン トに Create 

Table 権限が設定されている必要があ り ます。

ALTER ステート メン ト

既存のテーブルを編集中の場合、 ALTER TABLE ステート メン トは、 ほかの 3 つの 

Table Editor ページで編集を実行するのにどの SQL ステート メン トが使用されているか

を表示します。 たとえば、 サンプル データベース  Demodata の "Course" テーブルのレ

コードを編集する と します。 ［インデッ クス］ ページで、 "Name" インデッ クス  セグメ

ン トのソート順を昇順から降順に変更します。 SQL ビューは以下の ALTER ステート メ

ン ト を表示します。

DROP INDEX Course.Course_Name;
CREATE INDEX Course_Name ON Course("Name" DESC);

テーブルを保存する と、 未決定の変更がないため ALTER TABLE ステート メン トはク リ

アされます。

データ型

データベース  エンジンで使用できるデータ型の一覧は、 『SQL Engine Reference』 の Zen 
で使用できるデータ型を参照してください。 その一覧にあるデータ型はどれでも使用で
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きる と と もに、 Table Editor の ［列］ ページの ［データ型］ 選択リ ス トにも表示されま

す。

ヌル値

列のヌル属性を変更する機能には以下のよ うな制限があ り ます。 

• ターゲッ ト列では、 主キー / 外部キーの制約を定義するこ とはできません。 

• 旧データ型を新しいデータ型に変換するこ とによって （演算またはサイズの） オー

バーフローが発生する場合、 ALTER TABLE 操作は中止されます。 

• ヌル値を許可する列がヌル値を含む場合、 その列をヌル値を許可しない列に変更す

るこ とはできません。 

キー列のデータ型を変更する必要がある場合は、 インデッ クス  キーを削除し、 データ

型を変更してからキーを再入力するこ とによ り実現できます。 データベース内で関連付

けられているすべてのインデッ クス  キー列が同期がとれているこ とを確認してくださ

い。 

たとえば、 テーブル T1 に主キーがあ り、 このキーがテーブル T2 および T3 の外部キー

によって参照される場合は、 まず外部キーを削除しなければなり ません。 次に、 主キー

を削除し、 3 つの列をすべて同じデータ型で同じサイズに変更する必要があ り ます。 最

後に、 主キーを再入力してから、 外部キーを再入力します。 

ヌル値の詳細については、 以下を参照してください。

• 『Advanced Operations Guide』 の Rebuild ツールの概念

• 『SQL Engine Reference』 の INSERT

• 『Zen Programmer's Guide』 のヌル値
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Table Editor のグラフ ィ カル ユーザー インターフェイ

ス

Table Editor のインターフェイスには、 ページと呼ばれる、 以下の作業領域があ り ます。

• ［列］ ページ

• ［インデックス］ ページ

• ［外部キー］ ページ

• ［SQL ビュー］ ページ

［列］ ページ

［列］ ページは、 列と行がテーブルの中核であるよ うに Table Editor の基本ページと考え

るこ とができます。 次のスク リーンシ ョ ッ トは Table Editor の ［列］ ページを示してい

ます。 スク リーンシ ョ ッ トの下の表では、 各 GUI オブジェク トについて説明します。

画像上のそれぞれの領域をク リ ッ クする とその詳細が表示されます。 

この ［列］ ページで実行するタスクについては列のタスクを参照してください。 

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報

列名 列の名前を入力します。 列名を指定するには

『SQL Engine Reference』 のリ

レーシ ョナル エンジンの制限

『ODBC Guide』 の SQL 文法の

サポート

『Advanced Operations Guide』
の 識別子の制限

（［列］ ページの画像に戻る）
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データ型 列のデータ型を指定します。 『SQL Engine Reference』 の Zen 
で使用できるデータ型

列のデータ型を設定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

サイズ そのデータ型に対して何バイ ト まで許容す
るかを指定します。 暗色表示になっている
セルは、 サイズが適用されていないこ とを
示します。

列のサイズを設定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

桁数 浮動小数点数値の場合、 有効な桁数を指定
します。 暗色表示になっているセルは、 桁
数が適用されていないこ とを示します。

列の桁数を設定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

小数位 浮動小数点数値の場合、 小数点の右側に現
れる有効な桁数を指定します。 暗色表示に
なっているセルは、 小数位が適用されてい
ないこ とを示します。

列の小数位を設定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

ヌル そのデータ型に対してヌル値を許可するか
ど うかを指定します。 グレイの四角 （ ）

は、 そのデータ型にヌルが適用されないこ
とを示します。 チェッ クの入った四角 （ ）

は、 そのデータ型にヌルが許可されるこ と
を示します。

列にヌル値を許可または許可
しない設定をするには

（［列］ ページの画像に戻る）

大小文字無
視

データベース  エンジンがデータベース内で

文字値を検索する場合に、 大文字小文字を
区別するかしないかを指定します。 チェッ
クの入った四角 （ ） は、 大文字小文字を

区別しない値が使用されるこ とを示します。
グレイの四角 （ ） は、 そのデータ型に大

文字小文字の区別が適用されないこ とを示
します。

大文字小文字の区別を列に設
定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

ソート オルタネート  コレーティング シーケンス

（ACS） またはインターナシ ョナル ソート規

則 （ISR） をソートに使用するこ とを指定し

ます。 ACS パス名か ISR 名を含めます。

列の照合順序を設定するには

（［列］ ページの画像に戻る）

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報



178 Table Editor

［インデックス］ ページ

［インデッ クス］ ページを使用する と、 インデッ クスを追加および削除するこ とができ

ます。 ［インデッ クス］ ページについては、 インデッ クスに関して行う作業の中で説明

します。 インデックスのタスクを参照してください。

［外部キー］ ページ

［外部キー］ ページでは、 外部キーの追加と削除を行う こ とができます。 ［外部キー］

ページについては、 外部キーに関して行う作業の中で説明します。 外部キーのタスクを

参照してください。

［SQL ビュー］ ページ

［SQL ビュー］ ページでは、 テーブルの作成または変更に使用する  SQL ステート メン ト

を表示し、 コピーするこ と もできます。 CREATE TABLE パネルには SQL が表示され、

これを使用して同じテーブルを作成するこ とができます。 ALTER TABLE パネルには、

Table Editor を使用して行った既存のテーブルへの変更が反映されます。 テーブルの変

更を保存する と、 ALTER TABLE パネルがク リ アされ、 ALTER ステート メン トはすべ

て CREATE TABLE ステート メン トの一部になり ます。

［SQL ビュー］ ページについては、 SQL ビューに関して行う作業の中で説明します。

SQL ビューのタスクを参照してください。

デフォルト 列のデフォルト値を指定します。 行の SQL 
INSERT を実行した場合に列の値を指定しな

かった場合、 デフォルト値が使用されます。 

列のデフォルト を設定するに
は

（［列］ ページの画像に戻る）

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報
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Table Editor 各種作業

Table Editor では以下のタスクを実行します。 作業は以下のカテゴ リに分かれています。 

メモ ： SQL Editor のクエ リでテーブルを開いている場合は、 そのテーブルの構造への

変更は保存できません。 テーブルを開いている  SQL Editor を閉じて、 変更を保存しま

す。

一般的な作業

一般的な作業は、 このツールの全体的な使用に適用されます。 

はじめに

• 既存テーブルのために Table Editor を起動するには

• 新規テーブルのために Table Editor を起動するには

• 列を操作するには

• インデックスを操作するには

• 外部キーを操作するには

• テーブルに適用可能な SQL ステート メン ト を表示するには

データ

• Table Editor を使ってテーブル データを表示するには

• 未保存の変更されたテーブルを識別するには

• 編集を開始したテーブルの変更を保存するには

カテゴリ 説明

一般的な作業 Table Editor の全般的な使い方

列のタスク ［列］ ページの使用

インデックスのタス
ク

［インデッ クス］ ページの使用

外部キーのタスク ［統計］ ページの使用

SQL ビューのタスク ［SQL ビュー］ ページの使用
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• 編集中のすべてのテーブルの変更を保存するには

• 変更を元に戻す、 または変更をやり直すには

列のタスク

列のタスクは、 ［列］ ページに適用されます。

• 既存の列の間に列を挿入するには

• 最後尾に列を挿入するには

• 単一の列または複数の列を選択するには

• 列を削除するには

• 列名を指定するには

• 列のデータ型を設定するには

• 列のサイズを設定するには

• 列の桁数を設定するには

• 列の小数位を設定するには

• 列にヌル値を許可または許可しない設定をするには

• 大文字小文字の区別を列に設定するには

• 列の照合順序を設定するには

• 列のデフォルト を設定するには

• 列に主キーを設定または削除するには

インデックスのタスク

インデッ クスのタスクは、 ［インデッ クス］ ページに適用されます。

• インデックスを作成するには

• 重複のないインデックスを作成するには

• 部分インデックスを作成するには

• 既存のインデックスを変更するには

• インデックスを削除するには

• インデックス セグメン ト を挿入するには
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• インデックス セグメン ト を変更するには

• インデックスを削除するには

• インデックス セグメン トの順序を変更するには

• インデックスのソート順を指定するには

• インデックスに重複を許可するには

• インデックスを変更可能に指定するには

外部キーのタスク

外部キーのタスクは、 ［外部キー］ ページに適用されます。

• 外部キーを追加するには

• 外部キーを変更するには

• 外部キーを削除するには

SQL ビューのタスク

SQL ビューのタスクは、 ［SQL ビュー］ ページに適用されます。

• SQL ステート メン ト をコピーするには

• SQL ステート メン トのビューを最大化または元に戻すには

全般的な作業

新規テーブルのために Table Editor を起動するには

1. ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （Windows での ZenCC の起動を参

照してください）。

2. Zen エクスプローラーでエンジン ノード とデータベース ノードを展開します。 

3. 新規テーブルを追加するデータベース上で右ク リ ッ ク します。

4. ［新規作成］ > ［テーブル］ をク リ ッ ク し、 新規テーブルの名前を入力します。

ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 

Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。
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同じディ レク ト リに、 ファ イル名が同一で拡張子のみが異なるよ うなファ イルを置

く こ とはできません。 たとえば、 invoice.btr と  invoice.mkd を同じディ レク ト リに置

く こ とはできません。 この制限がある理由は、 本データベース  エンジンがファイル

名の拡張子を無視するので invoice.btr と  invoice.mkd を同じファ イルと認識してしま

うためです。

5. ［完了］ をク リ ッ ク します。

既存テーブルのために Table Editor を起動するには

1. ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （Windows での ZenCC の起動を参

照してください）。

2. Zen エクスプローラーでエンジン ノード とデータベース ノードを展開します。 

3. データベースの下で目的のテーブルを探し、 そのテーブルを右ク リ ッ ク して ［編集］

を選択します。

列を操作するには

1. 既存テーブルのために Table Editor を起動するにはまたは新規テーブルのために 
Table Editor を起動するにはの手順を実行します。

2. 当該テーブルのパネルで、 ［列］ タブをク リ ッ ク します。

インデックスを操作するには

1. 既存テーブルのために Table Editor を起動するにはまたは新規テーブルのために 
Table Editor を起動するにはの手順を実行します。

2. 当該テーブルのパネルで、 ［インデックス］ タブをク リ ッ ク します。

外部キーを操作するには

1. 既存テーブルのために Table Editor を起動するにはまたは新規テーブルのために 
Table Editor を起動するにはの手順を実行します。

2. 当該テーブルのパネルで、 ［外部キー］ タブをク リ ッ ク します。

テーブルに適用可能な SQL ステート メン ト を表示するには

1. 既存テーブルのために Table Editor を起動するにはまたは新規テーブルのために 
Table Editor を起動するにはの手順を実行します。
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2. 当該テーブルのパネルで、 ［SQL ビュー］ タブをク リ ッ ク します。

Table Editor を使ってテーブル データを表示するには

1. 既存テーブルのために Table Editor を起動するにはまたは新規テーブルのために 
Table Editor を起動するにはの手順を実行します。

2. グ リ ッ ド  ウ ィンド ウが表示されない場合は、 ［ウィンドウ］ > ［ビューの表示］ >
［グリ ッ ド］ をク リ ッ ク します。

デフォルトで、 グ リ ッ ドはテーブルのすべてのデータ （SELECT * FROM テーブル ス

テート メン トの結果） を表示します。

注意！ グ リ ッ ドでは、 グ リ ッ ド  セルの値を変更するこ とによ り、 データを変更するこ

とができます。 グリ ッ ドのタスクを参照してください。 

未保存の変更されたテーブルを識別するには

1. Table Editor の最上部にあるタブをよ く見てください。 タブにはこれから作成または

編集するテーブルの名前が表示されます。 列、 インデッ クス、 または外部キーに変

更が加えられたが未保存である場合には、 名前の前にアスタ リ スク （*） が付きま

す。 

編集を開始したテーブルの変更を保存するには

テーブルを保存する と、 操作を元に戻したり、 やり直した りできないので、 注意してく

ださい。

1. ［ファイル］ > ［保存］ をク リ ッ クするか、 または  をク リ ッ ク します。

メモ ： SQL Editor でテーブルが開いている場合は、 テーブル構造への変更は保存でき

ません。 参照しているテーブルを SQL Editor で閉じて、 変更を保存します。

編集中のすべてのテーブルの変更を保存するには

テーブルを保存する と、 操作を元に戻したり、 やり直した りできないので、 注意してく

ださい。

1. ［ファイル］ > ［すべて保存］ をク リ ッ ク します。
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メモ ： SQL Editor でテーブルが開いている場合は、 テーブル構造への変更は保存でき

ません。 参照しているテーブルを  SQL Editor で閉じて、 変更を保存します。

変更を元に戻す、 または変更をやり直すには

1. ツールバーで  をク リ ッ クする と操作を元に戻し、  をク リ ッ クする と操作をやり

直します。

最後に保存してから複数の操作を行った場合は、 ［元に戻す］ または ［やり直す］

ツールバー ボタンを繰り返し ク リ ッ ク して ください。 ［元に戻す］ または ［やり直

す］ 操作がそれ以上ない場合、 ツールバー ボタンは無効になり ます。

テーブルを保存する と、 操作を元に戻したり、 やり直したりできないので、 注意し

てください。

列のタスク

既存の列の間に列を挿入するには

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 新しい列を挿入する場所の上の既存の列行を右ク リ ッ ク します。

3. ［列の追加］ をク リ ッ ク します。

既存の列行の上に新規行が表示されます。 挿入された列のデフォルトの名前は " 列

_n" です。 "n" は自動的に 1 つずつ増加する番号です。 最初に挿入した列は column0、
2 番目は column1 とい う具合です。

ヒン ト ： 既存の列行をク リ ッ ク し、 次に Ctrl+Insert キーを押すか  をク リ ッ ク して

列を挿入するこ と もできます。 たとえば、 どちらかの操作を繰り返すと一連の列を挿入

するこ とができます。

4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

最後尾に列を挿入するには

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。
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2. 既存の最後の列行の下の空白行の任意の場所を右ク リ ッ ク し、 次に ［列の追加］ を

ク リ ッ ク します。

または

既存の最後の列行の下にある空行の ［列名］ をク リ ッ ク し、 列の名前を入力します。

挿入された列のデフォルトの名前は " 列 _n" です。 "n" は自動的に 1 つずつ増加する

番号です。 最初に挿入した列は column0、 2 番目は column1 という具合です。 

ヒン ト ： 最後の行で  をク リ ッ クするか、 Ctrl+Insert キーを押して、 列を挿入する

こ と もできます。 

たとえば、 どちらかの操作を繰り返すと一連の列を挿入するこ とができます。 挿入操作

は、 最後尾に新しい列を自動的に追加します。 

3. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

単一の列または複数の列を選択するには

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の  （その列行の最も左にある列選択アイコン） をク リ ッ ク します。

複数の列を選択するには、 Shift または Ctrl キーを押したままにし、 次に目的の追

加列の  をク リ ッ ク します。

列を削除するには

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列行の任意の場所を右ク リ ッ ク します。

3. ［列の削除］ をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： 既存の列行をク リ ッ ク し、 次に Ctrl+Delete キーを押すか  をク リ ッ ク して

列を削除するこ と もできます。

複数の列行を選択するこ とによ り、 複数の列を削除するこ と もできます。 単一の列

または複数の列を選択するにはを参照してください。
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4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列名を指定するには

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［列名］ セルをク リ ッ ク します。

3. 既存の列名を削除します。

4. 名前を入力します。

ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 

Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。

また、 原則と して列名に予約語を使用しないでください。 『SQL Engine Reference』

の 予約語を参照してください。 『ODBC Guide』 の SQL 文法のサポート も参照して

ください。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列のデータ型を設定するには

列のデータ型を変更する と、 データベースのデータは変換されます。 データ型の一覧

は、 『SQL Engine Reference』 の Zen で使用できるデータ型を参照してください。

列のデータ型を変更する と、 サイズ、 小数位、 桁数、 デフォルト、 および照合順序に、

そのデータ型のデフォルトが設定されます。

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［データ型］ セルをク リ ッ ク します。

3. データ型のリ ス ト を開きます （  をク リ ッ ク します）。

4. 目的のデータ型までスクロールします。 目的のデータ型の最初の文字を入力して

データ型をスクロールするこ と もできます。 最初の文字を繰り返し入力する と、 そ

の文字で始まるデータ型にそれぞれスクロールします。

5. 目的のデータ型をク リ ッ ク します。 
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6. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

メモ ： デフォルト値を含む列のデータ型を変更する と、 デフォルト値がク リ アされ、

必要に応じ値がリセッ ト されます。

列のサイズを設定するには

次のデータ型では、 列のサイズを小さ くする とデータは切り捨てられます。

• CHAR

• NUMERIC

• VARCHAR

1. Table Editor の ［列］ ページをアクティブにしておいてください。 必要に応じて、 列

を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［サイズ］ セルをク リ ッ ク します。

CHAR 型のよ うな、 設定可能なデータ型についてのみサイズを設定するこ とができ

ます。 サイズ設定が可能でない場合は、 グ リ ッ ド  セルが暗色表示され、 編集するこ

とはきません。

3. 既存の値を削除します。

4. 新しい値を入力します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列の桁数を設定するには

浮動小数点数値の場合、 桁数には有効桁数を指定します。 

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［桁数］ セルをク リ ッ ク します。

DECIMAL 型のよ うな桁数が設定可能なデータ型でのみ、 桁数を設定するこ とがで

きます。 桁数設定が可能でない場合は、 グ リ ッ ド  セルが暗色表示され、 編集するこ

とはきません。
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3. 既存の値を削除します。

4. 新しい値を入力します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列の小数位を設定するには

浮動小数点数値の場合、 小数位には、 小数点の右側に現れる有効桁数を指定します。 

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［小数位］ セルをク リ ッ ク します。

NUMERIC 型のよ うな小数位が設定可能なデータ型のみ、 小数位を設定するこ とが

できます。 小数位設定が可能でない場合は、 グ リ ッ ド  セルが暗色表示され、 編集す

るこ とはきません。

3. 既存の値を削除します。

4. 新しい値を入力します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列にヌル値を許可または許可しない設定をするには

ヌル値についての詳細は、 『Advanced Operations Guide』 の Rebuild ツールの概念、 『SQL 

Engine Reference』 の INSERT、 および 『Zen Programmer's Guide』 の ヌル値を参照して

ください。 これらのマニュアルは Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［ヌル］ セルのオプシ ョ ン ボッ クスをク リ ッ ク します。



Table Editor 189

設定可能なデータ型についてのみヌル値を許可するこ とができます。 グレイの四角

は、 そのデータ型にヌル値が適用されないこ とを示します。

ヌル値も参照してください。

3. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

大文字小文字の区別を列に設定するには

キーでオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を使用する場合、 大文字と小

文字の区別は適用されません。 大文字と小文字の区別は指定できず、 また、 ACS も使

用できません。

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［大小文字無視］ セルのオプシ ョ ン ボッ クスをク リ ッ ク します。

設定可能なデータ型についてのみ照合順序を設定するこ とができます。 グレイの四

角は、 そのデータ型に大文字小文字の区別が適用されないこ とを示します。 

オプシ ョ ン 
ボックスの状
態

説明

ヌル値が指定されて
いる

ヌル値が許可されて
いるが指定されてい
ない

ヌル値は適用されな
い

オプシ ョ ン 
ボックスの状
態

説明

大文字小文字
無視

大文字小文字
を区別
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デフォルトで、 Zen は、 文字列キーを並べ替える際に大文字と小文字を区別します。

並べ替えによ り大文字は小文字よ り前になり ます。 大文字小文字を無視するよ うに

指定する と、 値は大文字小文字に関係なく並べ替えられます。 

3. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列の照合順序を設定するには

照合順序についての詳細は、 『Advanced Operations Guide』 の Maintenance ツールを使

用した Btrieve データ  ファイルの操作、 および 『Zen Programmer's Guide』 のオルタネー

ト  コレーティング シーケンスを参照してください。 これらのマニュアルは Zen 開発者

用ドキュ メン トに含まれています。

オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） またはインターナシ ョナル ソート規

則 （ISR） を使用する場合、 大文字と小文字の区別を指定するこ とはできません。 キー

で ACS または ISR を使用する場合、 大文字と小文字の区別は適用されません。

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の ［照合］ セルをク リ ッ ク します。

設定可能なデータ型についてのみ ACS または ISR を設定するこ とができます。 照合

順序設定が可能でない場合は、 グ リ ッ ド  セルが暗色表示され、 照合を編集できませ

ん。

3. 既存の値がある場合は削除します。

4. ACS パス名か ISR 名を入力します。

Zen のインス トール先の Samples フォルダーには、 サンプルの upper.alt とい う  ACS 

ファイルが同梱されています。 このファイルを使用するには、 「file_path\Zen\
samples\upper.alt」 と入力します。

大文字小文字
の区別は適用
されない

オプシ ョ ン 
ボックスの状
態

説明
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upper.alt は、 ソートする際に大文字と小文字を同等に扱います。 たとえば、 データ

ベースに abc、 ABC、 DEF、 Def とい う値がこの順序で挿入されている場合、 upper.alt を

使ってソートする と、 abc、 ABC、 DEF、 Def のよ うに返されます （値 abc と  ABC、 DEF と  
Def は同じものと判断され、 これらは挿入された順序で返されます）。 標準の ASCII 

ソートでは、 大文字は小文字の前に配列されており、 ソート結果は ABC、 DEF、 Def、

abc とな り ます。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

列のデフォルト を設定するには

列に値が指定されない場合、 行の SQL INSERT にはデフォルト値が使用されます。 特

定のスカラー関数を設定して、 特定のデータ型のデフォルト とするこ とができます。 

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 列を操作

するにはを参照してください。

2. ［デフォルト ］ 列内で、 目的の列のセルをク リ ッ ク します。

3. デフォルト を変更するには、 既存の値を削除し、 新しい値を入力します。 

選択したスカラー関数がデータ型に適用できない場合は、 グ リ ッ ド  セルで入力が受

け付けられません。 次の表では、 日付値やタイムスタンプ値を対象と したスカラー

関数とデータ型の互換性を示します。 

データ型 スカラー関数

DATE • CURDATE()

• NOW()

TIME • CURTIME()

• NOW()

タイム スタン

プ型

• CURRENT_TIMESTAMP()

• NOW()

• SYSDATETIME()

• SYSUTCDATETIME()

メモ ： 関数名は大文字と小文字を区別しません。 NOW() と  now() は同等です。 空のかっ

こが必要であるこ とに注意してください。
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4. Table Editor で別のページへ切り替える場合は、 その前にファイルを保存してくださ

い。

メモ ： スカラー関数をデフォルト と して使用したと きに、 その関数で返される値を保

持できないデータ型であった場合は、 Insert オペレーシ ョ ンでデータの切り詰め （切り

捨て） に関する警告が返されるこ とがあ り ます。 たとえば、 DATE 型の列に NOW() を

デフォルト と して設定する と、 戻り値の時刻部分は切り捨てられます。 この警告があっ

ても、 切り詰められた値は正し く挿入できています。

列に主キーを設定または削除するには

ヌル値を許可している列には主キーは設定できないので注意してください。

1. Table Editor の ［列］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必要に応

じて、 列を操作するにはを参照してください。

2. 目的の列の  （その列行の最も左にある列選択アイコン） をク リ ッ ク します。

複数の列を選択するには、 Shift または Ctrl キーを押したままにし、 次に目的の追

加列の  をク リ ッ ク します。

3.  （主キー アイコン） をク リ ッ ク します。

その列 （単独または複数） が主キーではない場合、 この操作はその列を主キーに設

定します。 

その列、 または複数の列を選択した場合に列の中のいくつかが既に主キーの場合、

この操作によってすべての列の設定が削除されます。 

たとえば、 既に列 1 が主キーであるが、 列 1、 2、 3 を主キーにしたいと します。 Ctrl 
キーを押し、 押したまま列 1、 2、 3 をク リ ッ ク します。 主キー アイコンをク リ ッ ク

する と、 主キーは列 1 から削除されますが、 列 2 と列 3 には追加されません。 主

キー アイコンをも う一度ク リ ッ クする と、 列 1、 2、 3 が主キーと して示されます。

4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。
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インデックスのタスク

インデックスを作成するには

作成されたテーブルに IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列がある

と、 テーブルにはこれらの列で自動的に作成される一意のインデッ クスが追加されま

す。 これらの列のいずれにも  2 番目のインデッ クスを作成するこ とはできません。 ただ

し、 その列が複数セグメン トのインデッ クスの一部と して含まれている場合は作成でき

ます。 『SQL Engine Reference』 の AUTOINCREMENT も参照してください。

Table Editor では、 テーブルを保存していなければ、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 ま

たは BIGIDENTITY 列をインデッ クス  リ ス トに含めるこ とができます。 ただし、 テー

ブルを保存しよ う とする とデータベース  エンジンがエラーを返します。 この列を リ ス

トから削除する と、 テーブルを保存するこ とができます。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. ［追加］ をク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クスの新規作成］ ダイアログで、 新しいインデッ クスの名前を入力した

ら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 

Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。

新しいインデッ クスがインデッ クス  リ ス トに表示され、 ［インデッ クス  セグメン ト

の詳細］ が表示されます。 列リ ス トの最初の列が設定されているのに注目してくだ

さい。 

メモ ： 新規インデッ クスは、 デフォルトで標準と して作成されます。
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4. 列 リ ス トで、 インデッ クスまたはインデッ クス  セグメン トに指定する列を選択しま

す。

注意！ インデッ クスには、 少なく と も  1 つの列を指定する必要があ り ます。 インデッ

クスに列を指定しないと、 先頭列が選択されたままになり ます。

デフォルトのソート順は昇順です。 ソート順を降順にする必要がある場合は、 変更

する列のソート順で " 降順 " を選択します。

メモ ： LONGVARBINARY など、 データ型によってはインデッ クスに使用できないも

のがあ り ます。 そのよ うなデータ型の列は選択できません。

5. リ ス トから列を選択する操作を続けてすべてのセグメン ト を追加します。

1 つの列はインデッ クスに 1 度しか選択できません。 選択する と、 その列は選択リ

ス トから除外されます。 これは、 その列が既にインデッ クスに指定されたためです。

6. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

『Zen Programmer's Guide』 のインデックスの作成 も参照してください。 このマニュ

アルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

重複のないインデックスを作成するには

作成されたテーブルに IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列がある

と、 テーブルにはこれらの列で自動的に作成される一意のインデッ クスが追加されま

す。 これらの列のいずれにも  2 番目のインデッ クスを作成するこ とはできません。 ただ

し、 その列が複数セグメン トのインデッ クスの一部と して含まれている場合は作成でき

ます。

Table Editor では、 テーブルを保存していなければ、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 ま

たは BIGIDENTITY 列をインデッ クス  リ ス トに含めるこ とができます。 ただし、 テー

ブルを保存しよ う とする とデータベース  エンジンがエラーを返します。 この列を リ ス

トから削除する と、 テーブルを保存するこ とができます。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. ［追加］ をク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クスの新規作成］ ダイアログで、 新しいインデッ クスの名前を入力した

ら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 
Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。

新しいインデッ クスがインデッ クス  リ ス トに表示され、 ［インデッ クス  セグメン ト

の詳細］ が表示されます。

メモ ： 新規インデッ クスは、 デフォルトで標準と して作成されます。

4. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ で ［一意］ を選択して、 インデッ クスを一意に

指定します。

［一意］ を選択する と重複可能性が無効になり、 重複が禁止されます。

列リ ス トの最初の列が設定されているのに注目してください。

5. 列 リ ス トで、 インデッ クスまたはインデッ クス  セグメン トに指定する列を選択しま

す。

注意！ インデッ クスには、 少なく と も  1 つの列を指定する必要があ り ます。 インデッ

クスに列を指定しないと、 先頭列が選択されたままになり ます。

デフォルトのソート順は昇順です。 ソート順を降順にする必要がある場合は、 変更

する列のソート順で降順を選択します。

メモ ： LONGVARBINARY など、 データ型によってはインデッ クスに使用できないも

のがあ り ます。 そのよ うなデータ型の列は選択できません。

6. リ ス トから列を選択する操作を続けてすべてのセグメン ト を追加します。

1 つの列はインデッ クスに 1 度しか選択できません。 選択する と、 その列は選択リ

ス トから除外されます。 これは、 その列が既にインデッ クスに指定されたためです。

7. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。
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『Zen Programmer's Guide』 のインデックスの作成 も参照してください。 このマニュ

アルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

部分インデックスを作成するには

作成されたテーブルに IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列がある

と、 テーブルにはこれらの列で自動的に作成される一意のインデッ クスが追加されま

す。 これらの列のいずれにも  2 番目のインデッ クスを作成するこ とはできません。 ただ

し、 その列が複数セグメン トのインデッ クスの一部と して含まれている場合は作成でき

ます。 『SQL Engine Reference』 の AUTOINCREMENT も参照してください。

Table Editor では、 テーブルを保存していなければ、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 ま

たは BIGIDENTITY 列をインデッ クス  リ ス トに含めるこ とができます。 ただし、 テー

ブルを保存しよ う とする とデータベース  エンジンがエラーを返します。 この列を リ ス

トから削除する と、 テーブルを保存するこ とができます。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. ［追加］ をク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クスの新規作成］ ダイアログで、 新しいインデッ クスの名前を入力した

ら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 
Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。

新しいインデッ クスがインデッ クス  リ ス トに表示され、 ［インデッ クス  セグメン ト

の詳細］ が表示されます。

メモ ： 新規インデッ クスは、 デフォルトで標準と して作成されます。

4. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ で ［部分］ を選択して、 部分インデッ クスに指

定します。

列リ ス トの最初の列が設定されているのに注目してください。
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5. 列 リ ス トで、 インデッ クスまたはインデッ クス  セグメン トに指定する列を選択しま

す。

注意！ インデッ クスには、 少なく と も  1 つの列を指定する必要があ り ます。 インデッ

クスに列を指定しないと、 先頭列が選択されたままになり ます。

デフォルトのソート順は昇順です。 ソート順を降順にする必要がある場合は、 変更

する列のソート順で降順を選択します。

メモ ： 部分インデッ クスでは、 CHAR または VARCHAR データ型の列で、 インデッ ク

スの唯一のセグメン ト またはインデッ クスの最後のセグメン ト と して指定する という制

限があ り ます。

6. リ ス トから列を選択する操作を続けてすべてのセグメン ト を追加します。

1 つの列はインデッ クスに 1 度しか選択できません。 選択する と、 その列は選択リ

ス トから除外されます。 これは、 その列が既にインデッ クスに指定されたためです。

7. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

『Zen Programmer's Guide』 のインデックスの作成 も参照してください。 このマニュ

アルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

既存のインデックスを変更するには

データベース  エンジンは、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列イ

ンデッ クスおよび主キー インデッ クスなどのいくつかのインデッ クスを作成します。

これらのインデッ クスは読み取り専用で、 変更できません。

Table Editor では、 テーブルを保存していなければ、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 ま

たは BIGIDENTITY 列をインデッ クス  リ ス トに含めるこ とができます。 ただし、 テー
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ブルを保存しよ う とする とデータベース  エンジンがエラーを返します。 この列を リ ス

トから削除する と、 テーブルを保存するこ とができます。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ で、 セグメン トの詳細を変更します。

4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックスを削除するには

データベース  エンジンは、 IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列イ

ンデッ クスおよび主キー インデッ クスなどのいくつかのインデッ クスを作成します。

これらのインデッ クスは読み取り専用で、 削除できません。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

3. インデッ クス  リ ス トで削除するインデッ クスを選択し、 ［削除］ をク リ ッ ク します。

4. 削除の確認で ［はい］ をク リ ッ ク します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックス セグメン ト を挿入するには

セグメン トの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 のセグメン ト化 を参照してく

ださい。 このマニュアルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。
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作成されたテーブルに IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列がある

と、 テーブルにはこれらの列で自動的に作成される一意のインデッ クスが追加されま

す。 これらの列のいずれにも  2 番目のインデッ クスを作成するこ とはできません。 ただ

し、 その列が複数セグメン トのインデッ クスの一部と して含まれている場合は作成でき

ます。 『SQL Engine Reference』 の AUTOINCREMENT も参照してください。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

［インデッ クス  セグメン トの詳細］ が表示され、 選択したインデッ クス  セグメン ト

が リ ス ト されます。

3. 最初の空のセルをク リ ッ ク し、 次に列のリ ス ト を開きます （  をク リ ッ ク します）。

4. リ ス トから、 セグメン トに指定したい列をク リ ッ ク します。

メモ ： LONGVARBINARY など、 データ型によってはインデッ クスに使用できないも

のがあ り ます。 そのよ うなデータ型の列は選択できません。

デフォルトのソート順は昇順です。 ソート順を降順にする必要がある場合は、 変更

する列のソート順で降順を選択します。

5. リ ス トから列を選択する操作を続けてすべてのセグメン ト を追加します。

1 つの列はインデッ クスに 1 度しか選択できません。 選択する と、 その列は選択リ

ス トから除外されます。 これは、 その列が既にインデッ クスに指定されたためです。

6. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。
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インデックス セグメン ト を変更するには

セグメン トの詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 のセグメン ト化 を参照してく

ださい。 このマニュアルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

作成されたテーブルに IDENTITY、 SMALLIDENTITY、 または BIGIDENTITY 列がある

と、 テーブルにはこれらの列で自動的に作成される一意のインデッ クスが追加されま

す。 これらの列のいずれにも  2 番目のインデッ クスを作成するこ とはできません。 ただ

し、 その列が複数セグメン トのインデッ クスの一部と して含まれている場合は作成でき

ます。 『SQL Engine Reference』 の AUTOINCREMENT も参照してください。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ 領域の ［列］ セルで目的のセグメン ト をク リ ッ

ク し、 次に列のリ ス ト を開きます （  をク リ ッ ク します）。

4. 列 リ ス トで、 インデッ クス  セグメン ト と して指定した目的の列をク リ ッ ク します。

メモ ： LONGVARBINARY など、 データ型によってはインデッ クスに使用できないも

のがあ り ます。 そのよ うなデータ型の列は選択できません。

デフォルトのソート順は昇順です。 ソート順を降順にする必要がある場合は、 変更

する列のソート順で降順を選択します。

5. すべてのセグメン トの変更を終えるまで、 リ ス トから列を選択する操作を続けます。

1 つの列はインデッ クスに 1 度しか選択できません。 選択する と、 その列は選択リ

ス トから除外されます。 これは、 その列が既にインデッ クスに指定されたためです。
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6. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックス セグメン ト を削除するには

メモ ： 各インデッ クスは、 少なく と も  1 つのセグメン ト を必要と します。 セグメン ト

が 1 つだけのインデッ クスを削除するには、 インデッ クスそのものを削除します。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

［インデッ クス  セグメン トの詳細］ が表示され、 指定したすべてのインデッ クス  セ
グメン トが リ ス ト されます。

3. 目的のインデッ クス  セグメン ト をク リ ッ ク します。

4. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ の列リ ス トで削除するインデッ クス  セグメン ト

を選択し、 ［削除］ をク リ ッ ク します。 

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックス セグメン トの順序を変更するには

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ で、 順序を変更するインデッ クス  セグメン ト を

ク リ ッ ク します。
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4. セグメン ト  グループの先頭方向へセグメン ト を移動するには ［上へ］ をク リ ッ ク

し、 末尾方向へ移動するには ［下へ］ をク リ ッ ク します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックスのソート順を指定するには

ソート順の詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 のソート順序を参照してくださ

い。 このマニュアルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

インデッ クス  セグメン トの詳細が表示されます。

3. ソート列のセルをク リ ッ ク し、 次にソート順選択のリ ス ト を開きます （  をク リ ッ

ク します）。

4. ソート順リ ス トから ［昇順］ または ［降順］ を選択します。

インデッ クス  セグメン ト作成時のデフォルトのソート順は昇順です。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックスに重複を許可するには

重複の詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 の重複可能性を参照してください。

このマニュアルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

インデッ クス  セグメン トの詳細が表示されます。

3. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ でほかのオプシ ョ ン （［部分］ または ［標準］）

を選択して、 ［一意］ オプシ ョ ンをク リ アします。

メモ ： デフォルトでは、 インデッ クスは標準で作成され、 重複を許可します。
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4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

インデックスを変更可能に指定するには

変更可能性の詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 の変更可能性を参照してくだ

さい。 このマニュアルは、 Zen 開発者用ドキュ メン トに含まれています。

1. Table Editor の ［インデッ クス］ ページがアクティブであるこ とを確認してくださ

い。 必要に応じて、 インデックスを操作するにはを参照してください。

2. インデッ クス  リ ス ト内の目的のインデッ クスをク リ ッ ク します。

3. ［インデッ クス  セグメン トの詳細］ で、 ［変更を許可する］ オプシ ョ ンをク リ ッ ク し

ます。

チェッ クマークの付いたボッ クスは、 そのインデッ クスが変更可能であるこ とを示

します。 チェッ クマークが付いていないのは、 そのインデッ クスが変更不可能であ

るこ とを示します。 

すべての SQL データ型のデフォルトでは、 インデッ クス列は変更可能です。

4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン 
ボックスの状
態

説明

値は変更可能

値は変更不能

変更可能性は適用
されない
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外部キーのタスク

外部キーを追加するには

データベースに主キーを持つテーブルが少なく と も  1 つないと、 外部キーを追加するこ

とはできません。

1. Table Editor の ［外部キー］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必

要に応じて、 外部キーを操作するにはを参照してください。

2. ［追加］ をク リ ッ ク します。

3. 新しい外部キーの名前を入力します。

ヒン ト ： データベース  オブジェク トの長さ と無効な文字の一覧については、『Advanced 

Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。

新しい外部キーが外部キー リ ス トに表示され、 詳細も表示されます。

5. ［主テーブルの選択］ で  をク リ ッ ク して、 主テーブルと して指定できるテーブル

のリ ス ト を表示します。
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6. リ ス ト内で目的のテーブルをク リ ッ ク します （主キーを持つテーブルのみがリ ス ト

に表示されます）。

テーブルの主フ ィールドが ［主テーブル フ ィールド］ 列に表示されます。

7. 主テーブルのフ ィールドを持つ外部テーブルのフ ィールド と合致させます。

［主テーブル フ ィールド］ の対応する列のために ［外部テーブル フ ィールド］ 列で

空のセルをク リ ッ ク し、 次に  をク リ ッ ク して許可可能なフ ィールドのリ ス ト を

表示します。

メモ ： フ ィールドのデータ型とサイズが一致している必要があ り ます。 外部テーブル 

フ ィールドのリ ス トには、 主テーブル フ ィールド と同じデータ型およびサイズの

フ ィールドのみが含まれています。

8. リ ス ト内の目的のフ ィールドをク リ ッ ク します。

9. 手順 7 および 8 を繰り返して、 ［主テーブル フ ィールド］ 列にリ ス ト されている

フ ィールドが ［外部テーブル フ ィールド］ 列と一致するよ うにします。

10. 参照整合性規則と して ［制限の削除］ または ［カスケードの削除］ のいずれかのオ

プシ ョ ンをク リ ッ ク します。

Zen では、 自己参照するテーブルに対し、 循環するカスケード削除を使用できます。

このため、 削除カスケードは慎重に使用してください。 『Advanced Operations Guide』
の削除制限および削除カスケードを参照してください。 

11. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。
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外部キーを変更するには

1. Table Editor の ［外部キー］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必

要に応じて、 外部キーを操作するにはを参照してください。

2. 外部キー リ ス ト内の目的の外部キーをク リ ッ ク します。

3. 外部キーの詳細リ ス トで、 主テーブルの選択、 外部テーブル フ ィールド と主テーブ

ル フ ィールドの一致、 および参照整合性規則の設定を行います。

外部キーを追加するにはの手順 5 から  10 を参照してください。

4. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

外部キーを削除するには

1. Table Editor の ［外部キー］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。 必

要に応じて、 外部キーを操作するにはを参照してください。

2. 外部キー リ ス ト内の目的の外部キーをク リ ッ ク します。

3. ［削除］ をク リ ッ ク します。

4. 削除の確認で ［はい］ をク リ ッ ク します。

5. Table Editor でページを変更する前に、 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クするか、 ま

たは  をク リ ッ ク します。

［SQL ビュー］ のタスク

SQL ステート メン ト をコピーするには

1. Table Editor の ［SQL ビュー］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。

必要に応じて、 テーブルに適用可能な SQL ステート メン ト を表示するにはを参照

してください。

2. カーソルを目的のステート メン ト  ビュー、 CREATE ステート メン ト または ALTER 
ステート メン トに位置付けます。

3. マウスを使用して目的のテキス ト を選択します。

ヒン ト ： Ctrl+A キーを押すと、 テキス ト全部を選択するこ とができます。
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4. 右ク リ ッ ク してから、 ［コピー］ をク リ ッ クするか、 Ctrl+C キーを押します。

SQL ステート メン トのビューを最大化または元に戻すには

1. Table Editor の ［SQL ビュー］ ページがアクティブであるこ とを確認してください。

必要に応じて、 テーブルに適用可能な SQL ステート メン ト を表示するにはを参照

してください。

2. CREATE ステート メン ト  または ALTER ステート メン トのビューで、 ビューの右上

隅にあるアイコンをク リ ッ ク します。 

アイコ
ン

操作

ステート メン ト  ビューを最大化します。

ステート メン ト  ビューを最大化する前の

サイズに戻します。
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SQL Editor

以下のト ピッ クでは、 Zen の構造化問い合わせ言語で SQL Editor を使用する方法につい

て説明します。

• SQL Editor の概念

• 共通 SQL オブジェク トで作業する

• Table Editor の ［SQL ビュー］ タブでの SQL Editor の使用

• SQL Editor の各種作業
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SQL Editor の概念

概要

SQL Editor は、 Zen Control Center （ZenCC） 内のエディ ターの 1 つです。 このエディ

ターを使用する と、 Zen データベースで、 SQL （構造化問い合わせ言語） ステート メン

ト を実行するこ とができます。 SQL を使用して、 データベースのデータを取得、 作成、

変更または削除するこ とができますが、 これらの操作を行うデータベース権限が必要で

す。 

使用する可能性がある  SQL ステート メン トについては、 『SQL Engine Reference』 で説明

しています。 特に、 Zen の SQL 文法を参照してください。

注意！ SQL Editor を使用する前に、 DDF （データ定義ファイル） とデータ  ファイルを

すべてバッ クアップしておいてください。 このツールによ り、 データベース  テーブル

定義およびデータを変更するこ とができます。 ファ イルを不注意に変更してしまい、 元

に戻せないこ とがあ り ます。 バッ クアップを行っていれば、 完全に修復するこ とができ
ます。 

ステート メン ト区切り文字

SQL Editor では、 1 つのステート メン トの終わり と別のステート メン トの始ま り を区別

する方法が必要になり ます。 ステート メン ト を分ける方法と して、 各ステート メン トの

終わりにステート メン ト区切り文字を置きます。 SQL Editor はシャープ記号 （#） とセ

ミ コロン （;） のみをステート メン ト区切り文字と して受け付けます。 SQL ステート メ

ン トの区切り文字を選択するにはを参照してください。
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テンポラ リ  テーブルを使用していない場合は、 一連の SQL ステート メン ト内で単一の

区切り文字のみを使用するこ と もできますし、 混在させて使用するこ と もできます。 一

部のステート メン トはシャープ記号で、 それ以外のステート メン トはセ ミ コロンで終わ

らせるこ とができます。

テンポラ リ  テーブルは 1 個のシャープ記号 （#）、 または 2 個のシャープ記号 （##） で

始ま り ます。 テンポラ リ  ファイルを使用する場合、 シャープ記号をステート メン ト区

切り文字と して使用するこ とはできません。 代わりに、 セ ミ コロンを使用してくださ

い。

制限事項

次の操作と  SQL ステート メン トは SQL Editor ではサポート されません。

• データベースの作成

• 動的パラ メーターの使用 （疑問符で示される）

• COMMIT と  START TRANSACTION

• データベース  コードページ外の文字が含まれるビュー、 ス ト アド  プロシージャ、

ユーザー定義関数、 またはト リガーの編集これらは削除し、 編集済みのソース  ファ

イルから再度入力する必要があ り ます。

ステート メン トの結果を表示する

SQL Editor は、 以下の ZenCC ウ ィンド ウ  ビューに SQL ステート メン トの実行結果を表

示します。

• グ リ ッ ド

• テキス ト

さ らに、 デフォルトで、 ［アウ ト ラ イン］ タブには SQL Editor の SQL ステート メン ト

を、 よ り短いステート メン ト と して表示します。

グリ ッ ド  ウィンドウ ビュー

ZenCC は SQL Editor で個々の SQL ステート メン ト を実行するコマンドを提供し、 結果

をグ リ ッ ド  ビューに表示できるよ うにします。 このコマンドは ［グリ ッ ドに実行］ と

呼ばれ、 ［SQL］ メニュー、 ツールバー ボタン、 アウ ト ラ イン ビューから実行できま

す。
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グリ ッ ド  ウィンドウの確認

グ リ ッ ド  ウ ィンド ウ  ビューでは、 テーブルの列とデータを表示します。 グ リ ッ ドでは、

SQL SELECT ステート メン トで返される結果を表示するのにスプレッ ドシート  フォー

マッ ト を使用します。 

データの修正および行の追加 

グ リ ッ ドでは、 グ リ ッ ド  セルの値を編集するこ とによ り、 データベースのデータを直

接変更するこ とができます。 グ リ ッ ドを使用してテーブルに行を追加するこ と もできま

す。 データベースのデータを変更するにはテーブルの適切な権限が必要です。

ZenCC ウィンドウ ビューの初期設定を行うには、 グリ ッ ドのタスク、 および権限の割

り当て作業を参照してください。

影響を受けるレコード とスクロール

グ リ ッ ドは結果をローカルにキャ ッシュし、 最初に 100 レコードを取得します。 グ リ ッ

ドはその縦のサイズに収まる数のレコードを表示します。

垂直スクロール バーを使用してスクロールする と、 さ らにレコードが取得され、 グ

リ ッ ドに表示されます。 取得したレコード数は、 メ イン ウ ィンド ウの右下隅に表示さ

れます。
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最下部までスクロールする と、 このフェッチした行を示す欄には SQL ステート メン ト

が返した総レコード数が表示されます。 

テキスト  ウィンドウ ビュー

ZenCC は SQL Editor で個々の SQL ステート メン ト を実行するコマンドを提供し、 結果

をテキス ト  ビューに表示できるよ うにします。 このコマンドは ［テキストに実行］ と

呼ばれ、 ［SQL］ メニュー、 ツールバー ボタンから実行できます。

ウ ィンド ウ  ビューは、 SELECT ステート メン ト以外の SQL ステート メン トの結果の表

示に自動的に使用されます。 たとえば、 いくつかのレコードを削除しよ う と して SQL 

Editor に DELETE ステート メン ト を入力したと します。 メニュー コマンドの ［グリ ッ

ドに実行］ を選択する と、 SQL Editor はその結果をグ リ ッ ド  ウ ィンド ウではな く 、 テ

キス ト  ウ ィンド ウに返します。 

すべてのステート メン ト を  SQL Editor で順に実行するコマンド もあ り ます。 このコマ

ンドは ［すべての SQL ステート メン ト を実行］ と呼ばれ、 ［SQL］ メニュー、 ツール

バー ボタン、 アウ ト ラ イン ビューから実行できます。 このコマンドの結果は、 SQL 
Editor のステート メン トに関わらず、 常にテキス ト  ビューに表示されます。

テキスト  ウィンドウの確認

テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは、 テキス ト形式で SQL ステート メン トの実行結果を返し

ます。 テキス ト を変更してデータベースのデータ値を変更するこ とはできませんが、 テ

キス ト をコピーするこ とはできます。 
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テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは、 SELECT ステート メン トが返すデータの表示に使用す

るこ とができます。 返されたデータは、 列形式で表示されます。 各フ ィールドは下線の

付いた見出しで表されます。 データは見出しの下に行と して表示されます。 

テキス ト  ウ ィンド ウで使用するフォン ト を変更する方法については、 テキスト出力の

初期設定を行うには、 ［テキスト出力］ をクリ ックします。 を参照してください。

英語言語ロケールに設定されているオペレーティング システムで実行している  ZenCC 

の場合、 システムはデフォルト  フォン ト を選択します。 英語以外のロケールでは、

ZenCC は 「デフォルト  フォン ト 」 または 「システム フォン ト 」 を探そ う と します。 ど

ちら もない場合には類似度が最も高いフォン ト を選択しよ う と します。 

エラーによって実行が停止した場合、 テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは最後に実行された

ステート メン ト を表示します。 最後に実行されたステート メン トがわかる と、 問題を解

決するのに役立ちます。

スクロールおよび位置付け

便宜上、 テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは、 最後に実行されたステート メン トが返した

データの先頭行に自動的にスクロールします。 たとえば、 SQL Editor で SELECT * FROM 
Class および SELECT * FROM Billing の 2 つのステート メン ト を順に実行し、 各ステート

メン トの実行後に結果をテキス ト  ウ ィンド ウ  ビューに表示させている と します。 

テキス ト  ウ ィンド ウ  ビューは、最後に実行されたステート メン トである  SELECT * FROM 
Billing が返したデータの先頭行に自動的にスクロールします。 

アウト ライン ウィンドウ ビュー

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウを使用する と、 SQL ステート メン ト をツ リー構造で表示する

こ とができます。 ツ リーのルート  ノードは、 アウ ト ラ インが対応する  SQL Editor セッ

シ ョ ンと同じ名前です。 

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウ  ビューに表示されるワード数は初期設定によって異なり ます。

SQL Editor の初期設定を行うには、 ［SQL Editor］ をク リ ッ ク します。

ステート メン トはアウ ト ラ イン ウ ィンド ウ  ビューから実行するこ と もできます。 アウ

ト ラ イン ビューを使用する と、 Ctrl キーを押したままク リ ッ クするこ とでステート メ
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ン ト を複数選択するこ とができます。 たとえば、 上の図のよ うにアウ ト ライン ビュー

に 3 つのステート メン トが表示されている場合、 ステート メン ト  1 と ステート メン ト  3 

を選択して実行し、 ステート メン ト  2 は実行しないでおく こ とができます。 アウト ライ

ン ビューで SQL ステート メン ト を実行するにはを参照してください。
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共通 SQL オブジェク トで作業する

SQL オブジェク トのいくつかは、 共通に処理されます。 ユーザーの便宜上、 ZenCC で

は、 以下のオブジェク ト を  エクスプローラー に表示し、 これらの作成および編集のた

めのコマンドを提供します。

• ト リ ガー

• ス ト アド  プロシージャ

• ユーザー定義関数

• ビュー

これらのオブジェク トの 1 つを作成するためにコマンドを使用する場合、 SQL Editor は
そのオブジェク トに適した構文を示して作業を始める手助けをします。 たとえば、 新規

ビューの作成を選択した場合、 SQL Editor には CREATE VIEW < ビュー名 > AS という構文が

表示されます。 

ヒン ト ： SQL ステート メン ト上にマウス  カーソルを移動させる と、 その構文のツール 
ヒ ン ト を表示させるこ とができます。 ツールヒン トには例も含まれています。

SQL Editor では、 新規作成したオブジェク トにはデフォルトで 「オブジェク ト _n」 と

い う名前が付けられます。 オブジェク トはオブジェク トの名前で、 n は 1 から始ま り  1 
ずつ増加する整数です。 たとえば、 新規ビューを作成する と、 SQL Editor に ［View_1）］

とい う新しいタブが表示されます。 希望する名前を付けてこのビュー オブジェク ト を

保存する と、 このタブの名前がその保存した名前になり ます。

次の表で共通の SQL オブジェク トについて説明する と と もに、 『SQL Engine Reference』

内の詳細参照先も示します。 

オブジェ
ク ト

説明 関連情報

ト リ ガー ス ト アド  プロシージャの一種で、 INSERT、
UPDATE、 または DELETE によってテーブル

内のデータが変更されたと きに自動的に実行
されます。

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE TRIGGER 

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

ス ト アド  
プロシー
ジャ

1 つまたは複数の SQL ステート メン トの集合

で、 ユーザー指定のパラ メーターを取得して
返します。 

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE PROCEDURE

共通 SQL オブジェク トのタス

ク
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ユーザー
定義関数

値を返すスカラー ルーチンです。 『SQL Engine Reference』 の 
CREATE FUNCTION 

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

ビュー クエ リ を格納し、 テーブルのよ うに動作する
データベース  オブジェク トです。

『SQL Engine Reference』 の 
CREATE VIEW

共通 SQL オブジェク トのタス

ク

オブジェ
ク ト

説明 関連情報
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Table Editor の ［SQL ビュー］ タブでの SQL Editor 
の使用

SQL Editor は、 Table Editor の SQL ビュー ページでも使用されます。 ［SQL ビュー］

ページを参照してください。
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SQL Editor の各種作業

このセクシ ョ ンでは、 SQL Editor で実行する作業について説明します。 作業は以下のカ

テゴ リに分かれています。 

メモ ： SQL Editor を使用して、 SQL ステート メン トでテーブル構造を変更する場合、

変更を確認するには エクスプローラーを更新します。 エクスプローラーのテーブル 
ノードを右ク リ ッ ク し、 ［更新］ を選択します。

一般的な作業

SQL Editor の全般的な使用に関する説明です。 

• 新規の SQL スクリプ ト を作成するために SQL Editor を起動するには

• テーブルのすべてのレコードを表示して SQL Editor を起動するには

• SQL クエリのデータベース コンテキスト を設定するには

• SQL Editor のエディ ター設定を確認するには

• SQL クエリまたは SQL スクリプ ト を作成するには

• SQL スクリプ ト を開くには

• SQL Editor にコ メン ト を入力するには

• SQL Editor での入力操作をキャンセル （元に戻す） または復元 （やり直し） するに

は

カテゴリ 説明

一般的な作業 SQL Editor の全般的な使い方

実行のタスク SQL ステート メン トの実行

グリ ッ ドのタスク グ リ ッ ド  ウ ィンド ウの使用

テキスト  ビューのタ

スク

テキス ト  ウ ィンド ウの使用

アウト ライン ビュー

のタスク

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウの使用

共通 SQL オブジェ

ク トのタスク

ス ト アド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、

およびビュー
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• SQL Editor でテキストの検索または置換を行うには

• SQL Editor でテキスト を選択するには

• SQL Editor で基本的な編集機能を実行するには

実行のタスク

実行のタスクは、 SQL ステート メン トの実行に適用されます。

• SQL ステート メン トの実行コマンド とアイコンを有効にするには

• SQL Editor で単一の SQL ステート メン ト を実行するには

• SQL Editor で選択した SQL ステート メン ト を実行するには

• SQL Editor ですべての SQL ステート メン ト を実行するには

• アウト ライン ビューで SQL ステート メン ト を実行するには

グリ ッ ドのタスク

グ リ ッ ド  ウ ィンド ウで作業します。

• グリ ッ ドのデータを変更するには

• グリ ッ ドにデータ行を追加するには

• グリ ッ ドからデータ行を削除するには

• スカラー関数を使用して、 日付、 時刻、 またはタイムスタンプ データ型をグリ ッ ド

に入力するには

• グリ ッ ドのデータをリフレッシュするには

• グリ ッ ドからデータをコピーするには

テキスト  ビューのタスク

テキス ト  ビューのタスクはテキス ト  ウ ィンド ウでの作業に適用されます。

• テキスト  ビューの結果をクリアするには

• テキスト  ビューからテキスト をコピーするには
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アウト ライン ビューのタスク

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウで作業します。

• アウト ライン ビューのサイズを最小化、 最大化、 または、 元のサイズに戻すには

共通 SQL オブジェク トのタスク

共通 SQL オブジェク トにはス ト アド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、 お

よびビューがあ り ます。

• 共通 SQL オブジェク ト を作成するには

• 共通 SQL オブジェク ト を編集するには

• 共通 SQL オブジェク ト を削除するには

全般的な作業

新規の SQL スクリプ ト を作成するために SQL Editor を起動するには

ZenCC で SQL Editor を起動する方法には、 以下の 3 つがあ り ます。

• SQL スク リプ トの実行先となるデータベース上で右クリ ックし、 ［SQL ドキュ メン

ト ］ を選択します。

• メニュー バーで  をク リ ッ ク します。

• ［ファイル］ > ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ の順にク リ ッ ク します。

2 番目と  3 番目の方法では、 ZenCC によ り ［データベースの選択］ ダイアログ ボッ ク

スが表示され、 以下のいずれかを行えます。

• リ ス トから、 SQL スク リプ トの実行先となるデータベースをク リ ッ ク します。

• SQL スク リプ ト を特定のデータベースに適用しない場合は、 ［なし］ チェ ッ ク  ボッ

クスをオンにします。

データベースを選択する場合は、 ［このセッシ ョ ンの間のデフォルト と して、 選択さ

れているデータベースを設定します。］ オプシ ョ ンをオンにするこ とによ り、新しい 

SQL スク リプ ト を作成するたびに同じデータベースを自動的に使用し続けるこ とが

できます。
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［データベースの選択］ ダイアログを手動で表示するには、 ［SQL］ > ［データベースの

選択］ の順に選択します。

最初の SQL スク リプ トには SQLDoc1 という名前が付けられます。 後続のスク リプ ト名

は SQLDoc2、 SQLDoc3 という よ うに 1 ずつ加算されます。 ZenCC を閉じて再度開く

と、 この番号付けは 1 にリセッ ト されます。

テーブルのすべてのレコードを表示して SQL Editor を起動するには

1. ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （Windows での ZenCC の起動を参

照してください）。

2. エクスプローラーでエンジン ノード とデータベース ノードを展開します。 

3. 目的のデータベースを展開して、 テーブル ノードを展開します。

4. すべてのレコードを表示させたいテーブルをダブルク リ ッ ク します （またはテーブ

ルを右ク リ ッ ク して ［開く ］ を選択します）。

デフォルトで、 ZenCC は SQL Editor を開き、 そのテーブルに対し  SELECT * FROM 
ステート メン ト を実行します。 SELECT ステート メン トは、 ユーザーおよび列レベ

ルの権限によっては失敗するこ とがあるので注意してください。

SQL クエリのデータベース コンテキスト を設定するには

SQL ステート メン トが使用するコンテキス ト と してデータベースが指定されるまで、

SQL ステート メン ト を実行するコマンドは無効です。

1. ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （Windows での ZenCC の起動を参

照してください）。

2. 以下の操作のいずれかを実行します。

• 新規 SQL ステート メン ト を指定するには、 ［ファイル］ > ［新規作成］ > ［SQL 

ドキュ メン ト ］ を選択するか、  をク リ ッ ク します。

［データベースの選択］ ダイアログが表示されます。 SQL ドキュ メン ト を適用す

るデータベースを リ ス トでク リ ッ ク して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

• SQL Editor にデータベースに関連付けられていない SQL ステート メン トが既に

ある場合は、  をク リ ッ ク します。

［データベースの選択］ ダイアログが表示されます。 SQL ドキュ メン ト を適用す

るデータベースを リ ス トでク リ ッ ク します。
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3. ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ ： ［このセッシ ョ ンの間のデフォルト と して、 選択されているデータベースを設定

します。］ オプシ ョ ンを選択して、 新規 ［SQL Editor］ タブを開いたと きは、 いつでも

選択されているデータベースを使用するよ うにします。 このオプシ ョ ンを選択しないで

おく と、 新規 ［SQL Editor］ タブを開くたびにデータベースを選択するよ うに要求され

ます。 

デフォルト  データベースを解除するには ： 

 をク リ ッ ク して ［データベースの選択］ ダイアログを表示し、 ［このセッシ ョ ンの

間のデフォルト と して、 選択されているデータベースを設定します。］ オプシ ョ ンをオ

フにします。

または

［ウィンドウ］ > ［設定］ をク リ ッ ク し、 ［全般の設定］ ノードをク リ ッ ク します。

［SQL ドキュ メン ト を開くたびに、 新しいデータベースの入力を求めるダイアログを表

示しない。］ をオフにします。

選択されたデータベースは、 ZenCC のセッシ ョ ン間で保持されるこ とはあ り ません。

ZenCC を閉じて再度開いた場合は、 新しいデフォルトのデータベース  コンテキス ト を

選択する必要があ り ます。

SQL Editor のエディ ター設定を確認するには

1. SQL Editor でカーソルが位置付けられているこ とを確認してください。

2. ZenCC ウ ィンド ウの最下部に表示される情報ブロッ クに注目してください。
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SQL クエリまたは SQL スクリプ ト を作成するには

デフォルトで、 SQL Editor を起動する と  SQL ステート メン ト を入力できます。 スク リ

プ トはテキス ト  ファイルと して保存された 1 つまたは複数の SQL ステート メン トで

す。 

1. 新規の SQL スクリプ ト を作成するために SQL Editor を起動するにはの手順を実行

します。

2. SQL ステート メン ト を SQL Editor に入力します。

SQL ステート メン トは区切り文字で区切り ます。 シャープ記号 （#） またはセ ミ コ

ロン （;） を使用するこ とができます。 

3. 必要な場合は ［ファイル］ > ［別名保存］ をク リ ッ ク して SQL ステート メン ト をテ

キス ト  ファイルと して保存するこ とができます。 

ブ
ロッ
ク

説明

1 SQL Editor が文字入力を受け入れる （書き込み可能） かど うかを識別します。

2 エディ ターが、 文字入力について挿入モードか上書きモードかを示します。
Insert キーでこのモードを切り替えます。 モードによってカーソルの形が変わる

こ とに注意してください。

3 カーソルが位置付けられている行と列を示します。 最初の値が行を示し、 次の値
が列を示します。 上の図では、 カーソルは先頭行の最初の文字に位置付けられて
います。

4 SQL ドキュ メン トが適用されるコンピューターおよびデータベースを識別しま

す。 コンピューター名はデータベース名に続いて最初に表示されます。 上の図で
は、 コンピューターは "tment" で、 データベースは "DEMODATA" です。

メモ ： データベース  コンテキス トに ［なし］ が指定されている場合、 コンピュー

ターおよびデータベースの名前の代わりに 「データベースが選択されていません」
というテキス トが表示されます。 ［なし］ が指定されている場合、 SQL ステート

メン ト を実行するコマンドは無効です。 SQL クエリのデータベース コンテキスト

を設定するにはを参照してください。
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SQL スクリプ ト を開くには

SQL Editor でスク リプ ト を開いた後、 ステート メン ト をエディ ター内で実行するこ とが

できます。

1. ZenCC で、 ［ファイル］ > ［開く ］ をク リ ッ ク します。

［開く］ ダイアログを初めて使用する と、 現在のユーザーのホーム ディ レク ト リ と

してオペレーティング システムに認識されているロケーシ ョ ンが表示されます。

Windows システムの場合、 このロケーシ ョ ンは C:\Users\ ユーザー名です。

2. スク リプ ト  ファイルのロケーシ ョ ンに移動してそのファイルを選択し、 開きます。

このファイルのロケーシ ョ ンは、 将来使用するために ［開く］ ダイアログに記憶さ

れます。 

SQL ステート メン トの区切り文字を選択するには

1. ZenCC で、 ［ウィンドウ］ > ［設定］ の順に選択します。 

2. ［Zen］ ノードを展開し、 ［SQL Editor］ をク リ ッ ク します。

3. SQL Editor の設定では、 ［SQL ステート メン トの区切り文字］ のオプシ ョ ンが両方

と もデフォルトで選択されます。 

これらの区切り文字は、 SQL ステート メン トの終わり を識別するために ZenCC によっ

て使用されます。 各ステート メン ト をデータベース  エンジンに送信し、 そのステート

メン トの結果を表示してから、 次のステート メン ト を送信します。 

スク リプ ト内で # 記号を区切り文字と して使用しているのに、 ［# （シャープ記号）］ オ

プシ ョ ンを選択していない場合は、 このスク リプ ト を実行する と、 Zen によ りエラー 
メ ッセージが返されます。

スク リプ ト内でセ ミ コロンを区切り文字と して使用しているのに、 ［; （セ ミ コロン）］

オプシ ョ ンを選択していない場合でも、 Zen によ りエラー メ ッセージは返されません。

セ ミ コロンはデフォルトで区切り文字と して認識されるためです。 ただし、 ZenCC で

は、 すべてのステート メン トの結果が表示されるこ とはあ り ません。 スク リプ ト内の最

初のステート メン トのみの結果か、 すべてのステート メン ト を 1 つのステート メン ト と

して扱った場合の結果が返されます。 
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SQL Editor にコ メン ト を入力するには

単一行のコ メン トは、 2 つのダッシュ （--） または 2 つのスラ ッシュ （//） で表されま

す。 各コ メン トは、 新しい行に分けるか、 既存の行のステート メン ト区切り文字の後ろ

に置きます。 

また、 SQL Editor では、 スラ ッシュ とアスタ リ スクで始まってアスタ リ スク と スラ ッ

シュで終わる （/* */）、 複数の行にわたるブロ ッ ク  コ メン ト も使用できます。 

1. コ メン トの必要な行の先頭をク リ ッ ク します。

2. "--" または "//" の後にコ メン ト  テキス ト を入力します。

以下は、 有効なコ メン トの例です。

SELECT * FROM t1#

‐‐ これは有効なコ メン ト

// これも有効なコ メン ト  

SELECT * FROM t2# ‐‐ これは # 記号の後以降が有効なコ メン ト

以下は、 複数行のコ メン トの例です。

SELECT * FROM t1# ‐‐ 単一行コ メン ト

/* これは 2 行に渡るコ メン ト  ブロ ッ クです。

このブロ ッ ク内のステート メン トは無視されます。 */

SELECT * FROM t2#

SQL Editor での入力操作をキャンセル （元に戻す） または復元 （やり直し） する

には

1. 以下の操作のいずれかを実行します。

• ［編集］ > ［元に戻す］ をク リ ッ ク して （または Ctrl+Z キーを押して）、 入力操作

をキャンセルします。

• ［編集］ > ［やり直し］ をク リ ッ ク して （または Ctrl+Y キーを押して）、 入力操作

を元に戻します。

SQL Editor でテキストの検索または置換を行うには

1. ［編集］ > ［検索 / 置換］ をク リ ッ ク します （または Ctrl+F キーを押します）。 

ダイアログが表示され、 そこで検索または置換するテキス ト文字列を指定します。 
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SQL Editor でテキスト を選択するには

1. 以下の操作のいずれかを実行します。

• 選択したいテキス トにカーソルを合わせます。

• ［編集］ > ［すべて選択］ をク リ ッ ク して SQL Editor のすべての内容を選択しま

す。

SQL Editor で基本的な編集機能を実行するには

1. ［編集］ をク リ ッ ク し、 次に、 ［切り取り］、 ［コピー］、 ［貼り付け］ などの目的の機

能を選択します。

ステート メン ト実行のタスク

SQL ステート メン トの実行コマンド とアイコンを有効にするには 

1. SQL クエリのデータベース コンテキスト を設定するにはの手順に従います。

SQL Editor で単一の SQL ステート メン ト を実行するには

1. カーソルをステート メン トに位置付けるか、 ステート メン ト を選択します。 

2. 以下の操作のいずれかを実行します。

• ［SQL］ > ［グリ ッ ドに実行］ または、 ［SQL］ > ［テキストに実行］ をク リ ッ ク

します。

• F9 または Shift+F9 キーを押します。

•  または  をク リ ッ ク します。

メモ ： SQL Editor は、 SELECT ステート メン ト以外の SQL ステート メン トの実行結果

には、 自動的にテキス ト  ウ ィンド ウ  ビューを使用します。 SELECT ステート メン トの

みがグ リ ッ ド  ウ ィンド ウ  ビューを使用します。

SQL Editor で選択した SQL ステート メン ト を実行するには

1. 実行したいステート メン トにカーソルを合わせます。

1 つまたは複数のステート メン ト を選択できます。

2. 以下の操作のいずれかを実行します。
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• ［SQL］ > ［テキストに実行］ または、 ［SQL］ > ［すべてのステート メン ト を実

行］ をク リ ッ ク します。

• Shift + F9 を押します。

•  または  をク リ ッ ク します。

メモ ： SQL Editor は、 SELECT ステート メン ト以外の SQL ステート メン トの実行結果

には、 自動的にテキス ト  ウ ィンド ウ  ビューを使用します。 SELECT ステート メン トの

みがグ リ ッ ド  ウ ィンド ウ  ビューを使用します。

SQL Editor ですべての SQL ステート メン ト を実行するには

1. ［SQL］ > ［すべての SQL ステート メン ト を実行］ をク リ ッ クするか、 F10 を押す、

または  をク リ ッ ク します。

どのステート メン ト も選択されていないか、 すべてのステート メン トが選択されて

いるこ とを確認してください。 SQL Editor でステート メン トの一部を選択した場合

は、 選択した部分のみが実行されます。 

アウト ライン ビューで SQL ステート メン ト を実行するには

1. すべてのステート メン ト をアウ ト ラ イン ビューで実行するには、 ルート  ノードで右

ク リ ッ ク し、 ［すべてのステート メン ト を実行］ を選択します。

1 つまたは複数のステート メン ト を実行するには、 目的のステート メン ト をク リ ッ

ク します。

Ctrl キー + ク リ ッ クを使用して、 複数のステート メン ト を選択するこ とができます。

ステート メン トは連続している必要はあ り ません。

2. 複数のステート メン ト を選択した場合は、 選択したステート メン トの 1 つを右ク

リ ッ ク して ［選択したステート メン ト を実行］ を選択します。

3. 単一のステート メン ト を選択した場合は、 以下の操作を実行します。

• ステート メン ト を右ク リ ッ ク し、 ［グリ ッ ドに実行］ または ［テキストに実行］

を選択します。

• F9 または Shift+F9 キーを押します。

•  または  をク リ ッ ク します。
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メモ ： SQL Editor は、 SELECT ステート メン ト以外の SQL ステート メン トの実行結果

には、 自動的にテキス ト  ビューを使用します。 SELECT ステート メン トのみがグ リ ッ

ドを使用します。

グリ ッ ドのタスク

グリ ッ ドのデータを変更するには 

1. 変更したい値を含むグリ ッ ドのセルをク リ ッ ク します。

ヒン ト ： デフォルトで、 セルをク リ ッ クする と内容全部が選択されます。 Delete キー

または Backspace キーを押してセルの内容全部を削除します。

2. セルのデータを変更します。

3. セルの外部にカーソルを移動します （たとえば、 Tab キーを押すか、 セルの外部を

ク リ ッ ク します）。

注意！ カーソルをセルから移動するこ とによ り、 データの変更を自動的に物理ス ト

レージに保存します。 セルに対して行った変更を明示的に保存するこ とはできません。 

グリ ッ ドにデータ行を追加するには

1. グ リ ッ ドで  をク リ ッ ク します。 

［行の追加］ ダイアログが表示されます。 たとえば、 次のスク リーンシ ョ ッ トは、 サ

ンプル データベース  Demodata に含まれている  Billing テーブルのダイアログです。

2. 各列名の ［値］ セルをク リ ッ ク して必要な値を入力します。 

値は、 その列に有効なデータ型である必要があ り ます。
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ヒン ト ： グ リ ッ ドのセルからデータをコピーして ［値］ セルに貼り付けるこ とができ

ます。 グ リ ッ ド  セルをク リ ッ ク し、 次に右ク リ ッ ク します。 ［コピー］ をク リ ッ ク しま

す。 ［行の追加］ ダイアログで ［値］ セルをク リ ッ ク し、 右ク リ ッ ク します。 ［貼り付

け］ をク リ ッ ク します。 Ctrl+C キーおよび Ctrl+V キーでも、 それぞれコピーと貼り付

け操作を行う こ とができます。

3. ［追加］ をク リ ッ ク します。

レコードがテーブルに追加されます。 ［終了時にグ リ ッ ドを更新する］ オプシ ョ ンが

有効になるこ とにも注意してください。

複数のレコードを追加したい場合は、 特定の値セルの値を変更して ［追加］ をク

リ ッ クするこ とができます。 すべての値セルをク リ アしたい場合は、 ［リセッ ト ］ を

ク リ ッ ク します。 

4. テーブル データを リ フレッシュしたい場合は、 ［終了時にグリ ッ ドを更新する］ を

ク リ ッ クするこ とができます。

［行の追加］ ダイアログを閉じる と、 SQL Editor で最後に実行されたステート メン ト

が実行されます。 

5. ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

［終了時にグリ ッ ドを更新する］ が有効な場合、 グ リ ッ ドは追加したばかりのレコー

ドを表示します （SQL Editor で最後に実行されたステート メン トが SELECT * 

FROM Billing だと仮定します）。
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グリ ッ ドからデータ行を削除するには

注意！ グ リ ッ ドから行を削除する と、 そのレコードは物理ス ト レージから削除されま

す。 削除したレコードを再生するための、 元に戻す機能はあ り ません。

1. 削除したいレコード行内の任意のセルをク リ ッ ク します。

また、 複数の行を選択して削除するこ と もできます。 複数の行を選択するには、

Shift または Ctrl キーを押したまま、 目的のセルをク リ ッ ク します。 

2. ［編集］ > ［削除］ をク リ ッ クするか、 または  をク リ ッ ク します。

3. 削除の確認で ［OK］ をク リ ッ ク します。

スカラー関数を使用して、 日付、 時刻、 またはタイムスタンプ データ型をグリ ッ ド

に入力するには

1. 便宜上、 グ リ ッ ドのセルで、 日付、 時刻、 およびタイムスタンプに以下のスカラー

関数を入力するこ とができます。  

データ型 グリ ッ ド  セルに入力されるスカラー関数 1

Date • now()

• curdate()

『SQL Engine Reference』 の NOW() および CURDATE() を参照してください。

Time • now()

• curtime()

『SQL Engine Reference』 の NOW() および CURTIME() を参照してください。

Timestamp • now()

『SQL Engine Reference』 の NOW() も参照して ください。
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メモ ： "AM" または "PM" を含む時刻データ型は秒を省略するこ とができます。 たとえ

ば、 10:30 AM は有効なエン ト リです。 "AM" または "PM" を省略した場合、 TIME は 

"AM" をデフォルト と します。 たとえば、 10:30:00 は 10:30:00 AM と して入力されます。

グリ ッ ドのデータをリフレッシュするには

1. グ リ ッ ドで  をク リ ッ ク します。 

リ フレッシュは、 SQL Editor で最後に実行されたステート メン ト を実行し、 その結

果をグ リ ッ ドに表示します。

グリ ッ ドからデータをコピーするには

1. 以下の操作のいずれかを実行します。

• 個々のセルのデータを選択するには、 セルをク リ ッ ク し、 次に  をク リ ッ ク し

ます （または右ク リ ッ ク して ［コピー］ を選択します）。

デフォルトで、 セルの内容全体が選択されます。

• 行全体を選択するには、 いずれかのセルで右ク リ ッ ク し、 ［テキストのコピー］

を選択するか、  をク リ ッ ク します。

また、 複数の行を選択するこ と もできます。 複数の行を選択するには、 Shift ま
たは Ctrl キーを押したまま、 目的のセルをク リ ッ ク します。

メモ ： 行全体または複数の行をコピーする場合、 行はテキス ト  ウ ィンド ウ  ビューに表

示されるのと同じレイアウ トで貼り付けられます。 貼り付ける列間の文字数を指定する

こ とができます。 ［ウィンドウ］ メニューで ［設定］ をク リ ッ ク し、 ［設定］ ダイアログ

で Zen ノードを展開します。 ツ リー内で ［テキスト出力］ をク リ ッ ク し、 ［列間のス

ペース数］ に値を設定します。

1 関数名では大文字と小文字が区別されません。 NOW() と  now() は同等です。 かっこが必要

であるこ とに注意してください。 つま り、 NOW は無効ですが、 NOW() は有効です。

データ型 グリ ッ ド  セルに入力されるスカラー関数 1
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テキスト  ウィンドウのタスク

テキスト  ビューの結果をクリアするには

1. テキスト  ビューで  をク リ ッ ク します。 

テキスト  ビューからテキスト をコピーするには

1. 以下の操作のいずれかを実行します。

• 選択したいテキス トにカーソルを合わせます。 

• テキスト  ビューで右ク リ ッ ク し、 ［すべて選択］ を選択します。

2. 右ク リ ッ ク して ［コピー］ を選択します。

アウト ライン ビューのタスク

アウト ライン ビューで SQL ステート メン ト を実行するにはも参照してください。

アウト ライン ビューのサイズを最小化、 最大化、 または、 元のサイズに戻すには

1. 希望のサイズ変更ボタンをク リ ッ ク します。

共通 SQL オブジェク トのタスク

共通 SQL オブジェク トにはス ト アド  プロシージャ、 ト リガー、 ユーザー定義関数、 お

よびビューがあ り ます。

ボタ
ン

サイズ変更操作

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウを最小化する

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウを最大化する

アウ ト ラ イン ウ ィンド ウを最小化される前

のサイズに戻す
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共通 SQL オブジェク ト を作成するには

1. ZenCC のエクスプローラーでエンジン ノード と登録サーバー ノードを展開し、 利

用可能なデータベースを表示します。

2. オブジェク ト を適用するデータベースを右ク リ ッ ク します。 データベース内の任意

のノードを右ク リ ッ クするこ と もできます。

3. ［新規作成］ をク リ ッ ク し、 次に、 作成したいオブジェク トによって以下の 1 つをク

リ ッ ク します。

• 関数

• ス ト アド  プロシージャ

• ト リ ガー

• ビュー

タブ上にデフォルト名が表示されている新規 SQL Editor が開きます。 名前は、 「オ

ブジェク ト _n」 とい う形式になり ます。 オブジェク トはオブジェク トの名前で、 n 

は 1 から始ま り  1 ずつ増加する整数です。 たとえば、 新規ビューを作成する と、 新

しい SQL Editor に ［View_1）］ とい う タブが表示されます。 希望する名前を付けて

このビュー オブジェク ト を保存する と、 このタブの名前がその保存した名前になり

ます。

4. 共通オブジェク トの骨組みとなる  SQL ステート メン ト を変更します。

ヒン ト ： SQL ステート メン ト上にマウス  カーソルを動かして、 その構文のツール ヒ ン

ト を表示させるこ とができます。 ツールヒン トには例も含まれています。

5. ［ファイル］ > ［保管］ または  をク リ ッ ク します。

共通 SQL オブジェク ト を編集するには

1. ZenCC の エクスプローラーで、 共通 SQL オブジェク ト を編集したいデータベース

をク リ ッ ク します。

2. 変更したいオブジェク トのノード （関数、 ス ト アド  プロシージャ、 ユーザー定義関

数、 またはト リガー） のノードを展開します。

3. 編集したいオブジェク ト をダブルク リ ッ クするか、 そのオブジェク ト を右ク リ ッ ク

して ［編集］ を選択します。
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タブを持つ新規 SQL Editor が開きます。 タブ名にはオブジェク ト を保存した名前が

反映されています。

共通 SQL オブジェク ト を削除するには

1. ZenCC の エクスプローラーで、 共通 SQL オブジェク ト を削除したいデータベース

を リ ス トから ク リ ッ ク します。

2. 削除したいオブジェク トのノード （関数、 ス ト アド  プロシージャ、 ユーザー定義関

数、 またはト リガー） のノードを展開します。

3. 削除したいオブジェク ト をク リ ッ ク し、 次に以下のいずれかの操作を行います。

• 右ク リ ッ ク して ［削除］ を選択します。

• Delete キーを押します。

• エクスプローラーで  をク リ ッ ク します。

Ctrl キー + ク リ ッ ク、 または、 Shift キー + ク リ ッ クを使用して、 複数のオブジェク

ト を選択するこ とができます。 



236 SQL Editor



Zen System Analyzer （ZenSA） 237

Zen System Analyzer （ZenSA）

以下のト ピッ クでは、 Zen によるシステム分析および診断について説明します。

• ZenSA の概念

• ZenSA GUI のビジュアル リファレンス

• ZenSA のタスク
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ZenSA の概念

Zen System Analyzer （ZenSA） は、 以下の操作を実行できるツールです。 

• システム上の Zen コンポーネン ト をバージ ョ ン情報、 使用状況、 サイズ、 およびロ

ケーシ ョ ンと共に表示します。

• システム上の重複コンポーネン ト を識別します。

• ネッ ト ワーク通信をテス ト し、 接続性を検査します。

• MicroKernel エンジンとの接続性を検査します。

• リ レーシ ョナル エンジンとの接続性を検査します。

モジュールの表示

このオプシ ョ ンを使用する と、 すべての Zen コンポーネン ト と指定した任意のファイ

ルを表示するこ とができます。 コンポーネン ト を検索リ ス トに追加するこ とができま

す。 バージ ョ ン、 使用状況、 ファイル サイズおよびロケーシ ョ ンが表示されます。 重

複するファイルが判明するので、 発生する可能性のある競合を解決するこ とができま

す。 

表示モジュールはマシン上の Zen コンポーネン ト をスキャンし、 どのコンポーネン ト

がメモ リにロード されているかを判断します。

アクティブ インストールのテスト

このオプシ ョ ンを使用する と、 Zen ク ライアン ト と、 MicroKernel エンジン / リ レーシ ョ

ナル エンジン間のネッ ト ワーク接続をテス トするこ とができます。 エラーが検出され

た場合、 ZenSA は詳細な ト ラブルシューティング情報を示し、 問題解決の役に立ちま

す。 

ネッ トワーク

ネッ ト ワーク通信テス トは、 ク ライアン ト またはワークステーシ ョ ンがネッ ト ワーク  

プロ ト コルを使用して Zen データベース  エンジンがインス トールされているマシンと

通信できるかど うかを検証します。 TCP/IP プロ ト コルの場合、 IPv4 および IPv6 はどち

ら も数字および名前によるアドレスがサポート されます。 IPv6 の詳細については、

『Getting Started with Zen』 のド ライブ ベースの形式も参照してください。



Zen System Analyzer （ZenSA） 239

［詳細設定］ を使用する と、 テス トするプロ ト コルだけでなく ス ト レス  テス トのメ ッ

セージ数も指定するこ とができます。 デフォルトでは、 ネッ ト ワーク  テス トは、 使用

可能なすべてのプロ ト コルを使って接続します。 これは、 システムにインス トールされ

ているプロ ト コルのうち、 Zen での使用が設定されているプロ ト コルです。 『Advanced 
Operations Guide』 のサポート  プロ ト コルに記載されている設定パラ メーターを参照し

てください。 

選択されたすべてのテス トの終了まで、 プログレス  バーが表示されます。 ネッ ト ワー

ク通信のテス トの手順は以下のとおりです。

1. 使用可能なプロ ト コルの検証

2. ネッ ト ワーク  ク ライアン トの使用可否を検証

3. ターゲッ ト名の修飾

4. ネッ ト ワーク  アドレスのターゲッ ト  ロケーシ ョ ンの解決

5. サーバー アドレスの検証

6. サーバー接続の検証

7. ス ト レス  テス トの実行

ト ランザクシ ョナル エンジン

このテス トでは、 MicroKernel エンジンを介して Zen データベースへ接続するためのク

ライアン ト機能をチェッ ク します。 

ZenSA では、 このテス ト を実行する と、 ほとんどの MicroKernel エンジン アプリ ケー

シ ョ ンに共通する基本的なデータベース操作の実行を試行します。 コンピューターでこ

のテス ト を行う と、 以下のこ とが確認できます。

• MicroKernel エンジンが応答するかど うか。

• ク ライアン ト  インターフェイス  コンポーネン トが正し く インス トールされているか

ど うか。

• ク ライアン トおよびデータベース  エンジン間のネッ ト ワーク通信は正し く機能して

いるかど うか。

• コンピュータ上で実行している  MicroKernel エンジン アプリ ケーシ ョ ンが正し く機

能しているかど うか。



240 Zen System Analyzer （ZenSA）

リレーシ ョナル エンジン

このテス トでは、 リ レーシ ョナル エンジンを介して Zen データベースへ接続するため

のク ライアン ト機能をチェッ ク します。 このテス ト を実行する と、 ZenSA は一般的な 

SQL データベース操作の実行を試行します。 テス ト中は進行状況を示すダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

システムでこのテス ト を行う と、 以下のこ とが確認できます。

• リ レーシ ョナル エンジンが応答するかど うか。

• ク ライアン ト  インターフェイス  コンポーネン トが正し く インス トールされているか

ど うか。

• ク ライアン トおよびデータベース  エンジン間のネッ ト ワーク通信は正し く機能して

いるかど うか。

• コンピューター上で実行している  SQL アプリ ケーシ ョ ンが正し く機能しているかど

うか。

よ く寄せられる質問

ZenSA について、 よ く寄せられる質問を以下に挙げます。

• デフォルトのログ ファイルの名前は何ですか？

• 別のログ ファイル名を使用することができますか？

• ログ ファイルのローカル ロケーシ ョ ンはデフォルトでどこですか？

• ログ ファイルのリモート  ロケーシ ョ ンはデフォルトでどこですか？

• ログ ファイルにはどのような種類の情報が含まれていますか？

• ツールが実行されるたび、 ログ ファイルの情報はどのようになりますか？

• ZenSA の実行方法は？

• どのような場合に ZenSA を使用するのですか？

デフォルトのログ ファイルの名前は何ですか？

ログ ファイルのデフォルトのファイル名は ZenSA.log です。
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別のログ ファイル名を使用することができますか？

ファイルの名前は変更できますが、 その名前変更が適用されるのは ZenSA のそのセッ

シ ョ ン中のみです。 次回 ZenSA を実行したと きには、 再びデフォルトのファ イル名 

ZenSA.log に設定されます。 

ログ ファイルのローカル ロケーシ ョ ンはデフォルトでどこですか？

ログ ファイルのデフォルトの保存場所は、 アプリ ケーシ ョ ン データ  ディ レク ト リ下に

ある  logs フォルダー内です。

Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファイ

ルはどこにインストールされますか？を参照してください。

ログ ファイルのリモート  ロケーシ ョ ンはデフォルトでどこですか？

ログ ファイルのデフォルトのロケーシ ョ ンは、 常に Windows マシン上の psawizrd.exe 

が存在する場所です。

ログ ファイルにはどのような種類の情報が含まれていますか？

ログ ファイルは ZenSA が実行した処理をすべて記録し、 関連するタイムスタンプも含

みます。 

ツールが実行されるたび、 ログ ファイルの情報はどのようになりますか？

［ログ ファイルに追加］ オプシ ョ ン （図 ZenSA GUI のビジュアル リファレンスを参

照） を選択する と、 ZenSA が実行するたびに新しい情報がログ ファ イルへ追加されま

す。 このオプシ ョ ンがオンになっていないと、 ログ ファイルにはその ZenSA セッシ ョ

ンに関する情報のみが含められます。

ZenSA の実行方法は？ 

ZenSA を起動するにはを参照してください。

どのような場合に ZenSA を使用するのですか？

ZenSA を使用する最も一般的な状況を次にリ ス ト します。
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• ネッ ト ワーク  エラーが発生したので、 ク ライアン トから  Zen データベース  エンジン

が起動しているコンピューターへの接続をテス ト したい場合。 

• アプリ ケーシ ョ ンが正し く機能しないので、 データベース  エンジンへの接続をテス

ト したい場合。 

• システム上にある、 またはメモ リにロード済みの Zen コンポーネン ト を表示したい

場合。
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ZenSA GUI のビジュアル リファレンス

次の ZenSA のダイアログによ り、 ZenSA の機能にアクセスする と と もに、 デフォルト

の設定を見るこ とができます。 画像上の各項目の領域をク リ ッ クする と、 その項目の詳

細が表示されます。

 

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報

ロード済み
の Zen モ
ジュールを
表示する

現在あるすべての Zen コンポーネン ト とバー

ジ ョ ン情報を表にして示します。 また、 表に
コンポーネン ト を追加するこ と もできます。

モジュールのタスク表
示

アクティブ 
インス トー
ルをテス ト
する

Zen のインス トール テス トには、 ネッ ト ワー

ク接続、 MicroKernel エンジン機能、 およびリ

レーシ ョナル エンジン機能の 3 つの方法があ

り ます。 実行したいテス トに対応するオプ
シ ョ ンを選択します。

アクテ ィブ インス トー

ルのテスト

ネッ ト ワー
ク通信をテ
ス トする

データベース  エンジンを実行するマシンへの

ネッ ト ワーク接続をテス ト します。 ネッ ト
ワークのテス トは、 テス ト中に発生した問題
に関する詳細情報を表示し、 問題の解消方法
のアドバイスを提供します。

ネッ トワークをテスト
するには

ト ランザク
シ ョナル エ
ンジンをテ
ス トする

MicroKernel エンジンをテス ト します。 MicroKernel （ト ランザ

クシ ョナル） エンジン
をテストするには
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リ レーシ ョ
ナル エンジ

ンをテス ト
する

リ レーシ ョナル エンジンをテス ト します。 リレーシ ョナル エンジ

ンをテストするには

 ログ ファ イ

ル

デフォルト とは異なるログ ファ イルの場所を

指定するこ とができます。 ZenSA は実行した

テス トの詳細情報をログに出力します。 この
ログ ファ イルを使用して、 後でテス ト結果を

見直したり、 必要に応じて Actian テクニカル 
サポートに送ったりするこ と もできます。 

［ログ ファイルに追加］ オプシ ョ ンを選択する

と、 ログ ファ イルに処理内容を累積的に追加

して実行履歴を提供します。 このオプシ ョ ン
をオフにする と、 ログ ファ イルが ZenSA の
セッシ ョ ンごとに置き換えらます。

ZenSA ログ ファイルに

異なるロケーシ ョ ンを
指定するには

GUI のオブ

ジェク ト

説明 関連情報
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ZenSA のタスク

以下に挙げるカテゴ リ または個々のタスクのいずれかをク リ ッ クする と、 関連する ト

ピッ クに移動します。

一般的な作業

• ZenSA を起動するには

モジュールのタスク表示

• モジュール表示のオプシ ョ ンを選択するには

アクテ ィブ インストールのテスト

• ネッ トワークをテストするには

• MicroKernel （ ト ランザクシ ョナル） エンジンをテストするには

• リレーシ ョナル エンジンをテストするには

ログ ファイル内のタスク

• ZenSA ログ ファイルに異なるロケーシ ョ ンを指定するには

• Zen System Analyzer の実行後にログ ファイルを表示するには

一般的な作業

ZenSA を起動するには

1. オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューから、 またはコマンド  プロンプ

トから  psawizrd.exe を実行して、 Zen System Analyzer にアクセスします。

Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファ

イルはどこにインストールされますか？を参照してください。

モジュールのタスク表示

モジュール表示のオプシ ョ ンを選択するには

1. ZenSA を起動し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. ［ロード済みの Zen モジュールを表示する］ をク リ ッ ク します。
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3. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

次の図のよ うなダイアログが表示されます。

［メモリ内］ を選択する と、 Zen コンポーネン トがどのロケーシ ョ ン （PATH 内また

はほかの指定したロケーシ ョ ン） にあるかに関わらず、 ZenSA はメモリ内にロード

されているすべての Zen コンポーネン ト を検索します。 

検索リ ス トにコンポーネン ト を追加したい場合は、 次のよ うにして ください。

a. ［追加モジュール］ をク リ ッ ク します （まだ選択されていなかった場合）。 

b. ファイル名 （ド ラ イブ文字もパスも付けない） を入力します。

c. コンポーネン トの追加ボタン  をク リ ッ ク します。

d. 追加したコンポーネン トがパスにない場合、 検索ロケーシ ョ ンにパスを追加しま

す。 

検索ロケーシ ョ ンにパスをさらに追加したい場合は、 次のよ うにして ください。

a. ［追加ロケーシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。

b. ロケーシ ョ ンの追加ボタン  をク リ ッ ク します。

c. ロケーシ ョ ンを参照して選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

d. 指定したロケーシ ョ ン内にあるすべてのディ レク ト リ も検索する場合は、 ［サブ

フォルダーも探す］ をク リ ッ ク します。

4. ［次へ］ をク リ ッ ク します。 

5. 見つかったコンポーネン ト を示すグ リ ッ ドが表示されます。

同一の名前のファイルが検出された場合、 その複数存在するファイル名の左側にア

イコン  が表示されます。
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同一コンポーネン トが複数回検出された場合、 その同一コンポーネン トがま とめて

表示されるよ う並べ替えるこ とができます。 これを行うには、 ［モジュール］ 列見出

しをク リ ッ ク します。

同じファイルが複数存在しても、 必ずしも設定で問題となるわけではあ り ません。

これらを識別するこ とは、 状況によってコンポーネン トに関する問題のト ラブル

シュートに役立ちます。 たとえば、 2 つの Zen コンポーネン トが両方と も同一バー

ジ ョ ンと記されている場合、 どれがメモ リにロード されているか、 またそのコン

ポーネン トが期待している場所に存在しているかを調べたいでし ょ う。

6. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7. ZenSA の使用を終了する場合は ［完了］ をク リ ッ ク し、 ログ ファ イルを見る場合は

［ログ ファイルを表示する］ をク リ ッ ク します。

アクティブ インストールのテスト

以下の 3 つの方法で、 インス トールされている現在アクティブなサーバーをチェッ クで

きます。

• ネッ トワーク  レベルでのテスト

• MicroKernel レベルでのテスト

• リレーシ ョナル レベルでのテスト

ネッ トワーク  レベルでのテスト

ネッ トワークをテストするには

1. ZenSA を起動し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. オプシ ョ ン ダイアログで ［アクテ ィブ インストールをテストする］ をク リ ッ ク しま

す （まだ選択されていなかった場合）。

3. ［ネッ トワーク通信をテストする］ をク リ ッ ク します （まだ選択されていなかった場

合）。

4. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. ［ターゲッ ト  マシン］ フ ィールドにはテス ト対象のマシンの名前または IP アドレス

を入力します。 ローカル マシンを指す 「localhost」 を入力するこ と もできます。 マ

シンは現在使用しているマシンでも リモート  マシンでもかまいません。 
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6. テス トの実行方法を制御したい場合は、 ［詳細設定］ をク リ ッ ク し、 以下の手順を実

行してください。

a. デフォルトで、 ZenSA は使用可能な最初のプロ ト コルを使用します。 ［以下のプ

ロ ト コルのみ使用する］ をク リ ッ クする と、 ZenSA で使用するプロ ト コルを 1 

つまたは複数指定できます。 

b. ZenSA でテス トするプロ ト コル オプシ ョ ンを選択します。

c. 送信するス ト レス  テス ト  メ ッセージ数を指定するには、 ［テスト  メ ッセージ］

に値を入力します。 デフォルト値は 75 です。 プロ ト コルを使用して接続に成功

したら、 ZenSA はス ト レス  テス ト  メ ッセージを送信して接続が正し く機能して

いるかど うかを確認します。 

d. ［OK］ をク リ ッ ク して変更を保存します。 

7. ［次へ］ をク リ ッ ク して、 テス ト を開始します。

ZenSA は一連のテス ト を実行し、 結果を表示します。 

テス トが成功する と、 ZenSA はすべてのテス ト  メ ッセージが正常に送信されたこ と

を通知します。 テス トが失敗した場合、 ZenSA ではエラーを通知し、 それを解決す

るためのヒン ト も提示します。 このヒ ン トは ZenSA ログ ファ イルにも記録されま

す。

8. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9. ZenSA の使用を終了する場合は ［完了］ をク リ ッ ク し、 ログ ファ イルを見る場合は

［ログ ファイルを表示する］ をク リ ッ ク します。

MicroKernel レベルでのテスト

MicroKernel （ ト ランザクシ ョナル） エンジンをテストするには

1. ZenSA を起動し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. オプシ ョ ン ダイアログで ［アクテ ィブ インストールをテストする］ をク リ ッ ク しま

す （まだ選択されていなかった場合）。

3. ［ト ランザクシ ョナル エンジンをテストする］ をク リ ッ ク します （まだ選択されて

いなかった場合）。
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このテス トは一連のト ランザクシ ョナル操作を実行し、 ク ライアン ト  リ クエスター

とデータベース  エンジンとの交信をシ ミ ュレート します。 

4. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. データベース  エンジンが実行しているマシン上の samples ディ レク ト リのパス名を

入力します。 データベース  エンジンがローカル マシンで実行している場合は、 デ

フォルトのパスを修正する必要があ り ます。 パスを入力するか、 パスを参照するこ

とができます。

6. MicroKernel エンジンに対して実行する操作を選択します （デフォルトではすべて操

作オプシ ョ ンが選択されています）。

• データ  ファイルの作成 （書き込みアクセス権が必要）

• データ  ファイルの読み取り

• データ  ファイルの更新 （書き込みアクセス権が必要）

• データ  ファイルの挿入 （書き込みアクセス権が必要）

7. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

ZenSA はテス ト を実行し、 結果を表示します。 チェッ ク  マークはテス トが成功した

こ とを示し、 "X" はテス トが失敗したこ とを示します。

すべてのテス トが成功する と、 ク ラ イアン ト  リ クエスターはデータベース  エンジン

と通信できます。

8. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9. ZenSA の使用を終了する場合は ［完了］ をク リ ッ ク し、 ログ ファ イルを見る場合は

［ログ ファイルを表示する］ をク リ ッ ク します。

リレーシ ョナル レベルでのテスト

リレーシ ョナル エンジンをテストするには

1. ZenSA を起動し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. オプシ ョ ン ダイアログで ［アクテ ィブ インストールをテストする］ をク リ ッ ク しま

す （まだ選択されていなかった場合）。

3. ［リレーシ ョナル エンジンをテストする］ をク リ ッ ク します （まだ選択されていな

かった場合）。
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このテス トは一連の SQL 操作を実行し、 ク ライアン ト  リ クエスターとデータベー

ス  エンジンとの交信をシ ミ ュレート します。 

4. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. ［マシン名］ にエンジンのデータ  ソース名 （DSN） が存在するマシンの名前または 
IP アドレスを入力するか、 またはマシンを参照します （  をク リ ッ ク）。 

ローカル マシンをテス トする場合は名前と して "localhost" が有効です。

6. ［エンジン DSN］ には、 テス トするデータ  ソースの DSN 名を入力します。 デフォ

ルトの demodata は、 データベース  エンジンと一緒にインス トールされたサンプル 

データベースの DSN を使用します。

7. リ レーシ ョナル エンジンに対して実行する操作を選択します （デフォルトではすべ

て操作オプシ ョ ンが選択されています）。

• テーブルの作成

• データの読み取り

• データの更新 （書き込みアクセス権が必要）

• データの挿入 （書き込みアクセス権が必要）

8. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

ZenSA はテス ト を実行し、 結果を表示します。 チェッ ク  マークはテス トが成功した

こ とを示し、 "X" はテス トが失敗したこ とを示します。

すべてのテス トが成功する と、 Zen ク ライアン トはリ レーシ ョナル エンジンと通信

できます。

9. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10. ZenSA の使用を終了する場合は ［完了］ をク リ ッ ク し、 ログ ファ イルを見る場合は

［ログ ファイルを表示する］ をク リ ッ ク します。

ログ ファイル内のタスク

Zen System Analyzer の実行後にログ ファイルを表示するには

1. ［ログ ファイルを表示する］ をク リ ッ ク して ZenSA ログ ファイルを表示します。

このファイルには、 ZenSA で実行されたタスクの一覧が示されます。
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ZenSA ログ ファイルに異なるロケーシ ョ ンを指定するには

1. ZenSA を起動し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. ［ログ ファイル］ フ ィールドに ZenSA ログファイルの名前を入力するか、 目的の場

所を参照します。

ログ ファイルに現在の ZenSA セッシ ョ ンに関する情報のみを含めたい場合は、 ［ロ

グ ファイルに追加］ チェ ッ ク  ボッ クスをオフにします。

ログ ファイルについて異なる名前やロケーシ ョ ンを入力するこ と もできますが、 入

力した名前やロケーシ ョ ンはこの ZenSA セッシ ョ ンにのみ適用されます。 次回ウ ィ

ザードを実行した際は、 デフォルトの C:\ProgramData\Actian\Zen\logs\ZenSA.log に

戻り ます。 
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コマンド  ライン インターフェイス ユーティ

リテ ィ

以下のセクシ ョ ンでは、 Zen コマンド  ライン インターフェイス （CLI） ユーティ リ ティ

について説明します。

• CLI ユーティ リテ ィの概要

• コマンド  ライン インターフェイス ツールのリファレンス
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CLI ユーティ リテ ィの概要

Zen では、 GUI ユーティ リ ティに加えて、 いくつものコマンド  ライン インターフェイ

ス （CLI） ユーティ リ ティ を提供します。 多くの場合、 これらのユーティ リ ティは GUI 
ユーティ リ ティで実行できるのと同じ機能を持ちます。

Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファイ

ルはどこにインストールされますか？を参照してください。

CLI ユーティ リティを持つプラッ ト フォーム

これらのユーティ リ ティは以下のインス トールで提供されます。

• Windows － Enterprise Server、 Cloud Server、 および Workgroup の限定されたセッ ト

• Linux および Raspbian － Enterprise Server、 Cloud Server、 および Client の限定された

セッ ト

この後に続くユーティ リ ティの概要では、 どのユーティ リ ティがどのインス トールに存

在するかについて述べています。 

CLI ユーティ リティの場所

お使いのプラ ッ ト フォームに基づいて、 場所を確認してください。

Windows

Windows では、 これらのユーティ リ ティは Zen インス トールの bin ディレク ト リにイン

ス トールされます。 デフォルトの場所にインス トールした場合は、 C:\Program Files 

(x86)\Actian\Zen\bin\ です。 Zen インス トールはインス トール ディ レク ト リ を PATH 環
境変数に追加するため、 これらのユーティ リ ティはコマンド  プロンプ トでどこからで

も使用できます。 

Linux および Raspbian

Linux では、 ユーティ リ ティは /usr/local/psql/bin にインス トールされます。 zen-svc とい

うユーザーは、 このユーティ リ ティ を使用するための必須の環境変数です。 zen-svc 以
外のアカウン トでユーティ リ ティ を使用したい場合は、 Linux および Raspbian での 
Zen のアカウン ト管理の説明に従ってください。
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プラッ ト フォームおよびエンジンのタイプごとのユーティ リティ

次の表に、 コマンド  ライン ツールの説明、 そのツールが使用できるプラ ッ ト フォーム、

またグラフ ィカル ユーザー インターフェイスがあるかど うかを示します。 

ツール 説明 使用可能な GUI Windows Linux

サー
バー

クラ
イア
ン ト

サー
バー

クラ
イア
ン ト

bcfg Zen コンポーネン トの

設定

Zen Control Center
（『Advanced 
Operations Guide』
の設定リファレン
スを参照してくだ
さい）

Yes Yes Yes Yes

bdu データベースへのデー
タのインポート

なし Yes No Yes No

bmon Zen 動作のモニター Monitor ツール

（『Advanced 
Operations Guide』
の監視を参照して
ください）

Yes Yes

btadmin データベースのユー
ザー名とパスワードを
作成および管理しま
す。

なし No No Yes No

butil データ  ファ イルの修復

と操作を行います。

Maintenance ツー

ル （『Advanced 
Operations Guide』
の Maintenance 
ツールを使用した 
Btrieve データ  
ファイルの操作を
参照してくださ
い）

Yes Yes Yes Yes
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clilcadm

w64clilcadm
（Windows 64 
ビッ ト ）

clilcadm64
（Linux 64 
ビッ ト ）

ユーザー ライセンスの

適用と管理を行いま
す。

License 
Administrator （ラ

イセンス管理を参
照してください）

Yes No Yes No

clipaadm

w64clipaadm
（Windows 64 
ビッ ト ）

clipaadm64
（Linux 64 
ビッ ト ）

インターネッ ト接続が
利用できない場合、 製
品キーの認証に使用す
る手動認証ツール

（手動認証のみ）

手動認証ウ ィザー
ドを開くには、 コ
マンド  プロンプ

トで guipaadm を
実行します。

Yes Yes Yes Yes

dbdefrag データの断片化の検出
と修正、 インデッ クス
の再作成、 未使用領域
の削除を行います。

Defragmenter
（『Advanced 
Operations Guide』
のデータ  ファイ

ルの断片化の監視
を参照してくださ
い）

Yes No Yes No

dbmaint 名前付きデータベース
の作成と管理を行いま
す。

なし No No Yes No

deu SELECT ステート メン

トに基づいて、 区切り
文字付きデータをテキ
ス ト  ファ イルにエクス

ポート します。

ZenCC （データの

作成、 インポー
ト、 およびエクス
ポートを参照して
ください）

Yes Yes Yes Yes

dsnadd サーバー上のエンジン 
DSN の作成と管理を行

います。

なし No No Yes Yes

ツール 説明 使用可能な GUI Windows Linux

サー
バー

クラ
イア
ン ト

サー
バー

クラ
イア
ン ト
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easysync データベース間のレ
コードのレプリ ケー
シ ョ ンを自動化しま
す。

なし Yes No Yes No

isql

isql64
（Linux 64 
ビッ ト ）

SQL ステート メン ト を

対話型で実行し、 DSN 
への接続をテス トする
こ とができます。

なし No No Yes Yes

licgetauth

w64licgetauth
（Windows 64 
ビッ ト ）

licgetauth64
（Linux 64 
ビッ ト ）

認証要求データを転送
し、 認証キー データを

取得します。 

（オフライン認証のみ）

なし Yes Yes Yes Yes

Notification 
Viewer

Notification 領域アイコ

ンとグラフ ィカル ユー

ザー インターフェイス

の 2 つのインターフェ

イスを提供します。 厳
密には CLI ツールでは

あ り ませんが、 参考の
ためこ こで簡単に触れ
ておきます。 

『Advanced 
Operations Guide』
の Notification 
Viewer を参照し

てください。

Yes No Yes No

psc Zen サービスの操作 なし Yes Yes No No

psregedit Zen レジス ト リの編集

による、 Zen コンポー

ネン トの設定

なし No No Yes Yes

psregsvr Zen コンポーネン トの

登録 
なし No No Yes Yes

ツール 説明 使用可能な GUI Windows Linux

サー
バー

クラ
イア
ン ト

サー
バー

クラ
イア
ン ト
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pvdbpass セキュ リティで保護さ
れたデータベースの
ユーザー名とパスワー
ドの指定

Zen Control Center
（『Advanced 
Operations Guide』
の Zen セキュリ

テ ィを参照してく
ださい）

Yes Yes Yes Yes

pvddl コマンド  ファ イルでの 
SQL ステート メン トの

処理

Zen Control Center
（SQL Editor を参

照してください）

Yes Yes Yes Yes

pvnetpass リモート  サーバーの

ユーザー名とパスワー
ドの指定

なし Yes Yes Yes Yes

rbldcli MicroKernel データ  
ファ イルを リ ビルド し
ます。

Rebuild ウ ィザー

ド （『Advanced 
Operations Guide』
の Rebuild ツール

の GUI のリファ

レンスを参照して
ください）

Yes Yes Yes Yes

rbldcli_offline MicroKernel データ  
ファ イルを リ ビルド し
ます。 rbldcli と同じで

すが、 Zen がインス

トールされていないシ
ステムでも使用できま
す。

なし 適用
外

適用
外

適用
外

適用
外

ツール 説明 使用可能な GUI Windows Linux

サー
バー

クラ
イア
ン ト

サー
バー

クラ
イア
ン ト
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コマンド  ライン インターフェイス ツールのリファレ

ンス

このセクシ ョ ンでは、 以下のコマンド  ライン インターフェイス  ユーティ リ ティの リ

ファレンスを提供します。

• bcfg

• bdu

• bmon

• btadmin

• butil

• clilcadm

w64clilcadm

clilcadm64

• clipaadm

w64clipaadm

clipaadm64

• dbdefrag

• dbmaint

• dsnadd

• easysync

• isql

isql64

• licgetauth

w64licgetauth

licgetauth64

• psc

• psregsvr

• pvdbpass
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• pvddl

• pvnetpass

• rbldcli
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bcfg

bcfg ツールについては、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。 bcfg を使用

した設定を参照してください。
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bdu

説明

バルク  データ  ユーティ リ ティ （BDU） はコマンド  ライン ツールで、 区切り文字付き

テキス ト  ファイルのデータをテーブルに読み込むこ とができます。 テーブルおよび

データベースは既に存在している必要があ り ます。 

BDU、 テーブル、 データベースおよび Zen データベース  エンジンはすべて同じコン

ピューター上に存在する必要があ り ます。 区切り文字付きテキス ト  ファイルは、 ロー

カル ド ラ イブ、 マップ ド ラ イブ、 マウン ト されたフォルダーまたは共有フォルダーの

中でデータベース  エンジンがローカルにアクセス可能である必要があ り ます。

デフォルトの区切り文字を使う こ と もできますし、 ユーザー指定の区切り文字を使用す

るこ と もできます。 区切り文字に使用する文字がデータ自体に含まれていてはいけませ

ん。 次の表は許可されている区切り文字の一覧です。 

メモ ： Zen では、 ヌル終端文字 （\0） や二重引用符 （"） は列の区切り文字と して使用

できません。 

BDU では、 一重引用符 （'） および二重引用符 （"） のみがテキス トの囲み文字と して使

用できます。 データ  ファイルには、 一重引用符または二重引用符で囲まれた列値を含

むこ とができます。 たとえば、 次のよ うな列値は二重引用符で囲まれ、 タブ文字で区切

られています。 

列の区切り文字 表示

タブ \t （デフォルト ）

印刷可能な任意の 1 文字 （制御文字は印刷不能です

が、 ヌル、 タブ、 改行 （LF） および復帰 （CR） は例

外です。） 

（*、 A、 t、 l など）

行の区切り文字 表示

改行文字 \n （デフォルト ）

復帰 （CR） \r

復帰改行 （CR LF） \r\n
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"Fred"\t"22"\t"2459"\t"Sales"\t

BDU は、 連続した区切り文字をヌル値と して扱います。 ツールは、 連続した列区切り

文字を検出する と列にヌル値を挿入し、 その列をヌル値許可と します。 

ヌル値には囲み文字は使用できません。 次の列データでは、 2 番目の列にヌル値を挿入

します。 この列には囲み文字が使用されていないこ とに注意してください。

"Fred"\t\t"2459"\t"Sales"\t

概要

bdu {database_name} {table_name} {data_file}
[‐<e|E> max_errors] 
[‐<r|R> reject_file]
[‐<f|F> first_row] 

[‐<l|L> last_row]

[‐<t|T> field_term] 

[‐<n|N> row_term]

[‐<o|O> output_file]
[{‐<u|U> login_id} {‐<p|P> password}]
[‐<c|C> encoding]
[‐<h|H>]

メモ ： BDU を使用してセキュ リ ティが設定されているデータベース （Btrieve セキュ リ

ティ  ポ リシーが ［混合］ に設定されている） にデータを読み込む場合、 提供される資

格情報 （ユーザー名およびパスワード） が Zen データベースのユーザー アカウン トお

よびシステムのユーザー アカウン ト と一致する必要があ り ます。

パラメーター 

パラメーター 必須 / 省略

可能

デフォルト値 説明

database_name 必須 ローカル エンジンに接続するデータ

ベース名

table_name 必須 そこに含まれるテーブルの名前

data_file 必須 区切り文字付きテキス ト  ファ イルの

名前と ロケーシ ョ ン
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-<e|E> max_errors 省略可能 0 （ゼロ）

BDU は最初のエ

ラーが発生する
と終了します。

BDU が終了するまでに無視するエ

ラーの数。

-<r|R> reject_file 省略可能 stderr 読み込みに失敗した行を書き出す
ファイルの名前。 指定するディ レク
ト リが存在している必要があ り ます。
ただし、 指定したディ レク ト リに
ファ イルが存在しない場合は作成さ
れます。

-<f|F> first_row 省略可能 行 1 読み込みを開始する区切り文字付き
テキス ト  ファイルの最初の行。 この

パラ メーターを使用する と、 ヘッ
ダー行をスキップするこ とができま
す。 たとえば、 ヘッダー行が 1 行目

の場合は、 first_row に 2 を設定しま

す。

-<l|L> last_row 省略可能 ソース  ファ イル

の終わり。

ソース  ファ イルの最終行 （この行は

読み込まれます）。 最終行が読み込ま
れる と、 読み込みは停止します。

-<t|T> field_term 省略可能 カンマやタブ文
字などの文字。

ソース  ファ イルの列区切り文字。

-<n|N> row_term 省略可能 改行文字 ソース  ファ イルの行区切り文字。

-<o|O> output_file 省略可能 stderr 読み込み中の情報およびエラー メ ッ

セージを書き出すファイルの名前。
指定するディ レク ト リが存在してい
る必要があ り ます。 ただし、 指定し
たディ レク ト リにファ イルが存在し
ない場合は作成されます。

-<u|U> login_id 省略可能 リ レーシ ョナル エンジンに接続する

ユーザーの名前。

-<p|P> password 省略可能 リ レーシ ョナル エンジンに接続する

パスワード。

パラメーター 必須 / 省略

可能

デフォルト値 説明
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注記

各種設定

BDU を使用するのに Zen 設定パラ メーターを変更する必要はあ り ません。 

BDU はアクセラレイティ ド  モードを使用してデータをテーブルに読み込みます。 デー

タの読み込み中、 MicroKernel はト ランザクシ ョ ン ログを実行しません。

-<c|C> encoding 省略可能 システムのコー
ド  ページまたは 
"ASCII" （システ

ムのコード  ペー

ジが判定できな
い場合）

encoding に対して有効な値は次のとお

りです。

• ASCII

• UTF-8

• UTF-16LE

• UTF-16BE

encoding パラ メーターでは、 大文字と

小文字が区別されず、 引用符も必要
あ り ません。 例を参照してください。

メモ ：データ  ファ イルに BOM （バイ

ト  オーダー マーク） が含まれている

場合、 BDU はその BOM で指定され

たエンコードを用います。 つま り、
コマンド  ラインで encoding パラ メー

ターの値を指定したと しても、 デー
タ  ファイルで BOM を使用して UTF-
8、 UTF-16LE、 または UTF-16BE のエ

ンコードを示していた場合は、 BDU 
はそのエンコードを優先して使用し
ます。

encoding パラ メーターに対して無効な

値を入力した場合には、 " コマンド  ラ
イン引数 -c (file_encoding) の値が無効

です。 " という メ ッセージが返されま

す。

-<h|H> 省略可能 BDU のバージ ョ ンと使用法のヘルプ

を表示します。

パラメーター 必須 / 省略

可能

デフォルト値 説明
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アーカイブ ログを使用している場合は、 データ  ファイルを再度バッ クアップします。

エラー ログ

デフォルトで、 BDU はすべての情報とエラー メ ッセージを標準エラー ス ト リーム

（stderr） に記録します。 このツールが情報またはエラー メ ッセージを書き込むログ 
ファイルを指定するこ とができます。 

重大なエラーと回復可能なエラーの 2 種類は記録されません。 重大なエラーが起きた場

合、 BDU はエラーからの復旧を行う こ とができないため、 終了します。 たとえば、 区

切り文字の欠落したデータ  ファイルは重大なエラーです。

回復可能なエラーが起きた場合、 BDU はエラーをスキップして処理を継続します。 こ

のツールは、 スキップしたエラーの回数を保持していて、 ユーザーが指定したスレッ

シ ョルドに達する と終了します。 デフォルトで、 スレッシ ョルドにはゼロが設定されて

います。

制約

BDU を使用してデータを読み込む際には、 以下の制約が適用されます。

制約 説明

参照整合性 （RI） エラーは RI 違反

と見なされる

行は拒否されます。

任意の一意のキーまたは主キーの
違反

行は拒否されます。

非ヌル列に値が指定されていない 1 列のデフォルト値に無関係に、 行は拒否されます。

ヌル値を許可する列に値が指定さ

れていない 1
列のデフォルト値に無関係に、 ヌルが挿入されます。

テーブルには CLOB または BLOB 
列 （リ レーシ ョナル データ型の 
LONGVARCHAR、
NLONGVARCHAR、 または 
LONGVARBINARY） が含まれてい

ます。

BDU はテーブルにデータを読み込まず、 " ターゲッ ト  
テーブルに LONGVARCHAR、 NLONGVARCHAR、 ま

たは LONGVARBINARY データ型が含まれています。

これらのデータ型はサポート されていません。 " とい

う メ ッセージを返します。

行の順序 BDU は、 区切り文字付きデータ  ファイルを順不同と

見なします。 行の元の順序は保持されない可能性があ
り ます。
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最良実施例

可能であれば、 データベース読み込みが最小のと き、 または、 読み込み中のテーブルに

同時セッシ ョ ンが存在しないと きに BDU を実行してください。

読み込み中のテーブルにインデッ クスが含まれている場合は、 BDU を使用する前にイ

ンデッ クスを削除します。 読み込みの完了後インデッ クスを再作成します。

読み込み中のテーブルに CHECK 制約がかけられている列がある場合は、 BDU を使用

する前に CHECK 制約を削除してください。 読み込み完了後に制約を再指定します。

サンプル ソース ファイル

以下のデータ内容を使用して、 サンプルの文字区切りテキス ト  ファイルが作成されて

います。 使用例を検証するのに、 このファイルを使用するこ とができます。 例では、 こ

のファイルを  data_file.txt と して使用しています。 以下のデータ内容はカンマ区切りに

なっているため、 BDU では -t パラ メーターを指定する必要があるこ とに注意してくだ

さい。 -t パラ メーターは、 タブ文字以外の区切り文字では必須です。

zenBDUsample_1,12345,zen,101,18446744073709551615
zenBDUsample_2,12346,zen,102,18446744073709551614
zenBDUsample_3,12347,zen,103,18446744073709551613
zenBDUsample_4,12348,zen,104,18446744073709551612
zenBDUsample_5,12349,zen,105,18446744073709551611
zenBDUsample_6,12350,zen,106,18446744073709551610
zenBDUsample_7,12351,zen,107,18446744073709551609
zenBDUsample_8,12352,zen,108,18446744073709551608
zenBDUsample_9,12353,zen,109,18446744073709551607
zenBDUsample10,12354,zen,110,18446744073709551606

ソースの入力と して使用されるデータ  ファイルは、 データ値を引用符で囲んだ場合で

も、 列の区切り文字とデータ値の間に空白を含めてはいけません。

データ  フ ィールド サポート される唯一の形式は yyyy-mm-dd です。

時刻フ ィールド サポート される唯一の形式は yyyy-mm-dd です。

タイム スタンプ フ ィールド サポート される唯一の形式は yyyy-mm-dd 
HH:MM:SS.MS です。

空白と列の区切り文字 データ値が引用符で囲まれた場合でも、 列の区切り文
字とデータ値の間には空白を入れてはいけません。

1 テーブルの作成中または更新中に定義した列のデフォルト値は、 BDU によって認識されて

いないためです。

制約 説明
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例

以下の例では、 BDU_Table という名前のテーブルが Demodata サンプル データベースに

含まれているものと仮定しています。 Demodata にこのよ うなテーブルを追加するには、

次のクエリ を使用します。

CREATE TABLE BDU_Table (Name CHAR(20) NOT NULL CASE, PhoneNo INTEGER,BuildingName CHAR(25) NOT NULL 
CASE, RoomNo UINT NOT NULL,HeadOfDept UBIGINT NOT NULL)

BDU をデフォルトのオプシ ョ ンで実行するには次のよ うに記述します。 

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt 

メモ ： 入力データはタブ区切りで、 デフォルトのオプシ ョ ンを使用する必要があ り ま

す。 入力データがタブ区切りでない場合は、 -t パラ メーターを使用して区切り文字を指

定する必要があ り ます。 たとえば、 これらの例のカンマ区切りのデータを使用するに

は、 次のよ うに BDU を実行します。 
bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐t ,

————————

サンプル データベースの Demodata の Billing テーブルを対象に、 タブ区切りデータを

含むファイルを読み込むために DBU を実行するには次のよ うに記述します。 このファ

イルでは UTF-16LE エンコードを使用します。

bdu demodata Billing D:\billing_data_import.txt ‐c UTF‐16LE

————————

ユーザー名とパスワードを必要とするデータベースで BDU を実行するには次のよ うに

記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐u < ユーザー名 > ‐p < パスワード >

————————

最大のエラー数オプシ ョ ンを使用して BDU を実行するには次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐e < ユーザーが許可するエラーの数 >

たとえば、 エラーが 100 個続く まで読み込むには、 次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐e 100

————————

特定の列区切り文字オプシ ョ ンを使用して BDU を実行するには次のよ うに記述しま

す。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐t <列区切り文字 >
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たとえば、 ソース  ファイルに各行がカンマ （,） で分離されるテキス ト を含まれている

場合は、 次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐t ,

————————

特定の行区切り文字オプシ ョ ンを使用して BDU を実行するには次のよ うに記述しま

す。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐n <行区切り文字 >

たとえば、 ソース  ファイルに各行が \n で分離されるテキス ト を含まれている場合は、

次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐n \n

————————

特定の開始行オプシ ョ ンを使用して BDU を実行するには次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐f <読み込みを開始する行番号 >

————————

特定の行終端オプシ ョ ンを使用して BDU を実行するには次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐l <読み込みを終了する行番号 >

————————

パラ メーターは組み合わせて使用するこ とができます。 ｜で区切られ、 ' で囲まれた

データを含むソース  ファイルの先頭 15 行を読み込むには次のよ うに記述します。

bdu demodata BDU_Table D:\data_file.txt ‐f 1 ‐l 15 ‐t | 
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bmon

bmon ツールについては、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。 Monitor の
コマンド  ライン インターフェイスを参照してください。
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btadmin

説明

btadmin ツールは、 Zen ユーザーを認証するためのユーザー名とパスワードが保存され

たフラ ッ ト  ファイル btpasswd の作成と更新に使用します。 管理者権限を付与された

ユーザーは、 リモートでエンジンのステータスを監視し、 エンジンを設定できます。

概要

btadmin [ ‐p password] [a+] [a‐] [‐r] username

オプション 

username
この変数に指定したユーザー名を btpasswd ファイル内で作成または更新します。

username に指定したユーザー名がこのファイルに存在しない場合、 そのユーザー名が

エン ト リ と して追加されます。 存在する場合は、 btpasswd ファイルが変更されます。

関連項目

butil(1)

注記

リモート  ワークステーシ ョ ンからエンジンを管理するには、 ユーザー名とパスワード

を指定する必要があ り ます。 Zen の初期インス トール時では、 デフォルトのユーザー名

は admin で、 パスワードは空です。 

btadmin を使用して管理者を追加します。 

‐p パスワードを指定します。 このオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 パ
スワードの入力が求められます。 

a+ このユーザーに管理者権限を付与します。

a‐ このユーザーの管理者権限を取り消します。

‐r btpasswd ファ イルからユーザー名を削除します。
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% btadmin [‐p password] [a+] username 

このツールは、 username と して指定したユーザーに password と して指定したパスワー

ドを付けたレコードをファイル btpasswd に作成します （オプシ ョ ン ‐p を使用しなかっ

た場合、 パスワードの入力が求められます）。 ユーザーが既に存在する場合は、 パス

ワードが指定されたとおりに変更されます。 

デフォルトでは、 ユーザーは管理者権限なしで作成されます。 a+ オプシ ョ ンを使用し

て、 ユーザーに管理者権限を付与できます。 管理者権限を取り消すには、 a‐ オプシ ョ

ンを使用します。 

パスワード  ファイルからユーザー レコードを削除するには、 次のよ うに入力します。 

% btadmin ‐r username 

btpasswd ファイルが変更されるたびに、 前バージ ョ ンが btpasswd- にバッ クアップされ

ます。 
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butil

説明

Btrieve ユーティ リ ティ  butil は、 Btrieve ファイルとそのデータの操作や管理のためにコ

マンド  プロンプ トで使用されます。 butil を使用するこ とで以下の操作が実行できます。

• サーバーのバッ クアップに使用する  Continuous オペレーシ ョ ンの開始と終了。

• 最後のバッ クアップからシステム エラーが発生するまでの間に行ったファイルへの

変更の回復。

• ASCII 形式、 シーケンシャル形式、 および SDF 形式のデータのインポート とエクス

ポート。

• ファイル間のデータのコピー。

• ファイルのページ キャ ッシュの事前ロードまたは消去。

• MicroKernel エンジン バージ ョ ン情報の取得。

Continuous オペレーシ ョ ンは、 Zen ベースのアプリ ケーシ ョ ンで使用中のファイルを

バッ クアップできる  MicroKernel エンジンの機能です。 Maintenance ユーティ リ ティの 2 

つのコマンド  startbu と  endbu を使用して、 単一または複数のファイルに対する  
Continuous オペレーシ ョ ンを開始および終了します。

概要

butil

‐cache <sourceFile | @listFile>
‐clone outputFile sourceFile [/O<owner> | /PROMPT] [/pagecompresson | /pagecompressoff] [/
recordcompresson | /recordcompressoff] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐close [sourceFile | @listFile] [/Sserver]
‐clrowner sourceFile /O<owner | /PROMPT> [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
@commandFile [commandOutputFile]
‐copy sourceFile outputFile 
[/O< owner1 | /PROMPT> [/O<owner2 | /PROMPT>]] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐create outputFile descriptionFile [< Y | N >] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐drop sourceFile < keyNumber | SYSKEY > 
[/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐endbu < /A | sourceFile | @listFile > [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐index sourceFile indexFile descriptionFile 
[ /O<owner | /PROMPT>] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐load unformattedFile outputFile [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐purge <sourceFile | @listFile>
‐RECOVER sourceFile unformattedFile [/O<owner |/PROMPT>] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
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‐rollfwd <sourceFile | volume | drive | @listFile> 
[</L[dumpFile] | /W[dumpFile]> [/T<dataLength>] 
[/E<keyLength>] [/H] [/V] [/O<ownerList | owner> | /PROMPT]]
[/A] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐save sourceFile unformattedFile 
[Y indexFile | N <keyNumber | ‐1>] [/O<owner1 | /PROMPT> 
[/O<owner2 | /PROMPT>]] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐setowner sourceFile /O<owner | /PROMPT> level [/L][/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐sindex sourceFile <descriptionFile | SYSKEY> [keyNumber] [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /

PWDpword [/DBdbname]]
‐startbu <sourceFile | @listFile> [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐stat <sourceFile> [/O<owner> | /PROMPT] [/UIDuname /PWDpword [/DBdbname]]
‐ver

メモ ： Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの場合、 すべてのスラ ッシュ  オプシ ョ ンはス

ラ ッシュの代わりにハイフンを使用します。 たとえば、 butil -copy の /O オプシ ョ ンは -
O で、 butil ‐copy ‐O のよ うにな り ます。 また、 オーナー ネームではなく  /PROMPT を

指定する と、 コマンドの実行後にはオーナーネーム用の対話型プロンプ ト を生成しま

す。

オプション

Maintenance ツールのコマンド  オプシ ョ ンは、 ファ イル名以外は大文字小文字が区別さ

れません。 

コマンド  オプシ ョ ンを指定せずに、 または無効なコマンド  オプシ ョ ンを指定して butil 
を実行する と、 使用方法のメ ッセージが表示されます。 使用方法のメ ッセージは、 butil 

には、 オプシ ョ ンの /S コマンド  ライン引数があるこ とを示します。 この引数は Linux 
または Raspbian では無視されます。

ファ イルをコピーする と きに、 元のファイルと コピーされるファイルの両方のオーナー

ネームが必要な場合、 -copy オプシ ョ ンでは次の例に示すよ うに、 両方のオーナーネー

ムを指定します。

butil ‐copy originalFile copiedFile /Od3ltagamm@ /OV3rs10nXIII 

最初のオーナーネーム d3ltagamm@ は originalFile を開くために必要です。 2 番目のオー

ナーネーム V3rs10nXIII は copiedFile の作成に使用します。

オーナーネームが対話形式で指定される場合、 このコマンドは次に示す例のよ うにな り

ます。

butil ‐copy originalFile copiedFile /PROMPT /PROMPT 
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これを実行する と、 最初にユーザーは originalFile にアクセスするためのオーナーネー

ムの入力を求められます。 そのファイルが開いたら、 次に copiedFile に割り当てるオー

ナーネームの入力が求められます。

butil には、 コマンド  ファイルを実行するためのオプシ ョ ンもあ り ます。

butil のコマンド、 オプシ ョ ンおよび使用例の詳しい説明については、 『Advanced 

Operations Guide』 の Btrieve の Maintenance コマンド  ライン ツール （butil） を参照し

てください。

関連項目

• Linux man page の syslogd

• 『Btrieve API Guide』。 MicroKernel エンジン の API について説明しています。
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clilcadm

説明

コマンド  ライン バージ ョ ンの License Administrator ツールは、 エンジン上のユーザー 
カウン ト  ライセンスを管理します。Windows および Linux の 32 ビッ ト  コマンド  ライン 

ツールは clilcadm です。 このツールの Windows 64 ビッ ト  バージ ョ ンは w64clilcadm、

Linux の 64 ビッ ト  バージ ョ ンは clilcadm64 です。 64 ビッ ト  システムでの下位互換の

ため、 clilcadm を使用する と  clilcadm64 を呼び出します。 

メモ ： Linux および Raspbian の場合、 このツールは、 zen-data グループに属するユー

ザー アカウン トのみが実行できます。 『Getting Started with Zen』 の Linux および 
Raspbian での Zen のアカウン ト管理を参照してください。

概要

clilcadm ‐a <key> | ‐c [key] [force] | ‐d <key> | ‐g <key> <filename> | 
‐h | ‐i [key] | ‐k [key] | ‐n [key] | ‐s <servername> | ‐t | ‐u <username> | ‐p <password>

w64clilcadm ‐a <key> | ‐c [key] [force] | ‐d <key> | ‐g <key> <filename> | ‐h | ‐i [key] | ‐k [key] | 
‐n [key] | ‐s <servername> | ‐t | ‐u <username> | ‐p <password>

clilcadm64 ‐a <key> | ‐c [key] [force] | ‐d <key> | ‐g <key> <filename> | 
‐h | ‐i [key] | ‐k [key] | ‐n [key] | ‐s <servername> | ‐t | ‐u <username> | ‐p <password>

オプション

コマンド  ライン オプシ ョ ンの詳しい説明については、 License Administrator のト ピッ ク  
CLI 構文を参照してください。

関連項目

licgetauth

製品キーおよびそれに関連するユーティ リ ティの詳細については、 ライセンス管理で説

明しています。
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clipaadm

説明

clipaadm ツールは、 オンライン、 リモート またはオフラインによるキーの認証が不可

能な場合に、 手動による  Zen の認証を可能にします。 clipaadm は CLI バージ ョ ンの手

動認証管理ユーティ リ ティです。 こ こで説明する手順を、 ご利用のプラ ッ ト フォームに

応じたバージ ョ ンのツールを使用して実行してください。

• clipaadm.exe （Windows 32 ビッ ト ）

• w64clipaadm.exe （Windows 64 ビッ ト ）

• clipaadm （Linux および Raspbian）

Workgroup エンジンの認証の場合は、 管理者権限でログインしてからコマンド  プロンプ

ト を開いてください。 

概要

clipaadm はパラ メーターなしで使用できますが、 パラ メーターを指定する  2 つの手順

で使用するこ と もできます。 

パラメーターなし

clipaadm は、 stdin を処理する環境ではパラ メーターがなくても実行できます。 このよ

うに実行された clipaadm は対話型モードになり、 製品キーを認証する手順が表示され

ます。

1. コマンド  プロンプ トで、 clipaadm を実行します。

2. コマンド  プロンプ トで製品キーの入力を求められたら、 入力して Enter キーを押し

ます。

3. コマンド  プロンプ トで認証要求コードが返されたら、 テクニカル サポートへその

コードをお知らせください。 サポート担当者よ り次の手順に進むための認証キーを

提供します。 

ベンダーまたは OEM から製品キーが提供されていた場合は、 その提供元のサポー

ト  サービスまでお問い合わせください。 Actian Corporation から製品キーが提供され

ていた場合は、 Actian サポート  サービスまでお問い合わせください。
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4. コマンド  プロンプ トで認証キーの入力を求められたら、 入力して Enter キーを押し

ます。

5. コマンド  プロンプ トで、 認証が成功したこ とが通知されたら、 プロンプ ト  ウ ィンド

ウを閉じるこ とができます。

2 つの手順でパラメーターを使用

リモートによる  PowerShell セッシ ョ ンなど、 stdin をサポート しない環境では、下記の 2 
つの手順で記述しているパラ メーターを指定した clipaadm を使用するこ とで認証を実

行するこ とができます。

1. 次のよ うに、 コマンド  プロンプ トで製品キー文字列を指定した clipaadm を実行し

ます。

clipaadm < 製品キー > 

2. コマンド  プロンプ トで認証要求コードが返されたら、 テクニカル サポートへその

コードをお知らせください。 サポート担当者よ り次の手順に進むための認証キーを

提供します。

Actian Corporation から製品キーが提供されていた場合は、 Actian サポート  サービス

までお問い合わせください。 ベンダーまたは OEM から製品キーが提供されていた

場合は、 その提供元のサポート  サービスまでお問い合わせください。

3. コマンド  プロンプ トで、 再度 clipaadm を実行します。 今度は、 製品キーの後に認

証キーを入力します。

clipaadm < 製品キー > < 認証キー > 

4. コマンド  プロンプ トで、 認証が成功したこ とが通知されたら、 プロンプ ト  ウ ィンド

ウを閉じるこ とができます。

関連項目

製品キーの管理の詳細については、 ライセンス管理で説明しています。
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dbdefrag

dbdefrag ツールについては、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。 データ  
ファイルの断片化の監視を参照してください。
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dbmaint

説明

dbmaint ツールは、 名前付きデータベースを管理します。

メモ ： このツールは、 zen-data グループに属するユーザー アカウン トのみが実行でき

ます。 Zen Linux または Raspbian ユーティ リ ティ とユーザー アカウン トについては、 該

当情報を参照してください。

概要

dbmaint a | d | l | m [‐nDbname][‐a][‐b][‐c][‐i][‐e][‐v][‐ldictpath][‐ddatapath][‐
ssecuritymode] 

オプション

コマンド

新しいデータベース名を追加
します

a -nDbname [-b] [-i] [-e] [-ldictpath] [-ddatapath]

データベース名を削除します d -nDbname

データベース名一覧を表示し
ます

ldictpath [-a]

データベースのセキュ リ ティ  
ポ リシーを変更します

m -nDbname -ssecuritymode

データベース  コード  ページを

変更します

m -nDbname -c=codepage

add、 a データベース名を追加します

del、 d データベース名を削除します

list、 l すべてのデータベース名の一覧を表示します

modify、 m データベース名、 セキュ リティ  モードまたはコード  
ページを変更します
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オプシ ョ ン

例

TEST とい う名前で参照整合性を設定したデータベースを作成するには、 次のよ うに記

述します。 

% dbmaint a ‐i ‐nTEST 

メモ ： データ  パスの指定がない場合は、 新しいデータベースはデフォルトのロケー

シ ョ ン $ACTIANZEN_ROOT/data に作成されます。 同様に辞書パスの指定がない場合

は、 辞書もデフォルトのロケーシ ョ ンに作成されます。

同じデータベースを削除するには、 次のよ うに記述します。 

% dbmaint d ‐nTEST 

コード  ページ CP932 を使用する  mybase というデータベースを作成するには、 次のよ う

に記述します。 

% dbmaint a ‐nmydbase ‐c=CP932

‐a -l オプシ ョ ンの使用時に、 データベース一覧内のデータベース名に関する

詳細を表示します

‐b バウンド  データベースを作成します

‐c=codepage データベースのコード  ページを設定します。 ゼロは、 サーバーのデフォ

ルト （-c=0） を指定します。

‐ddatapath データ  パスを設定します

‐e データベースの辞書ファイルを作成しません

‐h ヘルプの表示

‐i  データベースに参照整合性を設定します

‐ldictpath 辞書パスを設定します

‐nDBName データベース名を設定します

‐ssecuritymode Btrieve データベースのセキュ リ ティ  ポ リシーを設定します。 Classic、
Mixed、 Database のいずれかを選択します。

‐v 長いメ タデータ （メ タデータ  バージ ョ ン 2） を使用してデータベースを作

成します
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同じデータベースで、 コード  ページにオペレーティング システムのデフォルト  コード  
ページを設定するには、 次のよ うに記述します。 

% dbmaint m ‐nmydbase ‐c=0

有効なコード  ページの一覧を表示するには次のよ うにします （無効なコード  ページを

指定する と  dbmaint は有効なコード  ページの一覧を表示します）。

% dbmaint m ‐nmydbase ‐c=xzy

dbmaint は、 次のよ うに表示します。

Bad code page "xyz" should be: ASCII, ISO8859_1, CP437, CP1252, UTF‐8, CP1250, CP1251, CP1253, 
CP1254, CP1255, CP1256, CP1257, CP1258, CP737, CP775, CP850, CP852, CP855, CP857, CP858, CP862, 
CP866, CP932, or EUCJP

すべてのデータベース名を、 全情報を含めて一覧表示するには 

% dbmaint l ‐a 

DefaultDB データベースのセキュ リ ティ  ポ リシーを混合に変更するには、 次のよ うに記

述します。 

% dbmaint m ‐nDefaultDB ‐sMixed

関連項目

dsnadd、 butil(1)、 btadmin(1)、 syslogd(1)、 smb.conf(5)

『Advanced Operations Guide』 の データベース コード  ページとクライアン ト  エンコード

を参照してください。
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deu

説明

deu データ  エクスポート  ユーティ リ ティは、 SQL SELECT ステート メン トの結果を区

切り文字付きテキス ト  ファイルにエクスポート します。

メモ ： このユーティ リ ティは、 アプリ ケーシ ョ ンによるバイナリ  データのレンダ リ ン

グや使用に依存しません。 バイナリ  データをエクスポートする と きは、 0x123abc のよ

うなバイナリ形式で書き込みます。

概要

deu database selectfile resultsfile [options]
[‐c] [‐e fileencoding] [‐f fielddelimiter] [‐h] [‐l logfile] [‐n portnumber] 
[‐s servername] [‐o] [‐u loginid] [‐p password]

オプション 

database selectfile 内の SQL ステート メン トが実行されるデータベース。 データベー

ス名またはサーバー DSN を指定できます。

selectfile database に対して実行する  SQL ステート メン ト を含むテキス ト  ファ イル。

このファ イルは、 現在のディ レク ト リから、 またはファ イル名と共に提供
されるパスを使用した場所から読み取られます。

メモ ： Unicode 文字はサポート されていません。 SELECT ファ イルで 
Unicode 文字を使用している場合は、 deu によ り  " 指定されたサーバーに接

続できません。 " というエラー メ ッセージが返されます。

resultsfile SQL SELECT ステート メン トの結果を入れるテキス ト  ファ イル。 このファ

イルは、 存在する場合は上書きするこ とができます。 -o オプシ ョ ンが使用

されていない限り、 デフォルトでは、 ユーザーは上書きするかど うかの確
認が求められます。

-c 出力の最初の行に列名を書き込みます。 列名の前にはハッシュ文字 （#）
が付きます。 このオプシ ョ ンを指定しない場合、 デフォルトは列名なしで
す。
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データ  ソースのコード  ページ

以下の値は ‐d オプシ ョ ンで使用できるコード  ページを示します。 このオプシ ョ ンを指

定しない場合、 デフォルトはオペレーティング システムのエンコードです。 これらの

値では、 大文字と小文字は区別されません。

• ANSI ： CP1250、 CP1251、 CP1252 （ Windows のデフォルト ）、 CP1253、 CP1254、

CP1255、 CP1256、 CP1257、 CP1258、 CP932、 CP936、 CP949、 CP950

• OEM ： CP720、 CP737、 CP775、 CP850、 CP852、 CP855、 CP857、 CP858、 CP862、

CP866、 EUCJP

-d fileencoding ソース  ファ イルを、 指定された文字エンコードで読み取り ます。 このオプ

シ ョ ンを指定しない場合、 デフォルトはオペレーティング システムのエン

コードです。 コード  ページ名では、 大文字と小文字は区別されません。

データ  ソースのコード  ページを参照してください。

-e fileencoding 結果ファイルを、 指定された文字エンコードで書き込みます。 このオプ
シ ョ ンを指定しない場合、 デフォルトは Windows-1252 です。 コード  ペー

ジ名では、 大文字と小文字は区別されません。 SELECT 結果のコード  
ページを参照してください。

-f fielddelimiter SELECT の結果のフ ィールド区切り文字。 このオプシ ョ ンを指定しない場

合、 デフォルトはカンマです。

-h ヘルプを表示します。

-l logfile ログ メ ッセージを標準出力に加えてファ イルにも書き出します。 logfile 
は、 メ ッセージ エン ト リ を記録するファ イルの名前です。 このファ イル

は、 現在のディ レク ト リ、 またはファ イル名と共に提供されるパスを使用
した場所に書き込まれます。

-n portnumber servername 上で動作しているデータベース  エンジンが受信待ちしている  
TCP ポート番号。 このオプシ ョ ンを指定しない場合、 リ レーシ ョナル エ
ンジンが使用するデフォルトのポート  1583 になり ます。

-o resultsfile が存在する場合、 確認を求めずにファイルを上書きします。

-s servername データベースが定義されているサーバーの名前。 このオプシ ョ ンを指定し
ない場合、 デフォルトはローカル マシンです。 IP アドレスを使用するこ

と もできます。

-u loginid セキュ リ ティが有効なデータベースに定義されたユーザーの名前。

-p password loginid で識別されるユーザーのパスワード。
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• Unicode ： UTF-8、 UTF-16LE

SELECT 結果のコード  ページ

以下の値は ‐e オプシ ョ ンで使用できるコード  ページを示します。 このオプシ ョ ンを指

定しない場合、 デフォルトは CP1252 です。 これらの値では、 大文字と小文字は区別さ

れません。

• ANSI ： CP1250、 CP1251、 CP1252 （ Windows のデフォルト ）、 CP1253、 CP1254、
CP1255、 CP1256、 CP1257、 CP1258、 CP932、 CP936、 CP949、 CP950

• OEM ： CP720、 CP737、 CP775、 CP850、 CP852、 CP855、 CP857、 CP858、 CP862、
CP866、 EUCJP

• Unicode ： UTF-8、 UTF-8-BOM、 UTF-16BE、 UTF-16BE-BOM、 UTF-16LE、 UTF-
16LE-BOM

その他のエクスポート形式

次の一覧は、 deu による、 選択されたデータ型のエクスポートの処理方法を示します。

• BIT – 0 または 1

• BFLOAT4、 REAL – 指数表記、 有効桁数 7

• BFLOAT8、 DOUBLE、 FLOAT – 指数表記、 有効桁数 16

• DATETIME、 TIMESTAMP – 年 - 月 - 日 時 : 分 : 秒 . ナノ秒 

• DATE – 年 - 月 - 日 

• TIME – 時 : 分 : 秒 

• UNIQUEIDENTIFIER – GUID （例 ： 11111111-2222-3333-4444-111111111111）

例

次の例は、 deu コマンド  ラインの -h ヘルプに含まれているものです。

deu demodata select.sql datafile.dat ‐c ‐l log.txt 

この場合、 select.sql ファ イルおよび datafile.dat ファイルは現在のディ レク ト リにある必

要があ り ます。 次の例では、 ド ライブ D: にある  Data とい うディ レク ト リ を使用してい

ます。
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C:\>deu demodata D:\Data\select.sql D:\Data\datafile.dat ‐c ‐l D:\Data\log.txt 

deu は、 結果が 1 つのレコード  セッ トになる、 selectfile 内の 1 つの SELECT ステート

メン ト を受け入れるよ うに設計されています。 複数の SELECT ステート メン トがセ ミ

コロンで区切られて含まれるファイルの場合、 エラーは返されませんが、 deu は最初

の SELECT ステート メン トのみを実行します。 

selectfile では、 次の例のよ うに、 UNION を使用して複数の SELECT ステート メン ト を

組み合わせるこ とができます。

SELECT * FROM Class WHERE max_size >= 100

UNION

SELECT * FROM Class where max_size <= 25 

このクエ リの結果は、 1 つのレコード  セッ トにな り ます。
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dsnadd

説明

dsnadd を使用する と、 Zen データベースに接続する新しい ODBC データ  ソースの設定

が簡単に行えます。 新しいデータ  ソースに対し適切なプロパティを提供するこ とで 

odbc.ini ファイルを変更します。 

Zen は /usr/local/actianzen/etc にある  odbcinst.ini ファ イルを使用するこ とで UNIXODBC 

に従い、 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト  ODBC ド ラ イバーを指定します。 ド ライバー記述 

Pervasive ODBC Interface を参照する  DSN は、 odbc.ini ファイル内の odbcinst.ini 情報を指

し示します。 1 つの DSN を  32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン

の両方で使用するこ とができます。 注記も参照してください。

dsnadd は 任意で、 レガシー スタイルの DSN を作成できるオプシ ョ ンを提供します。 こ

れは odbcinst.ini を指すのではなく、 odbc.ini に 32 ビッ ト  ド ラ イバー名を指定します。

ただし、 そのよ うなスタイルの DSN は 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンにはアクセスでき

ません。

概要

• 名前付きデータベースへ接続するサーバー上に DSN を作成するには

dsnadd ‐dsn=myDSN ‐db=DBname 

これは、 サーバー上の 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの

両方で使用できる  DSN を  Pervasive ODBC Interface ド ラ イバー記述を用いて作成し

ます。 この DSN は、 Windows ク ライアン トで実行している  ODBC アド ミニス ト

レーターでエンジン DSN と しては表示されません。

• サーバー上の名前付きデータベースへ接続するク ライアン トで DSN を追加するには

dsnadd ‐dsn=myDSN ‐db=DBname ‐host=zenhost 

これは、 ク ライアン ト上の 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ

ンの両方で使用できる  DSN を Pervasive ODBC Interface ド ラ イバー記述を用いて作

成します。 

• 使用が推奨されないレガシー スタイルのク ライアン ト  DSN を Pervasive ODBC Client 

Interface ド ライバー記述を用いて追加するには、 次のコマンドを実行します。

dsnadd ‐dsn=myDSN ‐sdsn=engineDSN ‐host=zenhost ‐clntdsn 
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DSN がアクセスできるのは 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンのみであるこ とに注意して

ください。

• 使用が推奨されないレガシー スタイルのエンジン DSN を Pervasive ODBC Engine 

Interface ド ライバー記述を用いてサーバー上に追加するには、 次のコマンドを実行

します。

dsnadd ‐dsn=myDSN ‐db=DBname ‐engdsn 

DSN がアクセスできるのは 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンのみであるこ とに注意して

ください。

• 既存の DSN を一覧表示するには次のよ うに入力します。

dsnadd ‐l 

上記の要素は次のよ うな意味があ り ます。

myDSN は、 新しいデータ  ソースに割り当てたい名前です。

DBname は、 Zen ホス ト上の名前付きデータベースの名前です。

zenhost は、 Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされているホス トの

名前です。

engineDSN は、 Zen ホス ト上のエンジン DSN の名前です。
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オプション 

最も一般的に使用されるオプシ ョ ンは以下のとおりです。

‐db= DSN が関連付けられているデータベース （ローカルまたはリ

モート ） の名前

‐dsn‐name= | ‐dsn= データ  ソース名

‐help dsnadd ツールの構文およびオプシ ョ ンを表示します。

‐l 既存の DSN を一覧表示します。

openmode=<0|1|‐1|‐
4> | ‐omode=<‐0|1|‐
1|‐4>

現在の接続で開く ファ イルのデフォルトのオープン モードを指

定します。 デフォルトは 0 （ノーマル） です。 ローカル接続のみ

で使用でき、 リモート  ク ライアン ト接続では使用できません。

ファ イルのオープン モードの詳細については、 『ODBC Guide』
の DSN オープン モードを参照してください。

‐srv‐host= | ‐host= サーバーのホス ト名

‐srv‐port= | ‐port= サーバーのポート番号。 デフォルト値は 1583 です。 （『Getting 
Started with Zen』 のデフォルトの通信ポートの変更を参照してく

ださい）。

‐translate=< none | 
auto >

文字データに使用するエンコード変換。 デフォルト値は "none" 
です。 ク ライアン ト とサーバー間で転送される文字データがない
こ とを意味します。 これはク ライアン ト とサーバーが同じオペ
レーティング システムのエンコードを使用しているこ とを前提

と しています。

『ODBC Guide』 の自動を参照してください。 

以下のオプシ ョ ンは、 使用が推奨されないレガシー スタイルの DSN の作成に使用されま

す。

‐clntdsn 使用が推奨されないレガシー スタイルのク ライアン ト  DSN を 
Pervasive ODBC Client Interface ド ラ イバー記述を用いて作成しま

す。

新規アプリ ケーシ ョ ンまたは修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ンの場合は、 ク ラ イアン ト  DSN を使用するよ り も、 ‐db= を
使用した名前付きデータベースに接続する  DSN を作成するよ う

にして ください。
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例

次の例では、 ローカル データベース  region1accting に接続するサーバー側 DSN の 
acctingdb を作成します。 

dsnadd ‐dsn=acctingdb ‐db=region1accting 

次の例では、 リモートサーバー USInventory 上のデータベース  DomesticOrders に接続す

るク ライアン ト側 DSN の USInvoices を作成します。

dsnadd ‐dsn=USInvoices ‐db=DomesticOrders ‐host=USInventory 

‐engdsn 使用が推奨されないレガシー スタイルのエンジン DSN を 
Pervasive ODBC Engine Interface ド ラ イバー記述を用いて作成しま

す。 

新規アプリ ケーシ ョ ンまたは修正を施す 32 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ンの場合は、 エンジン DSN を使用するよ り も、 ‐db= を使用

した名前付きデータベースに接続する  DSN を作成するよ うにし

て ください。

‐sdsn= 使用が推奨されないレガシー スタイルのク ライアン ト  DSN 用に

使用します。 サーバーのエンジン DSN の名前です。

アプリケーシ ョ ン開発およびテストのみで一般的に使用されるオプシ ョ ンは以下のとお
りです。

‐drv‐desc= dsnadd は -db、 -clntdsn および -engdsn オプシ ョ ンの有無に基づい

てド ライバー記述を処理します。 指定する場合は、 次のいずれか
を指定する必要があ り ます。

• Pervasive ODBC Interface

• Pervasive ODBC Client Interface

• Pervasive ODBC Engine Interface

‐drv‐path= | ‐drv= ド ラ イバー ライブラ リの場所。 デフォルトは /usr/local/actianzen/
lib:$HOME/lib です。

‐dsn‐desc= | ‐desc= dsnadd は DNS のデフォルトの説明を odbc.ini に提供します。 デ

フォルトの説明を無効にして上書きする場合は、 このオプシ ョ ン
を使用して説明文字列を指定します。 説明文字列に空白文字を含
める場合は、 その説明文字列全体を二重引用符で囲む必要があ り
ます。

‐odbc‐ini= | ‐ini= ODBC.ini ファ イルの名前 （たとえば、 /usr/local/actianzen/etc/
odbc.ini）
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次の例では、 使用が推奨されないレガシー スタイルのク ライアン ト  DSN bkorderclnt を
作成します。 この DSN は JapanSvr2 とい うマシン上のエンジン DSN の backordersrv を

参照し、 自動エンコードを使用します。

dsnadd ‐dsn=bkorderclnt ‐sdsn=backordersrv ‐host=JapanSvr2 ‐translate=auto ‐clntdsn 

次の例では、 データベース  partscatalog に接続する、 使用が推奨されないレガシー スタ

イルのエンジン DSN の partsctlg を作成します。

dsnadd ‐dsn=partsctlg ‐db=partscatalog ‐engdsn 

注記

Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの場合、 個々の ODBC ド ラ イバーはド ライバー マネー

ジャー UNIXODBC を介してロード されます。 このド ライバー マネージャーはデータ  

ソース名 （DSN） から特定の Zen ODBC ド ラ イバーへのマッピングを保持します。 

Zen Enterprise Server または Cloud Server 64 ビッ ト または Client 64 ビッ トがインス トー

ルされても、 既に存在するユーザー定義の 32 ビッ ト  DSN に変更はあ り ません。 これ

は、 これらの DSN は 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンからは直接アクセスできないという

こ とです。 新しい DSN については、 上記の両製品のインス トールで 32 ビッ トおよび 

64 ビッ ト  ODBC ド ラ イバーが odbcinst.ini に割り当てられます。 この割り当てによっ

て、 1 つの DSN を  32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの両方で

使用するこ とができます。 

既存の 32 ビッ ト  DSN を 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの

両方にアクセスさせたい場合は、 それらの DSN を名前付きデータベースに接続する  

DSN と して再作成する必要があ り ます。

ODBC およびデータ  ソース名 （DSN）

アプリ ケーシ ョ ンのビッ ト数が Zen 製品のビッ ト数と一致している必要はあ り ません。

たとえば、 64 ビッ ト  ODBC ド ライバーや 32 ビッ ト  ODBC ド ラ イバーは、 64 ビッ ト ま

たは 32 ビッ トの Zen サーバーのどちらの接続にも使用するこ とができます。

ただし、 ク ライアン ト  インス トールの場合は、 アプリ ケーシ ョ ンのビッ ト数がク ライ

アン ト  マシン上の Zen Client のビッ ト数と一致している必要があ り ます。 ク ライアン ト

上で 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンを使用するには、 Zen 64 ビッ ト  Client がインス トール

されている必要があ り ます。
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Linux および Raspbian 用の Zen ODBC ド ライバー記述

次の表で説明するよ うに、 Zen では DSN は 3 つの異なる  ODBC ド ラ イバー記述を指定

するこ とができます。 

INI ファイルにおけ

る ODBC ド ライ

バー記述

一緒にイン
ストールさ
れるド ライ
バー ライブ

ラリ

一緒にインストールされる製品の動作

Pervasive ODBC 
Engine Interface

Server 64 
ビッ ト

Server 32 
ビッ ト
（Linux の
み）

• 既存のエンジン DSN との互換性を維持するため 
ODBC ド ラ イバーを odbc.ini に割り当てます。

• ローカルの名前付きデータベースへ接続します。

• dsnadd を使用する場合、 デフォルトでは作成され

なくな り ました （‐engdsn オプシ ョ ンを使用する

必要があ り ます）。

• Windows ク ライアン ト上で実行している  ODBC ア
ド ミニス ト レーターでエンジン DSN を表示する と

見るこ とができます。 

• エンジン DSN を使用するため既にコード化された 
32 ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンに使用されます。

• Linux の場合、 32 ビッ ト  エンジン DSN の使用は

推奨しません。

Pervasive ODBC 
Client Interface

Server 64 
ビッ ト

Server 32 
ビッ ト
（Linux の
み）

Client 32 
ビッ ト
（Linux の
み）

• 既存のクライアン ト  DSN との互換性を維持するた

め ODBC ド ラ イバーを odbc.ini に割り当てます。

• ローカルまたはリモートの名前付きデータベー
ス、 あるいはエンジン DSN へ接続します。 

• ク ラ イアン ト  DSN を使用するため既にコード化さ

れた 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンのみに使用。

• dsnadd で –host を指定する場合、 デフォルトでは

作成されなくな り ました （‐clntdsn オプシ ョ ン

を使用する必要があ り ます）。

• Linux の場合、 32 ビッ ト  ク ラ イアン ト  DSN の使

用は推奨しません。
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Linux または Raspbian 向けの ODBC および DSN サポートに関する FAQ 

次の表では、 Linux または Raspbian における  ODBC および DSN のサポートについてよ

く寄せられる質問の回答を記載しています。 

Pervasive ODBC 
Interface

Server 64 
ビッ ト

Client 64 
ビッ ト

• 新しい 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト  DSN で使用する

ため ODBC ド ラ イバーを odbcinst.ini に割り当てま

す。

• ローカルまたはリモートの名前付きデータベース
へ接続します。

• 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用に

推奨される ド ライバー記述です。

• dsnadd を使用する場合、 デフォルトで作成されま

す。 

• Windows ク ライアン ト上で実行している  ODBC ア
ド ミニス ト レーターで、 エンジン DSN と しては表

示されません。

質問 回答

32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン

を 64 ビッ トに移植する場

合、 DSN について何か行う

必要があ り ますか？

アプリ ケーシ ョ ンが DSN レス接続 （接続文字列 "Pervasive 
ODBC Client Interface" を使用した接続） を利用している場

合、 その ODBC ド ラ イバー記述を Pervasive ODBC 
Interface に変更します。 

アプ リ ケーシ ョ ンが DSN を使用する場合は、 名前付き

データベースに接続する新しい DSN を作成する必要があ

り ます。 

DSN レス接続とはなんです

か？ 
DSN レス接続とは、 ODBC ド ラ イバー "Pervasive ODBC 
Client Interface" （既存の 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用）

または "Pervasive ODBC Interface" （32 ビッ ト または 64 
ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用） を使用して名前付きデータ

ベースへ接続するものを指します。

INI ファイルにおけ

る ODBC ド ライ

バー記述

一緒にイン
ストールさ
れるド ライ
バー ライブ

ラリ

一緒にインストールされる製品の動作



294 コマンド  ライン インターフェイス ユーティ リティ

ODBC ヘッダー ファイル

ODBC 用の sql.h、 sqltypes.h および sqlext.h ヘッダー ファイルには、 32 ビッ ト  アプリ

ケーシ ョ ンと  64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンのコンパイルに違いがあ り ます。 64 ビッ ト  
ODBC の説明については、 UNIXODBC Web サイ トで ODBC に関する ドキュ メン ト を参

照してください。 たとえば、 Web サイ ト  http://www.unixodbc.org/doc/ODBC64.html （英

語サイ ト ） の情報が役立ちます。

関連項目

btadmin、 dbmaint、 isql

使用が推奨されないレガ
シー スタイルのエンジン 
DSN やクライアン ト  DSN は
まだ作成するこ とができま
すか？

はい、 作成できます。 しかし、 dsnadd では ‐engdsn また

は ‐clntdsn オプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。 いず

れかのオプシ ョ ンで作成された DSN は 32 ビッ ト  アプリ

ケーシ ョ ンのみに対応します。

Windows ク ライアン トで 
ODBC アド ミ ニス ト レー

ターを使用していますが、
作成した DSN が見えないの

はなぜでし ょ う？

64 ビッ ト  Windows オペレーティング システムの場合、 レ

ジス ト リ設計によ り  64 ビッ ト  システム DSN と  32 ビッ ト  
システム DSN は区別されています。 64 ビッ ト  ODBC アド

ミ ニス ト レーターを使用している場合は、 32 ビッ ト  シス

テム DSN は見えません。 逆もまた同様です。

作成したアプリ ケーシ ョ ン
が DTI を使用して DSN を管

理する場合はど うな り ます
か？

DSN 用の DTI 関数で管理するのは 32 ビッ ト  エンジン 
DSN のみです。 そのため、 将来的には DSN 用の DTI 関数

は 32 ビッ ト  エンジン インターフェイス  ODBC ド ラ イ

バーと共に使用できなくなる可能性があ り ます。 

DSN を管理する  DTI を使用する代わりに、 SQL や ODBC 
ステート メン ト を使用するこ とができます。 たとえば、
CREATE DATABASE を使用して名前付きデータベースを

作成し、 SQLConfigDatasource を使用して DSN を設定する

こ とができます。

将来的に、 ODBC 接続で推

奨される方策はあ り ます
か？

はい。 新規アプリ ケーシ ョ ンまたは修正を施す 32 ビッ ト  
アプ リ ケーシ ョ ンは、 ローカルでも リモートでも、 名前付
きデータベースへ接続するよ うにして ください。 

質問 回答
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easysync

説明

easysync は、 Zen データベース  サーバー間で新規作成または更新されたレコードのレ

プリ ケーシ ョ ンを自動化できるデータ同期ユーティ リ ティです。 2 つのデータベース

は、 それぞれ異なるサーバー上にあっても、 また同じサーバー上にあってもかまいませ

ん。 同期の頻度は、 ほぼリ アルタイムにするこ と も、 長い間隔を空けてスケジュールす

るこ と もできます。 全般的な監視、 エラーの検出、 予期しない結果のト ラブルシュー

ティングを可能にするログ機能が含まれています。 easysync を使用する場合は、 以下

の点に注意してください。

• 同期するファイルは 13.0 または 16.0 形式を使用する必要があ り ます。

• ファイルではシステム データ  v2 が有効になっている必要があ り ます。

• 同期元のファイルと同期先のファイルの両方に、 ユーザー定義の重複のない （一意）

キーが必要です。

• ログに記録されたエン ト リでは、 同期元ファイル、 同期先ファイル、 Btrieve エ

ラー、 および同期元ファイル内の失敗したレコードの更新システム データ  v2 タイ

ムスタンプ （該当する場合） を識別します。

• 同期させるこ とができるのは、 Insert および Update オペレーシ ョ ンのみです。 Delete 

オペレーシ ョ ンは追跡されません。

• easysync では、 挿入レコードや更新レコードの同期に失敗した後、 再度同期の試

行は行いません。

• エラーが発生した場合、 easysync はそれ以降のファイル内の変更は同期しよ う と

しません。 最後に正常に同期されたレコードの時刻値を保存し、 次回 easysync が
構成ファイルを実行する と きにその時点から同期を試みます。

• easysync は、 重複のないユーザー定義キーを使用して更新の同期を実行します。

レコードの更新時に競合が発生しないよ うに、 このキーを変更できないよ うにする

こ とが最善の方法と して推奨されますが、 これは必須ではあ り ません。 レコードの

重複のないキーが変更された場合、 通常は、 元のキーを持つレコードに加えて、 新

しい重複のないキーを持つレコードが同期先に追加されます。

• も う  1 つの良い方法は、 複数のク ライアン トが変更を単一のソースへ同期するシナ

リオです。 セグメン ト化されたキーを使用する と、 キーの衝突を回避できます。 セ

グメン トの 1 つがデバイス名などのク ライアン ト固有の識別子になり ます。 その他
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のセグメン トでは、 デバイス / ク ライアン ト名セグメン ト と組み合わせて一意とな

る  autoincrement/identity セグメン ト を使用できます。

概要

easysync [‐e] [‐o] config_file
easysync [‐s]
easysync [‐h]

オプション 

構成ファイル

構成ファイルは JSON 形式です。 これはバージ ョ ン番号、 設定、 および同期するデータ  
ファイルの一覧で構成されます。 同期元および同期先のオーナー ネームとパスワード

など、 使用されていない要素は省略できます。 必須の要素が省略されている場合は、 次

のテンプレート  サンプルの後にある表に示されているデフォルト値が使用されます。

次のテンプレート構成ファイルをコピーして、 新しい構成ファイルを作成できます。 こ
の例には、 2 つの同期元ファイルとその同期先のエン ト リがあ り ます。

{
    "version":                  1,
    "settings": {
        "log_file":             "c:/path_to_logfile/easysync.log",
        "log_level":            "verbose",
        "polling_interval_sec": 10,
        "resume_on_error":      true
    },
    "files": [{
        "source_file":            "btrv://server1/easysync?dbfile=src1.mkd",
        "source_owner_name":      "",

パラメー
ター

省略の可否 説明

config_file 不可 実行する  JSON 構成ファイルのパス名。

-e 可 構成ファイル内のオーナー ネーム、 ユーザー名、 およびパス

ワードを暗号化します。

-o 可 構成ファイルは、 キャンセルされるまで繰り返すのではなく、
1 回だけ実行します。

-s 可 使用状況の情報を含むサンプル構成ファイルを出力します。

-h 可 コマンド  ライン ヘルプ。
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        "source_username":        "",
        "source_password":        "",
        "destination_file":       "btrv://server2/easysync?dbfile=des1.mkd",
        "destination_owner_name": "",
        "destination_username":   "",
        "destination_password":   "",
        "unique_key":             0,
        "create_destination":     true,
        "_last_copied_record_timestamp":   "0000000000000000",
        "_last_existing_transaction_time": "0000000000000000",
        "_last_file_timestamp":            "0000000000000000"
        }, {
        "source_file":            "btrv://server1/easysync?dbfile=src2.mkd",
        "source_owner_name":      "",
        "source_username":        "",
        "source_password":        "",
        "destination_file":       "btrv://server2/easysync?dbfile=des2.mkd",
        "destination_owner_name": "",
        "destination_username":   "",
        "destination_password":   "",
        "unique_key":             0,
        "create_destination":     true,
        "_last_copied_record_timestamp":   "08DC6AB81253D4D6",
        "_last_existing_transaction_time": "0000000000000000",
        "_last_file_timestamp":            "08DC6AB81253D4D6"
    }]
}

次の表に、 構成ファイル内の要素、 デフォルト値 （存在する場合）、 および説明を示し

ます。 要素名は大文字と小文字が区別されます。 

要素 デフォルト 説明

version 1 将来的な下位互換性用

polling_interval_sec 30 ファ イルの新しいデータをチェッ クする頻度
（秒単位）

log_file ./easysync.log ログ ファ イルのパス と名前

resume_on_error true エラー発生後にファ イルの同期を続行するかど
うかを指定

source_file — 必須。 同期元ファイルの絶対パスまたは BTRV 
URI

source_owner_name — オーナー ネーム （使用する場合）

source_username — ユーザー名 （使用する場合）

source_password — パスワード （ユーザー名が使用されている場
合）

destination_file — 必須。 同期先ファイルの絶対パスまたは BTRV 
URI

destination_owner_name — オーナー ネーム （使用する場合）
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destination_username — ユーザー名 （使用する場合）

destination_password — パスワード （ユーザー名が使用されている場
合）

unique_key — 必須。 同期元ファイルの更新に基づいて更新す
る同期先ファ イル レコードを見つけるために使

用する、 同期元ファ イルと同期先ファイルの両
方に存在する重複しないキー番号

create_destination false true の場合、 ファ イルが存在しない場合は作成

されます

_last_copied_record_timestamp 0 easysync によって管理されます。 更新システ

ム  データ  v2 タイムスタンプに基づいて、 同期

元ファ イルからコピーされた最後のレコードの
タイムスタンプです。 選択した時刻に同期を開
始するよ うに手動で設定できます。 指定しない
場合、 タイム スタンプがゼロ と見なされ、 同期

元ファ イル内のすべてのレコードが同期先ファ
イルにコピーされます。 

_last_existing_transaction_time — easysync によって管理されます。 古い既存の

ト ランザクシ ョ ンが原因で同期が失敗している
かど うかを判断するのに役立つ時刻値。

_last_file_timestamp — easysync によって管理されます。 ファ イルに

新しいデータが存在するが、 同期が失敗してい
るかど うかを判断するための時刻値。

要素 デフォルト 説明
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isql

説明

対話型の ODBC テス ト  ツールである  isql を使用するれば、 DSN に対しデータベースへ

の接続をテス ト した り、 データベースに接続できていれば SQL ステート メン ト を実行

した りするこ とができます。 このツールの 32 ビッ ト版は、 Zen Enterprise Server 32 ビッ

ト 、 Zen Client 32 ビッ ト 、 また Zen Enterprise Server 64 ビッ トのインス トールで一緒に

インス トールされます。 このツールの 64 ビッ ト版は isql64 とい う名前です。 これは 

Enterprise Server 64 ビッ トおよび Client 64 ビッ トのインス トールで一緒にインス トール

されます。 

2 つのユーティ リ ティの違いは、 接続できる  DSN のタイプです。 デフォルトで、

dsnadd は 32 ビッ トおよび 64 ビッ トのどちらのアプリ ケーシ ョ ンにもアクセスできま

す （DSN はド ライバー記述 "Pervasive ODBC Interface" を指定します）。 isql または 

isql64 ではそのよ うな DSN の接続をテス トできます。Linux および Raspbian 用の Zen 
ODBC ド ライバー記述を参照してください。

使用が推奨されないレガシー スタイルの DSN がアクセスできるのは 32 ビッ ト  アプリ

ケーシ ョ ンのみです。 このため、 そのよ うな DSN の接続テス トが可能なのは isql のみ

です。 Linux または Raspbian 向けの ODBC および DSN サポートに関する FAQ を参照

してください。

たとえば、 Zen に含まれる  Demodata サンプル データベースに接続するには、 isql 

demodata または isql64 demodata という よ うに、 DSN を第 1 パラ メーターと して指定し  

isql （または isql64） を実行します （Demodata 用の DSN にはド ライバー記述に 
"Pervasive ODBC Interface" を指定するので、 どちらのバージ ョ ンのツールもその DSN 

接続をテス トするこ とができます）。

このツールを使用する と、 データベースを対話型で処理できる状態になり ます。 この状

態で、 データベースにクエリ （SELECT * FROM Department など） を実行するこ とができ

ます。

isql を使用してデータベースのセキュ リティを有効にするには、 まず Master ユーザー

と してデータベースに接続します。 次に SQL の SET SECURITY ステート メン ト を使用

して Master ユーザーのパスワードを設定します。 たとえば、 次のよ うに指定します。

isql demodata Master

SET SECURITY = password
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『SQL Engine Reference』 の SET SECURITY を参照してください。

セキュ リ ティが設定されているデータベースに接続するには、 isql の 2 番目と  3 番目の

パラ メーターと して、 それぞれユーザー名とパスワードを渡します。 たとえば、

demodata にパスワード  vforge を使用し  Master ユーザーと して接続するには、 isql64 

demodata Master vforge または isql demodata Master vforge と入力します。

概要

<isql | isql64> DSN [UID [PWD]] [options]

上記の要素は次のよ うな意味があ り ます。

• DSN は接続するデータベースのデータ  ソース名です。 必ず指定する必要があ り ま

す。

• UID は、 Zen SQL データベース  エンジンに接続するユーザー名です。 セキュ リ ティ

で保護されたデータベースに対して使用します。 セキュ リ ティで保護されている

データベースの場合のみ必要です。

• PWD は UID のパスワードです。 UID が使用されている場合のみ必要です。

• options は以下に示す 1 つまたは複数のオプシ ョ ンです。
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オプション 

コマンド

対話モードにした場合は、 以下のコマンドを使用するこ とができます。

注記

デフォルトで、 isql および isql64 は対話モードの場合にプロンプ ト情報を表示します

（Connected!、 sql-statement、 help [tablename] および quit など）。 ファ イルへの出力を リダ

イレク トおよびパイプするため、 プロンプ ト情報を表示させたくない場合もあ り ます。

-b オプシ ョ ンを使用すれば、 プロンプ ト情報は出力されません。

‐b バッチ処理用のプロンプ ト を表示させないよ うにします。 注記を参照してくだ
さい。

‐c 最初の行の列名を表示します （-d と共に使用）。

‐dx x 文字で列を区切り ます。

‐

llocnname
locname にロケールを設定します。

‐mn 列の表示幅を n 文字 （数） に制限します。

‐v エラーや警告の詳細な説明を表示します。

‐‐version 使用中の unixODBC のバージ ョ ンを表示します。

‐w 結果を HTML テーブルにラ ップします。 

‐x0xHH HH で列を区切り ます。 x は 16 進数で示します。 たとえば、 0x09 はタブ文字で

す。

sql-statement isql または isql64 によって接続されるデータベースに対して実行する有効

な SQL ステート メン ト 。

help [tablename] 列情報を表示します。 この出力は dbo.fSQLColumns カタログ関数の出力

と同じです。 『SQL Engine Reference』 の dbo.fSQLColumns を参照してく

ださい。 

tablename  を省略する と、 出力はデータベースのすべてのテーブルを対象

と します。 これにはシステム テーブルも含まれます。

quit 対話モードを終了します。
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isql および isql64 は入出力のリダイレクシ ョ ンとパイプをサポート します。 さ らに、 両

ユーティ リ ティは複数の SQL ステート メン ト を含むファイルを処理するこ とができま

す。 各ステート メン トの終わりには、 キャ リ ッジ リ ターン / ライン フ ィードを指定す

る必要があ り ます。 ファ イルの最終行は空白行にしてください。 例を参照してくださ

い。

例

次の例では、 64 ビッ ト  ク ライアン ト上で実行する  64 ビッ ト  ODBC アプリ ケーシ ョ ン

からアクセスされる、 セキュ リ ティで保護されていない acctspay とい うデータベースに

接続します。

isql64 acctspay 

データベースと同様に acctspay という  DSN が指定されています。 この DSN では ODBC 

ド ラ イバー記述 "Pervasive ODBC Interface" を指定しています。

次の例は、 セキュ リ ティで保護された payrol とい うデータベースに対し、 パスワード  

j77b99 を使用し  Master ユーザーと して接続します。

isql payrollsecdb Master j77b99 

payrollsecdb とい う  DSN が指定されています。 この DSN では、 使用が推奨されないレ

ガシー スタイルの ODBC ド ラ イバー記述 "Pervasive ODBC Engine Interface" を指定して

います。 また、 isql の他の用途と しては、 ODBC ド ライバー記述 "Pervasive ODBC 
Interface" が指定されているかど うか DSN をテス トするこ と もできます。

次の例は、 複数の SQL ステート メン ト を処理する方法を示します。 Demodata サンプル 

データベースに対して、 以下の 2 つのクエリ を実行します。

select count(*) from billing
select count(*) from person 

この 2 つの行で 1 つのファイル （説明上、 名前は two-queries.sql と します） が作成され

ます。 ファ イルの最終行と して空白行追加します。

次のコマンドを実行します。

cat two‐queries.sql | isql demodata ‐b 

結果は次のよ うにな り ます。

+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| EXPR_1 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| 1315 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
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SQLRowCount returns 1
1 rows fetched
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| EXPR_1 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| 1500 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
SQLRowCount returns 1
1 rows fetched

-b オプシ ョ ンを使用した場合は、 プロンプ ト情報が出力されないので注意してくださ

い。 -b オプシ ョ ンを使用していなければ、 結果は次のよ うにな り ます。

+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| Connected!                            |
| |
| sql‐statement |
| help [tablename] |
| quit |
| |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
SQL> +‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| EXPR_1 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| 1315 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
SQLRowCount returns 1
1 rows fetched
SQL> +‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| EXPR_1 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
| 1500 |
+‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐+
SQLRowCount returns 1
1 rows fetched

関連項目

dsnadd
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licgetauth

説明

licgetauth ツールは、 製品キーの認証に用いられるオフライン認証プロセスの第 2 段階

で使用されます。 このツールは clilcadm と組み合わせて使用するこ とで、 オフライン

認証プロセスが完了します。

概要

licgetauth.exe [output_filename.ath]

オプション

関連項目

clilcadm

インターネッ ト接続がない場合のオフライン認証

output_filename.ath 認証出力ファイルの名前。
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psc

説明

psc は、 Actian Zen Enterprise Server サービスに関する制御情報を取得および設定するた

めのツールです。

psc を実行するには、 管理者権限を持っている必要があ り ます。

概要

psc < start | stop | restart | query | getpolicy > servicename

または

psc setpolicy servicename < automatic | manual | disabled >

オプション

サービスには、 特に （ハード ウェアに近い） 低レベルでほかのプログラムをサポートす

る、 特定のシステム関数を実行するプログラム、 ルーチンまたはプロセスの名前を指定

します。 servicename は、 レジス ト リでサービス  キーに設定されている名前です。 サー

ビス  キー名は、 サービス表示名とは異なるこ とがあるので注意してください。 多くの

場合は、 異なります。 

以下に説明するオプシ ョ ンでは、 大文字小文字が区別されません。 

start Zen のサービスを開始します。

stop Zen のサービスを終了します。

restart Zen のサービスを終了し、 再度そのサービスを開始します。

query servicename が実行されているかど うかを示します。

getpolicy servicename に関連する  startmode （automatic、 manual または disabled） のタイ

プの取得 

setpolicy servicename に関連する  startmode （automatic、 manual または disabled） のタイ

プの設定 

automatic サービスは、 オペレーティング システムが起動したと きに自動的に開始しま

す。
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例

次の例は、 Zen データベース製品をサービス と して実行しているすべてのインス トール

で同じです。 以前のリ リースでは、 Enterprise Server、 Cloud Server、 Workgroup、 Client、
および Reporting サービスの短い名前は異なっていましたが、 v14 から、 これらはすべ

て "zenengine" を使用します。

psc start zenengine

start、 stop、 および restart で zenengine サービス名を使用できます。 

リターン コード

psc ツールでは psc コマンドの実行後、 サービスの状態を示す以下のコード （DOS 

ERRORLEVEL） を返します。 

manual サービスは、 オペレーティング システム起動後に手動で開始する必要があ り

ます。

disabled サービスが無効化され、 オペレーティング システム起動後に開始しません。

文字列 コード （DOS 
ERRORLEVEL）

BTI_SERVICE_ACCESS_DENIED 32775

BTI_SERVICE_ALREADY_RUNNING 32778

BTI_SERVICE_CANNOT_ACCEPT_CTRL 32779

BTI_SERVICE_CONTINUE_PENDING 32772

BTI_SERVICE_DATABASE_LOCKED 32780

BTI_SERVICE_DEPENDENCY_DELETED 32783

BTI_SERVICE_DEPENDENCY_FAIL 32784

BTI_SERVICE_DISABLED 32782

BTI_SERVICE_DOES_NOT_EXIST 32785

BTI_SERVICE_DUP_NAME 32776

BTI_SERVICE_EXISTS 32786

BTI_SERVICE_INVALID_CTRL 32789
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BTI_SERVICE_INVALID_NAME 32777

BTI_SERVICE_MARKED_FOR_DELELE 32790

BTI_SERVICE_NOT_ACTIVE 32787

BTI_SERVICE_PAUSE_PENDING 32773

BTI_SERVICE_PAUSED 32774

BTI_SERVICE_REQUEST_TIMEOUT 32788

BTI_SERVICE_RUNNING 32771

BTI_SERVICE_START_PENDING 32769

BTI_SERVICE_STOP_PENDING 32770

BTI_SERVICE_STOPPED 32768

文字列 コード （DOS 
ERRORLEVEL）
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psregedit

説明

psregedit は、 Linux の Zen レジス ト リ を管理するために使用します。 Zen レジス ト リに

変更を加えるには、 root ユーザーであるか、 zen-data グループのメンバーでなければな

り ません。

概要

psregedit
‐key keyname [ ‐r ]
‐key keyname ‐value valuename
‐set ‐key keyname [‐type type] value
‐set ‐key keyname ‐value valuename [‐type type] value
‐delete ‐key keyname
‐delete ‐key keyname ‐value valuename
‐export ‐key keyname [‐file filename]
‐import [‐file filename]

上記の要素は次のよ うな意味があ り ます。

• keyname は、 "PS_HKEY\Subkey" とい う書式で表し、 この PS_HKEY 部分は 
PS_HKEY_CONFIG、 PS_HKEY_CONFIG_64、 PS_HKEY_CLASSES、

PS_HKEY_CLASSES_64 または PS_HKEY_USER のいずれかが定義されます。

Subkey は、 主要キーの下位にあるキーです。

• valuename は、 レジス ト リ値に割り当てられる名前、 またはデフォルト値です。

• type は、 PS_REG_STR、 PS_REG_UINT32 または PS_REG_UINT64 です。

• value は、 valuename に対して割り当てる値です。

• filename はファイル名で、 パスも含めるこ とができます。
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オプション 

例

Linux でキーの名前と値を入力します。

psregedit ‐set ‐key PS_HKEY_CONFIG\SOFTWARE\Actian\Zen\ELS ‐value proxy_host ‐type PS_REG_STR 
"192.168.220.128"

この同じ値を含む .xml ファイルをインポートするこ とができます。

psregedit ‐import ‐file ELSProxy.xml

この ELSProxy.xml には以下が含まれます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF‐8" ?>
<key name="PS_HKEY_CONFIG\SOFTWARE\Actian\Zen\ELS">

    <value name="proxy_host" type="PS_REG_STR">192.168.220.128</value>
</key>

-key キー値を取得します。 -value を指定しない場合は、 キーの内容全体

が表示されます。 すべてのサブキーを表示するには -r （再帰的）

を指定します。

-set -key キー値を設定します。 -value を指定しない場合は、 デフォルト値が

設定されます。 VALUE は指定された TYPE （種類） に応じて適切

に設定する必要があ り ます。 -type を指定しない場合は、

PS_REG_STR と見なされます。

-delete -key 指定したキーまたは値を削除します。 -value を指定しない場合は、

キー全体とすべてのサブキーが削除されます。

-export -key 指定したキー （すべての値とサブキーを含む） を標準出力または
名前を付けたファ イルにエクスポート します。

-import [-file filename] 標準出力または名前付きファ イルからキーと値をインポート しま
す。
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psregsvr

説明

psregsvr は、 Linux システムの Zen レジス ト リでコンポーネン ト を登録するのに使用し

ます。

概要

psregsvr [ ‐s ] [ ‐u ] { [ ‐f file ] | filename }

オプション 

‐s サイレン ト。 ステータスやエラー メ ッセージを出力しません。

‐u 登録を解除します。 指定しないと登録と見なされます。

‐f file PCOM モジュールを  1 行に 1 つずつリ ス トするテキス ト  ファイルを指定します。

filename 登録する  1 つの PCOM モジュールを指定します。
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pvdbpass

説明

pvdbpass を使用する と、 ユーザーは管理者の介入なしでセキュ リティで保護された

データベースのパスワードを変更するこ とができます。

概要

このツールは次の構文でパスワードの入力を求めます。

pvdbpass database username [‐server name] [‐port number]

この構文には旧パスワード と新しいパスワードが含まれます。

pvdbpass database username password newpassword 

[‐server name] [‐port number]

オプション 

database username が定義されているデータベース （データベース名またはサーバー 
DSN）。

username パスワードを変更しよ う とするユーザー。

password ユーザーの現在のパスワード。 パスワードを変更するには、 元のパスワー
ドを指定する必要があ り ます。 パスワードはパラ メーターと して指定する
こ と もできますし、 指定せずに入力を求めるこ と もできます。

newpassword ユーザーの新しいパスワード。 パスワードの制限の詳細については、
『Advanced Operations Guide』 の識別子の制限を参照してください。 

メモ ： 新しいパスワードがアルファベッ ト以外の文字で始まる場合は、 パ
スワードを一重引用符で囲む必要があ り ます。 現在のパスワードがアル
ファベッ ト以外の文字で始まる場合は、 パスワードを一重引用符で囲まな
いでください （例を参照してください）。

-server name 省略可能。 データベースが定義されているサーバー名。 このオプシ ョ ンが
指定されていない場合は、 ローカル マシンと見なされます。

-port number 省略可能。servername 上で動作している  SQL エンジンが受信待ちしている  
TCP ポート。 このオプシ ョ ンが指定されていない場合は、 デフォルト  ポー

ト  1583 と見なされます 『Getting Started with Zen』 の デフォルトの通信

ポートの変更も参照して ください。
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例

Master ユーザーのパスワードを変更するためにプロンプ ト を表示する場合は、 次のよ

うに記述します。

pvdbpass demodata Master

現在のパスワードを英文字で始まらないパスワードに変更する場合は、 次のよ うにしま

す （一重引用符を使用します）。

pvdbpass demodata Joe oldpassword '123'

リモート  サーバー上のパスワードを変更する場合は、 次のよ うに記述します。

pvdbpass demodata Joe oldpass newpass ‐server finance1



コマンド  ライン インターフェイス ユーティ リティ 313

pvddl

説明

pvddl は、 コマンド  ファ イルで一連の SQL ステート メン ト を実行するのに使用します。 

概要

pvddl database commandfile

[‐separator character] [‐username username] [‐password password] [‐server servername] [‐port number] [‐
stoponfail] [‐log logfile]

オプション 

database commandfile 内の SQL ステート メン トが実行されるデータベース。

これはデータベース名またはサーバー DSN です。

commandfile SQL ステート メン ト を含むテキス ト  ファイル。 データ定義言語な

ど、 ある種の SQL ステート メン トは、 コマンド  ファ イルでの使用

に向いています。 これは、 SELECT などのデータ操作とは対照的で

す。 SELECT ステート メン トは使用できますが、 結果セッ トは標準

出力に返されません。

コマンド  ファ イル内では、 各コマンド間に区切り文字が必要です。

-separator 文字を参照してください。

メモ ： pvddl は Unicode 文字をサポート しません。 コマンド  ファ イ

ルで Unicode 文字を使用している場合は、 pvddl によ り  " 指定された

サーバーに接続できません。 " というエラー メ ッセージが返されま

す。

‐separator character commandfile で SQL ステート メン ト を区切るのに使用する文字です。

有効な文字は印刷可能な任意の文字です。 ただし、 その文字が SQL 
ステート メン ト内に出現しないこ とを確認してください。 一般的に
使用される文字は、 シャープ記号 （#）、 セ ミ コロン （;）、 および単

価記号 （@） です。

メモ ： Linux では、 セ ミ コロンの区切り文字を一重引用符で囲む必

要があ り ます。 これをしない場合、 commandfile の最初の pvddl ス
テート メン ト しか正し く実行されません。 残りのステート メン トは
エラーもな く実行されたよ うに見えますが、 正し く実行されていま
せん。

‐username username セキュ リティが有効なデータベースに定義されたユーザーの名前。
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関連項目

『SQL Engine Reference』 で、 使用できる  SQL 構文に関する詳細を参照してください。 

‐password password username で識別されるユーザーのパスワード

‐server servername データベースが定義されているサーバーの名前。 このオプシ ョ ンが
指定されていない場合は、 ローカル マシンと見なされます。 サー

バーの IP アドレスを指定するこ と もできます。

‐port number servername 上で動作しているデータベース  エンジンが受信待ちして

いる  TCP ポート番号。 このオプシ ョ ンが指定されていない場合は、

デフォルト  ポート  1583 と見なされますポート  1583 はリ レーシ ョナ

ル エンジンが使用するデフォルトのポートです。

-stoponfail commandfile 内の最初の SQL エラーで停止します。 エラーが発生す

る と  Pvddl はエラー コード  PS_E_FAIL を返します （10 進数の -
2147467259 と同等です）。 SQL エラーが発生した後のデフォルトの

動作は pvddl の継続です。

‐log logfile ログを標準出力 （stdout） ではな く、 ファ イルに出力します。 logfile 
には出力を記録するファ イル名を指定します。 ファ イルのパスを指
定するこ と もできます。 パスを省略する と、 logfile は dvddl と同じ

ディ レク ト リに作成されます。
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pvnetpass

説明

pvnetpass は、 Zen ネッ ト ワーク  パスワード  ユーティ リ ティです。 ク ライアン トが接

続するサーバーのユーザー ID とパスワードを管理するのに使用するコマンド  ライン 

ツールです。 サーバーに接続しよ う とする場合、 ク ライアン トはレジス ト リでサーバー

名を検索し、 そのサーバーのユーザー名とパスワードのセッ ト を使用します。 

アプリ ケーシ ョ ンが MicroKernel エンジンを使用し、 BTPASSWD または PAM 認証を使

用するよ う設定されている  Linux または Raspbian データベース  エンジンに接続する場

合、 このアプリ ケーシ ョ ンはデータベース  エンジンに接続するのに一連の資格情報を

必要と します。 pvnetpass を使用して、 アプリ ケーシ ョ ンが使用する一連の資格情報を

設定します。 Pvnetpass は、 データベース  エンジンがローカルでも リモートでもその

データベース  エンジンに接続するすべてのマシンで実行する必要があ り ます。 詳細に

ついては、 『Getting Started with Zen』 の認証 （Authentication） を参照してください。

同一サーバーに対してグローバル エン ト リおよびユーザー エン ト リ を持っている場合、

ユーザー エン ト リがグローバル エン ト リ よ り優先されます。 ユーザー名にはユーザー 

コンテキス ト全部を含める必要があ り ます。 たとえば、 ド メ イン名を持つ Windows 環
境ではユーザーは domain\user のよ うに指定します。 Linux または Raspbian 環境では、

mymachine.mydomain などの完全なマシン DNS 名とユーザー アカウン ト名を使用します。

pvnetpass ユーティ リ ティは、 Windows ク ライアン トで、 ログイン ダイアログを使用

して保存された証明を変更するのにも使用できます。 『Advanced Operations Guide』 のク

ライアン ト保持の資格情報の容認およびクライアン ト資格情報の入力要求を参照してく

ださい。

概要

pvnetpass [‐g] {‐a | ‐r | ‐m} server [‐u user] [‐p pwd]

pvnetpass ‐d

オプション 

‐a -u パラ メーターで指定されたユーザーのサーバー エン ト リ を追加します。

ユーザーを指定しない場合は現在のユーザーと見なされます。
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関連項目

Windows クライアン トからのクライアン ト  アクセスの設定

例

現在のユーザーからすべてのサーバーへ （-g よ り優先されます）

pvnetpass ‐a '*' ‐p password 

現在のユーザーから  1 つのサーバー 'myserver' へ （-g よ り優先されます）

pvnetpass ‐a myserver ‐p password 

すべてのユーザー （-g） から  1 つのサーバー 'myserver' へ （証明と して joe:password を
使用）

pvnetpass ‐g ‐a myserver ‐u joe ‐p password 

‐d 設定されたサーバーの一覧を表示します。 設定されたサーバーは点線で区切
られた 2 つのグループに表示されます。 線よ り上のデータはグローバル エン

ト リで、 zen-data グループのメンバーである管理者しか見るこ とができませ

ん。 線よ り下のデータは現在のユーザー エン ト リです。 同一サーバーに対し

てグローバル エン ト リおよびユーザー エン ト リ を持っている場合、 ユーザー 
エン ト リがグローバル エン ト リ よ り優先されます。

‐g すべてのユーザーに対しデフォルトの設定を行います。 -g で作成された設定

は個々のユーザーによって無効にするこ とができます。

‐m -u パラ メーターで指定されたユーザーのサーバー エン ト リ を変更します。

ユーザーを指定しない場合は現在のユーザーと見なされます。

‐p そのユーザーのパスワードを指定します。 指定しない場合、 pvnetpass はパス

ワードの入力を要求します。

‐r -u パラ メーターで指定されたユーザーのサーバー エン ト リ を削除します。

ユーザーを指定しない場合は現在のユーザーと見なされます。

server 接続エン ト リ を追加しよ う と しているサーバー （ローカルまたはリモート ）
です。 サーバーは '*' （引用符を含む） とするこ と もできます。 この場合はデ

フォルト  サーバー エン ト リの情報が設定されます。 このデフォルトのエン ト

リはサーバーにユーザー エン ト リがない場合に使用されます。

‐u ユーザーの名前を指定します。 -u が指定されない場合は、 現在のユーザー名

が使用されます。
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すべてのユーザー （-g） からすべてのサーバー （'*'） へ （デフォルトの証明 
joe:password を使用）

pvnetpass ‐g ‐a '*' ‐u joe ‐p password 

'sles2HR' とい う名前のローカル サーバーに、 ユーザー名が 'acctadmin'、 パスワードが 

'88sJkE5' のユーザーを追加するには次のよ うに指定します。

pvnetpass ‐a sles2HR ‐u acctadmin ‐p p88sJkE5 

'myserver' とい う名前のリモート  サーバーに、 パスワードが 'peggysue' のユーザー 

'bholly' を追加するには次のよ うに指定します。

pvnetpass ‐a myserver ‐u bholly ‐p peggysue 

エン ト リが受け付けられたかど うかを調べるには -d オプシ ョ ンを使用します。

pvnetpass ‐d 

このコマンドでは以下の結果を得られます。

Server: myserver 
User: bholly 
Password:  （表示されません） 

Linux ク ライアン トから  myserver に接続する際に使用するパスワードを変更するには次

のよ うに記述します。

pvnetpass ‐m myserver ‐u bholly ‐p newpassword 

'myserver' サーバー用のエン ト リ を削除するには次のよ うに記述します。

pvnetpass ‐r myserver 

ユーザー固有のエン ト リが存在しない場合に、 'myserver' サーバーに接続しよ う とする

ユーザー用のデフォルトのエン ト リ を追加するには次のよ うに記述します。

pvnetpass ‐g ‐a myserver ‐u admin ‐p adminpassword 

ユーザー コンテキス ト （PS_HKEY_USER） にデフォルトのサーバー エン ト リ を追加するに

は次のよ うに記述します。

pvnetpass ‐a '*' ‐u admin ‐p adminpassword 

マシン コンテキス ト （PS_HKEY_CONFIG） にデフォルトのサーバー エン ト リ を追加するに

は次のよ うに記述します。

pvnetpass ‐g ‐a '*' ‐u admin ‐p adminpassword 
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Linux ク ライアン トから、 ド メ イン名 mydomain および ユーザー名 user1 を使用して、

Windows ド メ イン サーバー （myserver） で認証されるには、 次のよ うに記述します。

pvnetpass ‐a myserver ‐u mydomain\user1 ‐p user1password 
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rbldcli

説明

rbldcli ツールはサーバー上の MicroKernel データ  ファ イルの再構築に使用します。

概要

rbldcli [ ‐parameter ] file

rbldcli @command‐file

オプション

rebuild の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 のコマンド構文を参照してく

ださい。

Zen v16 リ リースには、 rbldcli_offline と呼ばれる、 rbldcli のスタンドアロン バージ ョ

ンが含まれています。 このユーティ リ ティ を使用すれば、 Zen がインス トールされてい

ないシステムで Zen データ  ファイルを変換するこ とができます。 大量のファイルやサ

イズが非常に大きなファイルを リ ビルドする と、 他のユーザーに対する  Zen データ

ベース  エンジンのパフォーマンスを低下させる可能性があ り ます。 別のシステムで

ファイルを リ ビルドできれば、 この問題を回避できます。

関連項目

データ  ファイルのリ ビルドの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照し

てください。



320 コマンド  ライン インターフェイス ユーティ リティ



基本的なトラブルシューティング 321

基本的なト ラブルシューテ ィング

以下のセクシ ョ ンでは、 よ く発生する問題を ト ラブルシュートおよび解決するための情

報を提供します。

• 一般的なト ラブルシューテ ィング

• ZenCC からのエラー メ ッセージ

• よ く寄せられる質問
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一般的なト ラブルシューテ ィング

以下の項目は、 発生する可能性がある特定の状況に対する基本的な ト ラブルシューティ

ングを提供します。

• データにアクセスしよう と したときに、 1114 というエラーを受け取りました。

• 接続文字列に ServerDSN または DBQ が見つからなかったというエラー メ ッセージ

を受け取りました。

• エンジン コンポーネン トのバージ ョ ンがクライアン ト  コンポーネン トのバージョ

ンと異なっているという メ ッセージを受け取りました。

• サーバー エンジン上のデータを取得することができません

• ZenCC は大きなレコード  セッ ト を取得する際に処理速度が低下したりハングした

り します。

データにアクセスしよう と したときに、 1114 というエラーを受け取りまし

た。 

または 

接続文字列に ServerDSN または DBQ が見つからなかったというエラー 
メ ッセージを受け取りました。

ZenCC では、 ク ライアン ト  DSN なしの接続を使用して リモート  サーバー データ  ソー

ス （DSN） にアクセスできます。 Microsoft Excel および Access などの多くのデスク ト ッ

プ アプリ ケーシ ョ ンではこれが行えません。 ローカル コンピューター上でク ライアン

ト  DSN を作成し、 リモート  サーバー DSN を使用してサーバー上のデータにアクセス

できるよ うにします。 ク ライアン ト  DSN を作成するには、 Windows クライアン トから

のクライアン ト  アクセスの設定の手順に従ってください。 最初に、 アクセスするサー

バー上にサーバー DSN が存在しているこ とを確認する必要があ り ます。

エンジン コンポーネン トのバージ ョ ンがクライアン ト  コンポーネン トのバー

ジ ョ ンと異なっているという メ ッセージを受け取りました。

ク ライアン トの リ クエスターが初めてエンジンに接続する と、 ク ライアン トの リ クエス

ターは内部ルーター バージ ョ ンと  Btrieve Version (26) 呼び出しで返された値を比較しま

す。 ク ライアン トのバージ ョ ンがエンジンのバージ ョ ンよ り も古い場合は、 ク ライアン

ト  システム上でダイアログ ボッ クスが開き、 " エンジンのコンポーネン トのバージ ョ
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ンがク ライアン ト と異なり ます " とい う メ ッセージと、 Zen System Analyzer （ZenSA）

を実行するよ う求める提案が表示されます。 同じ メ ッセージがク ライアン トの zen.log 

ファイルにも記録されます。 

これは警告メ ッセージです。 この状況では、 ク ライアン トはエンジンへの接続を妨げら

れるこ とはあ り ません。 ただし、 Actian Corporation が互換性を保証するのは、 ク ライア

ン トがデータベース  エンジンと同じバージ ョ ンの場合のみです。 このメ ッセージが表

示されたと きに、 ZenSA の実行を行わずに古いク ライアン ト  コンポーネン ト を保持し、

新しいク ライアン ト をインス トールした場合は、 ク ライアン トのバージ ョ ンがエンジン

のバージ ョ ンと同じになるまで、 製品が予期しない動作をするこ とが考えられます。

メモ ： データベース  エンジンと同じバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターを使用す

るこ とをお勧めします。 通信するデータベース  エンジンよ り古いバージ ョ ンのク ライ

アン ト  リ クエスターを使用するこ と もできます。 ただし、 アプリ ケーシ ョ ンで使用す

る  SDK アクセス方法のタイプによっては、 古いバージ ョ ンのリ クエスターがデータ

ベース  エンジンで動作しないこ と もあ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンはデータベース  エン

ジンと通信できなくな り ます。 そのよ うな状況の場合は、 データベース  エンジンと同

じバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターを使用する必要があ り ます。

データベース  エンジンよ り も新しいバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターの場合、

正し く機能するかど うかはわかり ません。 Actian Corporation では、 新しいバージ ョ ンの

ク ライアン ト  リ クエスターと古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用した場合の動作

については保証しません。 このため、 新しいバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスター

と古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用しないようにして ください。

サーバー エンジン上のデータを取得することができません

サーバー データにアクセスできないと きは、 ほとんどの場合以下のこ とが原因です。

• サーバー コンピューターがダウンしているか、 またはネッ ト ワークが中断されてい

ます。

• サーバーへアクセスするオペレーティング システム権限を持っていないか、 正しい

ネッ ト ワークにログインしていません。

• ク ライアン ト  リ クエスターが有効ではあ り ません。

• データベース  サーバー エンジンがインス トールされていないか、 実行されていませ

ん。

• データベース  サーバーがリモート接続を受け付けません。
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• リモート  データベースが DSN セッ ト  アップをネッ ト ワーク上に通知していません。

• ローカル ク ライアン トがサーバーにアクセスするための DSN を持っていません。

• ク ライアン ト またはサーバー ネッ ト ワーク設定が間違っています。

問題の実際の原因を調べるには 

以下の手順に従って、 基本的な設定に問題がないかど うかを確認しながら原因を特定し

てください。

1. Windows ク ライアン トのオペレーティング システムから、 ネッ トワーク情報にアク

セスし、 接続するサーバー コンピューターを見つけるこ とができるかど うかを確か

めます。 サーバーを確認できれば、 そのサーバーはダウンしておらず、 ネッ ト ワー

クから切断されていないとするこ とができます。

2. 次に、 ある ド ライブをファイル サーバーにマップしてみるか、 またはサーバー上の

共有ファイルを開いてみます。 ファ イル サーバーへ接続し、 マップされたド ライブ

上にファイルを作成できれば、 オペレーティング システム権限を持っているこ とに

なり ます。 また、 正しいネッ ト ワークにログインしているこ と も確認できます。 特

定のネッ ト ワークにログインしていない場合、 そのネッ ト ワーク上のサーバーにア

クセスするこ とはできません。

メモ ： サーバー上に新しいデータベースを作成する、 リモート  サーバー エンジンに対

して Monitor を使用する、 またはリモート  サーバー エンジンを構成する場合には、

サーバー上での管理者権限を持っているか、 あるいは Zen_Admin のメンバーである必

要があ り ます。 単純なド ライブ割り当てや共有ファイルの読み取りでは、 管理者権限を

持っているかど うかはわかり ません。 つま り、 ファ イル サーバーへ接続するこ とは可

能でも、 設定プロパティ、 Monitor、 またはデータベース作成ウ ィザードを使ってデー

タベース  エンジンに接続するこ とはできない場合がある という こ とです。

3. 次に考えられる原因は、 ク ライアン ト  リ クエスターが無効である可能性です。

ZenCC を起動し、 お使いのローカル ク ライアン ト  コンピューターを示すアイコン

を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ［アクセス］ をク リ ッ ク し、 ［リ

モート  MicroKernel エンジンの使用］ が選択されているこ とを確認します。

これによ り、 リ クエスターを問題の原因から除外できます。

4. 次に、 Zen がターゲッ ト  サーバー上にインス トールされ、 起動しているかど うかを

調べます。 
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Windows で、 ［管理ツール］ の ［サービス］ を開きます。 Actian Zen Enterprise Server 
が開始されているこ とを確認します。 停止していた場合は、 サービスを開始します。

Linux では、 データベース  エンジンがインス トールされているサーバー上のプロン

プ トで以下のコマンドを入力します。

ps ‐e | egrep 'mkded' 

コマンドからの出力で、 テキス ト  mkde を含む行が 1 行でも返されれば、 Zen は起動

しています。 この行が表示されない場合は、 root アカウン トにログインし、 /etc/

init.d/actianzen start を入力して、 データベース  エンジンを起動する必要があ り ま

す。

これで、 サーバー エンジンがインス トールされ、 起動しているこ とを確信できま

す。

メモ ： リモートの PowerShell セッシ ョ ンなど、 非対話型インターフェイスでこの手順

を実行する場合は、 データベース エンジンの起動と停止を参照してください。

5. 次の手順では、 サーバー エンジンがリモート通信リ クエス ト を受け付けているかど

うかを確認します。

ZenCC で、 リモート  データベース  エンジンがリモート  リ クエス ト を受け付けるよ

う設定されているこ とを確認します。 リモートで Windows 32 ビッ ト  サーバー エン

ジンにアクセスするこ とが困難な場合は、 サーバーで直接設定を確認する必要があ

り ます。 これを行うには、 サーバーでの管理者権限を持っている （または、

Zen_Admin グループのメンバーである） 必要があ り ます。 ZenCC でサーバーを右ク

リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択します。 ［アクセス］ をク リ ッ ク し、 ［リモート  リ
クエストの受付］ が選択されているこ とを確認します。

これによ り、 サーバーがリモート  リ クエス ト を受け付けていない可能性も除外でき

ます。

6. メモ ： アプ リ ケーシ ョ ンで ODBC を使わず単に Btrieve アクセスのみを使用してい

た場合は、 この手順を省きます。 

これまでの確認事項をすべてク リ アしても、 まだデータにアクセスできない場合は、

サーバー DSN がターゲッ ト  データ用に設定されているこ とを確認してください。

ZenCC を使用して、 そのサーバーのデータベース ノードを開き、 存在するデータ

ベースを調べます。 データベースのいずれかが、 アクセスするデータを示している

か確認します。 確認できれば、 サーバー DSN はデータ用に作成されています。

アクセスしたいデータは見つからないが、 サーバー上にそのデータが存在している

こ とがわかっている と きは、 DSN をそのデータ用に設定するこ とが必要になる可能
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性が高いです。 これを行うには、 サーバーでの管理者権限を持っている （または、

Zen_Admin グループのメンバーである） 必要があ り ます。

ODBC データベース アクセスの設定の手順に従い、 既存のデータ  ファイル用に 

DSN を設定します。

これで、 サーバー DSN を問題の原因から除外できます。

7. メモ ： アプ リ ケーシ ョ ンで ODBC を使わず単に Btrieve アクセスのみを使用してい

た場合は、 この手順を省きます。 

上述のすべての手順を実行した上で、 まだデータにアクセスできない場合は、 次に

リモート  データのローカル ク ライアン ト  DSN が設定されているかど うかを確認し

ます。 

ZenCC では、 ク ライアン ト  DSN なしの接続を使用して リモート  サーバー データ  

ソース （DSN） にアクセスできます。 Microsoft Excel および Access などの多くのデ

スク ト ップ アプリ ケーシ ョ ンではこれが行えません。 ローカル コンピューター上で

ク ライアン ト  DSN を作成し、 リモート  サーバー DSN にアクセスできるよ うにしま

す。 ク ライアン ト  DSN を作成するには、 Windows クライアン トからのクライアン

ト  アクセスの設定の手順に従ってください。 最初に、 アクセスするサーバー上に

サーバー DSN が存在しているこ とを確認する必要があ り ます。 

これによ り、 ク ラ イアン ト  DSN を問題の原因から除外できます。

8. 最後に、 ク ライアン ト とサーバーが適切なネッ ト ワーク  プロ ト コル上で通信してい

るかど うかを確認します。 デフォルトでは、 Zen はすべてのネッ ト ワーク  プロ ト コ

ルを有効にした状態で出荷されるため、 すべてのプロ ト コルの試行によって接続時

間は遅くな り ますが、 最終的には接続します。 アプリ ケーシ ョ ン ベンダーによって

は、 彼らのアプリ ケーシ ョ ンで通常使用されないプロ ト コルを無効にするこ とがあ

り ます。 

最初に、 ネッ ト ワーク上で使用しなければならないプロ ト コルを決定します。 Linux 

ネッ ト ワークまたは完全な Microsoft ネッ ト ワークの場合、 適切なプロ ト コルは 
TCP/IP です。

適切なプロ ト コルがわかれば、 サーバーがそのプロ ト コルを使用しているこ とを確

認する必要があ り ます。 これを行うには、 サーバー オペレーティング システムでの

管理者権限を持っている （または、 Zen_Admin グループのメンバーである） 必要が

あ り ます。 ZenCC でサーバー名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択します。 ［通

信プロ ト コル］ をク リ ッ ク します。 ［サポート  プロ ト コル］ の一覧に正しいプロ ト

コルが表示されていて、 TCP/IP が選択されているこ とを確認します。
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ク ライアン トが同じプロ ト コルを使用しているこ とを確認します。 ZenCC を使用

し、 ローカル クライアン トを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択します。 ［通信プ

ロ ト コル］ をク リ ッ ク し、 ［サポート  プロ ト コル］ で正しいプロ ト コルが選択され

ているこ とを確認してください。

9. 以上のすべてのタスクを行っても、 まだデータにアクセスできない場合は、 弊社の

テクニカル サポートにお問い合わせください。

ZenCC は大きなレコード  セッ ト を取得する際に処理速度が低下したりハン

グしたり します。

このよ うな問題が起きた場合は、 ZenCC の起動時に使用できる メモ リ を増やしてみて

ください。 指定できる メモ リ量は、 お使いのマシン上にインス トールされている物理メ

モ リによってのみ制限されます。 最小および最大メモリ量を指定できます。 たとえば、

最小および最大に 256 MB を指定するには、 ZenCC を以下のコマンドで起動します。

zencc.exe ‐vmargs ‐Xms256M ‐Xmx256M 

パラ メーター ‐vmargs は、 その他のパラ メーターを指定する場合に必要です。 

パラ メーター ‐Xms は ZenCC に割り当てる メモ リの最小量を指定します。 パラ メーター 

‐Xmx は ZenCC に割り当てる メモ リの最大量を指定します。 ‐Xms パラ メーターを指定し

た場合は、 ‐Xmx パラ メーターも指定する必要があ り ます。
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ZenCC からのエラー メ ッセージ 

ZenCC でデータベースを作成またはデータベースに接続しよ う とする場合に、 いくつ

かの異なる メ ッセージを受け取るこ とがあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 最も一般的な

エラー メ ッセージの主な原因を説明します。

• データベース名を取得できません。 操作に必要なアクセス権がありません

• 指定のリモートエンジンに接続できません。 通信コンポーネン トがすべてリモート  
サーバーに読み込まれており、 使用可能なセッシ ョ ンがあることを確認し、 再試行

して ください。

• サーバーへの接続に失敗しました。

• 不明な設定プロパティ

データベース名を取得できません。 操作に必要なアクセス権がありません

このエラーは、 サーバー上に新しいデータベースを作成しよ う とする と きに発生しま

す。 これはほとんどの場合、 サーバー オペレーティング システムの管理者権限を持っ

ていない、 またサーバー上で Zen_Admin グループのメンバーでもないオペレーティン

グ システム ユーザーと してログインしているこ とが原因です。 このほか、 ユーザー名

とパスワードを入力していなかった場合も このエラーの原因になり ます。

解決方法 ： リモート  オペレーティング システムに対するユーザー名とパスワードを入

力したこ とを確認します。 サーバー上に新しいデータベースを作成するには、 サーバー

での管理者権限を持っているか、 Zen_Admin グループのメンバーである必要があ り ま

す。 Zen_Admin グループの設定方法は、 データベース エンジンの管理者権限の許可で

説明しています。 

Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォーム の場合、 ネッ ト ワーク  ユーザーではなく、 システ

ム上のローカル ユーザーと して設定されているこ とを確認してください。 ネッ ト ワー

ク  ユーザーは、 BOSTON\GILBERT のよ うにド メ イン名と円記号 （\） に続いたユー

ザー名を持ちます。 Administrators グループまたは Zen_Admin グループのメンバーであ

るユーザーは、 ローカル ユーザーであるこ とを確認してください。

必要な権限を持ち、 ユーザー ログインが実際に上記の条件の 1 つを満たしている場合

は、 次に正しいネッ ト ワークにログインしているかど うかも確認してください。 ター

ゲッ ト  オペレーティング システムを使用しているこ とが確実なサーバーに読み取り ま

たは書き込みを試行すれば、 正しいネッ ト ワークにログインしているかど うか調べるこ

とができます。 
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指定のリモートエンジンに接続できません。 通信コンポーネン トがすべてリ
モート  サーバーに読み込まれており、 使用可能なセッシ ョ ンがあることを確

認し、 再試行して ください。

ZenCC で新しいリモート  サーバーを登録しよ う とする と きに、 このエラーを受け取る

場合があ り ます。 このエラーが表示される場合は、 いくつかの原因があ り ます。

1. サーバー名を間違って入力しています。 データベース  ク ライアン トは存在しない

サーバーに接続しよ う と しています。

解決方法 ： サーバー名を再確認し、 入力したサーバー名と同じサーバーが ［ネッ ト

ワーク  コンピューター］ で表示されるかど うかを確認します。

サーバーが存在しているこ とはわかっているが、 それが ［ネッ ト ワーク  コンピュー

ター］ で表示されない場合は、 正しいネッ ト ワークにログインしているかど うかを

確認します。 ネッ ト ワーク管理者に尋ねてください。

2. サーバーのユーザー数の有効期限が切れています。 一時ライセンスを使用している

場合、 ライセンスの有効期限が切れた後に接続を試みる と、 このメ ッセージを受け

取り ます。

解決方法 ： License Administrator を起動してサーバーにインス トールされたライセン

スのステータスをチェッ ク します。 表示されるウ ィンド ウで、 サーバーに適用され

ている各ライセンスに関する詳細なステータス情報を見るこ とができます。 ライセ

ンスの有効期限が切れていた場合は、 販売店または弊社から正式なライセンスをご

購入ください。

3. サーバー上に有効なセッシ ョ ンがあ り ません。 サーバー上に多数のユーザーがいる

場合、 またはサーバーが少ないセッシ ョ ン数で構成されている場合は、 このエラー

を受け取る場合があ り ます。

解決方法 ： Monitor を起動してサーバー上で有効なセッシ ョ ンの使用をチェッ ク し

ます。 ［MicroKernel 通信統計情報］ を確認します。 ［リモート  セッシ ョ ン総数］

で、 ［ピーク値］ と ［最大値］ の値が同じ場合は、 セッシ ョ ンが不足している と考え

られます。 

4. リモート  データベース  サーバーが起動していません。 

解決方法 ： リモート  データベース  エンジンが起動しているこ とを確認してくださ

い。 または、 確認するよ うネッ ト ワーク管理者に依頼してください。 

5. リモート  データベース  サーバーがク ライアン トの リ クエス ト を受け付けていませ

ん。 
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解決方法 ： プロパティを設定して、 リモート  データベース  エンジンがリモート  リ
クエス ト を受け付けるよ うにします。 これを行うには、 サーバーでの管理者権限を

持っている （または、 Zen_Admin グループのメンバーである） 必要があ り ます。

ZenCC の Zen エクスプローラーでサーバー名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選

択します。 ［アクセス］ をク リ ッ ク し、 ［リモート  リクエス トの受付］ オプシ ョ ンが

選択されているこ とを確認します。 

サーバーへの接続に失敗しました。

このエラーはほとんどの場合、 オペレーティング システムのユーザー名またはパス

ワードを間違えてサーバーに接続しよ う と しているこ とが原因です。 

ほかに考えられる原因は次のとおりです。 

• オペレーティング システムは、 最初のログオン時、 ユーザーにパスワードの変更を

要求する場合があ り ます。 この状況が発生するのは、 ユーザー マネージャーで

［ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンに

している場合です。

• ユーザーが、 制限された権限を持つほかのグループのメンバーの場合、 その制限付

きの権限が優先されます。 ユーザーは常に、 そのユーザーが属するグループの制限

された権限のみを持ちます。

解決方法 ： ユーザー名とパスワードの綴り を再確認します。 そのユーザー名とパスワー

ドがリモート  サーバーのオペレーティング システムで設定されているこ とを確認しま

す。

サーバー上でのユーザーのアカウン ト情報を調べます。 オペレーティング システムが、

次回のログオン時にユーザーのパスワードの変更を要求しないこ とを確認します。 ま

た、 そのユーザーが制限された権限を持つグループのメンバーでないよ うにします。

Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォームの場合、 ユーザーがネッ ト ワーク  ユーザーではな

く、 システム上のローカル ユーザーと して設定されているこ とを確認してください。

ネッ ト ワーク  ユーザーは、 BOSTON\GILBERT のよ うにド メ イン名と円記号 （\） に続

いたユーザー名を持ちます。 Administrators グループまたは Zen_Admin グループのメン

バーであるユーザーは、 ローカル ユーザーであるこ とを確認してください。



基本的なトラブルシューティング 331

不明な設定プロパティ

ZenCC がデータベース  エンジンから無効な設定プロパティを取得するこ とは、 可能性

はあ り ますが、 ほとんどあ り ません。 そのよ うなエラー状況については、 Zen テクニカ

ル サポートにご連絡ください。 
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よ く寄せられる質問

このセクシ ョ ンでは、 お客様からよ くお問い合わせのある質問にお答えします。 

インストール

• 既存のバージ ョ ンの製品をアンインストール、 または新しいバージ ョ ンをインス

トールすると、 データ  ファイルはな く なってしまいますか？

• インストールまたはアップグレード したばかりの 「プラグイン」 製品が Zen エクス

プローラーに表示されないのはなぜでし ょ う？

• どのタイプのクライアン ト  インストールを行うべきでし ょ うか？

• インストールのリ リース バージ ョ ンとビルドを確認するにはどうすればよいです

か？

• Zen はターミナル サーバー上でサポート されますか？

• フェールオーバーまたはクラスタ リング環境に Zen をインストールできますか？

• ロード  バランス環境に Zen をインストールできますか？

• Btrieve v6.x またはそれ以前のバージ ョ ンを実行しているサーバー上に Zen をイン

ストールできますか？

• 再起動したときに、 Workgroup エンジンが自動的に起動しないようにするにはどう

したらよいですか？

ZenCC

• Linux での ZenCC の起動方法は？ 

セキュリテ ィ

• オペレーティング システムのユーザーとパスワードを使用してログインする場合

と、 データベースのユーザーとパスワードを使用してログインする場合の違いは何

ですか？

• Zen_Admin グループが定義済みまたは管理者権限を持っているのに " ログイン失敗

" のメ ッセージを受け取るのはなぜですか？ 

ユーザー数、 セッシ ョ ン数、 使用データ

• ユーザー数のアップグレードはどのように認証すればよいですか？
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• 同時ユーザー ライセンス モデルを利用している Zen エンジンでは、 データにアク

セスするユーザー数をどのように監視するのですか？ 2 つのエンジンで同時にデー

タにアクセスした場合はどうなりますか？

• Workgroup エンジンは、 同時ユーザー ライセンスを使用しますか？または 1 台ごと

のライセンスを使用しますか？

ネッ トワーク

• ネッ トワークの問題はどのようにテストすればよいですか？ネッ トワークでほかの

システムが表示されますが、 自分のデータを見ることができません。

データ  アクセスでの問題

• v6.x 以前の Btrieve から最新バージョ ンの Zen にアップグレード しました。 ほかの

誰もがアクセス可能な場合でも、 ファイルにアクセスできないとのエラー メ ッセー

ジが表示されるようになりました。 何が間違っているのでし ょ うか？

• サーバー上にファイルが存在し、 共有になっていますが、 Zen でそれを読み取るこ

とができません。 何が間違っているのでし ょ うか？

• SQL クエリを使用して旧テーブルの定義を作成しています。 結果レコードのサイズ

が異なってしまいました。 なぜでし ょ うか。

• バージ ョ ン 9 のデータ  ファイルをバージ ョ ン 8、 7 または 6 のファイル形式に変換

したいのですが、 どのようにすればよいですか？

ODBC と  DDF

• ODBC を使用してデータ  ファイルにアクセスできるかどうかを知るにはどう したら

よいですか？

• DDF のコード記述されたファイルパスはどのようにしたら変更できますか？

• データ辞書 （DDF） の安全性を確保する一番よい方法はなんですか？

• 非標準 DDF を使用しているかどうかを知るにはどう したらよいですか？

• 異なるデータベース間で DDF を混合して統合させることができますか？

• DDF Sniffer はどうなったのでし ょ う？

• 類似する 2 つの Btrieve ファイルがあり、 一方のファイルに DDF を作成しました。

2 つのファイルは類似しているので、 も う一方の Btrieve ファイルでも同じ  DDF を
使う ことができますか？
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• Btrieve ファイルのオーナー ネームのセッ ト を持っています。 DSN を作成した後で、

ODBC を使用してファイルを開く ことができません。 なぜでし ょ うか？

• リレーシ ョナル エンジン用のクライアン ト側のリクエスターがありますか？

• Zen のアクセス方法は ODBC のみですか？

• ほかのい くつかの製品のように、 すべてのデータ、 データ定義、 ストアド  プロシー

ジャ、 セキュリテ ィ、 テーブルの関係などが含まれる単一のデータベースがありま

すか？

• リレーシ ョナル エンジンには、 データにアクセスまたはデータに影響するよう設計

されたストアド  プロシージャ、 またはほかのタイプのスクリプ ト を実行できるスケ

ジューラがありますか？

Btrieve 6.15 からのアップグレード

• アップグレードおよび移行

アップグレードおよび移行

• 既存の Btrieve ファイルを使用してテーブルを作成する場合、 ウィザードで表示さ

れる列数が実際の Btrieve ファイルの列数より少ないです。 何が間違っているので

し ょ うか？

Demodata サンプル データベース

Demodata をデフォルトの状態に復元する方法はあ り ますか？

1. ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （Windows での ZenCC の起動を参

照してください）。

2. ZenCC 内で、 ［ファイル］ > ［新規作成］ > ［SQL ドキュ メン ト ］ の順に選択する

か、 または  をク リ ッ ク します （新規の SQL スクリプ ト を作成するために SQL 

Editor を起動するには を参照してください）。

3. ［データベースの選択］ ダイアログの一覧で、 DEMODATA を選択して ［OK］ をク

リ ッ ク します。

ZenCC 内に新しい SQL Editor タブが表示されます。 

4. ［ファイル］ > ［開く ］ をク リ ッ ク します。
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5. demodata.sql ファ イルの場所に移動してそのファ イルを選択し、 ［開く ］ をク リ ッ ク

します。 

デフォルトのインス トールで、 このファイルは C:\ProgramData\Actian\Zen\
Demodata\restore にあ り ます。

6. ［SQL］ > ［すべての SQL ステート メン ト を実行］ をク リ ッ クするか、 F10 キーを

押す、 または  をク リ ッ ク します。

demodata.sql では既存のテーブルを削除してから、 そのテーブルの元のデフォルト

を使用してテーブルを再作成します。 復元されたテーブルは空で、 データは含まれ

ていません。 

Demodata 内に作成したほかのテーブルには影響あ り ません。

7. バルク  データ  ユーティ リ ティ （BDU） を使用してデータをテーブルに入れてくだ

さい （bdu を参照）。

a. コマンド  プロンプ ト を開きます。

b. demodata.sql が存在する  "restore" ディレク ト リに移動します。 Demodata のテーブ

ルごとに SDF ファイルが含まれています。

c. SDF ファイルごとに、 BDU を使用してデータをテーブルに読み込みます。

たとえば、 Billing テーブルのデータを読み込むには次のコマンドを使用します。 カ

ンマはファイルのフ ィールド区切り文字です。

bdu demodata billing billing.sdf ‐t , 

メモ ： -t パラ メーターは必要です。 

BDU では、 読み込まれたデータの行数を返します。 

必要なすべての bdu コマンドを一度に実行する  .bat スク リプ ト を作成できます。

その他

• Btrieve レコードをファイルにダンプしたのですが、 そのファイルを読み取ることが

できませんでした。 どう してでし ょ う？

• Zen を ト レース モードで実行できますか？

• データ  ファイルやインデックス内で不要部分削除を行いますか？たとえば、 削除し

たレコードの領域は回復または再利用されますか？
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• データベースがオンラインでバックアップできる機能は何ですか？多くのト ランザ

クシ ョ ンを開いている状態でバックアップを行っているときにサーバーがダウンし

た場合はどうなりますか？

インストール

インス トール後によ く寄せられる質問

既存のバージ ョ ンの製品をアンインストール、 または新しいバージ ョ ンをインス トールす
ると、 データ  ファイルはな く なってしまいますか？

Zen をアンインス トール、 または新しいバージ ョ ンの Zen をインス トールした場合、 以

前のデータ  ファイルおよび DDF がなくなるこ とはあ り ません。 Zen System Analyzer で 

Zen ファイルをアーカイブに保管した場合でも、 あるいは Zen ファイルと同じディ レク

ト リにデータ  ファイルがある場合でも、 以前のデータ  ファイルに影響はあ り ません。

インス トールまたはアップグレード したばかりの 「プラグイン」 製品が Zen エクスプロー

ラーに表示されないのはなぜでし ょ う？

ZenCC キャッシュをクリアする必要がある状況を参照してください。

どのタイプのクライアン ト  インス トールを行うべきでし ょ うか？

わからない場合は、 常に 「すべて」 を選択してください。 このオプシ ョ ンは、 標準イン

ス トールを行います。 このインス トールでは問題が発生した場合にト ラブルシューティ

ングがよ り簡単になり ます。

インス トールのリ リース バージ ョ ンとビルドを確認するにはどうすればよいですか？

ZenCC で、 ［ヘルプ］ > ［バージ ョ ン情報］ の順に選択します。 

Zen はターミナル サーバー上でサポート されますか？

Pervasive.SQL 2000i SP4 以降、 Enterprise Server および Workgroup のエンジンはどちら も

ターミナル サーバー上でサポート されています。 Pervasive.SQL 2000i SP3 では、 サー

バー エンジンがサポート されました。 Pervasive.SQL 2000i SP2 では、 ク ライアン ト  ソ

フ ト ウェアのみがサポート されました。
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フェールオーバーまたはクラスタ リング環境に Zen をインストールできますか？

はい、 どちらにもできます。 Zen は Microsoft Failover Clustering、 Microsoft Cluster 

Server、 および Linux Heartbeat と互換性があ り ます。 『Advanced Operations Guide』 の高

可用性のサポートを参照してください。

ロード  バランス環境に Zen をインストールできますか？

これは、 現時点ではサポート されません。

Btrieve v6.x またはそれ以前のバージ ョ ンを実行しているサーバー上に Zen をインストー

ルできますか？

Zen と  Btrieve 6.x を同じコンピューター上で同時に実行するこ とはできません。

再起動したときに、 Workgroup エンジンが自動的に起動しないようにするにはどう したら

よいですか？

Windows のスタート アップ グループからワークグループ エンジンを削除する必要があ

り ます。 スタート アップの詳細については、 オペレーティング システムのドキュ メン

ト を参照してください。

ZenCC

ZenCC に関してよ く寄せられる質問

Linux での ZenCC の起動方法は？

ZenCC を起動するには、 一定の要件を満たす必要があ り ます。 Linux での ZenCC の起

動を参照してください。

セキュリティ

セキュ リ ティに関してよ く寄せられる質問

オペレーテ ィング システムのユーザーとパスワードを使用してログインする場合と、 デー

タベースのユーザーとパスワードを使用してログインする場合の違いは何ですか？ 

これらは初めは識別し難いよ うに見えるかもしれませんが、 規則は 1 つのみです。 つま

り、 サーバーに既に接続できていて、 データベースに直接アクセスしよ う とする場合に
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のみ、 データベース  ログインを使用してください。 この時点に達するまでは、 オペ

レーティング システムのログインを使用する必要があ り ます。

たとえば、 Monitor を実行してまたは設定プロパティから リモート  サーバー エンジンで

作業する場合は、 パスワードの入力が必要です。 いずれの場合でも、 リモート  システ

ム上での管理者権限を持つオペレーティング システム アカウン ト または Zen_Admin の

メンバーのアカウン トのユーザー名とパスワードを提供する必要があ り ます。 これは、

新規データベースを作成する場合にも適用されます。

データ自体で作業を始めた後で入力が必要な場合は、 データベースのユーザーとパス

ワードを使用します。 データベースのセキュ リ ティ を無効にした場合は、 データベース

のユーザー名とパスワードはまったく必要あ り ません。 この場合、 前の段落で述べたよ

うな管理者用のタスクを行うためのオペレーティング システムのユーザーとパスワー

ドが必要なだけです。

Zen_Admin グループが定義済みまたは管理者権限を持っているのに " ログイン失敗 " の
メ ッセージを受け取るのはなぜですか？

Actian Zen Enterprise Server の設定は、 データベース  エンジン実行中のマシンへのログ

イン許可を持つかど うかに影響します。 設定は、 Zen_Admin グループを使用してもし

なくても適用されます。 Zen サービスの ［アカウン ト ］ への ［ログオン］ 設定を変更し

た場合、 そのアカウン トのユーザー権利ポリシーを ［オペレーティング システムの一

部として機能］ に変更する必要があ り ます。 そ うでない場合、 リモート  ログインは失

敗します。 

たとえば、 Monitor ユーティ リ ティは、 データベース  エンジン実行中のマシン上のオペ

レーティング システムにログインしているこ とを必要と します。 ［アカウン ト ］ に指定

したアカウン トがオペレーティング システムの一部と して機能しない場合、 ログイン

失敗のメ ッセージを受け取り ます。

Administrator アカウン トであっても、 ユーザー権利ポ リシーを ［オペレーティング シ
ステムの一部として機能］ に設定する必要があるので注意してください。

ユーザーの権利ポリシーを変更する手順の詳細はサービスの設定とログイン権限を参照

してください。

ユーザー数

ユーザー数に関してよ く寄せられる質問



基本的なトラブルシューティング 339

ユーザー数のアップグレードはどのように認証すればよいですか？

ライセンス管理に記載されている作業を参照してください。

同時ユーザー ライセンス モデルを利用している Zen エンジンでは、 データにアクセスす

るユーザー数をどのように監視するのですか？ 2 つのエンジンで同時にデータにアクセス

した場合はどうなりますか？ 

同時ユーザー ライセンス  モデルでは、 各ライセンスにユーザー数が明記されています。

ユーザー数によ り、 指定された数のコンピューターが、 Zen データベース  エンジンに

同時に接続できます。 Zen はシ リ アル番号によってマシンを識別するので、 同じシ リ ア

ル番号による接続はすべて同一マシンからのものと認識されます。 たとえば、 複数の 

NIC を持つ 1 台のマシンは同じマシンと して認識されます。

Zen にク ライアン ト  セッシ ョ ンと してアクセスする各ワークステーシ ョ ンは、 1 ユー

ザーとカウン ト されます。 1 台のクライアン ト  コンピューター上にある複数のアプリ

ケーシ ョ ンは、 1 ユーザーと見なされ、 別個のユーザーと してカウン ト されません。 そ

れぞれのターミナル サーバー セッシ ョ ンも  1 ユーザーと してカウン ト されます。 

Zen は、 同じク ライアン ト  コンピューター セッシ ョ ンから受信する一意のプロ ト コル

ごとに 1 つのユーザー カウン ト を使用します。 同じプロ ト コルで異なるアドレス形式

を使用している場合は、 1 ユーザーのみカウン ト されます。 たとえば、 あるアプリ ケー

シ ョ ンが IPv4 を使用し、 別のアプリ ケーシ ョ ンが IPv6 を使用する場合、 これらのアプ

リ ケーシ ョ ンが同一マシン上で実行される と、 1 ユーザーのみがカウン ト されます。

IPv4 および IPv6 はそれぞれ TCP/IP の異なるアドレス形式です。

データ  ファイルには、 一度に 1 つのエンジンのみがアクセスを許可されています。 エ

ンジンはデータ  ファイルが破損しないよ うに排他モードでデータ  ファイルを開くので、

2 つ目のエンジンがファイルを開こ う と しても拒否されます。

Workgroup エンジンは、 同時ユーザー ライセンスを使用しますか？または 1 台ごとのラ

イセンスを使用しますか？ 

同時ユーザーを使用します。 同時ユーザー ライセンス モデルを参照してください。

ネッ トワーク

ネッ ト ワークに関してよ く寄せられる質問
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ネッ トワークの問題はどのようにテストすればよいですか？ネッ トワークでほかのシステ
ムが表示されますが、 自分のデータを見ることができません。

Zen System Analyzer を起動して、 初期画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。 次の画面で、

［アクティブ インス トールをテス トする］ を選択して ［ネッ トワーク通信をテストす

る］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにし、 その他のチェッ ク  ボッ クスをすべてオフにします。

［次へ］ をク リ ッ ク します。 次の画面で ［詳細設定］ をク リ ッ ク し、 テス ト しないプロ

ト コルの選択をオフにして ［OK］ をク リ ッ ク します。 参照ボタン ［...］ をク リ ッ ク し

て、 サーバー上のインス トール ディ レク ト リにマップしたド ライブを選択します。

UNC 名はサポート されないので、 割り当てられたド ライブが必要です。 ［次へ］ をク

リ ッ ク してネッ ト ワーク  テス ト を実行します。 テス ト結果のウ ィンド ウで、 検出され

たネッ ト ワークの重大な問題が報告されます。

データ  アクセスでの問題

データ  アクセスに関してよ く寄せられる質問

v6.x 以前の Btrieve から最新バージ ョ ンの Zen にアップグレード しました。 ほかの誰もが

アクセス可能な場合でも、 ファイルにアクセスできないとのエラー メ ッセージが表示され

るようになりました。 何が間違っているのでし ょ うか？

Zen System Analyzer を使用して、 Btrieve または Zen の以前のバージ ョ ンのコンポーネ

ン トがすべて保持されているかど うかを確認します。 次に、 環境設定が正しいかど うか

を確認してください。 zen.log ファイルを見つけ、 ステータス  コード  8505 または 8517 
を示すエラー メ ッセージがないかど うかを確認します。 これらのステータス  コードは、

ローカルの Workgroup エンジンを使ってデータ  ファ イルの読み取りが試行されたこ と

を示しています （zen.log に書き込まれる メ ッセージ文字列に 16 進数値が含まれる場

合、 その 16 進数値の前には "0x" が付くので 10 進数値と区別できます）。

ZenCC を起動します。 ローカル クライアン ト を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択し

ます。 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。 ［ローカル MicroKernel エンジンの使用］ オプ

シ ョ ンのチェッ クがオフで、 ［リモート  MicroKernel エンジンの使用］ オプシ ョ ンの

チェッ クがオンになっているこ とを確認してください。 

サーバー上にファイルが存在し、 共有になっていますが、 Zen でそれを読み取ることがで

きません。 何が間違っているのでし ょ うか？

ファイルはどのよ うに共有していますか？ Zen では Microsoft でのリダイレク ト された

マップ、 または Windows 32 ビッ ト  プラ ッ ト フォームでの 非表示の Admin 共有 （C$）
を使用したド ライブ名のマップをサポート しません。
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ユーザーが、 ファイル サーバーへアクセスするためのオペレーティング システムの適

切なログイン認証を持っているかど うかを確認してください。

Zen System Analyzer を実行し、 ［ネッ ト ワーク通信をテス トする］ を選択して接続が正

し く行えるかど うかを確認します。

SQL クエリを使用して旧テーブルの定義を作成しています。 結果レコードのサイズが異

なってしまいました。 なぜでし ょ うか。  

Pervasive.SQL 2000 で実行した場合、 ヌル値を許可するフ ィールドでは、 そのフ ィール

ドの開始位置に定義された追加バイ トがあ り ます。 このバイ トはヌル インジケーター

です。 次のいずれかの方法でこれを変更するこ とができます。

SQL ステート メン ト を使用して新しいテーブル定義を作成する場合は SET 

TRUENULLCREATE=OFF とい う ステート メン ト を入力します。 現在のセッシ ョ ンでは

これ以降、 作成するテーブルは旧レコードの構造を使用し、 ヌル値を許可する各列に余

分なバイ ト を追加しません。

SQL ステート メン ト を使用しない場合は、 すべての列をヌル値が許可されないよ うに

して作成し、 フ ィールドのサイズを取得して適切に配置するこ とができます。

バージ ョ ン 9 のデータ  ファイルをバージ ョ ン 8、 7 または 6 のファイル形式に変換したい

のですが、 どのようにすればよいですか？

変換するファイルがリモート  Enterprise Server、 Cloud Server、 または Workgroup エンジ

ンによって提供される場合は、 以下のタスクを行うためにリモート  システム上での管

理者権限を持っている必要があ り ます。 また、 リモート  データ  ファイルにマップした

ネッ ト ワーク  ド ラ イブが必要です。

ZenCC でデータ  ファ イルが存在するサーバー名を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択

します。 ［ファイル互換性］ をク リ ッ ク し、 ［作成ファイルのバージ ョ ン］ に変換する

ファイル バージ ョ ンを設定します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。 ［はい］ をク リ ッ ク し

て、 エンジンを再起動します。 これらの変更によって、 選択したバージ ョ ンで新しい

ファイルが作成されます。

Maintenance ユーティ リ ティを実行して、 ［オプシ ョ ン］ メニューから ［情報エディ ター

の表示］ を選択します。 ［情報のロード］ をク リ ッ ク して、 変換するデータ  ファイルを

選択します。 ［ファイルの作成］ をク リ ッ ク して、 旧バージ ョ ン形式で作成する新しい

空のデータ  ファイルの名前を指定します。 ［OK］ をク リ ッ ク してファイルを作成しま

す。 ［ファイル情報エディ ター］ ウ ィ ンド ウは閉じますが、 Btrieve Maintenance ユー

ティ リ ティは終了しないでください。
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メニューから、 ［データ］ > ［コピー］ を選択します。 ソース  データ  ファイル名と ター

ゲッ ト  データファイル名 （旧バージ ョ ンのファイル形式で新規に作成するファイル）

を入力します。 ［実行］ をク リ ッ ク してレコードを旧バージ ョ ンのファイルへコピーし

ます。 コピーが完了した後、 新しいデータ  ファイルをコピー元のファイル名と同じ名

前にする必要がある場合は、 元のデータ  ファイルを別名で保存し、 元のファイル名で

新しいファイルを保存します。

ODBC と  DDF

ODBC および辞書ファイルに関してよ く寄せられる質問

ODBC を使用してデータ  ファイルにアクセスできるかどうかを知るにはどう したらよいで

すか？

調べる方法はいくつかあ り ます。 まず、 データ  ファイルが置かれている場所で DDF 

ファイルを探します。 これらが見つかれば、 ほとんどの場合は ODBC を使用してデー

タベースにアクセスできます。 DDF ファイルはデータ  ファイルと異なるディ レク ト リ

に置く こ とができるので、 ZenCC を使用して、 アクセスするデータ  ファイルのデータ

ベースが作成されているかど うかを調べる必要もあ り ます。 また、 アプリ ケーシ ョ ンで

データ  ファイルのアクセスに ODBC を使用しているかど うかをアプリ ケーシ ョ ン ベン

ダーに尋ねるこ とができます。

DDF のコード記述されたファイルパスはどのようにしたら変更できますか？ 

ZenCC でテーブルのデータベースを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択します。

［ディレク ト リ］ をク リ ッ ク します。 ［辞書のロケーシ ョ ン］ の値を変更します。

パスは変更されていないよ うに見えます。 変更を確認するには、 X$File システム テー

ブルを開き、 指定したユーザー テーブルの Xf$Loc フ ィールドを見ます。 ZenCC にシス

テム テーブルが表示されていない場合は、 ［システム オブジェク ト ］ を展開します。

また、 SQL で ALTER TABLE USING ステート メン ト を使用して、 特定のテーブルに

よって使用されるデータ  ファイルを変更します。 詳細については、 『SQL Engine 
Reference』 を参照してください。

データ辞書 （DDF） の安全性を確保する一番よい方法はなんですか？

常に DDF のバッ クアップ コピーを行ってください。 ランタイム DDF を変更する と き

には、 必ず変更前にその DDF のバッ クアップ コピーを行ってください。 最初にデータ
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ベースのセキュ リ ティを有効にする場合は、 セキュ リ ティなしの辞書のバッ クアップ 
コピーと、 セキュ リ ティ付きの辞書のバッ クアップ コピーを行います。

非標準 DDF を使用しているかどうかを知るにはどう したらよいですか？

Btrieve ユーティ リ ティで編集できる場合、 その DDF は標準の辞書ファイルではあ り ま

せん。 標準の辞書ファイルは、 Btrieve で直接アクセスするこ とができません。 この

ロ ッ ク  アウ トは、 リ レーシ ョナル エンジンのみが辞書へ書き込みできるこ とを保証す

る安全な機能です。 DDF は互いに、 そしてデータ  ファイルと常に同期化されている必

要があるたいへん重要なファイルです。

標準の辞書のテーブル名およびフ ィールド名は大文字小文字を区別しません。 file.ddf 

の列 Xf$Name と  field.ddf の 列 Xe$Name の列定義で大文字小文字を区別するかど うかを

設定するフラグがあ り、 これらの値が大文字小文字を区別しないこ と示しています。

DDF は Btrieve ファイルなので、 Function Executor を使用して開き、 表示するこ とがで

きます （更新はできません）。 これは、 file.ddf または field.ddf の内容を確認する  1 つの

方法です。

非標準の辞書 DDF の中には、 file.ddf、 field.ddf および index.ddf が存在しないものがあ り

ます。 このよ うな辞書は、 Zen 製品で動作しません。 たとえば、 file.ddf ではなく  
x$file.ddf とい う ファ イルがある場合は、 その DDF は非標準であるこ とがわかり ます。

非標準の DDF は通常、 ZenCC や PSQL リ レーシ ョナル エンジンで正し く動作しませ

ん。

異なるデータベース間で DDF を混合して統合させることができますか？

DDF ファイルの完全なセッ トは 1 つの単位と して考える必要があ り ます。 DDF を 1 つ

も持たないデータベースと別のデータベースの DDF とを混合するこ とができます。

DDF Sniffer はどうなったのでし ょ う？

DDF Sniffer は、 1998 年に Smithware 社からの権利の取得によ り  Zen に追加されました。

現在は独立した製品と しては使用できません。 DDF Sniffer の機能は ZenCC と  DDF 
Builder に統合されました。 
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類似する 2 つの Btrieve ファイルがあり、 一方のファイルに DDF を作成しました。 2 つの

ファイルは類似しているので、 も う一方の Btrieve ファイルでも同じ  DDF を使う ことがで

きますか？

2 つのファイルがどのよ うに似ているかによって答えは異なり ます。 2 つのファイルの

レコード数が違うだけなら、 同じ  DDF ファイルを使用するこ とができます。 フ ィール

ドまたはインデッ クスの数、 順序、 名前または型が異なれば、 同じ  DDF は使えません。

つま り、 2 つのファイルのレコード構造が完全に一致している場合にのみ同じ  DDF が

使用できます。

Btrieve ファイルのオーナー ネームのセッ ト を持っています。 DSN を作成した後で、

ODBC を使用してファイルを開く ことができません。 なぜでし ょ うか？

Btrieve ファ イルがオーナー ネームを持つ場合、 ODBC アクセスにはデータベース  セ

キュ リ ティを使用する必要があ り ます。 ZenCC でデータベース  セキュ リティを有効に

してください。 『Advanced Operations Guide』 の Zen エクスプローラーを使用してセ

キュリテ ィ を有効にするにはおよびオーナー ネームおよび SQL アクセスを参照してく

ださい。

注意！ Master ユーザーのパスワードは忘れないでください。 パスワードがないと、

データベース内でセキュ リ ティを無効にしたり管理者タスクを実行するこ とはできませ

ん。 パスワードを忘れてしまった場合に備えて、 セキュ リ ティ を有効にする前に DDF 

をバッ クアップしておく こ と もできます。

次に、 オーナー ネームを定義したデータ  ファイルへの Master ユーザー アクセスを許可

します。 オーナー ネームを持つ各テーブルに対し、 次の SQL ステート メン ト を発行す

るこ とによってアクセスを許可するこ とができます。

GRANT ALL ON my_table 'ownername' TO Master

上記のステート メン ト を入力する場合は、 変数個所をテーブルの実際の名前とそのテー

ブルの適切なオーナー ネームに置き換えてください。 各データ  ファイルは ODBC テー

ブルに対応しているこ とを覚えておいてください。 どのテーブルがどのデータ  ファイ

ルに対応しているかがわからない場合は、 ZenCC を使用して見つけてください。 ZenCC 
内でテーブルを右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選択します。 ツ リーで ［情報］ をク

リ ッ ク します。 ［テーブルの場所］ フ ィールドは、 そのテーブル定義によって参照され

るファイルを示します。

セキュ リ ティが重要な場合は、 ユーザーを作成し、 データベースにアクセスする と思わ

れるすべてのユーザーに権限を割り当てます。 これは、 SQL で CREATE GROUP および 

GRANT ステート メン ト を使用して行います。 その後、 ZenCC でユーザーやグループを
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追加するこ とができます。 『Advanced Operations Guide』 のユーザーとグループを参照し

てください。

セキュ リ ティが重要でない場合、 PUBLIC にアクセスを許可すれば、 多くのユーザーの

作成や権限の割り当てを行う必要があ り ません。 PUBLIC ではネッ ト ワーク上のだれも

がデータにアクセスできます。 次のステート メン ト を使用するこ とができます。

GRANT ALL ON my_table 'ownername' TO PUBLIC

リレーシ ョナル エンジン用のクライアン ト側のリクエスターがありますか？

SQL アプリ ケーシ ョ ンをサポートする  DOS リ クエスターはあ り ませんが、 Windows 用

の Zen ク ラインアン ト  ソフ ト ウェアには ODBC ク ライアン ト  コンポーネン トが含まれ

ており、 リモート  サーバー エンジンへ接続するこ とができます。

Zen のアクセス方法は ODBC のみですか？

いいえ、 ほかにも方法があ り ます。 ODBC や長年その有効性が認められている  Btrieve 
API に加え、 Btrieve 2 API、 JDBC ド ライバー、 純粋な Java インターフェイス、 あるい

は ADO.NET SDK を使用してアプリ ケーシ ョ ンを開発できます。

ほかのい くつかの製品のように、 すべてのデータ、 データ定義、 ス トアド  プロシージャ、

セキュリテ ィ、 テーブルの関係などが含まれる単一のデータベースがありますか？

あ り ません。 Zen は、 データを別々のファイルに保存します。 リ レーシ ョナル テーブ

ル定義ごとに 1 つのファイルとな り ます。 データ定義、 ユーザー / グループ定義などの

メ タ  データは、 DDF ファイルに保存されます。 各 DDF ファイルの拡張子は ".ddf" で

す。

リレーシ ョナル エンジンには、 データにアクセスまたはデータに影響するよう設計された

ストアド  プロシージャ、 またはほかのタイプのスクリプ ト を実行できるスケジューラがあ

りますか？

リ レーシ ョナル エンジンにはスケジューラがあ り ません。

アップグレードおよび移行

アップグレード と移行に関してよ く寄せられる質問
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既存の Btrieve ファイルを使用してテーブルを作成する場合、 ウィザードで表示される列

数が実際の Btrieve ファイルの列数より少ないです。 何が間違っているのでし ょ うか？

Btrieve ファ イルに含まれるファ イル構造に関する情報量は限られています。 テーブル

作成ウ ィザードでは、 ファ イルのインデッ クスからいくつかのフ ィールド定義を取得で

きますが、 取得後も、 2 つ以上の実際のフ ィールドを含むデータ  セグメン トが残る場合

があ り ます。 ウ ィザードでは内容を解析する方法があ り ません。 レコード構造を自身で

理解してこれらのフ ィールドを分割し、 レコード内のすべてのフ ィールド と一致する

テーブル定義をビルドする必要があ り ます。 

その他

その他のト ピッ クに関してよ く寄せられる質問

Btrieve レコードをファイルにダンプしたのですが、 そのファイルを読み取ることができま

せんでした。 どう してでし ょ う？

Btrieve の Maintenance ユーティ リ ティを使用してレコードを保存またはダンプした場

合、 結果ファイルには各レコードのバイナリ  イ メージが含まれます。 レコードが文字

データで完全に構成されなければ、 実際の内容を読み取るこ とができません。

Zen が ASCII の読み取り可能な形式でレコードをダンプできる唯一の方法は、 DDF を

読み取って、 レコードの仕様全体を取得するこ とです。 Btrieve ではレコード長、 イン

デッ クスのデータ型およびインデッ クスの長さのみを持ちます。 Btrieve は、 これら以

外のレコード内容を解析するための情報を持ちません。

Zen を ト レース モードで実行できますか？

はい、 Windows で Enterprise Server、 Cloud Server、 または Client を使用している場合に

は実行できます。

Windows サーバー

エンジンをデバッグ モードで実行するには、 実行するシステムの管理者権限が必要で

す。 

1. ZenCC を使用し、 目的のサーバー エンジンを右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択

します。

2. ［デバッグ］ をク リ ッ ク し、 ［ト レース オペレーシ ョ ンの実行］ オプシ ョ ンの値をオ

ンにして、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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エンジンを再起動する必要はあ り ません。

『Advanced Operations Guide』 の ト レース オペレーシ ョ ンの実行も参照してください。

メモ ： オペレーシ ョ ンを ト レースした後は ［ ト レース  オペレーシ ョ ンの実行］ オプ

シ ョ ンをオフにし、 ［編集］ > ［適用］ をク リ ッ ク します。 ト レース  モードで Zen を実

行した場合、 パフォーマンスが低下します。

Windows クライアン ト

ZenSA ネッ ト ワーク接続テス ト を実行し、 ネッ ト ワーク接続を確認します。 アクテ ィ

ブ インストールのテストを参照してください。

さ らに、 ある種の低レベルな問題のト ラブルシュートにはク ライアン トの ト レースが使

用できます。 一般的に、 低レベルのト レースは不要で、 このよ うな ト レースは熟練した

サポート  スタ ッフが使用するためのものです。 低レベルのク ライアン トの ト レースを

実行する方法は、 製品のベンダーまたは Actian のテクニカル サポートが説明します。

データ  ファイルやインデックス内で不要部分削除を行いますか？たとえば、 削除したレ

コードの領域は回復または再利用されますか？

行います。 削除したレコードの領域は、 以降の挿入で再利用されます。 ファ イル内の空

き領域は、 ディ スクにデアロケート されるこ とはあ り ません。 インデッ クス  バランス

がオンになっている場合は、 インデッ クス  ページ内の未使用領域も再利用されます。

『Advanced Operations Guide』 の Rebuild ツールの概念を参照してください。

データベースがオンラインでバックアップできる機能は何ですか？多くのト ランザクシ ョ
ンを開いている状態でバックアップを行っているときにサーバーがダウンした場合はどう
なりますか？

Continuous オペレーシ ョ ンを使えば、 使用中のデータ  ファイルのセッ ト を安全にバッ

クアップできる特別な " セーフ  モード " に置く こ とができます。 データ  ファイルが 

Continuous オペレーシ ョ ン モードの間、 それらのデータ  ファイルは変更されず、 特別

なデルタ  ファイルにすべてのデータベース操作の結果を保存します。 バッ クアップが

完了した後、 データ  ファイルは Continuous オペレーシ ョ ン モードから削除する必要が

あ り、 その時点のデルタ  ファイルに保存された変更が使用中のファイルにロール イン

されます。

データ  ファイルが Continuous オペレーシ ョ ン モード中にサーバーがダウンした場合、

次回そのデータ  ファイルにアクセスしたと きには、 データベース  エンジンが既存のデ

ルタ  ファイルを検出してその時点の変更をロール インします。



348 基本的なトラブルシューティング

データ  ファイルを  Continuous オペレーシ ョ ン モードにするには、 『Advanced Operations 
Guide』 で説明されている  BUTIL -STARTBU コマンドまたは Maintenance ユーティ リ

ティを使用します。
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